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第１章 調査の概要 

１．調査の目的 
本調査は、保健福祉計画策定、第６期介護保険事業計画策定、地域包括ケアシステム構築及び今後の

高齢者施策検討のための基礎調査として実施した。 

 

２．調査の種類及び対象者 
本調査では「地域包括ケアモデル実態調査」「日常生活圏域ニーズ調査」「介護保険に関する調査」の

３種類の調査を実施した。各調査の対象者については下表に示すとおりである。なお、「日常生活圏域

ニーズ調査」については「①要支援・要介護認定を受けていない第１号被保険者」、「②要支援１・２の

認定を受けた第１号被保険者」において、調査内容が一部異なるため、それぞれ別の調査票を使用した。 

 

 

調査種類 対象者の条件 対象者数 調査時期 

地域包括 

ケアモデル 

実態調査 

高井戸、成田、方南地域で、

医療・介護サービス、インフ

ォーマルサービス等が集積

している右記の地区に居住

する 75 歳以上の区民 

○高井戸西 1 丁目（ただし、高

井戸西 1-12 浴風会を除く） 

○高井戸西2丁目5番1号～3号 

○阿佐谷南 3丁目 

○方南 2丁目 

1，921 名 平成 25年 8月 1日～31日 

日常生活圏域 

ニーズ調査 

①要支援・要介護認定を受け

ていない第１号被保険者 

7 地域別※に無作為抽出 2，000 名 平成 25年 9月 1日～30日 

②要支援１・２の認定を受け

た第１号被保険者 

7 地域別※に無作為抽出 2，000 名 

介護保険に 

関する調査 

要介護認定者のうち、施設サ

ービス受給者を除いた第１

号被保険者 

7 地域別※・要介護度別に無作為

抽出 

2，000 名 平成 25 年 9月 15 日 

～10 月 15 日 

※「7地域別」の区分については５．地域区分を参照 

 

３．調査実施方法 
本調査は、郵送（配布、回収）によるアンケート調査とした。 

 

４．回収結果 
本調査での回収結果は下表に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

※「介護保険に関する調査」回収数のうち、在宅及び６ヶ月未満の入院者である（822 名）が集計対象 

である。 

  

図表１ 調査の種類及び対象者 

図表２ 回収結果 

調査名 発送数 回収数 回収率 

地域包括ケアモデル実態調査 1,921 件 1,279 件 66.6% 

日常生活圏域ニーズ調査 

①要支援・要介護認定を受

けていない第１号被保険者 
2,000 件 1,426 件 71.3% 

②要支援１・２の認定を受

けた第１号被保険者 
2,000 件 1,450 件 72.5% 

介護保険に関する調査 2,000 件 1,187 件 59.4% 
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第１章 調査の概要 

５．地域区分 
本調査で用いた地域区分は以下の７区域である。 

 

① 井草地域 

② 西荻地域 

③ 荻窪地域 

④ 阿佐谷地域 

⑤ 高円寺地域 

⑥ 高井戸地域 

⑦ 方南・和泉地域 

 

図表３ 各地域の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．報告書を見る際の注意事項 
（１）基数となるべき実数（n）は、設問に対する回答者数である。 

（２）回答の比率（%）は、その質問の回答者数を基数として算出している。したがって、複数回答の

設問はすべての比率を合計すると 100.0%にならない場合がある。 

（３）本文や図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合がある。 

（４）クロス集計の合計は、当該質問に対する全ての内訳ではないので、全体の合計とは合わない場合

がある。 

（５）回答数が 30 未満と少ないものについては、比率が動きやすく分析には適さないため、参考とし

て示すにとどめる。 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

１．回答者の属性 

（１）調査票の記入者、対象者の性別・年齢 

○調査票の記入者 

 

○対象者の性別 

問１ この調査票を記入するのはどなたですか。 

 

図表１－１ 調査票の記入者 

 

問２ あなたの性別は。 

 

図表２－１ 対象者の性別 

 

男性

37.1%

女性

60.0%

無回答

2.9%

(n=1,279) 

あて名のご本人

79.3%

配偶者

4.5%

子

11.3%

子の配偶者

0.9%

兄弟姉妹

0.3%

その他

0.5%

無回答

3.2%

(n=1,279) 

基数 構成比[%]

あて名のご本人 1014 79.3

配偶者 57 4.5

子 144 11.3

子の配偶者 12 0.9

兄弟姉妹 4 0.3

その他 7 0.5

無回答 41 3.2

全  体 1279 100.0

(n=1,279) 

基数 構成比[%]

男性 474 37.1

女性 768 60.0

無回答 37 2.9

全  体 1279 100.0



 

8 

 

第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

○対象者の年齢 

  

問３ あなたの年齢は。 

 

図表３－１ 対象者の年齢（地域区分別） 

 

 

 

 

 

 

７５～７９歳

41.2

40.1

47.9

38.5

８０～８４歳

31.0

33.0

28.0

30.9

８５～８９歳

17.9

18.1

15.0

19.3

９０～９４歳

6.6

5.3

5.9

8.2

９５歳以上

1.5

1.9

0.7

1.5

無回答

1.7

1.5

2.4

1.5

凡例

全 体 (1,279)

阿佐谷南３丁目 (469)

方南２丁目 (286)

高井戸西 (524)

n

(%)

地
域
区
分

全  体 ７５～７９歳 ８０～８４歳 ８５～８９歳 ９０～９４歳 ９５歳以上 無回答

1279 527 397 229 85 19 22

100.0 41.2 31.0 17.9 6.6 1.5 1.7

469 188 155 85 25 9 7

100.0 40.1 33.0 18.1 5.3 1.9 1.5

286 137 80 43 17 2 7

100.0 47.9 28.0 15.0 5.9 0.7 2.4

524 202 162 101 43 8 8

100.0 38.5 30.9 19.3 8.2 1.5 1.5

阿佐谷南
３丁目

方南２丁目

高井戸西

地
域

全  体
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（２）要支援・要介護認定の有無と認定状況 

 

要支援・要介護認定の有無について、「受けている」が 27.8%、「受けていない」が 65.4%となってい

る。 

地域区分別についてみると、高井戸西において「受けている」が 31.7%と他の地域に比べ多く、次い

で、方南２丁目が 25.2%、阿佐谷南３丁目が 24.9%となっている。「受けていない」については阿佐谷南

３丁目が 69.1%と最も多く、次いで、方南 2 丁目が 67.5%、高井戸西が 60.9%となっている。（図表４－

１） 

 

  

問４ あなたは要支援・要介護認定を受けていますか。 

「受けている」が27.8%、「受けていない」が65.4%。 

 

 

図表４－１ 要支援・要介護認定の有無（地域区分別） 

 

受けている

27.8

24.9

25.2

31.7

受けていない

65.4

69.1

67.5

60.9

無回答

6.9

6.0

7.3

7.4

凡例

全 体 (1,279)

阿佐谷南３丁目 (469)

方南２丁目 (286)

高井戸西 (524)

n

(%)

地
域
区
分
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（３）要支援・要介護認定の介護度 

 

要支援・要介護認定を受けている人の認定状況について、「要支援１」が 31.3%、「要支援２」が 14.6%、

「要介護１」が 13.0%、「要介護２」が 11.8%の順で多くなっている。 

地域区分別でみると「要支援１」では方南２丁目が 40.3%と他の地域に比べ多く、阿佐谷南３丁目で

は 29.1%、高井戸西では 28.9%となっている。「要支援２」については高井戸西が 16.9%で多く、「要介護

１」では阿佐谷南３丁目が 14.5%と最も多くなっている。（図表５－１） 

 

 

 

 

  

問５ （問４で「１．受けている」と回答された方におたずねします。）  

あなたの現在の認定状況を教えて下さい。 

「要支援１」が31.3%、「要支援２」が14.6%、「要介護１」が13.0%。 
 

 

図表５－１ 認定状況（地域区分別） 

 

要支援１

31.3

29.1

40.3

28.9

要支援２

14.6

12.0

13.9

16.9

要介護１

13.0

14.5

9.7

13.3

要介護２

11.8

14.5

9.7

10.8

要介護３

9.3

9.4

6.9

10.2

要介護４

7.3

8.5

6.9

6.6

要介護５

9.9

8.5

11.1

10.2

無回答

2.8

3.4

1.4

3.0

凡例

全 体 (355)

阿佐谷南３丁目 (117)

方南２丁目 (72)

高井戸西 (166)

n

(%)

地
域
区
分



  

11 

 

第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（４）介護サービスの利用状況 

 

要支援・要介護認定を受けている人の介護サービスの利用状況について、「利用している」が 72.7%、

「利用していない」が 24.5%と「利用している」が７割を超えている。 

年齢別に「利用している」をみると、７５～７９歳では 60.7%に対し、８５～８９歳では 73.5%、９

０～９４歳では 80.0%となっており、年齢が高くなるにつれ「利用している」が多くなっている。（図表

６－１） 

 

 

問６ （問４で「１．受けている」と回答された方におたずねします。） 

あなたは介護サービスを利用していますか。 

「利用している」が72.7%、「利用していない」が24.5%。 
 

 

図表６－１ 利用状況（年齢別） 

 

利用している

72.7

60.7

72.1

73.5

80.0

87.5

利用していない

24.5

34.4

26.0

23.9

16.7

12.5

無回答

2.8

4.9

1.9

2.7

3.3

凡例

全 体 (355)

７５～７９歳 (61)

８０～８４歳 (104)

８５～８９歳 (113)

９０～９４歳 (60)

９５歳以上 (16)

n

(%)

年
齢
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

 

地域区分別で「利用している」をみると、阿佐谷南３丁目で 73.5%、高井戸西で 72.9%、方南２丁目

で 70.8%となっている。（図表６－２） 

介護度別では、要支援１・２の 63.8%に対し、要介護１・２では 79.5%、要介護３では 87.9%と介護度

が高くなるにつれ利用している割合が高まる。しかし、要介護５ではやや下回る結果となった。（図表

６－３） 

 

  

 

図表６－２ 利用状況（地域区分別） 

 

 

 

図表６－３ 利用状況（介護度別） 

 

利用している

72.7

73.5

70.8

72.9

利用していない

24.5

22.2

26.4

25.3

無回答

2.8

4.3

2.8

1.8

凡例

全 体 (355)

阿佐谷南３丁目 (117)

方南２丁目 (72)

高井戸西 (166)

n

(%)

地
域
区
分

利用している

72.7

63.8

79.5

87.9

92.3

80.0

利用していない

24.5

31.9

18.2

9.1

7.7

20.0

無回答

2.8

4.3

2.3

3.0

凡例

全 体 (355)

要支援１・２ (163)

要介護１・２ (88)

要介護３ (33)

要介護４ (26)

要介護５ (35)

n

(%)

介
護
度
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（５）介助・介護の必要有無 

 

要支援・要介護認定を受けていない人における介助・介護の必要有無・状況について、「介助・介護

は必要ない」が 80.5%、「何らかの介助・介護は必要だが現在は受けていない」が 11.0%、「家族などの

介助・介護を受けている」は 4.5%となっている。 

年齢別についてみると「介助・介護は必要ない」は７５～７９歳では 83.6%に対し、８０～８４歳で

79.1%、８５～８９歳で 74.0%と年齢が高くなるにつれ少なくなっている。一方、「家族などの介助・介

護を受けている」は７５～７９歳では 2.3%に対し、８０～８４歳で 5.4%、８５～８９歳で 7.0%と年齢

が高くなるにつれ多くなっている。（図表７－１）  

問７ （問４で要支援・要介護を「２．受けていない」と回答された方におたずねします。） 

普段、どなたかの介助・介護が必要ですか。（１つに○） 

「介助・介護は必要ない」が80.5%、「何らかの介助・介護は必要だが現在は受けていない」

が11.0%。 

 

図表７－１ 介助・介護の必要有無・状況（年齢別） 

介
助
・
介
護
は
必
要
な
い 

何
ら
か
の
介
助
・
介
護 

は
必
要
だ
が
、 

現
在
は
受
け
て
い
な
い 

家
族
な
ど
の
介
助
・ 

介
護
を
受
け
て
い
る 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80.5

83.6

79.1

74.0

72.7

33.3

11.0

9.7

12.6

13.0

9.1

4.5

2.3

5.4

7.0

18.2

66.7

3.9

4.4

2.9

6.0

凡例

全 体 (836)

７５～７９歳 (433)

８０～８４歳 (277)

８５～８９歳 (100)

９０～９４歳 (22)

９５歳以上 (3)

n

(%)

年
齢



 

14 

 

第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

 

 地域区分別についてみると、「介助・介護は必要ない」は方南２丁目が 82.4%と他の地域に比べて多く、

高井戸西では 79.0%と少ない。一方、「家族などの介助・介護を受けている」は方南２丁目が 3.6%と他

の地域に比べて少なく、高井戸西では 5.0%と多くなっている。「何らかの介助・介護は必要だが、現在

は受けていない」は、方南２丁目では 12.4%と最も多く、阿佐谷南３丁目では 9.3%と最も少なくなって

いる。（図表７－２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表７－２ 介助・介護の必要有無・状況（地域区分別） 

介
助
・
介
護
は
必
要
な
い 

何
ら
か
の
介
助
・
介
護
は 

必
要
だ
が
、
現
在
は 

受
け
て
い
な
い 

家
族
な
ど
の
介
助
・ 

介
護
を
受
け
て
い
る 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80.5

80.9

82.4

79.0

11.0

9.3

12.4

11.9

4.5

4.6

3.6

5.0

3.9

5.2

1.6

4.1

凡例

全 体 (836)

阿佐谷南３丁目 (324)

方南２丁目 (193)

高井戸西 (319)

n

(%)

地
域
区
分
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

２．家族・生活の状況について 

（１）家族構成 

家族構成について、「夫婦のみ（配偶者６５歳以上）」の割合が 30.8%で最も多く、次いで「一人暮ら

し」（29.8%）、「２世代家族」（15.4%）の順となっている。 

年齢別でみると、「夫婦のみ（配偶者６５歳以上）」が７５～７９歳では 38.5%、８５～８９歳で 18.3%、

９０～９４歳で 11.8%と、年齢が高くなるにつれ少なくなっている。一方、「２世代家族（全員が６５歳

以上）」は年齢が高くなるにつれ多くなっている。 

地域区分別でみると、高井戸西が「一人暮らし」（33.0%）、「夫婦のみ（配偶者６５歳以上）」（32.8%）

と、他の地域に比べて多くなっている。（図表８－１） 

  

問８ 家族構成を教えて下さい。（１つに○） 

「夫婦のみ（配偶者６５歳以上）」が30.8%、「一人暮らし」が29.8%。 

 

図表８－１ 家族構成（年齢別／地域区分別） 

一
人
暮
ら
し 

夫
婦
の
み 

（
配
偶
者
６
５
歳
以
上
） 

夫
婦
の
み 

（
配
偶
者
６
４
歳
以
下
） 

２
世
代
家
族 

（
全
員
が
６
５
歳
以
上
） 

２
世
代
家
族 

３
世
代
家
族 

兄
弟
姉
妹 

そ
の
他 

無
回
答 

 

29.8

27.9

28.7

36.2

29.4

5.3

25.8

30.4

33.0

30.8

38.5

34.0

18.3

11.8

5.3

29.0

30.1

32.8

0.6

0.8

0.8

0.4

0.6

0.7

0.6

3.0

0.6

0.3

3.5

18.8

57.9

2.6

2.8

3.6

15.4

12.5

18.6

17.9

16.5

5.3

17.9

14.0

13.9

3.3

2.5

3.0

4.4

5.9

10.5

4.7

2.1

2.7

0.9

1.1

0.8

1.3

1.3

1.0

0.6

10.9

10.6

9.8

13.5

11.8

10.5

13.0

12.9

7.8

5.2

5.5

4.0

4.4

5.9

5.3

5.1

5.9

5.0

凡例

全 体 (1,279)

７５～７９歳 (527)

８０～８４歳 (397)

８５～８９歳 (229)

９０～９４歳 (85)

９５歳以上 (19)

阿佐谷南３丁目 (469)

方南２丁目 (286)

高井戸西 (524)

n

(%)

年
齢

地
域
区
分
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（２）日中にひとりでいる頻度 

 

日中にひとりでいる頻度について、「たまにある」の割合が 43.8%で最も多く、次いで「よくある」

（36.0%）、「ない」（18.2%）の順となっている。「よくある」「たまにある」を合わせて、ひとりになる

ことがある人は 79.8%となっている。 

世帯構成別でみると、「よくある」は夫婦のみ及び高齢者のみ世帯（26.5%）に比べ、それ以外の世帯

構成（2世代家族、3世代家族など）（46.7%）の方が多くなっており、一方、「たまにある」は夫婦のみ

及び高齢者のみ世帯（53.1%）に比べ、それ以外の世帯構成（33.3%）の方が少なくなっている。「ない」

は夫婦のみ及び高齢者のみ世帯では 18.8%、それ以外では 17.4%となっており、「よくある」「たまにあ

る」に比べ、世帯構成による差は少なくなっている。（図表９－１） 

  

問９ （問８で「１．一人暮らし」以外を回答された方におたずねします。） 

日中、ひとりになることがありますか。（１つに○） 

「よくある」が 36.0%、「たまにある」が 43.8%。日中にひとりでいることがある人は

79.8%。 

 

図表９－１ 日中にひとりでいる頻度（世帯構成別） 

 

よくある

36.0

26.5

46.7

たまにある

43.8

53.1

33.3

ない

18.2

18.8

17.4

無回答

2.0

1.6

2.6

凡例

全 体 (831)

夫婦のみ及び高齢者のみ世帯 (441)

それ以外 (390)

n

(%)

世
帯
構
成
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（３）親族との会話・連絡の頻度 

親族との会話・連絡の頻度について、「月に１～２回程度」の割合が 26.5%で最も多く、次いで、「週

に１～２回程度」（23.4%）、「ほとんど毎日」（22.0%）の順となっている。 

性×年齢別でみると、「ほとんど毎日」「週に３～４回程度」は女性の方が多く、９０歳未満の全ての

年齢において、男性の同年齢の割合を上回っている。また、男女ともに、年齢が高くなるにつれ親族と

の会話・連絡の頻度が高くなる傾向がみられる。（図表１０－１） 

問１０ （問８で「１．一人暮らし」と回答された方におたずねします。） 

お子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったり、電話などで連絡を

とっていますか。（１つに○） 

「月に１～２回程度」が最も多く26.5%、「週に１～２回程度」が23.4%。全体的には女性

の方が親族と連絡を取る頻度が高い。 

 

図表１０－１ 親族との会話・連絡の頻度（性×年齢別） 

ほ
と
ん
ど
毎
日 

週
に
３
～
４
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週
に
１
～
２
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程
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に
１
～
２
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23.3

31.1

40.9

7.9
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21.8
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凡例

全 体 (381)

男性 ７５～７９歳 (27)

８０～８４歳 (22)

８５～８９歳 (18)

９０～９４歳 (3)

女性 ７５～７９歳 (119)

８０～８４歳 (90)

８５～８９歳 (61)

９０～９４歳 (22)

９５歳以上 (1)

n

(%)

性
×
年
齢

※男性９５歳以上は該当者がいなかったため、表示していない
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（４）主な収入の種類 

 

主な収入の種類について、「公的年金（国民年金、恩給等）」が 73.1%と最も多く、次いで、「預貯金、

地代、家賃収入等」（10.0%）、「同居している家族の収入」（5.9%）の順となっている。 

年齢別でみると、「公的年金（国民年金、恩給等）」「同居している家族の収入」について、年齢が高

くなるにつれ多くなっている。一方、「自分の仕事の収入」について、年齢が高くなるにつれ少なくな

っている。（図表１１－１） 

  

問１１ あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。 

「公的年金（国民年金、恩給等）」が73.1%、「預貯金、地代、家賃収入等」が10.0%。 

 

図表１１－１ 主な収入の種類（年齢別） 
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全 体 (1,279)

７５～７９歳 (527)

８０～８４歳 (397)

８５～８９歳 (229)

９０～９４歳 (85)

９５歳以上 (19)
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（５）世帯の収入額 

 

世帯の収入額について、「２００～４００万円未満」が 31.3%と最も多く、次いで、「１００～２００

万円未満」（24.7%）、「１００万円未満」（14.2%）の順となっている。 

年齢別でみると、９０～９４歳を除くどの年齢でも「２００～４００万円未満」が最も多い。「１０

０万円未満」について、７５～７９歳では 13.7%、９０～９４歳では 17.6%と、年齢が高くなるにつれ

その割合が多くなる傾向がみられ、「１００～２００万円未満」についても同様となっている。（図表１

２－１） 

 

 

 

  

問１２ 昨年１年間の世帯の収入はどのくらいでしたか。（１つに○） 

「２００～４００万円未満」が31.3%、「１００～２００万円未満」が24.7%。 

 

図表１２－１ 世帯の収入額（年齢別） 

１
０
０
万
円
未
満 

１
０
０
～
２
０
０ 

万
円
未
満 

２
０
０
～
４
０
０ 

万
円
未
満 

４
０
０
～
６
０
０ 

万
円
未
満 

６
０
０
～
８
０
０ 

万
円
未
満 

８
０
０
～
１
０
０
０ 

万
円
未
満 

１
０
０
０
万
円
以
上 

収
入
な
し 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.2

13.7

12.8

14.4

17.6

26.3

24.7

24.7

23.7

26.2

28.2

21.1

31.3

31.7

30.7

31.9

27.1

31.6

9.5

10.4

9.8

8.3

7.1

10.5 10.5

凡例

全 体 (1,279)

７５～７９歳 (527)

８０～８４歳 (397)

８５～８９歳 (229)

９０～９４歳 (85)

９５歳以上 (19)

n

(%)

年
齢

１００万円

未満

１００～２００

万円未満

２００～４００

万円未満

４００～６００

万円未満

６００～８００

万円未満

８００～１０００

万円未満
１０００万円

以上

収入なし わからない 無回答

全  体 (1,279) 14.2 24.7 31.3 9.5 3.7 1.8 2.3 3.6 4.5 4.5

７５～７９歳   (527) 13.7 24.7 31.7 10.4 3.8 2.5 1.7 2.8 3.4 5.3

８０～８４歳   (397) 12.8 23.7 30.7 9.8 3.3 2.0 3.3 4.8 5.5 4.0

８５～８９歳   (229) 14.4 26.2 31.9 8.3 4.4 0.4 1.7 3.9 5.2 3.5

９０～９４歳    (85) 17.6 28.2 27.1 7.1 4.7 1.2 2.4 3.5 5.9 2.4

９５歳以上    (19) 26.3 21.1 31.6 10.5 - - 10.5 - - -
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

３．住まいについて 

（１）住居形態 

 

住居形態について、「一戸建て持ち家」が 49.7%と最も多く、次いで「都営、区営住宅」（22.0%）、「分

譲マンション」（11.7%）の順となっている。 

年齢別でみると、「一戸建て持ち家」が、７５～７９歳では 45.7%、９０～９４歳では 57.6%と、年齢

が高くなるにつれ割合が多くなっている。一方、「分譲マンション」「賃貸マンション、アパート」は、

年齢が高くなるにつれ割合が少なくなる傾向がみられる。（図表１３－１） 

問１３ お住まいは次のうちどれですか。（１つに○） 

「一戸建て持ち家」が49.7%、「都営、区営住宅」が22.0%。 

 

図表１３－１ 住居形態（年齢別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

 

地域区分別でみると、阿佐谷南３丁目と方南２丁目について、「一戸建て持ち家」が最も多く、それ

ぞれ 62.9%および 39.2%となっており、一方、高井戸西は「都営、区営住宅」（46.8%）が最も多くなっ

ている。 

世帯構成別でみると、一人暮らしの世帯においては「都営、区営住宅」が、34.6%と最も多くなって

いる。夫婦のみ及び高齢者のみ世帯およびそれ以外の世帯では「一戸建て持ち家」が最も多く、それぞ

れ 55.8%、67.2%となっている。（図表１３－２） 

  

  

図表１３－２ 住居形態（地域区分別／世帯構成別） 
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11.7

10.2

30.8

17.8
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6.9

22.0

12.6

46.8

34.6

20.9

11.8

9.3

16.0

11.2

14.7

6.8

6.4

凡例

全 体 (1,279)

阿佐谷南３丁目 (469)

方南２丁目 (286)

高井戸西 (524)

一人暮らし (381)

のみ世帯 (441)

それ以外 (390)

(%)

世
帯
構
成

n

夫婦のみ及び

高齢者のみ世帯

地
域
区
分

一戸建て

持ち家

分譲

マンション

一戸建て

貸家

賃貸の公団、

公社住宅

都営、

区営住宅

賃貸マンショ

ン、アパート

社宅、官舎 その他 無回答

全  体 (1,279) 49.7 11.7 1.5 0.5 22.0 9.3 0.2 3.1 1.9

阿佐谷南３丁目 (469) 62.9 10.2 2.3 - 0.2 16.0 0.4 5.1 2.8

方南２丁目 (286) 39.2 30.8 1.4 1.4 12.6 11.2 - 2.4 1.0

高井戸西 (524) 43.7 2.7 0.8 0.4 46.8 2.3 0.2 1.7 1.5

一人暮らし (381) 27.8 17.8 1.3 0.3 34.6 14.7 0.3 2.9 0.3
夫婦のみ及び

高齢者のみ世帯
(441) 55.8 11.8 1.1 0.9 20.9 6.8 0.2 2.3 0.2

それ以外 (390) 67.2 6.9 2.1 0.3 11.8 6.4 0.3 4.4 0.8
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（２）将来希望する介護形態 

 

将来希望する介護形態について、「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」

が 59.2%と最も多く、次いで「介護度が高くなっても所得に応じた費用で入所できる「特別養護老人ホ

ーム」に入りたい」（11.3%）、「見守りや食事などが提供される「サービス付き高齢者向け住宅」に入り

たい」（5.2%）の順となっている。 

年齢別でみると、「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」が９０～９４

歳で 61.2%の他、どの年齢でも６割前後と多い。「様々な事業者が独自に運営する「介護付き有料老人ホ

ーム」に入りたい」が、７５～７９歳では 2.8%、９０～９４%では 4.7%と、年齢が高くなるにつれ割合

が大きくなる傾向がみられる。一方、「見守りや食事などが提供される「サービス付き高齢者向け住宅」

に入りたい」が、７５～７９歳では 7.8%、９０～９４%では 1.2%と、年齢が高くなるにつれ割合が小さ

くなっている。（図表１４－１） 

問１４ 介護が必要になった場合に希望する（今、介護を受けている方は理想と思う）居住形態に

ついて一番近いものはどれですか。（１つに○） 

「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」が 59.2%、「介護度が

高くなっても所得に応じた費用で入所できる「特別養護老人ホーム」に入りたい」が11.3%。 

 

図表１４－１ 将来希望する介護形態（年齢別） 

現
在
の
住
ま
い
で
介
護 

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
、 

で
き
る
だ
け
住
み
続
け
た
い 

子
や
兄
弟
姉
妹
の
と
こ
ろ
に 

移
り
た
い 

様
々
な
事
業
者
が
独
自
に
運
営
す
る 

「
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」 

に
入
り
た
い 

介
護
度
が
高
く
な
っ
て
も
所
得
に 

応
じ
た
費
用
で
入
所
で
き
る
「
特
別 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
に
入
り
た
い 

身
近
な
地
域
で
他
の
入
居
者
と 

共
同
生
活
す
る
「
認
知
症
高
齢
者 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
に
入
り
た
い 

見
守
り
や
食
事
な
ど
が
提
供
さ
れ
る 

「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」

に
入
り
た
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

59.2

59.2

59.7

58.5

61.2

52.6

1.3

0.8

0.8

2.6

2.4

3.2

2.8

3.5

3.1

4.7

5.3

11.3

8.5

13.4

13.1

11.8

31.6

0.6

0.2

0.8

0.9

2.4

5.2

7.8

5.0

2.2

1.2

1.7

1.1

2.0

1.7

2.4

5.3

9.6

11.4

9.1

9.6

4.7

7.8

8.2

5.8

8.3

9.4

5.3

凡例

全 体 (1,279)

７５～７９歳 (527)

８０～８４歳 (397)

８５～８９歳 (229)

９０～９４歳 (85)

９５歳以上 (19)

n

(%)

年
齢



  

23 

 

第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

 

地域区分別でみると、「介護度が高くなっても所得に応じた費用で入所できる「特別養護老人ホーム」

に入りたい」の割合が最も多いのは高井戸西の 13.0%、最も少ないのは阿佐谷南３丁目の 10.0%となっ

ている。 

世帯構成別でみると、「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」の割合が

最も少ないのは一人暮らしの世帯の 54.1%で、一方、「子や兄弟姉妹のところに移りたい」「様々な事業

者が独自に運営する「介護付き有料老人ホーム」に入りたい」「見守りや食事などが提供される「サー

ビス付き高齢者向け住宅」に入りたい」について、それぞれ 3.1%、4.5%、7.3%と、他の世帯構成と比べ

て多くなっている。（図表１４－２） 

 

  

図表１４－２ 将来希望する介護形態（地域区分別／世帯構成別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（３）家賃・介護費用負担可能額 

 

家賃・介護費用負担可能額について、「１０万円未満」が 33.0%と最も多く、次いで、「１０～１５万

円未満」（32.6%）、「１５～２０万円未満」（13.0%）の順となっている。 

年齢別でみると、７５～７９歳では「１０～１５万円未満」が 37.3%と多く、８５～８９歳では「１

０万円未満」が 36.4%と多くなっている。 

世帯構成別でみると、一人暮らしの世帯において「１０万円未満」が、38.3%と最も多くなっている。

一方、夫婦のみ及び高齢者のみ世帯では「１０～１５万円未満」が、39.6%と最も多くなっている。そ

れ以外の世帯では「１０万円未満」と「１０～１５万円未満」のいずれも 32.8%となっている。（図表１

５－１）  

問１５ （問１４で「３・４・５・６」と回答された方におたずねします。） 

家賃・介護費用など月額負担費用はいくらまで可能ですか。（１つに○） 

「１０万円未満」が33.0%、「１０～１５万円未満」が32.6%。 

 

図表１５－１ 家賃・介護費用負担可能額（年齢別／世帯構成別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（４）在宅生活のために必要なサービス 

 

在宅生活のために必要なサービスは、「在宅でいつでも医療が受けられるサービス」の割合が 38.6%

で最も多く、次いで、「緊急の時に誰かが駆けつけてくれるサービス」（19.0%）、「掃除・洗たく・料理

など家事援助が受けられるサービス」（15.4%）の順となっている。 

地域区分別でみると、阿佐谷南３丁目では「在宅でいつでも医療が受けられるサービス」が 40.1%、

と他の地域に比べて多く、「掃除・洗たく・料理など家事援助が受けられるサービス」（14.3%）、「緊急

の時に誰かが駆けつけてくれるサービス」（16.8%）が少なくなっている。一方、高井戸西では「食事や

排せつなどの身体の介助が受けられるサービス」（13.5%）、「緊急の時に誰かが駆けつけてくれるサービ

ス」（20.4%）が他の地域に比べて多く、「在宅でいつでも医療が受けられるサービス」（37.6%）が少な

くなっている。（図表１６－１）  

問１６ できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何ですか。（一番必要と思う

もの１つに○） 

「在宅でいつでも医療が受けられるサービス」が38.6%、「緊急の時に誰かが駆けつけてくれ

るサービス」が19.0%。 

 

図表１６－１ 在宅生活のために必要なサービス（地域区分別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

４．社会参加について 

（１）社会参加の有無 

 

社会参加の有無について、「はい」の割合が最も多いのは、『病人を見舞うことができますか』（71.1%）

で、次いで『若い人に自分から話しかけることがありますか』（68.8%）、『家族や友人の相談にのってい

ますか』（68.3%）、『友人の家を訪ねていますか』（62.3%）の順になっている。（図表１７－１） 

  

（問５で要介護１～５の認定を受けているとご回答されていない方におたずねします。） 

問１７ 友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む） 

問１８ 家族や友人の相談にのっていますか。 

問１９ 病人を見舞うことができますか。 

問２０ 若い人に自分から話しかけることがありますか。 

「はい」の割合が最も多いのは、『病人を見舞うことができますか』（71.1%）、最も少ないの

は、『友人の家をたずねていますか』（62.3%）。いずれの社会参加についても「はい」が６割

以上となっている。 

 

図表１７－１ 社会参加の有無 
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62.3
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71.1
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16.4

15.0

15.2

(%)

友人の家を訪ねていますか。

（友人と外で会うことも含む）

若い人に自分から話しかける

ことがありますか。

家族や友人の相談にのっていますか。

病人を見舞うことができますか。

凡例n=(1,097) 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（２）現在やっている、または今後やってみたいこと 

 

現在やっている、または今後やってみたいことについて、「健康づくり」が 40.9%と最も多く、次いで

「趣味やサークル活動」（36.3%）、「学習や教養を高める活動」（17.2%）の順となっている。その一方で、

「NPO・ボランティア活動」（7.9%）や「町会、自治会、いきいきクラブ活動」（8.9%）について回答し

ている割合は少なくなっている。 

年齢別でみると、「健康づくり」は７５～７９歳は 47.0%であるのに対し、９５歳以上は 27.1%と少な

くなっている。いずれの活動においても、おおむね年齢が高くなるにつれ回答が少なくなっている。（図

表２１－１） 

  

問２１ （問５で要介護１～５の認定を受けているとご回答されていない方におたずねします。） 

現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。（いくつでも○） 

「健康づくり」が40.9%、「趣味やサークル活動」が36.3%。 

 

図表２１－１ 現在やっている、または今後やってみたいこと（年齢別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

５．日常生活について 

（１）日常生活で行っていること（その１） 

 

日常生活で行っていることについてたずねた質問で、「はい」が最も多いのは、『健康についての記事

や番組に関心がありますか』（86.7%）、次いで『役所や病院などに出す書類が書けますか』（84.5%）と

なっている。「はい」が最も少ないのは、『携帯電話やパソコンのメールで連絡をしたり、インターネッ

トを使って情報を得たりしていますか』（32.8%）となっている。（図表２２－１） 

 

  

問２２ （問５で要介護１～５の認定を受けているとご回答されていない方におたずねします。） 

次の（１）～（１０）の全ての項目について、あてはまるものにそれぞれ１つずつ○をつ

けてください。 

「はい」が最も多いのは、『健康についての記事や番組に関心がありますか』（86.7%）。最も

少ないのは、『携帯電話やパソコンのメールで連絡をしたり、インターネットを使って情報を

得たりしていますか』（32.8%）。 

 

図表２２－１ 日常生活で行っていること（１） 
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84.5

32.8

いいえ

10.1

17.1

3.6
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(%)

（１）新聞を読んでいますか。

（４）役所や病院などに出す書類が書けますか。

（２）本や雑誌を読んでいますか。

（３）健康についての記事や番組に関心が

ありますか。

凡例
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（２）日常生活で行っていること（その２） 

 

日常生活で行っていることを、そのことができるかたずねた質問について、「できるし、している」

が最も多いのは、『お金の管理（預貯金の出し入れなど）』（82.8%）、次いで『日用品の買い物』（82.6%）。

最も少ないのは、『食事の用意』（72.7%）である。 

「できるけどしていない」が最も多いのは、『食事の用意』（11.0%）、次いで『バスや電車、または自

家用車を使って一人で外出』（5.7%）。最も少ないのは、『日用品の買い物』（4.8%）である。 

「できない」が最も多いのは、『バスや電車、または自家用車を使って一人で外出』（6.9%）、次いで

『食事の用意』（6.5%）。最も少ないのは、『お金の管理（預貯金の出し入れなど）』（2.5%）である。（図

表２２－２） 

  

「できるし、している」の割合が最も多いのは、『自分でお金の管理（預貯金の出し入れなど）

ができますか』（82.8%）。最も少ないのは、『自分で食事の用意ができますか』（72.7%）。 

 

図表２２－２ 日常生活で行っていること（２） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（３）食事を自分で食べられるか 

 

食事を自分で食べられるかについて、「できる」が 90.4%となっている。 

問２５「その日の活動を自分で決めているか」の回答別にみると、「できる」の割合は、介助必要度

が上がるにつれ少なくなる。（図表２３－１） 

  

問２３ （問５で要介護１～５の認定を受けているとご回答されていない方におたずねします。） 

食事は自分で食べられますか。 

「できる」が90.4%。活動を自分で決められなくなっていくと、食事の自立度が下がる。 

 

図表２３－１ 食事を自分で食べられるか（「その日の活動を自分で決めているか」の回答別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（４）老研式活動能力指標の分析結果 

 

問１７～問２２の回答を点数化し、老研式活動能力指標の分析を行った。なお、ＩＡＤＬは問２２（６）

～（１０）、知的能動性は問２２（１）～（４）、社会的役割は問１７～問２０の回答により判定した。 

その結果、いずれの評価も「高い」が「やや低い」「低い」を上回っており、それぞれ個別にみると、

ＩＡＤＬでは、「高い」は 76.7%と最も多く、次いで「やや低い」（6.5%）、「低い」（4.5%）の順となって

いる。社会的能動性では、「高い」は 62.2%と最も多く、次いで「やや低い」（15.6%）、「低い」（8.5%）

の順となっている。社会的役割では、「高い」は 46.6%で最も多く、次いで「低い」（18.2%）、「やや低い」

（15.7%）の順となっている。（図表 a－１） 

総合評価は、３項目の合計点を 13点満点で評価し、「高い」（11 点以上）が 59.1%で最も多く、「やや

低い」（9～10点）が 8.8%、「低い」（8点以下）が 6.0%の順となっている。（図表 a－２）  

IADLにおいて「高い」は76.7%、「低い」は4.5%。知的能動性において「高い」は62.2%、

「低い」は8.5%。社会的役割において、「高い」は46.6%、「低い」は18.2%。 

 

図表 a－１ 老研式活動能力指標の分析結果（「ＩＡＤＬ」「知的能動性」「社会的役割」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 a－２ 老研式活動能力指標の分析結果（総合評価） 
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 東京都健康長寿医療センター研究所で開発された、生活機能を評価する指標。 

 自立している場合は点数が高い。 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

６．記憶・判断について 

（１）記憶・判断について 

 

記憶・判断について、『５分前のことが思い出せますか』で「はい」と答えた人は 83.0%、『その日の

活動を自分で決めていますか』で「困難なくできる」と答えた人は 79.5%、『人に自分の考えをうまく伝

えられていますか』で「伝えられる」と答えた人は 79.6%と、いずれもほぼ８割となっており、質問間

では大きな違いは見られなかった。（図表２４－１） 

 

  

（問５で要介護１～５の認定を受けているとご回答されていない方におたずねします。） 

問２４ ５分前のことが思い出せますか。 

問２５ その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。（１つに○） 

問２６ 人に自分の考えをうまく伝えられていますか。（１つに○） 

５分前のことが思い出せる人は 83.0%、その日の活動を自分で決めることが困難なくできる

人は 79.5%、人に自分の考えをうまく伝えられる人は 79.6%と、いずれもほぼ８割となっ

ている。 

 

図表２４－１ 記憶・判断について 
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79.5 11.6

0.5 0.3

8.1

(%)凡例

その日の活動（食事をする、衣類を

選ぶなど）を自分で決めていますか。

79.6 11.0

1.5 0.2

7.7

(%)凡例

人に自分の考えをうまく

伝えられていますか。

はい

83.0

いいえ

2.7

無回答

14.2

凡例

５分前のことが思い出せますか

(%)
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（２）認知機能の分析結果 

 

問２３～問２６の回答の組み合わせをもとに、認知機能の分析を行った。その結果、認知機能が「レ

ベル０（障害なし）」である人が 68.6%と最も多く、次いで「レベル１（境界的）」（9.3%）、「レベル２（軽

度の障害）」（5.3%）の順となっている。 

地域区分別でみると、「レベル０」が占める割合は、方南２丁目で 71.7%と最も多く、高井戸西で 66.3%

と最も少なくなっている。（図表 b－1） 

  

「レベル０」（障害なし）が68.6%、「レベル１」（境界的）が9.3%。 

 

図表 b－1 認知機能の分析結果 
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ベ
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ベ
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ベ
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無
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レベル０
（障害なし）

レベル１
（境界的）

レベル２
（軽度の障害）

レベル３
（中等度の障害）

レベル４
（やや重度の
障害）

レベル５
（重度の障害）

レベル６
（最重度の障害）

無回答

全  体       (1,097) 68.6 9.3 5.3 1.1 0.1 - 0.1 15.6
阿佐谷南３丁目 (404) 69.1 9.7 5.7 1.0 0.2 - 0.2 14.1
方南２丁目     (254) 71.7 7.9 5.1 0.4 - - - 15.0
高井戸西       (439) 66.3 9.8 5.0 1.6 - - - 17.3

68.6

69.1

71.7

66.3

9.3

9.7

7.9

9.8

5.3

5.7

5.1

5.0

15.6

14.1

15.0

17.3

凡例

全 体 (1,097)

阿佐谷南３丁目 (404)

方南２丁目 (254)

高井戸西 (439)

n

(%)

地
域
区
分

※レベル５（重度の障害）は該当者がいなかったため図より省略する
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

７．転倒予防について 

（１）転倒予防について 

 

転倒予防について、『この１年間で、歩く速度が遅くなってきましたか』で「はい」を回答した人は

60.1%と最も多く、次いで『背中が丸くなってきましたか』（30.8%）、『転んだことがありますか』（24.6%）

の順となっている。割合が少ないのは、『杖を使っていますか』の 17.5%である。（図表２７－１） 

 

 

 

  

（問５で要介護１～５の認定を受けているとご回答されていない方におたずねします。） 

問２７ この１年間に転んだことはありますか。 

問２８ この１年間で、背中が丸くなってきましたか。 

問２９ この１年間で、歩く速度が遅くなってきましたか。 

問３０ 杖を使っていますか。 

この１年間で、背中が丸くなってきた人は30.8%、歩く速度が遅くなってきた人は60.1%。 

 

図表２７－１ 転倒予防について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

はい

24.6

30.8

60.1

17.5

いいえ

67.1

60.9

32.0

74.4

無回答

8.3

8.3

7.9

8.1

(%)

この１年間に転んだことはありますか。

杖を使っていますか。

この１年間で、背中が丸くなってきましたか。

この１年間で、歩く速度が遅くなってきましたか。

凡例
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（２）転倒リスクの分析結果 

 

問２７～問３０および問３６の回答の組み合わせをもとに、転倒リスクの分析を行った。 

その結果、「リスクなし」が 55.3%であり、「リスクあり」が 31.5%である。転倒のリスクがない人が、

半数以上を占めている。（図表 c－１） 

 

  

「リスクなし」が55.3%、「リスクあり」が31.5%。 

 

図表 c－１ 転倒リスクの分析結果  

 

 

 

 

リスクあり

31.5

リスクなし

55.3

無回答

13.1

(%)

全体 （1,097）

凡例

n
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

８．地域との関わりについて 

（１）近所の方との付き合いの有無 

 

近所の方との付き合いの有無について、「ほぼ毎日」が 25.8%と最も多く、次いで「週に１～２回程度」

（20.4%）、週に３～４回程度（16.1%）の順となっている。 

年齢別でみると、「ほぼ毎日」の割合は、７５～７９歳で男性では 25.8%、女性では 32.9%と最も多く、

男女ともにおおむね年齢が高くなるにつれその割合は少なくなっている。 

地域区分別でみると、「ほぼ毎日」の占める割合は、阿佐谷南３丁目が 29.0%と最も多く、方南２丁目

（26.0%）、高井戸西（22.8%）の順になっている。（図表３１－１）  

問３１ （問５で要介護１～５の認定を受けているとご回答されていない方におたずねします。） 

近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか。（１つに○） 

「ほぼ毎日」が25.8%、「週に１～２回程度」が20.4%。 

 
 

図表３１－１ 近所の方との付き合いの有無（性×年齢別／地域区分別） 
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25.8

25.8

23.4

13.8

40.0

32.9

24.6

19.4

18.4

29.0

26.0

22.8

16.1

13.2

13.1

15.4

10.0

19.1

23.6

12.6

5.3

15.1

18.1

15.9

20.4

24.7

22.1

16.9

20.1

19.5

18.4

18.4

18.6

20.9

21.9

12.5

10.0

15.2

10.8

20.0

11.5

12.3

15.5

15.8

12.4

9.8

14.1

15.1

16.8

17.9

32.3

20.0

9.2

11.3

17.5

31.6

25.0

16.3

15.0

14.1

10.0

9.5

8.3

10.8

10.0

100.0

7.2

8.7

16.5

10.5

75.0

8.7

10.2

11.2

凡例

全 体 (1,097)

男性 ７５～７９歳 (190)

８０～８４歳 (145)

８５～８９歳 (65)

９０～９４歳 (10)

９５歳以上 (2)

女性 ７５～７９歳 (304)

８０～８４歳 (195)

８５～８９歳 (103)

９０～９４歳 (38)

９５歳以上 (4)

阿佐谷南３丁目 (404)

方南２丁目 (254)

高井戸西 (439)

n
(%)

性
×
年
齢

地
域
区
分



  

37 

 

第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（２）日常生活で手助けをしてほしいこと 

 

日常生活で手助けをしてほしいことについて、「災害時の手助け」が 35.7%と最も多く、次いで「安否

確認の声かけ」（28.4%）、「食事づくりや掃除・洗たくのお手伝い」（26.4%）、の順となっている。 

年齢別でみると、年齢が高くなるにつれ「ちょっとした買い物やゴミだし」、「通院や外出の手助け」

の占める割合が多くなる傾向がみられる。その一方で「安否の声かけ」「電球交換や簡単な大工仕事」

は少なくなる傾向がみられる。（図表３２－１）  

問３２ （問５で要介護１～５の認定を受けているとご回答されていない方におたずねします。） 

日常生活で手助けが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいですか。（あてはまる

と思うものを３つまで○をつけてください） 

「災害時の手助け」が35.7%、「安否確認の声かけ」が28.4%。 

 

図表３２－１ 日常生活で手助けをしてほしいこと（年齢別） 
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n
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21.6

18.0

27.1

0.0
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(％)

ちょっとした買い物や

ゴミだし

16.0

16.3

15.5

18.0

16.7

0.0

0 20 40 60

(％)

食事の提供

（配食・会食など）

26.4

25.9

27.6

26.2

29.2

0.0

0 20 40 60

全 体 (1,097)

７５～７９歳 (502)

８０～８４歳 (348)

８５～８９歳 (172)

９０～９４歳 (48)

９５歳以上 (6)

(％)
食事づくりや掃除・

洗たくのお手伝い

n

年
齢
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15.3

17.8

18.0

29.2
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0 20 40 60

(％)

通院や外出の手助け

22.6

21.3

25.3

22.7

16.7

0.0

0 20 40 60
(％)

電球交換や簡単な大工

仕事

7.9

7.6

6.6

12.2

8.3

0.0

0 20 40 60

全 体 (1,097)

７５～７９歳 (502)

８０～８４歳 (348)

８５～８９歳 (172)

９０～９４歳 (48)

９５歳以上 (6)

(％)
話し相手や相談相手

n

年
齢

35.7

35.1

37.9

35.5

37.5

0.0

0 20 40 60
(％)

災害時の手助け
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

 

地域区分別については、阿佐谷南３丁目でほかの地域よりも割合が多くなっているのは、「災害時の

手助け」（37.1%）、「電球交換や簡単な大工仕事」（24.5%）、「食事の提供（配食・会食など）」（17.3%）

である。方南二丁目では、「通院や外出の手助け」（17.7%）でわずかに割合が多くなっている。高井戸

西では、「安否確認の声かけ」（30.1%）、「ちょっとした買い物やゴミだし」（22.8%）、「食事づくりや掃

除洗たくのお手伝い」（28.0）、「話し相手や相談相手」（9.8%）で割合が多くなっている。（図表３２－

２） 

  

図表３２－２ 日常生活で手助けをしてほしいこと（地域区分別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

 

世帯構成別については、一人暮らしにおいて、他の世帯構成に比べて要望の高い項目をみると「安否

確認の声かけ」（33.9%）、「電球交換や簡単な大工仕事」（30.2%）、「話し相手や相談相手」（10.3%）があ

る。 

また、夫婦のみ及び高齢者のみ世帯において、他の世帯構成に比べて多い項目をみると「食事づくり

や掃除・洗たくのお手伝い」（30.1%）、「食事の提供（配食・会食など）」（18.7%）がある。 

それ以外の世帯で、他の世帯構成に比べて多い項目をみると「災害時の手助け」（38.0%）、「通院や外

出の手助け」（23.8%）、「ちょっとした買い物やゴミだし」（23.8%）となっている。「災害時の手助け」

は、いずれの世帯構成でも３割を超えており、どの世帯構成でも要望の多い結果となっている。（図表

３２－３） 

  

図表３２－３ 日常生活で手助けをしてほしいこと（世帯構成別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

９．健康について 

（１）通院・往診の状況 

 

現在の通院・往診の状況について、「通院している」が 78.9%と最も多く、次いで「通院や往診は受け

ていない」（10.8%）、「往診を受けている」（3.8%）の順となっている。 

年齢別でみると、９５歳以上を除くどの年齢でも「通院している」が最も多く、８割前後を占めてお

り、年齢による変化はあまり見られない。一方、「通院や往診は受けていない」は、７５～７９歳では

12.5%、９０～９４歳では 4.7%と、年齢とともに割合が少なくなっており、「往診を受けている」は、７

５～７９歳では 1.1%、９０～９４歳では 10.6%と、年齢とともに割合が多くなっている。（図表３３－

１） 

  

問３３－１ 現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか。（１つに○） 

「通院している」が78.9%、「通院や往診は受けていない」が10.8%。 

 

図表３３－１ 通院・往診の状況（年齢別） 
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10.6

21.1

10.8

12.5
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９５歳以上 (19)
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年
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

 

地域区分別でみると、いずれの地域でも「通院している」が最も多く、方南２丁目（81.1%）、高井戸

西（79.2%）、阿佐谷南３丁目（77.2%）の順に多い。 

この１年間での入院有無別についてみると、「往診を受けている」は入院ありでは 8.3%、入院なしで

は 2.9%となっており、一方、「通院や往診は受けていない」は、入院ありでは 3.7%であるのに対し、入

院なしでは 12.7%となっている。（図表３３－２） 

  

図表３３－２ 通院・往診の状況（地域区分別／この１年間での入院有無別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（２）通院・往診の頻度 

 

通院・往診の頻度について、「月１回程度」が 41.2%と最も多く、次いで「月２回程度」（22.1%）、「数

か月に１回程度」（12.6%）の順となっている。 

年齢別でみると、「週２回以上」の割合は、７５～７９歳では 10.9%、９０～９４歳では 7.8%と、お

おむね年齢が高くなるにつれてその割合は少なくなっている。また、８０～８４歳では、他の年齢と比

べて「月２回程度」の割合 26.3%と多く、「月１回程度」の割合が 37.7%と少なくなっている。（図表３

４－１） 

  

問３４ （問３３で「１．通院している」「２．往診を受けている」と回答された方におたずねします。） 

通院や往診の頻度を教えてください。（１つに○） 

「月１回程度」が41.2%、「月２回程度」が22.1%。どの年齢層でも「月１回程度」が最も多

い。 

 

図表３４－１ 通院・往診の頻度（年齢別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（３）往診の内容 

 

往診の内容について、「痛みに対する管理（注射、湿布、薬等）」が 28.6%と最も多く、次いで「じょ

くそう（床ずれ）の処置」（12.2%）、「導尿の管理（カテーテルなど）」（10.2%）の順となっている。「気

管切開の処置」への回答はなかった。 

年齢別について、各属性別の回答者数が少ないため、参考としてグラフの記載にとどめることとする。

（図表３５－１） 

  

問３５ （問３３で「２．往診を受けている」と回答された方におたずねします。） 

    往診を受けているのは、どのような内容ですか。（いくつでも○） 

「痛みに対する管理（注射、湿布、薬等）」が 28.6%、「じょくそう（床ずれ）の処置」が

12.2%、導尿の管理（カテーテルなど）が10.2%。 

 

図表３５－１ 往診の内容（年齢別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

 

介護度別について、各属性別の回答者数が少ないため、参考としてグラフの記載にとどめることとす

る。（図表３５－２） 

 

 

  

図表３５－２ 往診の内容（介護度別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（４）服用している薬の種類 

 

現在飲んでいる薬の種類について、「５種類以上」が 38.2%と最も多く、次いで「４種類」（12.7%）、

「薬を服用していない」（12.3%）の順となっている。 

年齢別でみると、４種類以上の薬を処方されている人の占める割合が、７５～７９歳では 41.2%、９

０～９４歳では 70.6%と、おおむね年齢が高くなるにつれその割合は多くなっている。（図表３６－１） 

 

  

問３６ 現在、医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（１つに○） 

「５種類以上」が38.2%、「４種類」が12.7%。 

 

図表３６－１ 服用している薬の種類（年齢別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（５）１年間での入院有無 

 

１年間での入院有無について、「ある」が 16.9%、「ない」が 78.6%となっている。 

年齢別でみると、どの年齢でも「ない」が多く、７割近くを占めている。一方、「ある」は、７５～

７９歳では 12.9%、９０～９４歳では 23.5%と、年齢が高くなるにつれその割合が多くなっている。（図

表３７－１） 

  

問３７ この１年間で入院したことがありますか。 

「ある」が16.9%、「ない」が78.6%。 

 

図表３７－１ １年間での入院有無（年齢別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

１０．その他 

（１）地域包括支援センター（ケア２４）の認知度 

 

地域包括支援センター（ケア２４）の認知度について、「業務内容を含めて知っている」が 38.8%、次

いで「名前は知っている」（38.0%）、「知らない」（20.6%）の順となっている。 

年齢別でみると、９５歳以上を除き、年齢が高くなるにつれ「業務内容を含めて知っている」の割合

が多くなっている。 

地域区分別でみると、阿佐谷南３丁目では、「名前は知っている」が 39.7%と最も多くなっている。一

方、方南２丁目と高井戸西では、「業務内容を含めて知っている」がそれぞれ 43.7%と 44.1%と最も多く

なっている。 

介護認定の有無別でみると、「業務内容を含めて知っている」は、介護認定を受けている人では 60.8%

であるのに対し、受けていない人では 29.1%と、その割合が少なくなっている。（図表３８－１） 

  

問３８ 地域包括支援センター（ケア２４）を知っていますか。 

「業務内容を含めて知っている」が38.8%、「名前は知っている」が38.0%。 

 

図表３８－１ 地域包括支援センター（ケア２４）の認知度（年齢別／地域区分別／介護認定の有無別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

（２）地域包括支援センター（ケア２４）の利用有無 

 

地域包括支援センター（ケア２４）の利用有無について、「ない」が 56.8%、「ある」が 29.6%となっ

ている。年齢別では、「ある」は、７５～７９歳では 18.2%、９０～９４歳では 47.1%であり、年齢が高

くなるにつれ「ある」の割合が多くなっている。 

地域区分別でみると、高井戸西、方南２丁目、阿佐谷南３丁目の順に、「ある」の割合が多くなって

いる。（図表３９－１）  

問３９ 地域包括支援センター（ケア２４）を利用したことはありますか。 

「ない」が56.8%、「ある」が29.6%。地域区分別では、高井戸西、方南２丁目、阿佐谷南

３丁目の順に、「ある」の割合が多くなっている。 

 

図表３９－１ 地域包括支援センター（ケア２４）の利用有無（年齢別／地域区分別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

１１．介護者への設問 

（１）介護保険サービスによる負担の軽減感 

 

介護保険サービスによる負担の軽減感について、軽減されたと「非常に感じる」が 23.8%、次いで「多

少は感じる」（16.7%）、「サービスは利用していない」（14.0%）の順となっている。「非常に感じる」と

「多少は感じる」を合わせた『軽減されたと感じる』の割合は、40.5%となっており、「あまり感じない」

「感じない」を合わせた『軽減されたと感じない』の 10.1%を上回っている。 

地域区分別でみると、「非常に感じる」の占める割合が最も多い地域は高井戸西の 27.5%で、最も少な

いのは阿佐谷南３丁目の 19.7%となっている。いずれの地域においても『軽減されたと感じる』が『軽

減されたと感じない』を上回っている。（図表４０－１） 

 

 

問４０ （介助・介護している方におたずねします） 

介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じることはあります

か。（１つに○） 

軽減されたと「非常に感じる」が23.8%、「多少は感じる」が16.7%。 

 

図表４０－１ 介護保険サービスによる負担の軽減感（地域区分別） 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

 

介護度別でみると、負担の軽減を「非常に感じる」とするのは、要支援１・２では 18.6%であるのに

対し、要介護５では 59.4%となっている。介護度のレベルが上がるにつれ負担の軽減を「非常に感じる」

とする割合が多くなっている。（図表４０－２） 

  

図表４０－２ 介護保険サービスによる負担の軽減感（介護度別） 
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22.1

28.8
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21.9

9.2

9.3
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3.3

4.2
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6.0

8.1
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8.2
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4.2

3.1
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全 体 (251)

要支援１・２ (86)

要介護１・２ (73)

要介護３ (30)

要介護４ (24)

要介護５ (32)

n

(%)

介
護
度
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（２）介助・介護のことで困ったときの相談先 

 

介助・介護のことで困ったときの相談先について、「ご本人の家族や親族」が 29.6%、次いで「ケアマ

ネジャー」（26.5%）、「地域包括支援センター（ケア２４）」（12.2%）の順となっている。 

地域区分別でみると、「ご本人の家族や親族」の占める割合は、方南２丁目で 33.3%と多く、高井戸西

では 26.9%と少なくなっている。「地域包括支援センター（ケア２４）」の割合は、高井戸西では 16.1%

であるのに対し、阿佐谷南３丁目では 6.4%と少なくなっている。（図表４１－１） 

  

問４１ （介助・介護している方におたずねします） 

介助・介護のことで困ったときの相談先はありますか。（１つに○） 

「ご本人の家族や親族」が29.6%、「ケアマネジャー」が26.5%。 

 

図表４１－１ 介助・介護のことで困ったときの相談先（地域区分別） 
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26.5

27.4

23.2

27.5
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が
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無

回

答

全  体 (449) 29.6 0.7 2.7 8.7 0.9 1.8 12.2 26.5 3.1 2.2 0.7 3.6 7.3

阿佐谷南３丁目 (157) 30.6 - 3.2 8.3 0.6 4.5 6.4 27.4 3.8 2.5 0.6 3.8 8.3

方南２丁目  (99) 33.3 1.0 3.0 10.1 1.0 1.0 14.1 23.2 2.0 1.0 - 5.1 5.1

高井戸西 (193) 26.9 1.0 2.1 8.3 1.0 - 16.1 27.5 3.1 2.6 1.0 2.6 7.8
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介護度別でみると、「ケアマネジャー」は、要介護を受けている場合に割合が多く、要支援１・２を

除きいずれの要介護度の区分においても 40%を超えている。その一方で、要支援１・２では、「地域包括

支援センター（ケア２４）」が最も多く、31.4%となっている。「ご本人の家族や親族」の割合は、要支

援１・２では 25.6%、要介護４では 12.5%となっており、要介護度５を除くと、介護度が上がるにつれ

て「ご本人の家族や親族」の割合は少なくなっている。（図表４１－２） 

  

図表４１－２ 介助・介護のことで困ったときの相談先（介護度別※） 
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（※問４１の回答者のうち、要支援・要介護認定を受けている人のみについて集計したため、全体の n は図表４１－１ものよりも少なくなっている。） 
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要支援１・２  (86) 25.6 2.3 2.3 7.0 1.2 1.2 31.4 23.3 2.3 - - 1.2 2.3

要介護１・２  (73) 23.3 - - 4.1 - - 8.2 58.9 2.7 - - 1.4 1.4

要介護３  (30) 20.0 - - 6.7 - - 3.3 56.7 10.0 - 3.3 - -

要介護４  (24) 12.5 - - 20.8 - - - 66.7 - - - - -

要介護５  (32) 18.8 - - 9.4 - 3.1 9.4 40.6 12.5 - 3.1 3.1 -
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（３）介助・介護者が必要とするサービス 

 

介助・介護者が必要とするサービスについて、「高齢者を数日間施設で介護する宿泊サービス」が 34.5%

と最も多く、次いで「介護者が疲れた時に家事などを援助するサービス」（26.1%）、「介護者が息抜きで

きるように、代わりに見守りを行うサービス」（23.6%）の順となっている。 

地域区分別でみると、「介護者のための健康相談・検診の機会」は、方南 2 丁目で 3.0%と、他の地域

が 10%以上であるのに比べ、その割合が少ない。（図表４２－１）  

問４２ （介助・介護している方におたずねします） 

介助・介護をしているあなたが必要とするサービスはなんですか。（いくつでも○） 

「高齢者を数日間施設で介護する宿泊サービス」が34.5%、「介護者が疲れた時に家事などを

援助するサービス」が26.1%。 

 

図表４２－１ 介助・介護者が必要とするサービス（地域区分別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.5

28.0

36.4

38.9

0 20 40 60

全 体 (449)

阿佐谷南３丁目 (157)

方南２丁目 (99)

高井戸西 (193)

(％)

高齢者を数日間施設で

介護する宿泊サービス

n

地
域
区
分

19.6

15.9

16.2

24.4

0 20 40 60

(％)

一時的に高齢者を施設

で介護する日帰りサー

ビス

23.6

24.8

18.2

25.4

0 20 40 60

(％)

介護者が息抜きできる

ように、代わりに見守

りを行うサービス

26.1

28.7

20.2

26.9

0 20 40 60

全 体 (449)

阿佐谷南３丁目 (157)

方南２丁目 (99)

高井戸西 (193)

(％)

介護者が疲れた時に

家事などを援助する

サービス

n

地
域
区
分

19.2

21.0

17.2

18.7

0 20 40 60
(％)

介護相談やサービスの

紹介・手続きの代行

12.7

13.4

3.0

17.1

0 20 40 60

(％)

介護者のための健康相

談・検診の機会

10.2

10.2

8.1

11.4

0 20 40 60

全 体 (449)

阿佐谷南３丁目 (157)

方南２丁目 (99)

高井戸西 (193)

(％)

介護者同士が

情報交換できる場

n

地
域
区
分



 

54 

 

第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

 

介護度別では、要支援・要介護認定を受けている人の「高齢者を数日間施設で介護する宿泊サービス」

が 47.8%と最も多く、次いで「介護者が疲れた時に家事などを援助するサービス」（34.7%）、「介護者が

息抜きできるように、代わりに見守りを行うサービス」（32.3%）の順となっている。「介護者が息抜き

できるように、代わりに見守りを行うサービス」で、要支援１・２では 12.8%、要介護５では 53.1%に

なるなど、多くのサービスにおいて、介護度が高くなるにつれ必要であると回答する割合が多くなって

いる。（図表４２－２） 

 

 

  

図表４２－２ 介助・介護者が必要とするサービス（介護度別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※問４１の回答者のうち、要支援・要介護認定を受けている人のみについて集計したため、全体の n は図表４１－１ものよりも少なくなっている。） 
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１２１２１２１２．．．．社会的孤立の状況について社会的孤立の状況について社会的孤立の状況について社会的孤立の状況について    

 

親族の方との会話や連絡の頻度（問１０）、友人の家への訪問の有無（問１７）、近所の方との付き合

いの頻度（問３１）、通院・往診の有無（問３３）の社会的孤立にかかわる４項目にてその有無・頻度

がほとんど無いと回答した人の状況を整理した。 

回答者 1,279 人のうち、親族の方との会話や連絡、友人宅の訪問、近所の方との付き合いの３項目が

すべてない人は 10 人（0.8%）であり、さらに通院・往診を受けていない人は１人（0.1%）となってい

る。（図表 d－１） 

  

問１０ 親族とどのくらいの頻度で会ったり、電話などで連絡していますか 

問１７ 友人の家を訪ねていますか 

問３１ 近所の方と会話をするなど、お付き合いはありますか 

問３３ 現在、通院や往診を受けていますか  

親族の方との会話や連絡がなく、親族の方との会話や連絡がなく、親族の方との会話や連絡がなく、親族の方との会話や連絡がなく、友人友人友人友人宅の訪問、宅の訪問、宅の訪問、宅の訪問、近所の方との付き合い近所の方との付き合い近所の方との付き合い近所の方との付き合いがない人はがない人はがない人はがない人は 10101010 人人人人

（（（（0.80.80.80.8％）となっている。％）となっている。％）となっている。％）となっている。    

 

図表 d－１ 社会的孤立の状況について  
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１３．高齢者の福祉についてのご意見・ご要望 

 高齢者の福祉について、359 人からの回答があった。記載内容を区分し、いくつかの意見について以

下に示す。 

 

【施設の基盤整備について （48件）】 

・区内または近距離の場所に特別養護老人ホーム、介護付き有料老人ホームをできるだけ多く作って

ほしい。（特養等の施設拡充希望 ほか 24 件） 

・年金生活でも入居できる施設の建設を望む。 

・高齢者低所得者向住宅の充実を図ってほしい。 

・必要になった時に、すぐに（待機期間をできるだけ短く）入居できるようになることを望む。 

 

【福祉施策について （35 件）】 

・医療と介護を同時に受けられる体制があると良い。（往診をお願いした時に、ヘルパーさんに見て

もらえないので会社を休まなければならない。） 

・高齢者本人の年齢よりも、介護する者の年齢に応じた福祉を充実して欲しい。老々介護で、介護者

の老後の生活が自由にならない。 

・本当に必要な介助・介護サービスが得られていない。介護者の視点に立った制度の欠陥を是正すべ

きである。 

 

【情報、相談について （17件）】 

・一人暮らしの人は、手助けが必要でも、どのようにしたらよいかわからないという場合が多いと思

う。インターネットを使えない人が多いと思うので、一人暮らしの方が情報に置いていかれないよ

うにして欲しい。 

・ケア 24の業務内容がよくわからないので、知りたい。 

 

【医療、医療費、病院について （19件）】 

・訪問の医師が連絡したらすぐ来てくれるようになったらいいと思う。足や腰が悪い時は病院に行け

ないので安心する。 

・夫が右半身不随で、えん下障害があるため、医師からの提案を受けて胃ろうの手術を受けた。その

後、申し込んでいた特養は胃ろう患者は入所不可とわかり、病院を転々とする状況になってしまっ

た。新しい治療を提示された時に即答せず、メリット、デメリットを調べるべきだったと悔やんで

いる。 

 

【生きがい、社会参加について （16件）】 

・基本的に日中ずっとひとりでいるので、活動（交流）の機会をつくってもらうようなサービスをも

っと充実してほしい。 

・日常生活は、出来るかぎり近くのゆうゆう館などに行き、仲間をつくり、体力、活性化を進めたい。 
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【今後の介護について （31件）】 

・自分で何でもできる体力のある年代では福祉もあまり考えないで過ごして来たが、だんだん思う様

に行動できなくなると、老後をどのように過ごし一生を終えることができるか不安である。 

・妻と 2人暮らしだが、妻が倒れた時にどうしたら良いか、日常生活を一人で処理して行くことが難

しいとなった時にどうしたら良いか不安である。 

 

【介護保険制度について （10 件）】 

・介護度が上ってくるとグループホームにいられなくなるため、老人ホームを探そうと思っている。

介護保険の充実を望んでいる。 

・アルツハイマー症の母を介護する上で、介護保険制度は大変役にたった。今は有料老人ホームに入

所しているが、経済的負担は大きい。 

・現在介護保険を利用していないが、利用していない人の経済的負担が大きい。 

 

【サービス、スタッフの質について （26件）】 

・ヘルパーのレベルがまちまちである。教育、指導をもっと充実してほしい。 

・支援に変わりなくても手続きが必要で、いつも煩わしく思う。事務を簡素化して欲しい。 

・現在ヘルパー派遣を受けているが、制約がありすぎる。ヘルパーの仕事の見直しをして欲しい。 

 

【介護保険料について （13件）】 

・介護保険料の負担を軽減してもらいたい。年金だけだと生活するのに負担が大きすぎる。高齢化、

少子化が進み福祉の見直しが必要である。 

 

【健康増進、予防について （16件）】 

・健康維持のためのいろいろな支援と場所の提供（参加しやすいイベントづくり等）が必要。 

・高齢者福祉についてなすべきとことは山積みだが、中でも「認知症対策」が喫緊の課題だと思う。 

 

【在宅サービスについて （27 件）】 

・サービスの内容が決まると、それ以外のことはやってもらえない。その時に必要な援助をしてもら

えたら、助かるし、感謝の気持ちも大きくなる。サービス内容に幅があるとよいと感じている。 

 

【高齢者という認識はない （2件）】 

・敬老会の案内状をもらい、急に老人になってしまったような精神的ショックがあった。 

 

【介護職の待遇改善について （4件）】 

・看護、介護の仕事をしていたので、どこに相談したらよいかわかっていたため、母の介護はスムー

ズにできた。まったく知らない人もいるし、今多い「独身男性が親の介護」―という時、地域との

関わりの意識をどうもっていくか課題だと思う。給料を良くして、介護職に就く人が増えると良い

と思う。 

・介護職の人の労働条件が厳しすぎると感じる。金銭面での行政の補助が必要かと思う。 
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第２章 地域包括ケアモデル実態調査 

【アンケートについて （6件）】 

・もう少し簡単な内容にして欲しい。 

・調査をするのであれば結果も報告してほしい。そうでなければ、こういう調査には応じられない。 

 

【経済的負担等について （21 件）】 

・民間の有料老人ホームに 2年余り入所していたが、当初想定していなかった支出がかなりあり、や

むを得ず退所した。こういう施設は、経済的に余裕があるか慎重に考えないといけない。 

・年金が少なく、経済的に不安。今後、介護保険サービスの自己負担割合が増えたら、サービスを利

用することができない。 

 

【上記以外の制度・施策について （18 件）】 

・福祉や社会保障に使う予算が多すぎる。 

・すまい、道路、駅のエレベーター設置等の環境整備をして欲しい。 

 

【その他 （50 件）】 

・周りに迷惑をかけないようにがんばりたいと思う。 

・できるだけ自分でやっていきたいが、いざという時には助けてほしい。 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

１．回答者の属性 

（１）調査票の記入者、対象者の性別・年齢 

○調査票の記入者 

  

 

○対象者の性別 

問１ この調査票を記入するのはどなたですか。 

 

図表１－１ 調査票の記入者 

 

問２ あなたの性別は。 

 

図表２－１ 対象者の性別 

 

あて名のご本人

95.2%

配偶者

2.3%

子 1.1%

子の配偶者 0.1%

兄弟姉妹 0.1% その他

0.1%

無回答

1.2%

男性

41.9%

女性

55.2%

無回答

2.9%

基数 構成比

あて名のご本人 1357 95.2%

配偶者 33 2.3%

子 15 1.1%

子の配偶者 2 0.1%

兄弟姉妹 1 0.1%

その他 1 0.1%

無回答 17 1.2%

全  体 1426 100.0%

基数 構成比

男性 598 41.9%

女性 786 55.2%

無回答 42 2.9%

全  体 1426 100.0%
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

○対象者の年齢 

問３ あなたの年齢は。 

 

図表３－１ 対象者の年齢（性別） 

 

 

図表３－２ 対象者の年齢（地域区分別） 

 

６５～６９歳

29.2

31.6

28.2

７０～７４歳

27.4

25.6

28.6

７５～７９歳

22.5

21.1

23.5

８０～８４歳

13.8

13.7

13.9

８５～８９歳

5.4

6.2

5.0

９０～９４歳

1.0

1.7

0.4

９５歳以上

0.2

0.4

無回答

0.5

0.2

凡例

全 体 (1,426)

男 性 (598)

女 性 (786)

(%)

n

性
別

６５～６９歳

29.2

23.6

30.6

33.9

28.7

24.3

29.0

31.1

７０～７４歳

27.4

34.0

23.7

24.0

29.5

30.0

27.7

25.9

７５～７９歳

22.5

25.5

24.2

22.3

23.1

21.0

22.7

20.2

８０～８４歳

13.8

11.3

14.5

12.4

13.5

18.1

12.2

14.0

８５～８９歳

5.4

4.7

4.8

5.8

3.6

4.8

6.7

7.3

９０～９４歳

1.0

2.2

1.2

0.8

1.0

1.3

９５歳以上

0.2

0.4

1.0

無回答

0.5

0.9

0.4

0.8

1.0

0.5

凡例

全 体 (1,426)

井草地域 (106)

西荻地域 (186)

荻窪地域 (242)

阿佐谷地域 (251)

高円寺地域 (210)

高井戸地域 (238)

方南・和泉地域 (193)

n

(%)

地
域
区
分
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（２）介助・介護の必要有無 

 

介助・介護の必要有無・状況について、「介助・介護は必要ない」が 92.0%と最も多く、次いで「何ら

かの介助・介護は必要だが、現在は受けていない」（4.5%）、「家族などの介助・介護を受けている」（2.0%）

の順となっている。 

年齢別でみると、どの年齢においても「介助・介護は必要ない」が最も多いが、おおむね年齢が高く

なるにつれ少なくなっている。（図表４－１） 

 

  

問４ 普段、どなたかの介助・介護が必要ですか。（1つに○） 

「介助・介護は必要ない」が92.0%、「何らかの介助・介護は必要だが、現在は受けていない」

が4.5%。 

 

図表４－１ 介助・介護の必要有無（年齢別） 

 

介
助
・
介
護
は 

必
要
な
い 

何
ら
か
の
介
助
・
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護

は
必
要
だ
が
、
現
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は
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け
て
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な
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家
族
な
ど
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介
助
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介
護
を
受
け
て
い
る 

無
回
答 

 

 

 

 

92.0

96.9

94.9

93.1

82.7

84.4

71.4

4.5

1.4

3.3

4.4

10.2

11.7

14.3

2.0

1.0

1.3

0.9

5.1

3.9

7.1

100.0

1.5

0.7

0.5

1.6

2.0

7.1

凡例

全 体 (1,426)

６５～６９歳 (416)

７０～７４歳 (391)

７５～７９歳 (321)

８０～８４歳 (197)

８５～８９歳 (77)

９０～９４歳 (14)

９５歳以上 (3)

n
(%)

年
齢



 

66 

 

第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

２．家族・生活の状況について 

（１）家族構成 

 

 

家族構成について、「夫婦のみ（配偶者６５歳以上）」が 35.8%と最も多く、次いで、「２世代家族（６

４歳以下の方が同居）」（28.1%）、「一人暮らし」（17.6%）の順となっている。 

年齢別でみると、「一人暮らし」が、６５～６９歳では 13.9%、８５～８９歳では 23.4%と、おおむね

年齢が高くなるにつれ多くなっている。（図表５－１） 

 

  

問５ 一緒に暮らしている家族の構成を教えてください（１つに○） 

「夫婦のみ（配偶者６５歳以上）」が35.8%、「２世代家族（６４歳以下の方が同居）」が28.1%。 

 

図表５－１家族構成（年齢別） 

 
一
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の
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（
６
４
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以
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の
方
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３
世
代
家
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兄
弟
姉
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そ
の
他 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.6

13.9

18.7

17.4

22.3

23.4

14.3

35.8

31.0

40.4

37.4

38.1

32.5

21.4

4.1

10.8

2.0

1.2

0.5

3.2

5.8

3.6

0.3

1.5

2.6

33.3

28.1

28.1

26.1

32.4

26.4

28.6

28.6

5.0

4.3

4.1

4.7

4.1

10.4

28.6

66.7

1.3

1.7

0.5

1.2

2.0

7.1

1.8

1.4

1.8

1.9

2.5

1.3

3.2

2.9

2.8

3.4

2.5

1.3

凡例

全 体 (1,426)

６５～６９歳 (416)

７０～７４歳 (391)

７５～７９歳 (321)

８０～８４歳 (197)

８５～８９歳 (77)

９０～９４歳 (14)

９５歳以上 (3)

n

(%)

年
齢
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

地域区分別でみると、「一人暮らし」は、高円寺地域でほかの地域と比べ 22.9%と多くなっており、西

荻地域で 14.0%と少なくなっている。「夫婦のみ（配偶者６５歳以上）」は、高井戸地域で 41.2%、井草

地域で 40.6%と 4 割を超えているのに対し、高円寺地域では 31.0%とほかの地域と比べ少なくなってい

る。「２世代家族（６４歳以下の方が同居）」は、方南・和泉地域が 32.6%、西荻地域が 31.2%と 3 割を

超えているのに対し、井草地域では 22.6%とほかの地域と比べ少ない。（図表５－２） 

 

  

図表５－２ 家族構成（地域区分別） 
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17.6

15.1

14.0

15.3

19.5

22.9

18.5

16.1

35.8

40.6

35.5

34.7

35.1

31.0

41.2

34.2

4.1

5.7

3.8

5.4

4.4

2.4

4.2

3.6

3.2

0.9

3.2

2.9

4.4

2.9

3.4

3.1

28.1

22.6

31.2

29.3

25.9

29.5

24.4

32.6

5.0

4.7

4.8

5.4

5.2

4.8

4.6

5.2

1.3

1.9

2.7

0.8

0.4

1.4

0.4

2.1

1.8

3.8

2.2

2.1

2.4

1.9

1.0

3.2

4.7

2.7

4.1

2.8

3.3

3.4

2.1

凡例

全 体 (1,426)

井草地域 (106)

西荻地域 (186)

荻窪地域 (242)

阿佐谷地域 (251)

高円寺地域 (210)

高井戸地域 (238)

方南・和泉地域 (193)

n

(%)

地
域
区
分
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（２）日中にひとりでいる頻度 

 

日中にひとりでいる頻度について、「たまにある」が 46.2%と最も多く、次いで「よくある」（33.0%）、

「ない」（19.0%）の順となっている。 

 世帯構成別でみると、「よくある」と「たまにある」の合計は、夫婦のみ及び高齢者のみ世帯で 80.9%、

それ以外の世帯で 77.5%であり、日中にひとりでいることがある人は、夫婦のみ及び高齢者のみ世帯で

多くなっている。一方、「ない」については、夫婦のみ及び高齢者のみ世帯は 18.1%に対し、それ以外は

20.0%と割合が多くなっている。（図表６－１） 

 

  

問６ （問５で「１.一人暮らし」以外に回答された方におたずねします。） 

日中、ひとりになることがありますか。（1つに○） 

「たまにある」が 46.2%、「よくある」が 33.0%。日中にひとりでいることがある人は、

79.2％。 

 

図表６－１ 日中にひとりでいる頻度（世帯構成別） 

 

よくある

33.0

31.5

35.0

たまにある

46.2

49.4

42.5

ない

19.0

18.1

20.0

無回答

1.8

1.2

2.5

凡例

全 体 (1,129)

夫婦のみ及び高齢者のみ世帯 (614)

それ以外 (515)

n

(%)

世
帯
構
成
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（３）親族との会話・連絡の頻度 

 

親族との会話・連絡の頻度について、「月に１～２回程度」が 27.5%と最も多く、次いで「週に１～２

回程度」（21.6%）、「ほとんど毎日」（19.1%）の順となっている。 

性×年齢別でみると、どの年齢層においても、女性の方が連絡をとっている割合が多い。「ほとんど

ない・まったくない」の割合は男性の方が多く、男女による差が見られる。（図表７－１）  

問７ （問５で「１.一人暮らし」と回答された方におたずねします。） 

お子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったり、電話などで連絡をと

っていますか。（1つに○） 

「月に１～２回程度」が27.5%、「週に１～２回程度」が21.5%。 

 

図表７－１ 親族との会話・連絡の頻度（性×年齢別） 
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19.1

10.5

11.1

50.0

25.0

23.1

19.2

26.2

15.0

30.8

9.6

11.1

15.4

25.0

10.3

7.7

7.1

10.0

7.7

100.0

21.5

10.5

11.1

15.4

100.0

18.0

21.1

26.2

30.0

38.5

27.5

26.3

22.2

38.5

25.0

30.8

30.8

26.2

30.0

23.1

14.8

36.9

27.8

30.8

25.0

25.0

15.4

9.6

9.5

7.5

2.4

10.5

5.6

25.0

2.6

1.9

0.4

1.9

4.8

5.3

11.1

7.7

4.8

7.5

凡例

全 体 (251)

男性 ６５～６９歳 (19)

７０～７４歳 (18)

７５～７９歳 (13)

８０～８４歳 (4)

８５～８９歳 (4)

９０～９４歳 (1)

女性 ６５～６９歳 (39)

７０～７４歳 (52)

７５～７９歳 (42)

８０～８４歳 (40)

８５～８９歳 (13)

９０～９４歳 (1)

n

(%)

性
×
年
齢

※男性女性共に９５歳以上は該当者がいなかったため、表示していない
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（４）主な収入の種類 

 

主な収入の種類については、「公的年金（国民年金、恩給等）」が 61.2%と最も多く、次いで「自分の

仕事の収入」（11.6%）、「同居している家族の収入」（9.4%）の順となっている。 

年齢別でみると、どの年齢でも「公的年金（国民年金、恩給等）」が収入の中心となっている。一方、

「自分の仕事の収入」は、６５～６９歳では 20.4%、８５～８９歳では 3.9%。「同居している家族から

の仕送り」は、６５～６９歳では 11.8%、８５～８９歳では 5.2%と、おおむね年齢が高くなるにつれ少

なくなっている。（図表８－１） 

  

問８ あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（1つに○） 

「公的年金（国民年金、恩給等）」が61.2%、「自分の仕事の収入」が11.6%。 

 

図表８－１ 主な収入の種類（年齢別） 
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20.4
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8.4

5.1

3.9

7.1

6.3

4.3

10.0

7.6

10.4

14.3

33.3

9.4

11.8

10.0

8.4

7.1

5.2

7.1

0.4

0.5

0.3

0.6

0.5
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1.4
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0.3
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0.4

0.7

0.3

0.3
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7.9
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7.2

8.1

3.9

7.1

凡例

全 体 (1,426)

６５～６９歳 (416)

７０～７４歳 (391)

７５～７９歳 (321)

８０～８４歳 (197)

８５～８９歳 (77)

９０～９４歳 (14)

９５歳以上 (3)
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（５）世帯の収入額 

 

世帯の収入額については「２００～４００万円未満」が 35.1%と最も多く、次いで「４００～６００

万円未満」（16.8%）、「１００～２００万円未満」（12.3%）の順となっている。 

年齢別でみると、どの年齢でも「２００～４００万円未満」が３割前後で、最も多い回答となってい

る。（図表９－１）  

問９ 昨年１年間の世帯（同居するご家族すべてを含む）の収入はどのくらいでしたか。（1つに○） 

「２００～４００万円未満」が35.1%、「４００～６００万円未満」が16.8%。 

 

図表９－１ 世帯の収入額（年齢別） 
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１００万円
未満

１００～２００

万円未満

２００～４００

万円未満

４００～６００

万円未満

６００～８００

万円未満

８００～１０００

万円未満
１０００万円

以上
収入なし わからない 無回答

全  体 (1,426) 4.6 12.3 35.1 16.8 10.2 4.1 6.7 1.1 4.9 4.1
６５～６９歳   (416) 3.8 10.3 34.9 17.5 12.3 4.6 8.9 1.7 3.4 2.6
７０～７４歳   (391) 5.1 12.5 37.9 15.9 10.0 2.3 4.9 1.0 5.4 5.1
７５～７９歳   (321) 5.0 13.1 30.8 20.6 10.0 5.6 7.5 0.6 3.7 3.1
８０～８４歳   (197) 6.1 12.2 37.1 13.7 7.1 5.6 6.1 0.5 6.6 5.1
８５～８９歳    (77) 2.6 20.8 37.7 9.1 9.1 1.3 3.9 1.3 10.4 3.9
９０～９４歳    (14) - 7.1 28.6 14.3 14.3 7.1 7.1 - 14.3 7.1

９５歳以上     (3) - 33.3 33.3 33.3 - - - - - -

4.6

3.8

5.1

5.0

6.1

12.3

10.3

12.5

13.1

12.2

20.8

7.1

33.3

35.1

34.9

37.9

30.8

37.1

37.7

28.6

33.3

16.8

17.5

15.9

20.6

13.7

9.1

14.3

33.3

10.2

12.3

10.0

10.0

7.1

9.1

14.3

6.7

8.9

7.5

7.1

6.6

10.4

14.3 7.1

凡例

全 体 (1,426)

６５～６９歳 (416)

７０～７４歳 (391)

７５～７９歳 (321)

８０～８４歳 (197)

８５～８９歳 (77)

９０～９４歳 (14)

９５歳以上 (3)

n

(%)

年
齢
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

３．住まいについて 

（１）住居形態 

 

住居形態については、「一戸建て持ち家」が 71.0%と最も多く、次いで「分譲マンション」（12.1%）、

「賃貸マンション、アパート」（8.6%）の順となっている。 

年齢別でみると、「一戸建て持ち家」が、６５～６９歳では 70.9%、８５～８９歳では 81.8%と、おお

むね年齢が高くなるにつれ多くなっている。（図表１０－１） 

  

問１０ お住まいは次のうちどれですか。（1つに○） 

「一戸建て持ち家」が71.0%、「分譲マンション」が12.1%。一人暮らし世帯では「賃貸マ

ンション、アパート」が25.5%。 

 

図表１０－１ 住居形態（年齢別） 
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一戸建て
持ち家

分譲
マンション

一戸建て
貸家

賃貸の公団、
公社住宅

都営、
区営住宅

賃貸マンショ ン、

アパート
社宅、官舎 その他 無回答

全  体 (1,426) 71.0 12.1 2.6 0.7 2.8 8.6 0.3 1.0 0.9
６５～６９歳   (416) 70.9 11.8 4.1 0.2 1.4 9.6 0.5 1.2 0.2
７０～７４歳   (391) 66.5 14.3 3.1 0.3 3.6 9.7 0.5 1.0 1.0
７５～７９歳   (321) 72.3 13.7 1.6 1.6 1.9 8.4 - 0.6 -
８０～８４歳   (197) 75.1 9.6 1.0 1.0 5.1 5.6 - 0.5 2.0
８５～８９歳    (77) 81.8 5.2 - 1.3 2.6 6.5 - 2.6 -
９０～９４歳    (14) 78.6 - 7.1 - 7.1 7.1 - - -

９５歳以上     (3) 66.7 - - - - - - - 33.3
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8.4
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6.5
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33.3

凡例

全 体 (1,426)

６５～６９歳 (416)

７０～７４歳 (391)

７５～７９歳 (321)

８０～８４歳 (197)

８５～８９歳 (77)

９０～９４歳 (14)

９５歳以上 (3)

n
(%)
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

地域区分別でみると、「一戸建て持ち家」は阿佐谷地域で 78.1%と、他の地域と比べて多く、「分譲マ

ンション」、「賃貸マンション、アパート」は、井草地域でそれぞれ 14.2%と多くなっている。 

世帯構成別でみると、「賃貸マンション、アパート」は一人暮らしで 25.5%と、他の世帯構成に比べて

多くなっている。（図表１０－２） 

 

 

  

 

図表１０－２ 住居形態（地域区分別／世帯構成別） 
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持ち家

分譲
マンション

一戸建て
貸家

賃貸の公団、

公社住宅

都営、
区営住宅

賃貸マンショ ン、

アパート 社宅、官舎 その他 無回答

全  体 (1,426) 71.0 12.1 2.6 0.7 2.8 8.6 0.3 1.0 0.9
井草地域 (106) 61.3 14.2 1.9 - 5.7 14.2 - 1.9 0.9
西荻地域 (186) 71.0 14.0 2.7 0.5 1.1 9.1 0.5 - 1.1
荻窪地域 (242) 69.4 12.4 5.0 0.8 1.7 7.4 - 1.7 1.7

阿佐谷地域 (251) 78.1 7.2 2.4 0.8 3.2 6.8 0.4 0.8 0.4
高円寺地域 (210) 68.6 11.4 3.3 2.4 4.3 8.6 - 1.0 0.5
高井戸地域 (238) 73.1 13.9 0.8 - 4.2 6.7 0.4 0.8 -

方南・和泉地域 (193) 69.4 13.5 1.6 - 0.5 11.4 0.5 1.0 2.1
一人暮らし (251) 45.8 17.9 1.6 0.8 6.8 25.5 - 0.8 0.8

夫婦のみ及び

高齢者のみ世帯
(614) 74.6 12.1 2.0 1.2 2.3 5.5 0.5 1.1 0.8

それ以外 (515) 80.4 9.3 3.5 0.0 1.4 3.9 0.2 0.8 0.6
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61.3

71.0

69.4
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全 体 (1,426)
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荻窪地域 (242)
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高井戸地域 (238)

方南・和泉地域 (193)
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（２）将来希望する介護形態 

 

将来希望する介護形態について、「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」

が 64.0%と最も多く、次いで「わからない」（10.9%）、「介護度が高くなっても所得に応じた費用で入所

できる「特別養護老人ホーム」に入りたい」（8.6%）の順となっている。 

性×年齢別でみると、「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」が、６５

～６９歳は男性で 65.1%、女性で 51.4%、８５～８９歳は男性で 73.0%、女性で 69.2%となっており、男

女ともにおおむね年齢が高くなるにつれ多くなっている。（図表１１－１） 

問１１ 介護が必要になった場合に希望する（今、介護を受けている方は理想と思う）居住形態に

ついて一番近いものはどれですか。（1つに○） 

「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」が64.0%、「わからない」

が10.9%。 

 

図表１１－１ 将来希望する介護形態（性×年齢別） 
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5.4
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2.6

3.2

4.9
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7.0

7.3
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凡例

全 体 (1,426)

男性 ６５～６９歳 (189)

７０～７４歳 (153)

７５～７９歳 (126)

８０～８４歳 (82)

８５～８９歳 (37)

９０～９４歳 (10)

女性 ６５～６９歳 (222)

７０～７４歳 (225)

７５～７９歳 (185)

８０～８４歳 (109)

８５～８９歳 (39)

９０～９４歳 (3)

９５歳以上 (3)

n
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性
×
年
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※男性９５歳以上は該当者がいなかったため、表示していない
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

地域区分別でみると、「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」は阿佐谷

地域で 69.3%と多く、荻窪地域で 61.2%と少なくなっている。「介護度が高くなっても所得に応じた費用

で入所できる「特別養護老人ホーム」に入りたい」は、西荻地域で 10.8%と多く、高円寺地域は 6.7%と

少なくなっている。 

世帯構成別でみると、「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」は、一人

暮らしで 54.2%とほかの世帯構成に比べ少なく、夫婦のみ及び高齢者のみ世帯（65.1%）、それ以外（68.0%）

の順に多くなっている。（図表１１－２） 

  

図表１１－２ 将来希望する介護形態（地域区分別／世帯構成別） 
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（３）家賃・介護費用負担可能額 

 

家賃・介護費用負担可能額について、「１０～１５万円未満」が 31.9%と最も多く、次いで「１０万円

未満」（25.6%）、「１５～２０万円未満」（19.8%）の順となっている。 

性×年齢別でみると、６５～６９歳において、男性は女性に比べ「１０万円未満」および「１５～２

０万円未満」が多く、「１０～１５万円未満」が少なくなっている。（図表１２－１） 

 

  

問１２ （問１１で「３」「４」「５」「６」と回答された方におたずねします。） 

家賃・介護費用など月額負担費用はいくらまで可能ですか。（1つに○）  

「１０～１５万円未満」が31.9%、「１０万円未満」が25.6%。 

 

図表１２－１ 家賃・介護費用負担可能額（性×年齢別） 
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0.4
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凡例

全 体 (273)

男性 ６５～６９歳 (33)

７０～７４歳 (26)

７５～７９歳 (16)

８０～８４歳 (13)

８５～８９歳 (6)

女性 ６５～６９歳 (64)

７０～７４歳 (52)

７５～７９歳 (34)

８０～８４歳 (17)

８５～８９歳 (4)

n

(%)

性
×
年
齢

※男性女性共に９０歳以上は該当者がいなかったため、表示していない
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

地域区分別でみると、西荻地域、荻窪地域、阿佐谷地域において「１０～１５万円未満」が４割前後

と最も多くを占めており、高井戸地域では「１５～２０万円未満」が 31.5%と最も多くを占めている。 

世帯構成別でみると、「１０万円未満」は、一人暮らしが 33.3%と最も多く、次いでそれ以外（25.0%）、

夫婦及び高齢者のみの世帯（22.4%）の順となっている。（図表１２－２） 

  

 

図表１２－２ 家賃・介護費用負担可能額（地域区分別／世帯構成別） 

１
０
万
円
未
満 

１
０
～
１
５
万

円
未
満 

１
５
～
２
０
万

円
未
満 

２
０
～
２
５
万

円
未
満 

２
５
～
３
０
万

円
未
満 

３
０
万
円
以
上 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.6

27.8

22.0

21.3

29.3

27.3

22.2

33.3

33.3

22.4

25.0

31.9

38.9

39.0

36.2

41.5

21.2

20.4

30.8

28.6

31.2

35.0

19.8

16.7

12.2

10.6

17.1

27.3

31.5

20.5

15.9

21.6

21.3

9.2

5.6

9.8

12.8

12.1

11.1

7.7

11.1

10.4

6.3

5.6

7.3

7.7

7.3

14.9

4.9

9.1

7.4

5.1

4.8

8.0

7.5

凡例

全 体 (273)

井草地域 (18)

西荻地域 (41)

荻窪地域 (47)

阿佐谷地域 (41)

高円寺地域 (33)

高井戸地域 (54)

方南・和泉地域 (39)

一人暮らし (63)

のみ世帯 (125)

それ以外 (80)

n
(%)

地
域
区
分

夫婦のみ及び

高齢者のみ世帯

世
帯
構
成

１０万円未満
１０～１５万円
未満

１５～２０万円
未満

２０～２５万円
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２５～３０万円
未満

３０万円以上 わからない 無回答

全  体 (273) 25.6 31.9 19.8 9.2 4.0 1.5 7.7 0.4
井草地域 (18) 27.8 38.9 16.7 5.6 5.6 5.6 - -
西荻地域 (41) 22.0 39.0 12.2 9.8 7.3 2.4 7.3 -
荻窪地域 (47) 21.3 36.2 10.6 12.8 4.3 - 14.9 -

阿佐谷地域 (41) 29.3 41.5 17.1 2.4 2.4 2.4 4.9 -
高円寺地域 (33) 27.3 21.2 27.3 12.1 3.0 - 9.1 -
高井戸地域 (54) 22.2 20.4 31.5 11.1 3.7 1.9 7.4 1.9

方南・和泉地域 (39) 33.3 30.8 20.5 7.7 2.6 - 5.1 -
一人暮らし (63) 33.3 28.6 15.9 11.1 4.8 1.6 4.8 -

夫婦のみ及び高齢

者のみ世帯
(125) 22.4 31.2 21.6 10.4 4.0 1.6 8.0 0.8

それ以外 (80) 25.0 35.0 21.3 6.3 3.8 1.3 7.5 -
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（４）在宅生活のために必要なサービス 

 

在宅生活のために必要なサービスについて、「在宅でいつでも医療が受けられるサービス」が 66.7%

と最も多く、次いで「掃除・洗たく・料理など家事援助が受けられるサービス」（46.7%）、「緊急の時に

誰かが駆けつけてくれるサービス」（44.2%）の順となっている。 

年齢別でみると、「在宅でいつでも医療が受けられるサービス」は、６５～６９歳は 65.9%、８５～８

９歳は 72.7%と、おおむね年齢が高くなるにつれ多くなっている。（図表１３－１） 

  

問１３ できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何ですか。（いくつでも○） 

「在宅でいつでも医療が受けられるサービス」が66.7%、「掃除・洗たく・料理など家事援助

が受けられるサービス」が46.7%。 

 

図表１３－１ 在宅生活のために必要なサービス（年齢別） 
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0.0

0 20 40 60 80 100
(％)

必要時に短期間の施設

入所ができるショート

ステイサービス
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（１）社会参加の有無 

 

社会参加の有無について、各問における「はい」の割合は、『病人を見舞うことができますか』（90.3%）、

『家族や友人の相談にのっていますか』（84.7%）、『若い人に自分から話しかけることがありますか（友

人と外で会うことも含む）』（83.4%）、『友人の家を訪ねていますか』（78.1%）の順になっており、全て

の質問で、「はい」が７割以上となっている。（図表１４－１） 

 

  

４．社会参加について 

問１４ 友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む） 

問１５ 家族や友人の相談にのっていますか。 

問１６ 病人を見舞うことができますか。 

問１７ 若い人に自分から話しかけることがありますか。 

各問における「はい」の割合は、『病人を見舞うことができますか』（90.3%）、『家族や友人

の相談にのっていますか』（84.7%）、『若い人に自分から話しかけることがありますか』

（83.4%）、『友人の家をたずねていますか』（78.1%）。 

 

図表１４－１ 社会参加の有無① 
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(%)
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（２）生きがいを感じるかについて 

 

生きがいを感じるかについて、「はい」が 83.7%、「いいえ」が 11.1%を占めている。 

性×年齢別でみると、「はい」は、８５～８９歳は男性で 75.7%、女性で 82.1%となっており、男女と

もに８５～８９歳が、他の年齢に比べ少なくなっている。（図表１８－１） 

 

  

問１８ 生きがいを感じていますか。 

「はい」が83.7%、「いいえ」が11.1%。健康だと思っている人の方が生きがいを感じている

割合が多い。 

 

図表１８－１ 生きがいを感じるか（性×年齢別） 
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性
×
年
齢

※男性９５歳以上は該当者がいなかったため、表示していない
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

健康感別でみると、「はい」は、とても健康だと思うで 94.4%と最も多く、次いで、まあまあ健康だと

思う（85.4%）、あまり健康ではない（58.9%）、健康ではない（57.9%）の順になっており、健康だと思

うと回答した人の方が生きがいを感じている割合が多くなっている。（図表１８－２） 

図表１８－２ 生きがいを感じるか（健康感別）
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（３）現在やっている、または今後やってみたいこと 

 

現在やっている、または今後やってみたいことについて、「趣味やサークル活動」の 53.2%が最も多く、

次いで「健康づくり」（49.4%）、「仕事」（25.2%）の順となっている。 

性×年齢別でみると、「仕事」は、６５～７４歳が男性で 46.2%、女性で 24.2%に対し、７５歳以上が

男性で 22.4%、女性で 7.1%となっており、男女ともに高い年齢において少なくなっている。また、「健

康づくり」「学習や教養を高める活動」は、女性の６５～７４歳が、56.6%および 30.4%と、他の性×年

齢に比べ最も多くなっている。（図表１９－１）  

問１９ 現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。（いくつでも○） 

「趣味やサークル活動」が53.2%、「健康づくり」が49.4%。 

 

図表１９－１ 現在やっている、または今後やってみたいこと（性×年齢別） 
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※男性９５歳以上は該当者がいなかったため、表示していない
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

地域区分でみると、西荻地域においてほかの地域に比べて多かったものは健康づくり（55.9%）、とな

っている。同様に、荻窪地域において「学習や教養を高める活動」（29.8%）、「NPO・ボランティア活動」

（15.7%）、高円寺地域において「町会、自治会、いきいきクラブ活動」（13.3%）、高井戸地域において

「仕事」（29.0%）、「趣味やサークル活動」（59.2%）で、ほかの地域に比べて多くなっている。 

一方、各地域において他の地域に比べ少なかったものは、井草地域において「趣味やサークル活動」

（46.2%）、「町会、自治会、いきいきクラブ活動」（6.6%）、西荻地域において「仕事」（19.4%）、高円寺

地域において「学習や教養を高める活動」（16.7%）、「NPO・ボランティア活動」（4.8%）、「健康づくり」

（46.2%）となっている。（図表１９－２） 

  

図表１９－２ 現在やっている、または今後やってみたいこと（地域区分別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（４）近所の方との付き合いの有無 

 

近所の方との付き合いの有無について、「週に１～２回程度」が 28.2%と最も多く、次いで「ほぼ毎日」

（21.5%）、「週に３～４回」（17.5%）の順となっている。 

年齢別でみると、同じ年齢の女性と男性を比較すると、おおむね女性の方が近所の方との付き合いの

頻度が高くなっている。（図表２０－１） 

 

問２０ 近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか。（１つに○） 

「週に１～２回程度」が2８.３%、「ほぼ毎日」が21.5%。 

 

図表２０－１ 近所の方との付き合いの有無（性×年齢別） 
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※男性９５歳以上は該当者がいなかったため、表示していない
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

地域区分でみると、「ほぼ毎日」は、他の地域に比べて高円寺地域で 27.6%と多く、高井戸地域で 15.5%

と少なくなっている。 

同様に「ほとんどない」は、他の地域に比べて高井戸地域で 20.6%と多く、阿佐谷地域で 13.9%と少

なくなっている。（図表２０－２） 

 

 

 

   

図表２０－２ 近所の方との付き合いの有無（地域区分別） 
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高井戸地域 (238)

方南・和泉地域 (193)

n

(%)

地
域
区
分



 

86 

 

第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

５．日常生活について 

（１）日常生活で行っていること（その１） 

 

日常生活で行っていることの有無をたずねた質問について、「はい」は、『役所や病院などに出す書類

が書けますか』において 95.2%、『健康についての記事や番組に関心がありますか』において 92.4%と、

多くなっている。 

一方、『携帯電話やパソコンのメールで連絡したり、インターネットを使って情報を得たりしていま

すか』は 60.7%と、他の項目に比べ少なくなっている。（図表２１－１） 

 

問２１ 

（１）新聞を読んでいますか。 

（２）本や雑誌を読んでいますか。 

（３）健康についての記事や番組に関心がありますか。 

（４）役所や病院などに出す書類が書けますか。 

（５）携帯電話やパソコンのメールで連絡をしたり、インターネットを使って情報を得たりしていますか。 

「はい」は、『役所や病院などに出す書類が書けますか』が 95.2%、『健康についての記事や

番組に関心がありますか』が92.4%。『携帯電話やパソコンのメールで連絡したり、インター

ネットを使って情報を得たりしていますか』は60.7%。 

 

図表２１－１ 日常生活で行っていること（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい

88.0

85.0

92.4

95.2

60.7

いいえ

10.0

12.1

5.3

3.1

36.1

無回答

2.0

2.9

2.3

1.7

3.2

凡例

新聞を読んでいますか。

本や雑誌を読んでいますか。

健康についての記事や番組に関心がありますか。

役所や病院などに出す書類が書けますか。

携帯電話やパソコンのメールで連絡をしたり、イン

ターネットを使って情報を得たりしていますか。

(n=1,450) (%)
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（２）日常生活で行っていること（その２） 

 

日常生活で行っていることを、そのことができるかたずねた質問について、「できるし、している」

は、『バスや電車、または自家用車を使って一人で外出』で 93.6%と最も多く、次いで『自分で日用品の

買い物』で 92.4%となっている。 

同様に、「できるけどしていない」は、『自分で食事の用意』が 18.5%と最も多く、次いで『自分で請

求書の支払い』（7.7%）となっている。「できない」は、『自分で食事の用意』が 5.0%と最も多く、次い

で『バスや電車、または自家用車を使って一人で外出』（2.1%）となっている。（図表２１－２） 

 

  

（６）バスや電車、または自家用車を使って一人で外出できますか。 

（７）自分で日用品の買物をしていますか。 

（８）自分でお金の管理（預貯金の出し入れなど）をしていますか。 

（９）自分で請求書の支払いをしていますか。 

（１０）自分で食事の用意をしていますか。 

『バスや電車等を使って一人で外出』・『日用品の買い物』・『お金の管理』・『請求書の支払い』

は９割以上が「できるし、している」。 

 

図表２１－２ 日常生活で行っていること（２） 
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93.6
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0.9

5.0

無回答

1.4

1.2

1.5

1.4

1.4

凡例

バスや電車、または自家用車を使って

一人で外出できますか。

自分で日用品の買物をしていますか。

自分でお金の管理（預貯金の出し入れ

など）をしていますか。

自分で請求書の支払いをしていますか。

自分で食事の用意をしていますか。

(n=1,450) (%)
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（３）老研式活動能力指標の分析結果 

 

問１４～問１６及び問２１の回答を点数化し、老研式活動能力指標の分析を行った。なお、ＩＡＤＬ

は問２１（６）～（１０）、知的能動性は問２１（１）～（４）、社会的役割は問１４～問１６の回答に

より判定した。 

その結果、いずれの評価も「高い」が最も多かった。それぞれ個別にみると、ＩＡＤＬにおいて、「高

い」は 90.7%、「やや低い」は 5.2%、「低い」は 1.8%、知的能動性において、「高い」は 73.1%、「やや低

い」は 16.3%、「低い」は 5.8%、社会的役割において、「高い」は 66.2%、「やや低い」15.6%、「低い」13.6%

となっている。（図表 a－１） 

総合評価は、3 項目の合計点を 13 点満点で評価し、「高い」（11 点以上）が 79.9%で最も多く、「やや

低い」（9～10点）が 7.7%、「低い」（8点以下）が 3.2%の順となっている。（図表 a－２） 

  

IADLにおいて、「高い」は90.7%、「低い」は1.8%。知的能動性において、「高い」は73.1%、

「低い」は5.8%。社会的役割において、「高い」は66.2%、「低い」は13.6%。 

 

図表 a－１ 老研式活動能力指標の分析結果（「ＩＡＤＬ」「知的能動性」「社会的役割」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 a－２ 老研式活動能力指標の分析結果（「総合評価」） 

 

 

 

 

 

・老研式活動能力指標 

 東京都健康長寿医療センター研究所で開発された、生活機能を評価する指標。 

 自立している場合は点数が高い。 

・ＩＡＤＬ（手段的日常生活動作） 

 日常生活を送るうえで必要な動作のうち、買いもの、家事全般、金銭管理等の複雑な動作のこと。 

高い

90.7

73.1

66.2

やや低い

5.2

16.3

15.6

低い

1.8

5.8

13.6

無回答

2.3

4.7

4.6

凡例

IADL

知的能動性

社会的役割

(%)（n=1,426）

高い

79.9

やや低い

7.7

低い

3.2

無回答

9.2

(n=1,426)     凡例

総合評価

(%)
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（４）外出の頻度 

 

外出の頻度について、「ほぼ毎日」が 60.9%と最も多く、次いで「週に３～４回程度」（23.0%）、「週に

１～２回程度」（10.8%）の順になっている。 

性×年齢別でみると、「ほぼ毎日」において６５～６９歳の男性は 68.3%、女性は 69.8%、８５～８９

歳の男性は 40.5%、女性は 33.3%となる等、男女ともに、おおむね年齢が高くなるにつれ外出の頻度が

少なくなっている。また、同じ年齢における男女の比較では、おおむね男性よりも女性のほうが、外出

の頻度が多くなっている。（図表２２－１） 

  

問２２ 散歩や買い物など、外出の回数はどのくらいですか（通院を除く）。（１つに○） 

「ほぼ毎日」が60.9%、「週に３～４回程度」が23.0%。 

 

図表２２－１ 外出の頻度（性×年齢別） 
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21.6
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4.5
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11.9

13.8

33.3

33.3

1.3

1.1

1.3

3.7

2.7

0.9

1.3

1.6

0.9

2.6

33.3

1.1

0.5

1.3

0.8

1.2

20.0

0.5

0.5

0.9

5.1

100.0

2.8

2.6

2.6

2.4

4.9

5.4

2.7

3.1

1.6

0.9

凡例

全 体 (1,426)

男性 ６５～６９歳 (189)

７０～７４歳 (153)

７５～７９歳 (126)

８０～８４歳 (82)

８５～８９歳 (37)

９０～９４歳 (10)

女性 ６５～６９歳 (222)

７０～７４歳 (225)

７５～７９歳 (185)

８０～８４歳 (109)

８５～８９歳 (39)

９０～９４歳 (3)

９５歳以上 (3)

n
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性
×
年
齢

※男性９５歳以上は該当者がいなかったため、表示していない
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

地域区分別でみると、「ほぼ毎日」において、他の地域に比べ高円寺地域は 66.2%と最も多くなってお

り、次いで西荻地域（63.4%）、荻窪地域（61.6%）の順になっている。すべての地域で、「ほぼ毎日」は

5 割以上を占めている。「週に３～４回程度」において、他の地域に比べ阿佐谷地域は 26.3%と最も多く

なっており、次いで西荻地域（24.2%）、方南・和泉地域（23.3%）の順になっている。（図表２２－２） 

 

  

 

図表２２－２ 外出の頻度（地域区分別） 
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（５）一日における食事の回数 

 

一日における食事の回数について、「朝昼晩３回」が 86.5%と最も多く、次いで「朝晩２回」（7.2%）

「昼夜２回」（4.3%）の順となっている。 

年齢別でみると、「朝昼晩３回」において、他の年齢に比べ８０～８４歳は 84.8%と最も少なくなって

おり、次いで６５～６９歳（86.1%）、７５～７９歳（86.6%）の順となっている。（図表２３－１） 

 

  

問２３ １日の食事の回数は何回ですか（普段の生活から平均的な回数）（１つに○） 

「朝昼晩３回」が86.5%、「朝晩２回」が7.2%。 

 

図表２３－１ 一日における食事の回数（年齢別） 
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（６）ほかの人と食事をともにする機会の有無 

 

ほかの人と食事をともにする機会の有無について、「毎日ある」は 62.8%と最も多く、次いで「月に何

度かある」（15.8%）、「週に何度かある」（10.2%）となっている。 

年齢別でみると、「毎日ある」は、65～69 歳が 70.0%と、他の年齢に比べ多くなっており、「ほとんど

ない」は、８５～８９歳が 20.8%と多くなっている。（図表２４－１） 

  

問２４ 自分一人ではなく、どなたかと食事をともにする機会はありますか（１つに○） 

「毎日ある」が62.8%、「月に何度かある」が15.8%。 

 

図表２４－１ ほかの人と食事をともにする機会の有無（年齢別） 

毎
日
あ
る 

週
に
何
度
か
あ
る 

月
に
何
度
か
あ
る 

年
に
何
度
か
あ
る 

ほ
と
ん
ど
な
い 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.8

70.0

59.3

62.9

56.9

62.3

42.9

66.7

10.2

8.9

10.7

10.3

14.7

5.2

7.1

15.8

13.2

17.9

16.2

14.2

20.8

21.4

5.9

3.6

6.9

6.2

8.6

3.9

14.3

3.7

3.6

4.3

1.6

3.6

7.8

14.3

33.3

1.5

0.7

0.8

2.8

2.0

凡例

全 体 (1,426)

６５～６９歳 (416)

７０～７４歳 (391)

７５～７９歳 (321)

８０～８４歳 (197)

８５～８９歳 (77)

９０～９４歳 (14)

９５歳以上 (3)

n

(%)

年
齢



 

93 

 

第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（７）日常生活で手助けをしてほしいこと 

 

日常生活で手助けをしてほしいことについて、「食事づくりや掃除・洗たくのお手伝い」が 33.4%と最

も多く、次いで、「災害時の手助け」（28.0%）、「食事の提供（配食・会食など）」（26.2%）の順となって

いる。 

年齢別でみると、「災害時の手助け」が６５～６９歳は 27.2%、８５～８９歳は 35.1%となっており、

おおむね年齢が高くなるにつれ多くなっている。（図表２５－１） 

  

問２５ 日常生活で手助けが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいですか（３つまで○） 

「食事づくりや掃除・洗たくのお手伝い」が33.4%、「災害時の手助け」が28.0%。 

 

図表２５－１ 日常生活で手助けをしてほしいこと（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.8

24.3

25.8

20.6

24.9

22.1

14.3

0.0

0 20 40 60 80 100

全 体 (1,426)

６５～６９歳 (416)

７０～７４歳 (391)

７５～７９歳 (321)

８０～８４歳 (197)

８５～８９歳 (77)

９０～９４歳 (14)

９５歳以上 (3)

(％)
安否確認の声かけ

n

年
齢

22.9

26.0

18.9

22.4

21.3

28.6

42.9

33.3

0 20 40 60 80 100
(％)

ちょっとした買い物や

ゴミ出し

26.2

31.5

26.3

20.9

21.8

29.9

14.3

33.3

0 20 40 60 80 100
(％)

食事の提供

（配食・会食など）

33.4

35.1

31.2

33.6

28.9

40.3

64.3

66.7

0 20 40 60 80 100

全 体 (1,426)

６５～６９歳 (416)

７０～７４歳 (391)

７５～７９歳 (321)

８０～８４歳 (197)

８５～８９歳 (77)

９０～９４歳 (14)

９５歳以上 (3)

(％)

食事づくりや掃除

・洗たくのお手伝い

n

年
齢

23.3

27.4

21.5

23.1

20.8

19.5

21.4

33.3

0 20 40 60 80 100
(％)

通院や外出の手助け

17.2

16.3

17.4

18.1

17.3

18.2

7.1

33.3

0 20 40 60 80 100
(％)

電球交換や簡単な大工

仕事

7.6

9.4

8.2

5.0

7.1

3.9

21.4

33.3

0 20 40 60 80 100

全 体 (1,426)

６５～６９歳 (416)

７０～７４歳 (391)

７５～７９歳 (321)

８０～８４歳 (197)

８５～８９歳 (77)

９０～９４歳 (14)

９５歳以上 (3)

(％)
話し相手や相談相手

n

年
齢

28.0

27.2

27.9

26.5

30.5

35.1

21.4

33.3

0 20 40 60 80 100
(％)

災害時の手助け



 

94 

 

第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

地域区分別でみると、他の地域に比べ井草地域において多いものは「安否の声かけ」（32.1%）、「話し

相手や相談相手」（11.3%）となっている。同様に他の地域に比べ、西荻地域において多いものは「電球

交換や簡単な大工仕事」（19.4%）、「災害時の手助け」（32.3%）、荻窪地域において多いものは、「食事づ

くりや掃除・洗たくのお手伝い」（38.4%）、高井戸地域において多いものは「食事の提供（配食・会食

など）」（29.4%）、方南・和泉地域において多いものは「ちょっとした買い物やゴミ出し」（28.0%）、「通

院や外出の手助け」（28.0%）となっている。 

世帯構成別でみると、他の世帯構成と比べ一人暮らしにおいて多いものは「安否の声かけ」（33.1%）、

「電球交換や簡単な大工仕事」（22.7%）となっている。同様に他の世帯構成と比べ夫婦のみ及び高齢者

のみ世帯において多いものは「食事づくりや掃除・洗たくのお手伝い」（36.5%）、「災害時の手助け」

（30.5%）、「食事の提供（配食・会食など）」（28.2%）、「通院や外出の手助け」（27.4%）、「ちょっとした

買い物やゴミ出し」（26.2%）、「話し相手や相談相手」（9.0%）となっている。（図表２５－２）  

図表２５－２ 日常生活で手助けをしてほしいこと（地域区分別／世帯構成別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

６．記憶・判断について 

（１）記憶・判断について 

 

記憶・判断について、『その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか』で

「困難なくできる」と回答した人は 93.5%、『５分前のことが思い出せますか』で「はい」と回答した人

は 93.1%、『人に自分の考えをうまく伝えられていますか』で「伝えられる」と回答した人は 89.6%と、

いずれも９割前後となっている。（図表２６－１） 

  

問２６ その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。（1つに○） 

問２７ ５分前のことが思い出せますか。 

問２８ 人に自分の考えをうまく伝えられていますか。（1つに○） 

その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決められる人は 93.5%、５分前のこ

とが思い出せる人は93.1%、人に自分の考えをうまく伝えられる人は89.6％。 

 

図表２６－１ 記憶・判断について 
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（２）認知機能の分析結果 

 

問２６～問２８の回答の組み合わせをもとに認知機能判定を行った。その結果、「レベル０（障害な

し）」が 84.4%と最も多く、次いで「レベル１（境界的）」（6.9%）、「レベル２（軽度の障害）」（2.3%）の

順になっている。 

地域区分別でみると、「レベル０（障害なし）」は、井草地域が 88.7%と他の地域に比べ最も多く、次

いで「荻窪地域」（87.2%）、「高井戸地域」（86.1%）の順になっている。一方「レベル０（障害なし）」

が最も少ないのは方南・和泉地域の 81.3%である。（図表ｂ－１） 

 

 

 

「レベル０（障害なし）」は84.4%、「レベル１（境界的）」は6.9%。 

 

図表 b－１ 認知機能の分析結果 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

７．転倒予防について 

（１）転倒予防について 

 

『この１年で歩く速度が遅くなってきましたか』で「はい」を回答した人は 43.5%と最も多く、次い

で『この１年で背中が丸くなってきましたか』（20.3%）、『この１年間に転んだことはありますか』（17.7%）

の順となっている。割合が少ないのは、『この１年で杖を使っていますか』の 6.0%となっている。（図表

２９－１） 

  

問２９ 

（１）この１年間に転んだことはありますか。 

（２）この１年で背中が丸くなってきましたか。 

（３）この１年で歩く速度が遅くなってきましたか。 

（４）この１年で杖を使っていますか。 

この１年で、歩く速度が遅くなってきた人は43.5%、背中が丸くなってきた人は20.3%。 

 

図表２９－１ 転倒予防について 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい

17.7

20.3

43.5

6.0

いいえ

78.8

73.7

52.6

88.1

無回答

3.4

6.0

3.9

5.9

凡例

この１年間に転んだことはありますか。

この１年で背中が丸くなってきましたか。

この１年で歩く速度が遅くなってきましたか。

この１年で杖を使っていますか。

(n=1,426) (%)



 

98 

 

第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（２）転倒リスクの分析結果 

 

問２９（１）～（４）および問３７の回答の組み合わせをもとに、転倒リスクの分析を行った。 

その結果、「リスクなし」が 70.8%、「リスクあり」が 17.9%となっている。転倒のリスクがない人が 7

割以上を占めている。(図表 c－1) 

  

「リスクなし」は70.8%と７割以上を占め、「リスクあり」は17.9%。 

 

図表 c－1 転倒リスクの分析結果 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

８．健康について  

（１）主観的な健康感について 

 

主観的な健康感について、「まあまあ健康だと思う」が 69.5%と最も多く、次いで「とても健康だと思

う」（16.3%）、「あまり健康ではない」（8.7%）の順となっている。 

年齢別でみると、「とても健康だと思う」「まあまあ健康だと思う」の合計は、６５～６９歳では 90.4%、

８５～８９歳では 77.9%と、おおむね年齢が高くなるにつれ健康だと思う人の割合が少なくなっている。

（図表３０－１）  

問３０ ご自分で健康だと思いますか。（1つに○） 

「まあまあ健康だと思う」が69.5%、「とても健康だと思う」が16.3%。 

 

図表３０－１ 主観的な健康感について（年齢別） 
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地域区分別でみると、高井戸地域は「とても健康だと思う」が 19.7%と、他の地域よりも多くなって

おり、方南・和泉地域は 14.0%と少なくなっている。一方、方南・和泉地域では、「健康ではない」が

4.1%と他の地域よりも多くなっており、荻窪は 1.7%と少なくなっている。「まあまあ健康だと思う」は、

いずれの地域でも 7割前後を占めている。（図表３０－２） 

  

図表３０－２ 主観的な健康感について（地域区分別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（２）健康に気を使っていること 

 

健康に気を使っていることについて、「休養や睡眠を十分とる」が 66.5%と最も多く、次いで「栄養の

バランスのとれた食事」（62.8%）、「健康診断を定期的に受ける」（61.0%）の順になっている。 

年齢別でみると、「健康診断を定期的に受ける」は６５～６９歳が 55.8%、８５～８９歳が 66.2%とな

っており、年齢が高くなるにつれ多くなる傾向がみられる。一方、「栄養バランスのとれた食事」は６

５～６９歳が 65.6%、８５～８９歳が 57.1%、「散歩や運動をする」は６５～６９歳が 61.8%、８５～８

９歳が 50.6%となっており、年齢が高くなるにつれおおむね少なくなっている。（図表３１－１） 

 

 

  

問３１ 健康に気を使っていることはありますか（いくつでも○） 

「休養や睡眠を十分とる」が66.5%、「栄養のバランスのとれた食事」が62.8%。 

 

図表３１－１ 健康に気を使っていること（年齢別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（３）悩みやストレスの有無 

 

悩みやストレスの有無について、「少しある」が 60.0%と最も多く、次いで「まったくない」（25.3%）、

「おおいにある」（10.1%）の順となっている。 

年齢別でみると、「おおいにある」と「少しある」の合計は、６５～６９歳が 71.1%、８５～８９歳が

64.9%となっており、ストレスがあると回答した人は、年齢が高くなるにつれおおむね少なくなってい

る。 

世帯構成別でみると、「おおいにある」については、それ以外が 12.0%と、他の世帯構成に比べて多く

なっている。一方、「まったくない」については、一人暮らしが 27.5%と、他の世帯構成に比べて多くな

っている。（図表３２－１） 

  

問３２ 悩みやストレスはありますか。（1つに○） 

「少しある」が60.0%、「おおいにある」が10.1%。 

 

図表３２－１ 悩みやストレスの有無（年齢別／世帯構成別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

健康感別でみると、「おおいにある」が、とても健康だと思う人で 4.3%、健康ではない人で 34.2%と

なっており、健康ではないと思う人ほどストレスを感じている傾向がみられる。一方、「まったくない」

は、とても健康だと思う人で 51.3%、健康ではない人で 15.8%となっている。（図表３２－２） 

 

  

図表３２－２ 悩みやストレスの有無（健康感別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（４）悩みやストレスの原因 

 

悩みやストレスの原因について、「自分の健康や病気について」が 44.2%と最も多く、次いで「同居家

族の健康について」（28.2%）、「生活費について」（19.9%）の順になっている。 

年齢別でみると、「自分の健康や病気について」が、６５～６９歳は 37.8%、８５～８９歳は 52.2%と、

おおむね年齢が高くなるにつれ多くなっている。（図表３２－１） 

 

 

  

問３３ （問３２で「１」｢２｣と回答された方におたずねします。） 

その原因は何ですか。（いくつでも○） 

「自分の健康や病気について」が44.2%、「同居家族の健康について」が28.2%。 

 

図表３２－１ 悩みやストレスの原因（年齢別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（５）生活の中で不安に思ったときの相談先 

 

生活の中で不安に思ったときの相談先について、「配偶者」が 43.8%と最も多く、次いで「子」（18.9%）、

「友人・知人」（6.2%）の順となっている。 

年齢別でみると、「配偶者」が、６５～６９歳は 50.2%、８５～８９歳は 28.6%となっており、年齢が

高くなるにつれ少なくなる傾向がみられる。一方、「子」は、６５～６９歳は 10.3%、８５～８９歳は

39.0%と、年齢が高くなるにつれ多くなる傾向がみられる。 

世帯構成別でみると、一人暮らしにおいては「子」が 29.9%と最も多く、夫婦のみ及び高齢者のみ世

帯とそれ以外の世帯は「配偶者」が、それぞれ 62.7%、42.3%と最も多くなっている。（図表３４－１）  

問３４ あなたは生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。（もっともよくあてはまるもの１つに○） 

「配偶者」が43.8%、「子」が18.9%。年齢が高くなるにつれ「配偶者」が少なくなり、「子」

が多くなる。 

 

図表３４－１ 生活の中で不安に思ったときの相談先（年齢別／世帯構成別） 
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７５～７９歳   (321) 39.9 21.5 1.6 5.9 5.9 0.3 0.3 0.9 0.9 2.5 0.9 2.2 17.1
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８５～８９歳    (77) 28.6 39.0 2.6 1.3 3.9 - - 1.3 - 1.3 1.3 1.3 19.5
９０～９４歳    (14) 50.0 35.7 - 7.1 - - - - - - - - 7.1

９５歳以上     (3) - 100.0 - - - - - - - - - - -
一人暮らし    　(251) 2.0 29.9 0.8 12.0 17.5 0.4 0.8 2.0 2.0 4.8 5.6 5.2 17.1
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（６）通院・往診の状況 

 

通院・往診の状況について、「通院している」が 73.5%と最も多く、次いで「通院や往診は受けていな

い」（20.6%）、「往診を受けている」（0.7%）の順となっている。 

年齢別でみると、どの年齢でも「通院している」が多く、６５～６９歳では 65.6%、８５～８９歳で

は 87.0%と、年齢が高くなるにつれ「通院している」が多くなる傾向がみられる。一方、「通院や往診は

受けていない」は、６５～６９歳では 30.0%、８５～８９歳では 7.8%と、年齢とともに少なくなる傾向

がみられる。（図表３５－１） 

 

 

 

  

問３５ 現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか。（1つに○） 

「通院している」が73.5%、「通院や往診は受けていない」が20.6%。 

 

図表３５－１ 通院・往診の状況（年齢別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

 この 1年間での入院有無別でみると、入院したことがある人では、「通院している」が 93.2%と、入院

なしの人の 73.0%よりも多くなっている。（図表３５－２） 

  

 

図表３５－２ 通院・往診の状況（この 1年間での入院の有無別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（７）通院・往診の頻度 

 

通院・往診の頻度について、「月 1回程度」が 40.5%と最も多く、次いで「数か月に１回程度」（22.1%）、

「月２回程度」（19.9%）の順になっている。 

年齢別でみると、「数か月に 1回程度」６５歳～６９歳で 24.5%、８５～８９歳で 13.4%と、年齢が高

くなるにつれ少なくなる傾向がみられる。また、「定期的ではない」は、６５歳～６９歳で 3.3%、８５

～８９歳で 0.0%であり、おおむね年齢が高くなるにつれ少なくなっている。また月 2回以上の頻度の占

める割合は、６５歳～６９歳で約３割、８５～８９歳で約５割となっている。（図表３６－１） 

  

問３６ （問３５で「１」｢２｣と回答された方におたずねします。） 

通院や往診の頻度をおしえてください。（1つに○） 

「月1回程度」が40.5%、「数か月に１回程度」が22.1%。 

 

図表３６－１ 通院・往診の頻度（年齢別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（８）服用している薬の種類 

 

服用している薬の種類について、「薬を服用していない」および「５種類以上」がいずれも 21.5%と多

く、次いで２種類（16.3%）、「３種類」（13.0%）の順になっている。 

年齢別でみると、「薬を服用していない」は、６５～６９歳が 31.7%、８５～８９歳は 7.8%、「１種類」

は６５～６９歳が 16.3%、８５～８９歳は 5.2%となっており、年齢が高くなるにつれ少なくなる傾向が

みられる。一方、「５種類以上」は、６５～６９歳が 13.0%、８５～８９歳は 35.1%となっており、おお

むね年齢が高くなるにつれ多くなっている。（図表３７－１） 

  

問３７ 現在、医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（1つに○） 

「薬を服用していない」および「５種類以上」がいずれも21.5%。 

 

図表３７－１ 服用している薬の種類（年齢別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（９）１年間での入院有無 

 

１年間での入院有無について、「ない」が 87.2%と多く、「ある」は 10.2%となっている。 

年齢別でみると、すべての年齢で「ない」が多く、およそ 8割以上を占めている。一方、「ある」は、

６５～６９歳では 7.5%、８５～８９歳では 15.6%と、おおむね年齢とともに割合が多くなっている。（図

表３８－１） 

 

  

問３８ この１年間で入院したことがありますか。（1つに○） 

「ない」が87.2%、「ある」が10.2%。 

 

図表３８－１ １年間での入院有無（年齢別） 
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年
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

９．その他 

（１）地域包括支援センター（ケア２４）の認知度 

 

地域包括支援センター（ケア２４）の認知度について、「名前は知っている」が 33.7%と最も多く、次

いで「知らない」（33.2%）、「知っている（業務内容も含めて）」（30.6%）の順になっている。 

年齢別でみると、「知っている（業務内容も含めて）」は、８５～８９歳が 37.7%と、他の年齢に比べ

最も多い。「知らない」が多いのは６５～６９歳で 36.8%となっている。（図表３９－１） 

 

  

問３９ 地域包括支援センター（ケア２４）を知っていますか。（1つに○） 

「名前は知っている」が33.7%、「知らない」が33.2%。 

 

図表３９－１ 地域包括支援センター（ケア２４）の認知度（年齢別） 
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９０～９４歳 (14)

９５歳以上 (3)

n

(%)

年
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

 地域区分別でみると、西荻地域は、「知っている（業務内容も含めて）」が 39.8%と、他の地域よりも

多くなっている。一方、荻窪地域は、「知らない」が 37.2%と、他の地域よりも多くなっている。（図表

３９－２） 

  

図表３９－２ 地域包括支援センター（ケア２４）の認知度（地域区分別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（２）地域包括支援センター（ケア２４）の利用有無 

 

地域包括支援センター（ケア２４）の利用有無について、「ない」が 78.3%で最も多く、次いで「ない

が今後利用したい」（11.4%）、「ある」（7.3%）の順になっている。 

年齢別でみると、「ある」は６５～６９歳が 7.5%、８５～８９歳が 11.7%と、おおむね年齢が高くな

るにつれ多くなっている。また、「今後利用したい」は６５～６９歳が 8.2%、８５～８９歳が 23.4%と、

年齢が高くなるにつれ多くなる傾向がみられる。一方、「ない」は６５～６９歳が 82.2%、８５～８９歳

が 61.0%と、年齢が高くなるにつれ少なくなる傾向がみられる。（図表４０－１） 

 

 

  

問４０ 地域包括支援センター（ケア２４）を利用したことはありますか。（1つに○） 

「ない」が78.3%、「ないが今後利用したい」が11.4%。 

 

図表４０－１ 地域包括支援センター（ケア２４）の利用有無（年齢別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

地域区分別では、西荻地域は、「ある」が 9.7%、「今後利用したい」が 13.4%と、他の地域に比べ多く

なっている。一方、井草地域は「ない」が 84.0%と、他の地域に比べ多くなっている。（図表４０－２） 

  

図表４０－２ 地域包括支援センター（ケア２４）の利用有無（地域区分別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（３）長寿応援ポイント事業の認知度 

 

長寿応援ポイント事業の認知度について、「知らない」が 71.3%と最も多く、次いで「知っている」（24.0%）

の順となっている。 

年齢別でみると、「知っている」は、７５～７９歳が 29.6%と最も多く、６５～６９歳が 17.1%と最も

少なくなっている。（図表４１－１） 

 

 

  

問４１ 区が実施している長寿応援ポイント事業を知っていますか。（1つに○） 

「知らない」が71.3%、「知っている」が24.0%。 

 

図表４１－１ 長寿応援ポイント事業の認知度（年齢別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

地域区分別でみると、「知っている」は西荻地域で 26.9%と他の地域に比べ多く、荻窪地域で 19.0%と

他の地域に比べ少なくなっている。（図表４１－２） 

  

図表４１－２ 長寿応援ポイント事業の認知度（地域区分別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（４）長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加有無 

 

長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加有無について、「参加したことがない」が 41.8%と最

も多く、次いで「いきがい活動に参加している」（33.3%）、「地域貢献活動に参加している」（18.1%）の

順になっている。 

性×年齢別でみると、「いきがい活動に参加している」は、女性の６５～６９歳が 19.6%、８０～８４

歳が 41.2%となっており、女性において、おおむね年齢が高くなるにつれ多くなっている。（図表４２－

１）  

問４２ （問４１で「１」と回答された方におたずねします。） 

長寿応援ポイントシールがもらえる活動に参加していますか。（いくつでも○） 

「参加したことがない」が41.8%、「いきがい活動に参加している」が33.3%。 

 

図表４２－１ 長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加有無（性×年齢別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

 

地域区分別でみると、「いきがい活動に参加している」は、荻窪地域は 43.5%と、他の地域に比べて多

く、西荻地域は 26.0%と、他の地域に比べ少ない。「参加したことがない」は、西荻地域の 52.0%が多く

なっている。「区が実施する健康増進、介護予防事業、地域貢献学習に参加している」は、高井戸地域

は 21.4%と他の地域に比べて多くなっている。（図表４２－２） 

 

  

図表４２－２ 長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加有無（地域区分別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（５）長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加後の生活の変化 

 

長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加後の生活の変化について、「交友関係が広がった」

が 65.1%、「特に変わらない」が 23.7%となっている。 

地域区分別でみると、井草地域は「規則正しい生活になった」が 23.1%、「交友関係が広がった」が

84.6%と、他の地域に比べ多くなっており、西荻地域は「特に変わらない」が 45.0%と、他の地域に比べ

多くなっている。（図表４３－１） 

  

問４３ （問４２で「１」～｢３｣と回答された方におたずねします。） 

参加前と比べて生活に変化を感じられますか。（いくつでも○） 

「交友関係が広がった」が65.1%、「特に変わらない」が23.7%。 

 

図表４３－１ 長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加後の生活の変化（地域区分別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（６）長寿応援ポイントシールがもらえる活動に参加していない理由 

 

長寿応援ポイントシールがもらえる活動に参加していない理由について、「体力的に厳しくなった」

が 26.1%、「参加していた活動団体が無くなった」が 13.0%、その他が 56.5%となっている。 

年齢別については、各属性別の回答者数が少ないため、参考としてグラフの記載にとどめることとす

る。（図表４４－１） 

 

  

問４４ （問４２で「４」と回答された方におたずねします。） 

今参加していない理由はなんですか。（いくつでも○） 

「体力的に厳しくなった」が26.1%、「参加していた活動団体が無くなった」が13.0%。 

 

図表４４－１ 長寿応援ポイントシールがもらえる活動に参加していない理由（年齢別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（７）介護保険の認定 

 

介護保険の認定について、「申請したことはない。申請する予定もない」が 95.0%と最も多く、次いで

「現在申請中、または申請する予定である」（2.0%）、「申請したが「自立」と判定された」（0.7%）とな

っている。 

年齢別でみると、「申請したことはない。申請する予定もない」が、６５～６９歳は 97.6%、８５～８

９歳は 85.7%となっており、年齢が高くなるにつれ少なくなる傾向がみられる。一方、「現在申請中、ま

たは申請する予定である」が、６５～６９歳は 0.7%、８５～８９歳が 9.1%となっており、おおむね年

齢が高くなるにつれ多くなっている。（図表４５－１） 

 

  

問４５ あなたはこれまでに介護保険の認定を申請したことがありますか。（いくつでも○） 

「申請したことはない。申請する予定もない」が95.0%、「現在申請中、または申請する予定

である」が2.0%。 

 

図表４５－１ 介護保険の認定（年齢別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（８）介護保険料とサービスのあり方について 

 

介護保険料とサービスのあり方について、「保険料が多少高くなっても、介護サービスを充実してほ

しい」が 28.8%と最も多く、「わからない」（28.3%）、「保険料が高くなるならサービスは現状のままでよ

い」（21.7%）の順になっている。 

年齢別でみると、「保険料が多少高くなっても、介護サービスを充実してほしい」が、６５～６９歳

は 26.4%、８５～８９歳は 32.5%と、おおむね年齢が高くなるにつれ多くなっている。（図表４６－１） 

  

問４６ 介護保険サービスと保険料のあり方について、あなたの考えにもっとも近いのはどれですか

（１つに○） 

「保険料が多少高くなっても、介護サービスを充実してほしい」が28.8%、「わからない」が

28.3%。 

 

図表４６－１ 介護保険料とサービスのあり方について（年齢別） 
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世帯構成別でみると、夫婦のみ及び高齢者のみ世帯は「保険料が多少高くなっても、介護サービスを

充実してほしい」が 31.8%、「保険料が高くなるならサービスは現状のままでよい」が 23.0%と、他の世

帯構成に比べ多くなっている。一方、一人暮らしは「わからない」が 36.3%、それ以外は「サービスを

抑えても保険料は安くしてほしい」が 15.9%と、他の世帯構成に比べ多くなっている。（図表４６－２） 

 

  

図表４６－２ 介護保険料とサービスのあり方について（世帯構成別） 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

（９）今後充実して欲しい高齢者施策について 

今後充実して欲しい高齢者施策について、「緊急時にすぐ医療サービスが受けられる体制づくり」が

67.0%と最も多く、次いで「在宅での生活を支える介護サービスの充実」（49.1%）、「特別養護老人ホー

ムや認知症高齢者グループホームなどの介護施設の整備」（42.3%）の順となっている。 

年齢別でみると、「高齢者の生きがい活動の支援」は、６５～６９歳が 31.3%、８５～８９歳が 20.8%、

「認知症高齢者や家族の支援」は、６５～６９歳が 33.2%、８５～８９歳が 19.5%、「家族介護者への支

援」は、６５～６９歳が 43.5%、８５～８９歳が 27.3%、となっており、おおむね年齢が高くなるにつ

れ少なくなっている。（図表４７－１）  

問４７ 今後、高齢者のためにどのような施策を充実したらよいと思いますか。（いくつでも○） 

「緊急時にすぐ医療サービスが受けられる体制づくり」が67.0%、「在宅での生活を支える介

護サービスの充実」が49.1%。 

 

図表４７－１ 今後充実して欲しい高齢者施策について（年齢別） 
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地域区分別でみると、「緊急時にすぐ医療サービスが受けられる体制づくり」は、高円寺地域が 69.0%

と他の地域に比べ多くなっており、方南・和泉地域が 64.8%と他の地域に比べ少なくなっている。一方、

「在宅での生活を支える介護サービスの充実」は、高円寺地域が 39.0%と他の地域に比べ少なくなって

いる。「特別養護老人ホームや認知症高齢者グループホームなどの介護施設の整備」は、西荻地域が 46.8%

と他の地域に比べ多くなっており、荻窪地域が 38.0%と他の地域に比べ少なくなっている。（図表４７－

２） 

 

  

 図表４７－２ 今後充実して欲しい高齢者施策について（地域区分別） 
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１０．１０．１０．１０．社会的孤立の状況について社会的孤立の状況について社会的孤立の状況について社会的孤立の状況について    

 

親族の方との会話や連絡の頻度（問７）、友人の家への訪問の有無（問１４）、近所の方との付き合い

の頻度（問２０）、外出の回数（問２２）、通院・往診の有無（問３５）の社会的孤立にかかわる５項目

にてその有無・頻度がほとんど無いと回答した人の状況を整理した。 

回答者 1,426 人のうち、親族の方との会話や連絡、友人宅の訪問、近所の方との付き合いの３項目が

すべてない人は 10人（0.7%）であり、さらに外出の回数がほとんどない人は 1 人（0.1%）、通院・往診

を受けていない人は 5 人（0.4%）となっている。５項目すべてがない人は見られない。（図表 d－１） 

  

問７ 親族とどのくらいの頻度で会ったり、電話などで連絡していますか 

問１４ 友人の家を訪ねていますか 

問２０ 近所の方と会話をするなど、お付き合いはありますか 

問２２ 散歩や買い物など、外出の回数はどのくらいですか（通院を除く） 

問３５ 現在、通院や往診を受けていますか  

親族の方との会話や連絡がなく、親族の方との会話や連絡がなく、親族の方との会話や連絡がなく、親族の方との会話や連絡がなく、友人友人友人友人宅の訪問、宅の訪問、宅の訪問、宅の訪問、近所の方との付き合い近所の方との付き合い近所の方との付き合い近所の方との付き合いがない人はがない人はがない人はがない人は 10101010 人人人人

（（（（0.70.70.70.7％）となっている。％）となっている。％）となっている。％）となっている。    

    

図表 d－１ 社会的孤立の状況について 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

１１１１１１１１．高齢者の福祉についてのご意見・ご要望．高齢者の福祉についてのご意見・ご要望．高齢者の福祉についてのご意見・ご要望．高齢者の福祉についてのご意見・ご要望    

 高齢者の福祉について、313 人からの回答があった。記載内容を区分し、いくつかの意見について以

下に示す。 

 

【施設の基盤整備について （38 件）】 

・自宅での生活が難しくなった時に、低所得者であってもすぐに入れる「特養ホーム」をつくって欲

しい。 

・一番の不安は住宅である。みどりの里のような住宅を増やしてほしい。サービス付き高齢者住宅の

募集があったが、家賃が高すぎると感じた。単身で低所得者が入居できる住宅を増やしてほしい。 

 

【福祉施策について （35 件）】 

・国の政策は「自宅で」という面を強くしているが、本当の福祉に逆行していると思う。実際に自宅

で介護すると「老々介護」となり、悲劇の原因となっている。介護は社会全体で行うべき。 

・自分でできることを自分でやっていくことが基本だと思う。それができない人（心身的、経済的）

に共助、公的な援助をしてほしい。 

 

【情報、相談について （29 件）】 

・公助ではなく、自助、共助の努力が求められるだろう。そのためにも実のある相談事業の強化が必

要になると思う。 

・身近に親族、相談にのってくれる友人、又は実際に助けてくれる友人知人がいない独身高齢者をし

っかり把握し、定期的にケアをしてあげて欲しい 

・インターネットとか ITだけに頼らない情報、お知らせ、サービスを今後も続けて欲しい。 

 

【医療、医療費、病院について （20 件）】 

・24 時間、緊急時にすぐ医療を受けられる体制を整えてほしい。 

 

【生きがい、社会参加について （12 件）】 

・高齢者自身が運営し、活動をしていけるような支援サービスを、今後も継続して提供してほしい。

（活動している団体が有しているスキル、情報などを、他のグループが活用できるようにする等。） 

・最近はプライバシーや個人情報等、あまりにも個を重視する傾向が強い。相互信頼を深める施策を

すすめられないだろうか。 

・高齢者の集まりでなく、高齢者と若者が一緒になって何かする場、世代の距離間がなくなる場を多

く作ってほしいと思う。 

 

【今後の介護について （24 件）】 

・基本的には身体が多少不自由になっても、買物サービスや自宅で医療サービスが受けられれば良い

と思う。老々介護への不安もある。 

・介護は、必要になった時に考えればと軽く考える事が多いが、今からきちんと先を見据えた知識を

持つことも大事だと最近特に思う。わかりやすく教えてほしい。 
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第３章Ⅰ 日常生活圏域ニーズ調査① 

【介護保険制度について （17 件）】 

・高齢者が高齢者を介護する家族が増えていることに対し、家族介護者への支援の充実が必要だと思

う。 

 

【サービス、スタッフの質について （16件）】 

・家族との同居が理由でサービスを受けられないのは、納得がいかない。 

・できるだけ自宅で過ごしたいので、ホームヘルプサービスの充実を希望する。 

 

【介護保険料について （12 件）】 

・介護保険サービスの未利用者には、祝い金または保険料減額のような形で還元してほしい。 

・介護保険の趣旨は理解しているが、保険料が高く負担感が大きい。 

 

【健康増進、予防について （16 件）】 

・介護予防の充実が大事だと思う。 

 

【在宅サービスについて （6件）】 

・特に認知症の人を地域で見守る体制や家族への支援、ショートステイの充実などの施策を充実して

ほしい。 

 

【高齢者という認識はない （14 件）】 

・今は元気に過ごしているので、介護が必要になった時のことがイメージできない。 

 

【経済的負担等について （11 件）】 

・年金受給額が少なく、医療費負担の増加が心配。 

 

【その他 （59 件）】 

 その他、アンケートに関するもの、上記以外の制度・施策に関するものなどの意見が見られた。 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

１．回答者の属性 

（１）調査票の記入者、対象者の性別・年齢 

○調査票の記入者 

 

○対象者の性別 

  

問１ この調査票を記入するのはどなたですか。 

 

図表１－１ 調査票の記入者 

 

問２ あなたの性別は。 

 

図表２－１ 対象者の性別 

 

 

 

男性

26.8%

女性

68.0%

無回答

5.2%

あて名のご本人

83.6%

配偶者

3.8%

子

6.2%

子の配偶者

1.2%

兄弟姉妹

0.3%

その他

0.4%

無回答

4.5%

83.5%

基数 構成比[%]

あて名のご本人 1211 83.5

配偶者 55 3.8

子 90 6.2

子の配偶者 18 1.2

兄弟姉妹 5 0.3

その他 6 0.4

無回答 65 4.5

全  体 1450 100.0

基数 構成比

男性 388 26.8

女性 987 68.0

無回答 75 5.2

全  体 1450 100.0
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

○対象者の年齢 

  

問３ あなたの年齢は。 

 

図表３－１ 対象者の年齢(性別) 

 

 

図表３－２ 対象者の年齢(地域区分別) 

 

 

６５～６９歳

29.2

4.6

2.4

７０～７４歳

27.4

10.1

6.6

７５～７９歳

15.8

12.4

17.3

８０～８４歳

28.7

27.3

30.5

８５～８９歳

29.2

32.0

29.5

９０～９４歳

11.2

11.3

11.4

９５歳以上

2.2

2.3

2.1

無回答

2.5

凡例

全 体 (1,450)

男性 (388)

女性 (987)

(%)

n

性
別

６５～６９歳

29.2

6.1

1.1

1.7

3.8

3.4

3.6

2.5

７０～７４歳

7.4

7.1

9.5

4.2

10.2

7.2

5.6

8.5

７５～７９歳

15.8

14.1

20.1

15.5

12.9

21.2

10.7

17.5

８０～８４歳

28.7

26.3

24.9

31.5

32.2

25.0

31.0

26.5

８５～８９歳

29.2

30.3

27.5

28.6

25.8

27.9

35.3

29.0

９０～９４歳

11.2

12.1

12.2

14.7

10.2

10.6

10.3

9.0

９５歳以上

2.2

1.0

3.2

2.1

2.7

1.0

1.6

3.5

無回答

2.5

3.0

1.6

1.7

2.3

3.8

2.0

3.5

凡例

全 体 (1,450)

井草地域 (99)

西荻地域 (189)

荻窪地域 (238)

阿佐谷地域 (264)

高円寺地域 (208)

高井戸地域 (252)

方南・和泉地域 (200)

n

(%)

地
域
区
分
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（２）介助・介護の必要有無 

 

介助・介護の必要有無・状況について、「家族などの介助・介護を受けている」が 41.7%と最も多く、

次いで「介助・介護は必要ない」（25.1%）、「何らかの介助・介護は必要だが、現在は受けていない」（23.5%）

の順となっている。 

年齢別でみると、「介助・介護は必要ない」は、７０～７４歳では 31.5%と最も多く、９５歳以上では

9.4%と少なくなっている。「家族などの介助・介護を受けている」は、７５～７９歳では 34.9%、９５歳

以上では 71.9%と、７５歳以上においては年齢が高くなるにつれ多くなっている。（図表４－１） 

  

問４ 普段、どなたかの介助・介護が必要ですか。（1つに○） 

「家族などの介助・介護を受けている」が41.7％、「介助・介護は必要ない」が25.1％。 

 

図表４－１ 介助・介護の必要有無（年齢別） 

介
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は
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な
い 

何
ら
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介
助
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護
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必
要
だ
が
、 

現
在
は
受
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て
い
な
い 

家
族
な
ど
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介
助
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介
護
を
受
け
て
い
る 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.1

30.2

31.5

30.1

24.5

26.2

19.6

9.4

23.5

25.6

24.1

23.1

25.5

23.4

25.2

12.5

41.7

39.5

43.5

34.9

41.8

42.3

50.9

71.9

9.7

4.7

0.9

11.8

8.2

8.0

4.3

6.3

凡例

全 体 (1,450)

６５～６９歳 (43)

７０～７４歳 (108)

７５～７９歳 (229)

８０～８４歳 (416)

８５～８９歳 (423)

９０～９４歳 (163)

９５歳以上 (32)

n

(%)

年
齢
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

２．家族・生活の状況について 

（１）家族構成 

 

家族構成について、「一人暮らし」が 33.0%と最も多く、次いで、「夫婦のみ（配偶者６５歳以上）」（26.2%）、

「２世代家族（６４歳以下の方が同居）」（19.5%）の順となっている。 

年齢別でみると、「一人暮らし」が、９５歳以上では 25.0%と少なく、８５～８９歳では 36.6%と多く

なっている。７５歳以上では、「夫婦のみ（配偶者６５歳以上）」は年齢が高くなるにつれ少なくなって

いる。（図表５－１） 

  

問５ 一緒に暮らしている家族の構成を教えてください（１つに○） 

「一人暮らし」が33.0％、「夫婦のみ（配偶者６５歳以上）」が26.2％。「夫婦のみ（配偶者

６５歳以上）」は、７５歳以上で年齢が高くなるにつれ少なくなっている。 

 

図表５－１ 家族構成（年齢別） 

一
人
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ら
し 

夫
婦
の
み 

（
配
偶
者
６
５
歳
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） 

夫
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下
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２
世
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全
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上
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２
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６
４
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下
の
方
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３
世
代
家
族 

兄
弟
姉
妹 

そ
の
他 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.0

30.2

28.7

31.4

34.9

36.6

33.7

25.0

26.2

27.9

36.1

36.2

31.5

20.6

14.7

9.4

1.0

7.0

0.9

1.7

0.7

0.5

0.6

4.7

7.0

3.7

1.7

3.3

17.2

37.5

19.5

16.3

20.4

17.0

18.8

24.8

16.6

12.5

3.2

2.3

0.9

3.5

2.6

3.1

6.1

9.4

1.0

1.9

1.3

0.7

0.7

1.8

2.8

2.3

0.9

1.7

2.6

4.0

3.1

3.1

8.6

7.0

6.5

7.0

6.5

6.4

6.1

3.1

凡例

全 体 (1,450)

６５～６９歳 (43)

７０～７４歳 (108)

７５～７９歳 (229)

８０～８４歳 (416)

８５～８９歳 (423)

９０～９４歳 (163)

９５歳以上 (32)

n

(%)

年
齢
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

 

地域区分別でみると、「一人暮らし」は、高円寺地域では 40.4%と、他の地域と比べ多くなっており、

井草地域では 26.3%と少なくなっている。「夫婦のみ（配偶者６５歳以上）」は、井草地域では 32.3%と、

他の地域と比べ多くなっており、高円寺地域では 23.6%と少なくなっている。（図表５－２） 

  

図表５－２ 家族構成（地域区分別） 
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33.0

26.3

32.3

30.3

31.8

40.4

35.7

31.0

26.2

32.3

25.9

29.0

24.2

23.6

27.0

24.5

1.0

1.7

1.1

1.4

0.8

1.0

4.7

7.1

5.3

4.6

5.3

1.9

6.3

3.0

19.5

22.2

21.2

17.2

20.8

17.8

17.5

22.0

3.2

2.0

2.6

5.0

2.7

1.4

3.2

5.0

1.0

1.0

1.1

1.7

1.1

0.5

1.5

2.8

1.0

3.7

2.9

1.9

3.4

2.4

3.5

8.6

8.1

7.9

7.6

11.0

9.6

7.1

8.5

凡例

全 体 (1,450)

井草地域 (99)

西荻地域 (189)

荻窪地域 (238)

阿佐谷地域 (264)

高円寺地域 (208)

高井戸地域 (252)

方南・和泉地域 (200)

n

(%)

地
域
区
分



 

136 

 

第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（２）日中にひとりでいる頻度 

 

日中にひとりでいる頻度について、「たまにある」が 45.6%と最も多く、次いで「よくある」（39.6%）、

「ない」（12.5%）の順となっている。「よくある」と「たまにある」を合わせて、日中にひとりでいる

ことがあると回答した人は 85.2%となっている。 

世帯構成別でみると、「よくある」は、それ以外の世帯が 50.5%に対し、夫婦のみ及び高齢者のみ世帯

は 30.6％と、少なくなっている。（図表６－１） 

  

問６ （問５で「１.一人暮らし」以外に回答された方におたずねします。） 

日中、ひとりになることがありますか。（1つに○） 

「たまにある」が 45.6％、「よくある」が 39.6％。日中にひとりでいることがある人は、

85.2%。 

 

図表６－１ 日中にひとりでいる頻度（世帯構成別） 

 

 

 

 

 

 

 

よくある

39.6

30.6

50.5

たまにある

45.6

53.2

36.5

ない

12.5

14.1

10.7

無回答

2.2

2.1

2.4

凡例

全 体 (846)

夫婦のみ及び高齢者のみ世帯 (462)

それ以外 (384)

n

(%)

世
帯
構
成

n
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（３）親族との会話・連絡の頻度 

 

親族との会話・連絡の頻度について、「週に１～２回程度」が 27.1%と最も多く、次いで「ほとんど毎

日」（25.1%）、「月に１～２回程度」（19.2%）の順となっている。 

性×年齢別でみると、「ほとんど毎日」は、女性の場合、９０～９４歳では 41.9%と他の年齢に比べ多

く、８０～８４歳では 18.6％と少ない。週１回以上（「週に１～２回程度」「週に３～４回」「ほとんど

毎日」）でみると、女性の場合、７５～７９歳では 52.3%、９０～９４歳では 76.8%と、年齢が高くなる

につれ多くなる傾向がみられる。（図表７－１）  

問７ （問５で「１.一人暮らし」と回答された方におたずねします。） 

お子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったり、電話などで連絡をと

っていますか。（1つに○） 

「週に１～２回程度」が27.1％、「ほとんど毎日」が25.1％。 

 

図表７－１ 親族との会話・連絡の頻度（性☓年齢別） 
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25.1

26.7

25.0

18.5

24.0

33.3

50.0

20.0

23.8

18.6

31.5

41.9

16.7

12.3

25.0

20.0

7.4

12.0

33.3

7.9

16.8

11.8

9.3

27.1

6.7

62.5

14.8

36.0

55.5

22.2

40.0

20.6

29.2

27.5

25.6

66.7

19.2

25.0

20.0

12.5

22.2

8.0

11.1

50.0

20.0

34.9

19.5

15.7

16.3

10.2

50.0

13.4

37.0

16.0

22.2

20.0

6.4

8.0

7.1

4.7

16.7

3.3

6.7

4.0

22.2

4.8

5.3

1.6

0.8

0.9

2.4

1.9

6.7

1.6

1.8

2.4

2.3

凡例

全 体 (479)

男性 ６５～６９歳 (4)

７０～７４歳 (15)

７５～７９歳 (8)

８０～８４歳 (27)

８５～８９歳 (25)

９０～９４歳 (9)

９５歳以上 (2)

女性 ６５～６９歳 (9)

７０～７４歳 (15)

７５～７９歳 (63)

８０～８４歳 (113)

８５～８９歳 (127)

９０～９４歳 (43)

９５歳以上 (6)

n

(%)

性
×
年
齢
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（４）主な収入の種類 

 

主な収入の種類について、「公的年金（国民年金、恩給等）」が 70.6%と最も多く、次いで「預貯金、

地代、家賃収入等」（7.7%）、「同居している家族の収入」（7.7%）の順となっている。 

年齢別でみると、「公的年金（国民年金、恩給等）」は７０～７４歳では 61.1%、９０～９４歳では 81.0%

と、おおむね年齢が高くなるにつれ多くなっている。一方、「同居している家族の収入」は、７０～７

４歳では 12.0%、９０～９４歳では 4.3%と、おおむね年齢が高くなるにつれ少なくなっている。（図表

８－１） 

  

問８ あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（1つに○） 

「公的年金（国民年金、恩給等）」が70.6％、「預貯金、地代、家賃収入等」が7.7％、「同居

している家族の収入」が7.7％。 

 

図表８－１ 主な収入の種類（年齢別） 

公
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そ
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無
回
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70.6

74.4

61.1

66.4

71.2

75.7

81.0

71.9

1.8

4.7

3.7

2.2

2.2

1.2

0.6

7.7

4.7

7.4

8.3

7.2

8.5

8.0

12.5

7.7

7.0

12.0

12.2

7.9

5.7

4.3

6.3

0.2

2.3

0.9

2.6

7.0

7.4

3.1

3.1

1.7

9.4

8.3

7.0

8.4

7.3

6.1

9.4

凡例

全 体 (1,450)

６５～６９歳 (43)

７０～７４歳 (108)

７５～７９歳 (229)

８０～８４歳 (416)

８５～８９歳 (423)

９０～９４歳 (163)

９５歳以上 (32)

n

(%)

年
齢
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（５）世帯の収入額 

 

世帯の収入額について、「２００～４００万円未満」が 38.1%と最も多く、次いで「１００～２００万

円未満」（15.2%）、「４００～６００万円未満」（12.3%）の順となっている。 

年齢別でみると、「１００万円未満」と「１００～２００万円未満」を合わせた２００万円未満は、

６５～６９歳では 39.6%、７０～７４歳では 29.6%、９５歳以上では 18.8%と、おおむね年齢が高くなる

につれ少なくなっている。（図表９－１） 

  

問９ 昨年１年間の世帯（同居するご家族すべてを含む）の収入はどのくらいでしたか。（1つに○） 

「２００～４００万円未満」が38.1％、「１００～２００万円未満」が15.2％。 

 

図表９－１ 世帯の収入額（年齢別） 
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～
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０
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以
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入
な
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わ
か
ら
な
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無
回
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5.9

7.0

8.3

9.2

5.3

5.4

4.9

15.2

32.6

21.3

15.7

15.1

13.5

12.9

18.8

38.1

27.9

43.5

37.6

37.5

41.1

40.5

37.5

12.3

16.3

9.3

11.4

14.9

12.8

9.2

15.6

6.5

12.5

7.5

7.0

7.2

8.7

10.4

12.5

7.7

2.3

1.9

6.1

6.7

5.4

6.1

凡例

全 体 (1,450)

６５～６９歳 (43)

７０～７４歳 (108)

７５～７９歳 (229)

８０～８４歳 (416)

８５～８９歳 (423)

９０～９４歳 (163)

９５歳以上 (32)

n

(%)

年
齢

１００万円
未満

１００～２００
万円未満

２００～４００
万円未満

４００～６００
万円未満

６００～８００
万円未満

８００～１００

０万円未満

１０００万円
以上

収入なし わからない 無回答

全  体 (1,450) 5.9 15.2 38.1 12.3 5.4 2.2 3.0 2.4 7.5 7.7

６５～６９歳    (43) 7.0 32.6 27.9 16.3 - - 2.3 7.0 4.7 2.3

７０～７４歳   (108) 8.3 21.3 43.5 9.3 2.8 0.9 4.6 4.6 2.8 1.9

７５～７９歳   (229) 9.2 15.7 37.6 11.4 5.7 2.6 3.5 1.3 7.0 6.1

８０～８４歳   (416) 5.3 15.1 37.5 14.9 6.5 1.2 2.4 3.1 7.2 6.7

８５～８９歳   (423) 5.4 13.5 41.1 12.8 5.4 3.5 2.6 1.4 8.7 5.4

９０～９４歳   (163) 4.9 12.9 40.5 9.2 5.5 3.1 4.9 2.5 10.4 6.1

９５歳以上    (32) - 18.8 37.5 15.6 12.5 - - 3.1 12.5 -
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

３．住まいについて 

（１）住居形態 

 

住居形態について、「一戸建て持ち家」が 74.7%と最も多く、次いで「分譲マンション」（8.5%）、「賃

貸マンション、アパート」（7.2%）の順となっている。 

年齢別でみると、「一戸建て持ち家」が、６５～６９歳では 58.1%、７０～７４歳では 63.0%、９５歳

以上では 90.6%と、おおむね年齢が高くなるにつれ多くなっている。一方、「賃貸マンション・アパート」

は６５～６９歳では 20.9%、９５歳以上では 3.1%と、おおむね年齢が高くなるにつれ少なくなっている。

（図表１０－１）  

問１０ お住まいは次のうちどれですか。（1つに○） 

「一戸建て持ち家」が74.7％、「分譲マンション」が8.5％。 

 

図表１０－１ 住居形態（年齢別） 
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74.7

58.1

63.0

71.2

76.2

75.9

81.0

90.6

8.5

7.0

9.3

9.6

9.6

9.5

14.0

7.2

20.9

17.6

9.2

1.7

1.9

1.7

1.0

1.9

2.5

凡例

全 体 (1,450)

６５～６９歳 (43)

７０～７４歳 (108)

７５～７９歳 (229)

８０～８４歳 (416)

８５～８９歳 (423)

９０～９４歳 (163)

９５歳以上 (32)

n

(%)

年
齢

一戸建て
持ち家

分譲
マンション

一戸建て
貸家

賃貸の公団、
公社住宅

都営、
区営住宅

賃貸マンショ
ン、アパート

社宅、官舎 その他 無回答

全  体 (1,450) 74.7 8.5 1.0 0.6 3.9 7.2 0.1 2.3 1.7

６５～６９歳    (43) 58.1 7.0 - - 14.0 20.9 - - -

７０～７４歳   (108) 63.0 9.3 0.9 0.9 5.6 17.6 - 0.9 1.9

７５～７９歳   (229) 71.2 9.6 2.6 0.4 2.6 9.2 0.4 2.2 1.7

８０～８４歳   (416) 76.2 9.6 1.0 1.0 3.8 5.0 0.2 2.2 1.0

８５～８９歳   (423) 75.9 9.5 0.5 0.7 3.3 5.9 - 2.4 1.9

９０～９４歳   (163) 81.0 3.1 1.2 - 4.3 3.1 - 4.9 2.5

９５歳以上    (32) 90.6 6.3 - - - 3.1 - - -
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

 

地域区分別でみると、「一戸建て持ち家」は阿佐谷地域では 80.7%と、他の地域と比べて多く、「分譲

マンション」、「賃貸マンション、アパート」は高円寺地域ではそれぞれ 12.5%、11.5%と、他の地域と比

べて多くなっている。 

世帯構成別でみると、一人暮らしでは「分譲マンション」、「賃貸マンション、アパート」がそれぞれ

14.8%、12.3%と、他の世帯構成に比べて多く、一方、「一戸建て持ち家」は 58.7%と少なくなっている。

（図表１０－２） 

  

図表１０－２ 住居形態（地域区分別／世帯構成別） 
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一戸建て持
ち家

分譲マン
ション

一戸建て貸
家

賃貸の公
団、公社住
宅

都営、区営
住宅

賃貸マン
ション、ア
パート

社宅、官舎 その他 無回答

全  体 (1,450) 74.7 8.5 1.0 0.6 3.9 7.2 0.1 2.3 1.7

井草地域    (99) 76.8 4.0 - - 8.1 8.1 - 1.0 2.0

西荻地域   (189) 74.6 10.1 2.1 0.5 0.5 5.8 - 3.2 3.2

荻窪地域   (238) 79.0 7.6 0.4 1.7 4.6 3.4 - 2.5 0.8

阿佐谷地域   (264) 80.7 4.9 - 0.4 2.7 6.8 0.4 2.3 1.9

高円寺地域   (208) 67.3 12.5 1.9 0.5 2.4 11.5 - 1.9 1.9

高井戸地域   (252) 68.3 9.1 1.6 0.8 9.5 7.5 - 2.4 0.8

方南・和泉地域   (200) 76.5 10.0 1.0 - - 8.0 0.5 2.0 2.0

一人暮らし   (479) 58.7 14.8 1.7 1.3 6.5 12.3 0.2 3.3 1.3

夫婦のみ及び
高齢者のみ世帯 (462)

82.3 6.9 0.6 0.2 2.8 4.1 - 0.9 2.2

それ以外   (384) 86.7 3.9 0.8 0.3 1.8 3.1 0.3 2.3 0.8

夫婦のみ及び

高齢者のみ世帯
(462)

74.7

76.8

74.6

79.0

80.7

67.3

68.3

76.5

58.7

82.3

86.7

8.5

10.1

7.6

4.9

12.5

9.1

10.0

14.8

6.9

8.1

9.5

6.5

7.2

8.1

5.8

6.8

11.5

7.5

8.0

12.3

凡例

全 体 (1,450)

井草地域 (99)

西荻地域 (189)

荻窪地域 (238)

阿佐谷地域 (264)

高円寺地域 (208)

高井戸地域 (252)

方南・和泉地域 (200)

一人暮らし (479)

それ以外 (384)

n
(%)

地
域
区
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世
帯
構
成

夫婦のみ及び

高齢者のみ世帯
(462)
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（２）将来希望する介護形態 

 

将来希望する介護形態について、「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」

が 66.9%と最も多く、次いで「介護度が高くなっても所得に応じた費用で入所できる「特別養護老人ホ

ーム」に入りたい」（10.1%）の順となっている。 

性×年齢別でみると、「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」では、女

性の場合は７５～７９歳では 59.6%、９０～９４歳では 72.6%と、おおむね年齢が高くなるにつれ多く

なっている。一方、「介護度が高くなっても所得に応じた費用で入所できる「特別養護老人ホーム」に

入りたい」は、７０～７４歳では 13.8%、８５～８９歳では 8.2%と、おおむね年齢が高くなるにつれ少

なくなっている。（図表１１－１）  

問１１ 介護が必要になった場合に希望する（今、介護を受けている方は理想と思う）居住形態に

ついて一番近いものはどれですか。（1つに○） 

「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」が66.9％、「介護度が高

くなっても所得に応じた費用で入所できる「特別養護老人ホーム」に入りたい」が10.1％。 

 

図表１１－１ 将来希望する介護形態（性×年齢別） 
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0.9

1.6
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0.9

3.7

5.1
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4.0

6.8

4.2

4.1

3.3

5.5

1.8

4.8

10.1

11.1

2.6

8.3

11.3

9.7

4.5

22.2

16.7

13.8

11.1

10.6

8.2

12.4

9.5

0.3

2.1

0.9

0.3

0.7

4.9

11.1

5.1

2.1

1.9

4.0

4.2

6.2

9.4

6.3

4.5

0.9

1.1

5.6

0.8

1.5

2.3

0.7

1.4

1.8

6.3

10.3

4.2

5.7

5.6

4.5

16.7

4.6

5.8

6.0

7.9

5.3

5.9

2.6

6.3

4.7

9.7

9.1

3.1

6.4

4.7

5.2

4.4

9.5

凡例

全 体(1,450)

男性 ６５～６９歳 (18)

７０～７４歳 (39)

７５～７９歳 (48)

８０～８４歳 (106)

８５～８９歳 (124)

９０～９４歳 (44)

９５歳以上 (9)

女性 ６５～６９歳 (24)

７０～７４歳 (65)

７５～７９歳 (171)

８０～８４歳 (301)

８５～８９歳 (291)

９０～９４歳 (113)

９５歳以上 (21)

n
(%)

性
×
年
齢
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地域区分別でみると、「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」は荻窪地

域では 71.4%と、他の地域と比べて多く、高円寺地域では 55.8%と少なくなっている。一方、「介護度が

高くなっても所得に応じた費用で入所できる「特別養護老人ホーム」に入りたい」、「見守りや食事など

が提供される「サービス付き高齢者向け住宅」に入りたい」は高円寺地域でそれぞれ 15.9%、9.6%と、

他の地域と比べて多く、荻窪ではそれぞれ 8.0%、1.7%と少なくなっている。 

世帯構成別でみると、「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい」は一人暮

らしでは 64.7%と、他の世帯構成に比べて少なくなっている。（図表１１－２） 

  

図表１１－２ 将来希望する介護形態（地域区分別／世帯構成別）        
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（３）家賃・介護費用負担可能額 

 

家賃・介護費用負担可能額については、「１０～１５万円未満」が 34.4%と最も多く、次いで、「１０

万円未満」（21.7%）、「１５～２０万円未満」（18.5%）の順となっている。 

性×年齢別でみると、女性の場合、「１０万円未満」と「１０～１５万円未満」を合わせた１５万円

未満は、７５～７９歳では 69.0%、８０～８４歳では 54.9%、８５～８９歳では 49.1%と、年齢が高くな

るにつれ少なくなっている。（図表１２－１）  

問１２ 問１１で「３」「４」「５」「６」と回答された方におたずねします。 

家賃・介護費用など月額負担費用はいくらまで可能ですか。（1つに○） 

「１０～１５万円未満」が34.4％、「１０万円未満」が21.7％。 

 

図表１２－１ 家賃・介護費用負担可能額（性×年齢別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

 

地域区分別でみると、「１０万円未満」は方南・和泉地域が 26.7%と、他の地域と比べて多くなってお

り、荻窪地域では 14.3%と少なくなっている。 

世帯構成別でみると、「１０～１５万円未満」は夫婦のみ及び高齢者のみ世帯では 36.3%と、他の世帯

構成に比べて多くなっている。一方、「１０万円未満」は夫婦のみ及び高齢者のみ世帯では 18.8%と他の

世帯構成に比べ少なくなっている。（図表１２－２） 

  

図表１２－２ 家賃・介護費用負担可能額（地域区分別／世帯構成別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（４）在宅生活のために必要なサービス 

 

在宅生活のために必要なサービスについて、「在宅でいつでも医療が受けられるサービス」が 64.2%

で最も多く、次いで、「掃除・洗たく・料理など家事援助が受けられるサービス」（56.1%）、「食事づく

りや掃除・洗たくのお手伝い」（47.4%）の順となっている。 

年齢別でみると、「在宅でいつでも医療が受けられるサービス」は、７０～７４歳では 58.3%であるの

に対し９５歳以上では 71.9%と多くなっており、おおむね年齢が高くなるにつれ回答している人が多く

なっている。（図表１３－１） 

  

問１３ できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何ですか。（いくつでも○） 

「在宅でいつでも医療が受けられるサービス」が64.2%、「掃除・洗たく・料理など家事援助

が受けられるサービス」が56.1％。 

 

図表１３－１ 在宅生活のために必要なサービス（年齢別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

４．社会参加について 

（１）社会参加の有無 

 

社会参加の有無について、各問における「はい」の割合は、『若い人に自分から話しかけることがあ

りますか』（73.0％）、『家族や友人の相談にのっていますか』（66.2%）、『病人を見舞うことができます

か』（55.1%）の順となっており、最も少ないのは、『友人の家を訪ねていますか（友人と外で会うこと

も含む）』（49.0％）となっている。（図表１４－１） 

  

問１４ 友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む） 

問１５ 家族や友人の相談にのっていますか。 

問１６ 病人を見舞うことができますか。 

問１７ 若い人に自分から話しかけることがありますか。 

各問における「はい」の割合は、『若い人に自分から話しかけることがありますか』（73.0％）、

『家族や友人の相談にのっていますか』（66.2%）、『病人を見舞うことができますか』

（55.1%）、『友人の家を訪ねていますか』（49.0％）。 

 

図表１４－１ 社会参加の有無 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（２）生きがいを感じるかについて 

 

生きがいを感じるかについて、「はい」が 65.0%、「いいえ」が 27.2%となっている。 

性×年齢別でみると、男性の場合、「はい」は、７５～７９歳では 60.4%、９０～９４歳では 77.3%と、

おおむね年齢が高くなるにつれ多くなっている。女性の場合は逆に、年齢が高くなるにつれ「はい」の

回答割合が少なくなっている。（図表１８－１） 

 

  

問１８ 生きがいを感じていますか。 

「はい」が65.0％、「いいえ」が27.2％。 

 

図表１８－１ 生きがいを感じるか（性×年齢別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

 

健康感別でみると、「はい」は、とても健康だと思うで 91.4%、健康ではないで 46.7%と、健康だと思

っている人ほど、生きがいを感じている割合が多くなっている。（図表１８－２） 

  

図表１８－２ 生きがいを感じるか（健康感別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（３）現在やっている、または今後やってみたいこと 

 

現在やっている、または今後やってみたいことについて、「健康づくり」が 41.6％と最も多く、次い

で「趣味やサークル活動」（32.3%）、「学習や教養を高める活動」（14.9%）の順となっている。一方、「NPO・

ボランティア活動」（2.6%）や「町会、自治会、いきいきクラブ活動」（5.5%）は少なくなっている。 

性×年齢別でみると、「仕事」は、男性の場合、６５～７４歳では 26.3%であり、他の性×年齢に比べ

多くなっている。また、「趣味やサークル活動」は、男性の場合、６５～７４歳では 29.8%、７５歳以上

では 28.7%であるのに対し、女性の場合、６５～７４歳では 41.6%、７５歳以上では 33.0%と、同じ年齢

で比べると男性よりも女性の方が多くなっている。（図表１９－１）  

問１９ 現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。（いくつでも○） 

「健康づくり」が41.6％、「趣味やサークル活動」が32.3％。 

 

図表１９－１ 現在やっている、または今後やってみたいこと（性×年齢別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

 

地域区分別でみると、「健康づくり」は、西萩地域では 47.1%であるのに対し高円寺地域では 38.3%と

少なくなっている。「趣味やサークル活動」は、いずれの地域でも３割以上を占めており、地域差はあ

まり見られない。（図表１９－２） 

 

  

図表１９－２ 現在やっている、または今後やってみたいこと（地域区分別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（４）近所の方との付き合いの有無 

 

近所の方との付き合いの有無について、「週に１～２回程度」が 27.6%と最も多く、次いで「ほとんど

ない」（23.3%）、「月に１～２回程度」（17.9%）の順となっている。 

性×年齢別でみると、女性の場合、「ほぼ毎日」は、７０～７４歳は 23.1%、９０～９４歳は 8.0%と、

年齢が高くなるにつれ少なくなっている。「ほとんどない」は、７５～７９歳では14.6%、９０～９４歳で

は 28.3%と、年齢が高くなるにつれ多くなっている。一方、男性の場合は「ほとんどない」の割合は年齢

とともにその割合は少なくなっている（図表２０－１）  

問２０ 近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか。（１つに○） 

「週に１～２回程度」が27.6％、「ほとんどない」が23.3％。 

 

図表２０－１ 近所の方との付き合いの有無（性×年齢別） 
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地域区分別でみると、「週に１～２回程度」は荻窪地域、高井戸地域ではともに 29.8%と、他の地域と

比べて多く、西荻地域では 22.2%と少なくなっている。「ほぼ毎日」は方南・和泉地域では 15.0%と多く、

荻窪地域では 9.2%と少なくなっている。（図表２０－２） 

  

図表２０－２ 近所の方との付き合いの有無（地域区分別） 
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５．日常生活について 

（１）日常生活で行っていること（その１） 

 

日常生活で行っていることの有無をたずねた質問について、「はい」が最も多いのは、『健康について

の記事や番組に関心がありますか。』（86.7%）、次いで『役所や病院などに出す書類が書けますか。』（79.3%）

となっている。「はい」が最も少ないのは、『携帯電話やパソコンのメールで連絡をしたり、インターネ

ットを使って情報を得たりしていますか』で、他の項目は 6 割以上が「はい」であるのに対し、26.7%

と少なくなっている。（図表２１－１） 

  

問２１ 

（１）新聞を読んでいますか。 

（２）本や雑誌を読んでいますか。 

（３）健康についての記事や番組に関心がありますか。 

（４）役所や病院などに出す書類が書けますか。 

（５）携帯電話やパソコンのメールで連絡をしたり、インターネットを使って情報を得たりしてい

ますか。 

「はい」が最も多いのは、『健康についての記事や番組に関心がありますか。』（86.7％）。最

も少ないのは、『携帯電話やパソコンのメールで連絡をしたり、インターネットを使って情報

を得たりしていますか。』（26.7％）。 

 

図表２１－１ 日常生活で行っていること（その１） 
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（２）日常生活で行っていること（その２） 

 

日常生活で行っていることを、そのことができるかたずねた質問で、「できるし、している」が最も

多いのは、『お金の管理（預貯金の出し入れなど）』（74.6%）であり、次いで『請求書の支払い』（72.9%）

となっている。最も少ないのは、『バスや電車、または自家用車を使って一人で外出』（55.4%）となっ

ている。 

「できるけどしていない」が最も多いのは、『食事の用意』（16.1%）であり、次いで『日用品の買物』

（14.1%）となっている。最も少ないのは、『バスや電車、または自家用車を使って一人で外出』（12.6%）

となっている。 

「できない」が最も多いのは、『バスや電車、または自家用車を使って一人で外出』（25.4%）、次いで

『日用品の買物』（18.4%）となっている。最も少ないのは、『お金の管理（預貯金の出し入れなど）』（7.0%）

となっている。（図表２１－２）  

（６）バスや電車、または自家用車を使って一人で外出できますか。 

（７）自分で日用品の買物をしていますか。 

（８）自分でお金の管理（預貯金の出し入れなど）をしていますか。 

（９）自分で請求書の支払いをしていますか。 

（１０）自分で食事の用意をしていますか。 

「できるし、している」が最も多いのは、『自分でお金の管理（預貯金の出し入れなど）をし

ていますか。』（74.6%）。最も少ないのは、『バスや電車、または自家用車を使って一人で外

出できますか。』（55.4%）。 

 

図表２１－２ 日常生活で行っていること（その２） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（３）老研式活動能力指標の分析結果 

 

問１４～問１６及び問２１の回答を点数化し、老研式活動能力指標の分析を行った。なお、ＩＡＤＬ

は問２１（６）～（１０）、知的能動性は問２１（１）～（４）、社会的役割は問１４～問１６の回答に

より判定した。 

その結果、ＩＡＤＬでは、「高い」は 58.0％と最も多く、次いで「低い」（17.8％）、「やや低い」（13.3%）

の順となっている。社会的能動性では、「高い」は 53.8％と最も多く、次いで「やや低い」（19.4％）、

「低い」（14.5%）の順となっている。社会的役割では、「低い」は 42.8％で最も多く、次いで「高い」

（30.7％）、「やや低い」（17.8%）の順となっている。（図表 a－１） 

総合評価は３項目の合計点を 13 点満点で評価し、「高い」（11 点以上）が 43.6%で最も多く、「低い」

（9～10 点）が 19.7%、「やや低い」（8点以下）が 15.9%の順となっている。（図表 a－２）  

IADLにおいて「高い」は58.0％、「低い」は17.8％。知的能動性において「高い」は53.8％、

「低い」は14.5％。社会的役割において、「高い」は30.7％、「低い」は42.8％。 

 

図表 a－１ 老研式活動能力指標の分析結果（「ＩＡＤＬ」「知的能動性」「社会的役割」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 a－２ 老研式活動能力指標の分析結果（「総合評価」） 
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（４）外出の頻度 

 

外出の頻度について、「週に１～２回程度」が 31.5%と最も多く、次いで「ほぼ毎日」（23.7%）、「週に

３～４回程度」（23.4%）の順になっている。 

性×年齢別でみると、「ほぼ毎日」において、女性は６５～６９歳が 37.5%、９０～９４歳が 8.0%と、

おおむね年齢が高くなるにつれその割合が少なくなっている。一方、「週に１～２回程度」は、女性は

６５～６９歳は 27.7%、９０～９４歳は 38.9%と、年齢が高くなるにつれ多くなる傾向がみられる。（図

表２２－１） 

問２２ 散歩や買い物など、外出の回数はどのくらいですか（通院を除く）。（１つに○） 

「週に１～２回程度」が31.5%、「ほぼ毎日」が23.7%。 

 

図表２２－１ 外出の頻度（性×年齢別） 
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地域区分別でみると、「ほぼ毎日」において、他の地域に比べ高円寺地域は 37.5%と最も多くなってお

り、次いで井草地域（26.3%）、方南・和泉地域（24.5%）の順になっている。「ほとんどない」において、

井草地域は他の地域と比べで 16.2%と最も多くなっており、次いで荻窪地域（15.5%）、阿佐谷地域（10.6%）

の順となっている。（図表２２－２） 

  

図表２２－２ 外出の頻度（地域区分別） 
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（５）一日における食事の回数 

 

一日における食事の回数について、「朝昼晩３回」が 85.4%と最も多く、次いで「朝晩２回」（7.7%）

「昼夜２回」（3.7%）の順となっている。 

年齢別でみると、「朝昼晩３回」において、７０～７４歳は他の年齢に比べ 80.6%と最も少なくなって

おり、次いで９０～９４歳（83.4%）、７５～７９歳（83.8%）の順となっている。（図表２３－１） 

 

  

問２３ １日の食事の回数は何回ですか（普段の生活から平均的な回数）（１つに○） 

「朝昼晩３回」が85.4%、「朝晩２回」が7.7%。 

 

図表２３－１ 一日における食事の回数（年齢別） 
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全  体 (1,450) 85.4 7.7 0.8 3.7 - 0.7 1.8

６５～６９歳    (43) 88.4 9.3 - 2.3 - - -

７０～７４歳   (108) 80.6 9.3 0.9 8.3 - - 0.9

７５～７９歳   (229) 83.8 8.7 1.7 4.8 - 0.4 0.4

８０～８４歳   (416) 86.1 7.0 0.7 3.1 - 1.4 1.7

８５～８９歳   (423) 88.2 5.9 0.7 2.6 - 0.7 1.9

９０～９４歳   (163) 83.4 10.4 - 3.1 - - 3.1

９５歳以上    (32) 84.4 9.4 - 6.3 - - -
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７５～７９歳 (229)

８０～８４歳 (416)

８５～８９歳 (423)

９０～９４歳 (163)

９５歳以上 (32)

n
(%)

年
齢
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（６）ほかの人と食事をともにする機会の有無 

 

ほかの人と食事をともにする機会の有無について、「毎日ある」が 43.7%と最も多く、次いで「月に何

度かある」（20.5%）、「週に何度かある」（12.0%）となっている。 

年齢別でみると、「毎日ある」は、９５歳以上が 53.1%と、他の年齢に比べ多く、９０～９４歳が 36.2%

と他の年齢に比べ少なくなっている。（図表２４－１） 

 

 

  

問２４ 自分一人ではなく、どなたかと食事をともにする機会はありますか（１つに○） 

「毎日ある」が43.7%、「月に何度かある」が20.5%。 

 

図表２４－１ ほかの人と食事をともにする機会の有無（年齢別） 
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９５歳以上 (32)
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(%)

年
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（７）日常生活で手助けをしてほしいこと 

 

日常生活で手助けをしてほしいことについて、「食事づくりや掃除・洗たくのお手伝い」が 39.9%と最

も多く、次いで、「災害時の手助け」（32.7%）、「通院や外食の手助け」（32.1%）の順となっている。 

年齢別でみると、「電球交換や簡単な大工仕事」は、６５～６９歳は 32.6%、９５歳以上は 6.3%とな

っており、おおむね年齢が高くなるにつれ少なくなっている。（図表２５－１） 

 

問２５ 日常生活で手助けが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいですか（３つまで○） 

「食事づくりや掃除・洗たくのお手伝い」が39.9%、「災害時の手助け」が32.7%。 

 

図表２５－１ 日常生活で手助けをしてほしいこと（年齢別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

 

地域区分別でみると、「食事づくりや掃除洗濯のお手伝い」は井草地域が 47.5%、「災害時の手助け」

は高円寺地域が 38.0%と、他の地域に比べ多くなっている。「通院や外出の手助け」は方南・和泉地域が

37.5%と、他の地域に比べ多くなっている。 

世帯構成別でみると、一人暮らしは「安否の声かけ」（24.2%）、「ちょっとした買い物やゴミ出し」

（32.4%）、「電球交換や簡単な大工仕事」（30.1%）、「話し相手や相談相手」（11.1%）が、他の世帯構成

と比べて多くなっている。（図表２５－２） 

 

  

図表２５－２ 日常生活で手助けをしてほしいこと（地域区分別／世帯構成別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

６．記憶・判断について 

（１）記憶・判断について 

 

記憶・判断について、『その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか』で

「困難なくできる」と回答した人は 61.5%、『５分前のことが思い出せますか』で「はい」と回答した人

は 88.1%、『人に自分の考えをうまく伝えられていますか』で「伝えられる」と回答した人は 69.8%と、

なっている。 

いくらか困難である人を合わせると、いずれの質問においてもできると回答した人が 95%前後となっ

ている。（図表２６－１） 

 

  

問２６ その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。（1つに○） 

問２７ ５分前のことが思い出せますか。 

問２８ 人に自分の考えをうまく伝えられていますか。（1つに○） 

その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決められる人は 61.5%、５分前のこ

とが思い出せる人は88.1%、人に自分の考えをうまく伝えられる人は69.8%。 

 

図表２６－１ 記憶・判断について 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（２）認知機能の分析結果 

 

問２６～問２８の回答の組み合わせをもとに認知機能判定を行った。その結果、「レベル０（障害な

し）」が 47.8%と最も多く、次いで「レベル１（境界的）」（27.7%）、「レベル２（軽度の障害）」（14.3%）

の順になっている。 

地域区分別でみると、「「レベル０（障害なし）」は、阿佐谷地域が 53.0%と他の地域に比べ多く、荻窪

地域が 42.9%と少なくなっている。一方、「レベル１（境界的）」は、高井戸地域が 31.0%と他の地域に

比べ多く、井草地域が 24.2%と少なくなっている。（図表ｂ－１） 

 

  

「レベル０（障害なし）」は47.8%、「レベル１（境界的）」は27.7%。 

 

図表ｂ－１ 認知機能の分析結果 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

７．運動機能について 

（１）運動機能について 

 

運動機能について、『この１年で歩く速度が遅くなってきましたか』で「はい」を回答した人は 84.8%

と最も多く、次いで『この１年で杖を使っていますか』（57.5%）、『この１年で背中が丸くなってきまし

たか』（49.4%）の順となっている。割合が少ないものは、『この１年間に転んだことはありますか』の

41.4%となっている。（図表２９－１） 

 

  

問２９ 

（１）この１年間に転んだことはありますか。 

（２）この１年で背中が丸くなってきましたか。 

（３）この１年で歩く速度が遅くなってきましたか。 

（４）この１年で杖を使っていますか。 

この１年で、歩く速度が遅くなってきた人は84.8%、この１年で杖を使っている人は57.5%。 

 

図表２９－１ 運動機能について 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（２）転倒に対する不安 

 

転倒に対する不安について、「はい」は 78.6%、「いいえ」は 16.3%となっている。 

年代別でみると、すべての年齢層で７割以上が不安を感じている。 

認定状況別でみると、要支援２において、「はい」は 87.1%と、要支援１の 76.8％にくらべ多くなっ

ている。（図表２９－２） 

  

問２９（５）転倒に対する不安は大きいですか。（いずれかに必ず○） 

「はい」は78.6%、「いいえ」は16.3%。 

 

図表２９－２ 転倒に対する不安（年齢別／認定状況別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（３）階段の昇り降り 

 

手すり等を使用せずに階段を昇り降りできるかについて、「はい」が 17.7%、「いいえ」が 78.4%とな

っている。 

年齢別でみると、「はい」は、７５～７９歳が 21.4%と、他の年齢に比べ多く、８５～８９歳が 13.0%

と、少なくなっている。 

認定状況別でみると、要支援１における「はい」は、18.2%と、要支援２の 13.6％に比べ多くなって

いる。（図表２９－３） 

 

 

  

問２９（６）階段を手すりや壁をつたわらずに昇り降りしていますか。（いずれかに必ず○） 

「はい」が17.7%、「いいえ」が78.4%。 

 

図表２９－３ 手すり等を使用せずに階段を昇り降りできるか（年齢別／認定状況別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（４）椅子からの立ち上がり 

 

何も捕まらずに椅子から立ち上がれるかについて、「はい」が 35.9%、「いいえ」が 59.8%となってい

る。 

年齢別でみると、「はい」は、６５～６９歳が 46.5%、９５歳以上が 6.3%と、おおむね年齢が高くな

るにつれ少なくなっている。 

認定状況別でみると、「はい」は、要支援１で 39.1%と、要支援２の 25.8%に比べ、多くなっている。

（図表２９－４） 

 

 

問２９（７）椅子に座った状態から何も捕まらずに立ち上がっていますか。（いずれかに必ず○） 

「はい」が35.9%、「いいえ」が59.8%。 

 

図表２９－４ 何も捕まらずに椅子から立ち上がれるか（年齢別／認定状況別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（５）連続歩行 

 

連続して歩行できるかについて、「はい」は 61.5%、「いいえ」が 35.6%となっている。 

年齢別にみると、年齢が高くなるにつれ「はい」の割合が少なくなっている。 

認定状況別にみると、「はい」は、要支援１が 68.1%であり、要支援２の 46.3%に比べ多くなっている。

（図表２９－５） 

 

  

問２９（８）１５分くらい続けて歩いていますか。（いずれかに必ず○） 

「はい」が61.5%、「いいえ」が35.6%。 

 

図表２９－５ 連続して歩行できるか（年齢別／認定状況別） 
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2.9

2.3

2.8

1.7

2.2

2.8

4.9

3.1

2.2

2.1

凡例

全 体 (1,450)

６５～６９歳 (43)

７０～７４歳 (108)

７５～７９歳 (229)

８０～８４歳 (416)

８５～８９歳 (423)

９０～９４歳 (163)

９５歳以上 (32)

要支援１ (878)
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（６）転倒リスクの分析結果 

 

問２９（１）～（４）および問３７の回答の組み合わせをもとに、転倒リスクの分析を行った。 

その結果、「転倒リスクあり」が 61.6%、「転倒リスクなし」が 25.6%となっている。(図表 c－1) 

 

  

「リスクあり」は61.6%と6割以上を占め、「リスクなし」は25.6%。 

 

図表 c－1 転倒リスクの分析結果 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

８．健康について  

（１）主観的な健康感について 

 

主観的な健康感について、「まあまあ健康だと思う」が 47.7%と最も多く、ついで「あまり健康ではな

い」（27.2%）、「健康ではない」（19.0%）の順になっている。 

年齢別でみると、「健康ではない」は、６５～６９歳が 30.2%、９５歳以上が 12.5%となっており、お

おむね年齢が高くなるにつれ少なくなっている。(図表３０－1) 

 

  

問３０ ご自分で健康だと思いますか。（1つに○） 

「まあまあ健康だと思う」が47.7%、「あまり健康ではない」が27.2%。 

 

図表３０－１ 主観的な健康感について（年齢別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

 

地域区分別でみると、「まあまあ健康だと思う」は、高円寺地域が 50.5%と、他の地域よりも多くなっ

ている。一方、「健康ではない」は、高井戸地域が 21.8%と、他の地域よりも多くなっている。(図表３

０－２) 

 

  

図表３０－２ 主観的な健康感について（地域区分別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（２）健康に気を使っていること 

 

健康に気を使っていることについて、「休養や睡眠を十分とる」が 66.7%と最も多く、次いで「健康診

断を定期的に受ける」（61.2%）、「栄養のバランスのとれた食事」（58.6%）と続いている。 

年齢別でみると、「休養や睡眠を十分とる」は６５～６９歳が 58.1%、９５歳以上が 81.3%、「健康診

断を定期的に受ける」は６５～６９歳が 48.8%、９５歳以上が 75.0%と、おおむね年齢が高くなるにつ

れ多くなっている。(図表３１－１) 

 

  

問３１ 健康に気を使っていることはありますか（いくつでも○） 

「休養や睡眠を十分とる」が66.7%、「健康診断を定期的に受ける」が61.2%。 

 

図表３１－１ 健康に気を使っていること（年齢別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（３）悩みやストレスの有無 

 

悩みやストレスの有無について、「少しある」が 61.6%と最も多く、次いで「おおいにある」（20.3%）、

「まったくない」（12.4%）の順になっている。 

年齢別でみると、「おおいにある」は、６５～６９歳が 37.2%、９５歳以上が 18.8%と、おおむね年齢

が高くなるにつれ少なくなっている。「少しある」は、８５～８９歳が 64.8%と、他の年齢に比べ多くな

っており、「まったくない」は、９０～９４歳が 20.2%と他の年齢に比べ多くなっている。 

世帯構成別でみると、一人暮らしは、「おおいにある」が 23.2%と、他の世帯構成の夫婦のみ及び高齢

者のみ世帯（19.5%）、それ以外（17.7%）に比べ多くなっている。(図表３２－１) 

  

問３２ 悩みやストレスはありますか。（1つに○） 

「少しある」が61.6%、「おおいにある」が20.3%。 

 

図表３２－１ 悩みやストレスの有無（年齢別／世帯構成別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

 

健康感別にみると、「おおいにある」は、とても健康だと思う人で 5.7％、健康ではないと回答した人

が 47.5%と５割近くを占め、健康ではないと感じている人ほど、ストレスを強く感じている傾向がみら

れる。一方、「まったくない」は、とても健康だと思う人で 57.1%と、６割近くを占めている。(図表３

２－２) 

 

 

  

図表３２－２ 悩みやストレスの有無（健康感別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（４）悩みやストレスの原因 

 

悩みやストレスの原因について、「自分の健康や病気について」が 71.1%と最も多く、次いで「自分の

介護について」（41.7%）、「同居家族の健康について」（26.4%）の順となっている。 

年齢別にみると、「生活費について」は、６５～６９歳が 28.9%、９０～９４歳が 5.9%と、年齢が高

くなるにつれ少なくなる傾向がみられる。また、「自分の健康や病気について」は、７０歳以上につい

てみると、年齢が高くなるにつれ少なくなっている。一方、「自分の介護について」は、６５～６９歳

が 34.2%、９０～９４歳が 47.5%とおおむね年齢が高くなるにつれ多くなっている。(図表３３－１)  

問３３ （問３２で「１」｢２｣と回答された方におたずねします。） 

その原因は何ですか。（いくつでも○） 

「自分の健康や病気について」が71.1%、「自分の介護について」が41.7%。 

 

図表３３－１ 悩みやストレスの原因（年齢別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（５）生活の中で不安に思ったときの相談先 

 

生活の中で不安に思ったときの相談先について、「子」が 38.5%と最も多く、次いで「配偶者」（21.9%）、

「兄弟姉妹」（5.0%）となっている。 

年齢別でみると、「子」は、６５～６９歳が 18.6%、９５歳以上が 84.4%と、年齢が高くなるにつれ多

くなる傾向がみられる。一方、「配偶者」は、６５～６９歳が 30.2%、９５歳以上が 3.1%と、おおむね

年齢が高くなるにつれ少なくなっている。 

世帯構成別でみると、夫婦のみ及び高齢者のみ世帯においては、「配偶者」が 51.9%と５割を超え、他

の世帯構成に比べ多くなっている。(図表３４－１)  

問３４ あなたは生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。（もっともよくあ

てはまるもの１つに○） 

「子」が38.5%、「配偶者」が21.9%。年齢が高くなるにつれ「子」の割合が多くなる。 

 

図表３４－１ 生活の中で不安に思ったときの相談先（年齢別／世帯構成別） 
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28.7

29.3

25.5

16.1

12.9

51.9

15.1

38.5

18.6

21.3

29.7

35.6

46.1

50.3

84.4

45.7

22.5

50.8

7.0

8.3

7.0

10.9

7.9

9.3

8.4

16.8

20.9

21.3

13.5

17.1

17.3

13.5

6.3

14.6

14.9

16.4

凡例

全 体 (1,450)

６５～６９歳 (43)

７０～７４歳 (108)

７５～７９歳 (229)

８０～８４歳 (416)

８５～８９歳 (423)

９０～９４歳 (163)

９５歳以上 (32)

一人暮らし (479)

それ以外 (384)

n
(%)

年
齢

世
帯
構
成

夫婦のみ及び

高齢者のみ世帯
(462)

配偶者 子 子の配偶者 兄弟姉妹
友人・
知人

近隣の人 民生委員
区役所・

保健

センター

地域包括支

援センター

（ケア24）

かかりつけ

医

相談する相

手がいない
その他 無回答

全  体　　 (1,450) 21.9 38.5 2.6 5.0 3.1 0.2 0.3 0.3 4.6 2.1 2.7 2.1 16.8
６５～６９歳    (43) 30.2 18.6 - 7.0 4.7 2.3 - - 9.3 - 2.3 4.7 20.9
７０～７４歳   (108) 28.7 21.3 0.9 8.3 2.8 - 0.9 - 5.6 1.9 5.6 2.8 21.3
７５～７９歳   (229) 29.3 29.7 1.3 7.0 7.9 - 0.4 - 3.5 3.1 2.2 2.2 13.5
８０～８４歳   (416) 25.5 35.6 2.4 4.1 2.9 0.2 0.5 0.7 5.5 1.0 3.1 1.4 17.1
８５～８９歳   (423) 16.1 46.1 2.6 5.0 1.7 0.2 - - 3.8 2.4 2.6 2.4 17.3
９０～９４歳   (163) 12.9 50.3 6.1 4.3 1.2 - - 0.6 4.9 3.7 0.6 1.8 13.5
９５歳以上 　   (32) 3.1 84.4 3.1 - - - - - - - 3.1 - 6.3
一人暮らし   (479) 0.8 45.7 2.1 10.9 5.6 0.6 0.6 0.6 8.4 2.3 5.2 2.5 14.6

51.9 22.5 0.6 0.4 1.9 - - - 3.0 1.7 1.1 1.7 14.9

それ以外 　  (384) 15.1 50.8 5.2 3.9 1.3 - - 0.3 1.8 2.1 1.6 1.6 16.4

夫婦のみ及び

高齢者のみ世帯
(462)



 

178 

 

第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（６）通院・往診の状況 

 

通院・往診の状況について「通院している」が 89.2%と最も多く９割近くを占めており、次いで「往

診を受けている」（3.4%）、「通院や往診は受けていない」（1.8%）の順となっている。 

年齢別でみると、「通院している」は、７５～５９歳が 93.0%と他の年齢に比べ最も多くなっており、

「往診を受けている」は９５歳以上が 18.8%と最も多くなっている。(図表３５－１) 

  

問３５ 現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか。（1つに○） 

「通院している」が89.2%、「往診を受けている」が3.4%。 

 

図表３５－１ 通院・往診の状況（年齢別）  

通
院
し
て
い
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往
診
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受
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通
院
や
往
診
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受
け
て
い
な
い 

無
回
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89.2

88.4

87.0

93.0

88.9

89.8

87.7

81.3

3.4

2.3

4.6

0.4

3.1

3.3

4.9

18.8

1.8

2.3

2.8

1.7

1.9

1.7

1.8

5.7

7.0

5.6

4.8

6.0

5.2

5.5

凡例

全 体 (1,450)

６５～６９歳 (43)

７０～７４歳 (108)

７５～７９歳 (229)

８０～８４歳 (416)

８５～８９歳 (423)

９０～９４歳 (163)

９５歳以上 (32)

n

(%)

年
齢
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

 

 

この１年間での入院有無別でみると、「通院している」は、入院ありと入院なしのいずれも９割を超

えており、入院の有無による通院・往診の状況の大きな違いは見られなかった。(図表３５－２) 

 

  

図表３５－２ 通院・往診の状況（この１年間での入院の有無別） 
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90.1

91.8

3.4

2.4

3.5

1.8

2.4

1.7

5.7

5.1

3.0

凡例

全 体 (1450)

入院あり (375)

入院なし (1027)

n

(%)

入
院
有
無



 

180 

 

第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（７）通院・往診の頻度 

 

通院・往診の頻度について、「月１回程度」が 35.2%と最も多く、次いで「月２回程度」（27.2%）、「週

２回以上」（13.8%）の順にとなっている。 

年齢別でみると、６５～６９歳において、「週２回以上」は 17.9%、「数か月に１回程度」は 20.5%と、

いずれも他の年齢に比べ多くなっている。(図表３６－１) 

  

問３６ （問３５で「１」｢２」と回答された方におたずねします。｣ 

通院や往診の頻度をおしえてください。（1つに○） 

「月１回程度」が35.2%、「月２回程度」が27.2%。 

 

図表３６－１ 通院・往診の頻度（年齢別） 

週
２
回
以
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週
１
回
程
度 

月
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程
度 

月
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程
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数
か
月
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程
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で
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な
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無
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13.8

17.9

13.1

16.8

12.3

15.2

12.6

11.6

7.7

6.1

11.7

13.8

10.7

11.3

15.6

27.2

23.1

31.3

22.0

32.4

25.4

19.9

34.4

35.2

28.2

37.4

31.3

32.6

38.1

43.0

31.3

7.6

20.5

8.1

12.1

4.7

5.6

9.3

15.6

1.7

2.8

1.6

1.5

2.6

3.1

2.9

2.6

4.0

3.3

2.6

3.6

1.3

凡例

全 体 (1,342)

６５～６９歳 (39)

７０～７４歳 (99)

７５～７９歳 (214)

８０～８４歳 (383)

８５～８９歳 (394)

９０～９４歳 (151)

９５歳以上 (32)

n

(%)

年
齢
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（８）服用している薬の種類 

 

服用している薬の種類について、「５種類以上」が 54.5%と最も多く、次いで「４種類」（13.8%）、「３

種類」（12.8%）の順となっている。 

年齢別でみると、「５種類以上」は、いずれの年齢も５割を超え、中でも９５歳以上が 62.5%と、他の

年齢に比べ多くなっている。一方、「薬を服用していない」は７５～７９歳が 5.2%と、他の年齢に比べ

多くなっている。(図表３７－１) 

  

問３７ 現在、医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（1つに○） 

「５種類以上」が54.5%、「４種類」が13.8%。 

 

図表３７－１ 服用している薬の種類（年齢別） 
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２
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３
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５
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無
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4.9

11.6

7.4

3.9

3.4

5.2

4.9

12.5

7.7

4.7

9.3

8.7

5.8

8.7

8.6

12.8

9.3

9.3

12.2

12.5

13.5

16.0

12.5

13.8

11.6

13.9

13.5

12.5

15.6

13.5

12.5

54.5

55.8

52.8

53.7

58.9

51.1

54.0

62.5

2.8

4.7

1.9

5.2

2.9

1.9

1.8

3.6

2.3

5.6

2.6

4.1

4.0

1.2

凡例

全 体 (1,450)

６５～６９歳 (43)

７０～７４歳 (108)

７５～７９歳 (229)

８０～８４歳 (416)

８５～８９歳 (423)

９０～９４歳 (163)

９５歳以上 (32)

n

(%)

年
齢
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（９）１年間での入院有無 

 

１年間での入院有無について、「ある」が 25.9%、「ない」が 70.8%となっている。 

年齢別でみると、「ある」は、６５～６９歳が 37.2%、９０～９４歳が 22.1%と、年齢が高くなるにつ

れおおむね少なくなっている。(図表３８－１) 

  

問３８ この１年間で入院したことがありますか。（1つに○） 

「ある」が25.9%、「ない」が70.8%。 

 

図表３８－１ １年間での入院有無（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある

25.9

37.2

29.6

26.6

26.9

23.9

22.1

25.0

ない

70.8

62.8

67.6

70.3

70.2

71.4

76.7

75.0

無回答

3.3

2.8

3.1

2.9

4.7

1.2

凡例

全 体 (1,450)

６５～６９歳 (43)

７０～７４歳 (108)

７５～７９歳 (229)

８０～８４歳 (416)

８５～８９歳 (423)

９０～９４歳 (163)

９５歳以上 (32)

n

(%)

年
齢
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

９．介護保険サービスの利用・制度について  

（１）介護保険の認定 

 

介護保険の認定について、「要支援１」が 60.6%、「要支援２」が 28.9%となっている。 

年齢別でみると、９５歳以上において、「要支援１」は他の年齢に比べ少なく、「要支援２」は他の年

齢に比べ多くなっている。(図表３９－１) 

 

  

問３９ 現在の認定状況をおしえてください。（1つに○） 

「要支援１」が60.6%、「要支援２」が28.9%。 

 

図表３９－１ 介護保険の認定（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要支援１

60.6

58.1

55.6

64.2

62.0

62.4

54.0

43.8

要支援２

28.9

30.2

35.2

23.6

28.6

27.2

33.7

56.3

無回答

10.6

11.6

9.3

12.2

9.4

10.4

12.3

凡例

全 体 (1,450)

６５～６９歳 (43)

７０～７４歳 (108)

７５～７９歳 (229)

８０～８４歳 (416)

８５～８９歳 (423)

９０～９４歳 (163)

９５歳以上 (32)

n

(%)

年
齢
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

 

地域区分別でみると、「要支援１」は、井草地域が 65.7%と他の地域に比べて多く、高井戸地域が 57.5%

と他の地域に比べて少なくなっている。一方、「要支援２」は高井戸地域が 33.3%と他の地域に比べ多く、

高円寺地域が 23.1%と少なくなっている。(図表３９－２)  

 

 

  

図表３９－２ 介護保険の認定（地域区分別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要支援１

60.6

65.7

61.4

59.2

58.3

63.9

57.5

62.0

要支援２

28.9

31.3

27.0

29.8

30.3

23.1

33.3

27.0

無回答

10.6

3.0

11.6

10.9

11.4

13.0

9.1

11.0

凡例

全 体 (1,450)

井草地域 (99)

西荻地域 (189)

荻窪地域 (238)

阿佐谷地域 (264)

高円寺地域 (208)

高井戸地域 (252)

方南・和泉地域 (200)

n

(%)

地
域
区
分
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（２）介護保険サービスの利用有無 

 

介護保険サービスの利用有無について、「利用している」が 57.9%、「利用していない」が 29.0%とな

っている。 

年齢別でみると、「利用している」は、６５～６９歳が 46.5%と他の年齢に比べ少なく、９５歳以上で

65.6%と他の年齢に比べ多くなっている。 

認定状況別でみると、要支援２は 69.5%と、要支援１（59.0%）に比べ、「利用している」が多くなっ

ている。(図表４０－１) 

  

問４０ 介護保険サービスを利用していますか。（1つに○） 

「利用している」が57.9%、「利用していない」が29.0%。 

 

図表４０－１ 介護保険サービスの利用有無（年齢別／認定状況別） 
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利用していない

29.0
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28.8
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20.5

無回答
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9.3

9.3

12.7
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11.3

10.4

10.7

10.0

凡例

全 体 (1,450)

６５～６９歳 (43)

７０～７４歳 (108)

７５～７９歳 (229)

８０～８４歳 (416)

８５～８９歳 (423)

９０～９４歳 (163)

９５歳以上 (32)

要支援１ (878)

要支援２ (419)

n

(%)

年
齢

認
定
状
況
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（３）介護保険サービスを利用していない理由 

 

介護保険サービスを利用していない理由について、「今はまだサービスを利用しなくても大丈夫」が

60.3%と最も多く、次いで「サービスの内容がよくわからない」（13.5%）、「利用したいサービスがない」

（8.8%）となっている。 

年齢別でみると、「今はまだサービスを利用しなくても大丈夫」は、８５～８９歳が 65.9%と、他の年

齢に比べ多くなっている。 

認定状況別では、「今はまだサービスを利用しなくても大丈夫」は、要支援１が要支援２に比べ、多

くなっている。(図表４１－１)  

問４１ （問４０で「２」と回答された方におたずねします。） 

サービスを利用していない理由をおしえてください。（1つに○） 

「今はまだサービスを利用しなくても大丈夫」が60.3%、「サービスの内容がよくわからない」

が13.5%。 

 

図表４１－１ 介護保険サービスを利用していない理由（年齢別／認定状況別） 
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60.3

63.2

55.9

57.6

57.3

65.9

61.7

45.5

59.8

50.0

3.6

5.9

3.0

4.3

3.3

2.1

9.1

3.8

5.8

8.8

5.3

8.8

6.1

9.4

8.9

8.5

18.2

10.5

8.1

13.5

21.1

14.7

13.6

16.2

9.8

14.9

9.1

11.7

22.1
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4.9

6.4

18.2

6.0
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凡例

全 体 (421)

６５～６９歳 (19)

７０～７４歳 (34)

７５～７９歳 (66)

８０～８４歳 (117)

８５～８９歳 (123)
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９５歳以上 (11)
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（４）介護保険料とサービスのあり方について 

 

「保険料が多少高くなっても、介護サービスを充実してほしい」が 40.4%、次いで「保険料が高くな

るならサービスは現状のままでよい」（26.6%）、「サービスを抑えても、保険料は安くしてほしい」（7.6%）

の順となっている。 

年齢別でみると、「サービスを抑えても、保険料は安くしてほしい」は、６５～６９歳が 14.0%、９５

歳以上が 3.1%と、年齢が高くにつれ少なくなる傾向がみられる。 

認定状況別でみると、「保険料が多少高くなっても、介護サービスを充実してほしい」は、要支援２

が 45.1%と、要支援１（41.1%）に比べ、多くなっている。(図表４２－１) 

 

  

問４２ 介護保険サービスと保険料のあり方について、あなたの考えにもっとも近いのはどれです

か（１つに○） 

「保険料が多少高くなっても、介護サービスを充実してほしい」が40.4%、「保険料が高くな

るならサービスは現状のままでよい」が26.6%。 

 

図表４２－１ 介護保険料とサービスのあり方について（年齢別／認定状況別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

１０．その他 

（１）今後充実した方が良いと思う高齢者施策について 

  

問４３ 今後、高齢者のためにどのような施策を充実したらよいと思いますか。（いくつでも○） 

「緊急時にすぐに医療サービスが受けられる体制づくり」が64.8%、「在宅での生活を支える

介護サービスの充実」が55.2%。 

 

図表４３－１ 今後充実した方が良いと思う高齢者施策について（年齢別／世帯構成別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

今後充実した方が良いと思う高齢者施策について、「緊急時にすぐに医療サービスが受けられる体制

づくり」が 64.8%と最も多く、次いで「在宅での生活を支える介護サービスの充実」（55.2%）、「介護予

防・健康づくりの支援」（37.7%）の順になっている。 

年齢別でみると、９５歳以上において、「緊急時にすぐに医療サービスが受けられる体制づくり」が

78.1%、「在宅での生活を支える介護サービスの充実」が 65.6%、「家族介護者への支援」が 40.6%と、他

の年齢に比べ多くなっている。 

世帯構成別でみると、「高齢者の生きがい活動の支援」「困ったときに相談できる体制づくり」「高齢

者を地域で見守る体制の充実」は、一人暮らしにおいてそれぞれ 33.6%、39.7%、25.1%と、他の世帯構

成に比べ多くなっている。(図表４３－１)  
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（２）長寿応援ポイント事業の認知度 

 

長寿応援ポイント事業の認知度について、「知っている」が 21.7%、「知らない」が 66.0%となってい

る。 

年齢別でみると、「知っている」は、７０～７４歳が 26.9%、９０～９４歳が 11.0%となっており、７

０～９４歳において、年齢が高くなるにつれ少なくなっている。 (図表４４－１) 

 

  

問４４ 区が実施している長寿応援ポイント事業を知っていますか。（1つに○） 

「知っている」が21.7%、「知らない」が66.0%。 

 

図表４４－１ 長寿応援ポイント事業の認知度（年齢別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

 

地域区分別でみると、「知っている」は、高円寺地域で 28.4%と他の地域に比べ多く、方南・和泉地域

で 14.0%と他の地域に比べ少なくなっている。(図表４４－２) 

 

  

図表４４－２ 長寿応援ポイント事業の認知度（地域区分別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（３）長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加有無 

 

長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加有無について、「いきがい活動に参加している」が

40.8%と最も多く、次いで「参加したことがない」（28.3%）、「以前は参加していたが今はどの活動にも

参加していない」（15.9%）の順になっている。 

性×年齢別でみると、女性において８０～８４歳は、「以前は参加していたが今はどの活動にも参加

していない」が 23.4%と他の年齢に比べ多い。(図表４５－１)  

問４５ （問４４で「１」と回答された方におたずねします。） 

長寿応援ポイントシールがもらえる活動に参加していますか。（いくつでも○） 

「いきがい活動に参加している」が40.8%、「参加したことがない」が28.3%。 

 

図表４５－１ 長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加有無（性×年齢別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

 

地域区分別でみると、阿佐谷地域および高円寺地域において、「いきがい活動に参加している」は、

それぞれ 50.9%、52.5%と、いずれも５割を超えており、他の地域よりも多くなっている。井草地域にお

いて、「地域貢献活動に参加している」は 19.0%と、他の地域に比べ多くなっている。(図表４５－２) 

 

  

図表４５－２ 長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加有無（地域区分別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（４）長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加後の生活の変化 

 

長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加後の生活の変化について、「交友関係が広がった」

が 63.7%、「規則正しい生活になった」が 26.8%となっている。 

地域区分別でみると、高円寺地域は、「交友関係が広がった」（76.5%）、「規則正しい生活になった」

（38.2%）が、他の地域よりも多くなっている。(図表４６－１) 

 

  

問４６ （問４５で「１」～｢３｣と回答された方におたずねします。） 

参加前と比べて生活に変化を感じられますか。（いくつでも○） 

「交友関係が広がった」が63.7%、「規則正しい生活になった」が26.8%。 

 

図表４６－１ 長寿応援ポイントシールがもらえる活動への参加後の生活の変化（地域別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（５）長寿応援ポイントシールがもらえる活動へ参加していない理由 

 

長寿応援ポイントシールがもらえる活動へ参加していない理由について、「体力的に厳しくなった」

が 76.0%、「参加していた活動団体が無くなった」が 14.0%となっている。 

年齢別については、各属性別の回答者数が少ないため、参考としてグラフの記載にとどめることとす

る。(図表４７－１) 

  

問４７ （問４５で「４」と回答された方におたずねします。） 

今参加していない理由はなんですか。（いくつでも○） 

「体力的に厳しくなった」が76.0%、「参加していた活動団体が無くなった」が14.0%。 

 

図表４７－１ 長寿応援ポイントシールがもらえる活動へ参加していない理由（年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ６５～６９歳、 ９５歳以上 は回答者がいなかったため、表示しないものとする。 

14.0

0.0

25.0

25.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

全 体 (50)

７０～７４歳 (7)

７５～７９歳 (8)

８０～８４歳 (20)

８５～８９歳 (13)

９０～９４歳 (2)

(％)

参加していた活動団体が

無くなった

n

年
齢

76.0

85.7

37.5

75.0

92.3

100.0

0 20 40 60 80 100

(％)

体力的に厳しくなった

16.0

14.3

50.0

10.0

7.7

0.0
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

 

１１．介助・介護者への設問  

（１）介護保険サービスによる負担の軽減感 

 

介護保険サービスによる負担の軽減感について、「多少は感じる」が 22.4%と最も多く、次いで「非常

に感じる」（13.6%）、「サービスは利用していない」（11.9%）の順となっている。 

地域区分別でみると、負担の軽減を感じると回答した人の合計は、西荻地域において４割以上と、他

の地域よりも多くなっている。 

認定状況別でみると、要支援２は、要支援１に比べ、「非常に感じる」および「多少は感じる」を合

わせた回答が多くなっている。(図表４８－１)  

問４８ 介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じることはありますか。

（1 つに○） 

「多少は感じる」が22.4%、「非常に感じる」が13.6%。 

 

図表４８－１ 介護保険サービスによる負担の軽減感（地域区分別／認定状況別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（２）介助・介護のことで困ったときの相談先 

 

介助・介護のことで困ったときの相談先について、「ご本人の家族や親族」が 26.5%と最も多く、次い

で「ケアマネジャー」（20.3%）、「地域包括支援センター（ケア２４）」（11.9%）の順となっている。 

地域区分別でみると、方南・和泉地域は「ご本人の家族や親族」が 35.2%と他の地域に比べ多くなっ

ており、同様に「かかりつけ医」は荻窪地域が 12.3%、「地域包括支援センター（ケア２４）」は井草地

域が 17.2%と、他の地域に比べ多くなっている。 

認定状況別でみると、「ご本人の家族や親族」は要支援１（26.8%）が要支援２（23.3%）より多く、「ケ

アマネジャー」は要支援１（15.9%）が要支援２（29.7%）より少なくなっている。(図表４９－１)  

問４９ 介助・介護のことで困ったとき、誰に相談していますか。（1つに○） 

「ご本人の家族や親族」が26.5%、「ケアマネジャー」が20.3%。 

 

図表４９－１ 介助・介護のことで困ったときの相談先（地域区分別／認定状況別） 
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手がいない
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全  体 (867) 26.5 0.7 1.7 5.7 0.7 1.4 11.9 20.3 3.5 0.3 1.2 2.7 23.5

井草地域  (64) 28.1 - 1.6 3.1 - 1.6 17.2 18.8 3.1 - 3.1 3.1 20.3
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阿佐谷地域 (154) 22.1 - 3.9 5.8 0.6 1.9 11.7 20.1 2.6 1.3 1.9 1.3 26.6

高円寺地域 (118) 26.3 1.7 0.8 5.1 - 2.5 9.3 22.0 2.5 - 1.7 4.2 23.7
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方南・和泉地域 (128) 35.2 - 0.8 3.9 0.8 2.3 7.0 18.0 3.9 - - 2.3 25.8
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要支援２ (279) 23.3 0.7 1.1 5.7 0.4 0.7 11.5 29.7 3.9 0.4 0.4 3.9 18.3
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

（３）介助・介護者が必要とするサービス 

 

  

問５０ 介助・介護をしているあなたが必要とするサービスはなんですか。（いくつでも○） 

「高齢者を数日間施設で介護する宿泊サービス」が34.6%、「介護者が疲れた時に家事などを

援助するサービス」が31.3%。 

 

図表５０－１ 介助・介護者が必要とするサービス（地域区分別／認定状況別） 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

介助・介護者が必要とするサービスについて、「高齢者を数日間施設で介護する宿泊サービス」が 34.6%

と最も多く、次いで「介護者が疲れた時に家事などを援助するサービス」（31.3%）、「一時的に高齢者を

施設で介護する日帰りサービス」（26.5%）となっている。 

地域区分別でみると、「高齢者を数日間施設で介護する宿泊サービス」は、井草地域が 40.6%と他の地

域に比べ多く、「介護者が疲れた時に家事などを援助するサービス」は阿佐谷地域が 38.3%と、他の地域

に比べ多くなっている。 

認定状況別でみると、要支援１は、「介護者が疲れた時に家事などを援助するサービス」「介護相談や

サービスの紹介・手続きの代行」がそれぞれ 31.4%、22.1%と、要支援２よりも多くなっている(図表５

０－１) 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

１１１１２２２２．．．．社会的孤立の状況について社会的孤立の状況について社会的孤立の状況について社会的孤立の状況について    

 

親族の方との会話や連絡の頻度（問７）、友人の家への訪問の有無（問１４）、近所の方との付き合い

の頻度（問２０）、外出の回数（問２２）、通院・往診の有無（問３５）の社会的孤立にかかわる５項目

にてその有無・頻度がほとんど無いと回答した人の状況を整理した。 

回答者 1,450 人のうち、親族の方との会話や連絡、友人宅の訪問、近所の方との付き合いの３項目が

すべてない人は 21人（1.4%）であり、さらに外出の回数がほとんどない人は 3 人（0.2%）、通院・往診

を受けていない人はみられない。また、５項目すべてがない人は見られない。（図表 d－１） 

 

  

問７ 親族とどのくらいの頻度で会ったり、電話などで連絡していますか 

問１４ 友人の家を訪ねていますか 

問２０ 近所の方と会話をするなど、お付き合いはありますか 

問２２ 散歩や買い物など、外出の回数はどのくらいですか（通院を除く） 

問３５ 現在、通院や往診を受けていますか  

親族の方との会話や連絡がなく、友人宅の訪問、近所の方との付き合いがない人は親族の方との会話や連絡がなく、友人宅の訪問、近所の方との付き合いがない人は親族の方との会話や連絡がなく、友人宅の訪問、近所の方との付き合いがない人は親族の方との会話や連絡がなく、友人宅の訪問、近所の方との付き合いがない人は 21212121 人人人人

（（（（1.41.41.41.4％）となっている。％）となっている。％）となっている。％）となっている。    

 

図表 d－１ 社会的孤立の状況について 
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第３章Ⅱ 日常生活圏域ニーズ調査② 

１１１１３３３３．高齢者の福祉についてのご意見・ご要望．高齢者の福祉についてのご意見・ご要望．高齢者の福祉についてのご意見・ご要望．高齢者の福祉についてのご意見・ご要望    

 高齢者の福祉については、377 人からの回答があった。記載内容を区分し、いくつかの意見について

以下に示す。 

 

【施設の基盤整備について （36 人）】 

 ・年金収入の範囲内で入所できる特別養護老人ホームを建設してほしい。 

 ・高齢者活動支援センターのような施設の拡充を希望する。 

 

【福祉施策について （20 人）】 

 ・老老介護の世帯に対しての福祉施策を考えてほしい。 

 ・介護保険に入らないサービスに目を向けて、充実させていってほしい。 

 

【情報、相談について （26 人）】 

 ・困った時に、どこに相談したらよいのかわからない。 

 ・介護保険の制度が変わるので、不安に感じる。わかりやすい情報の提供を望む。 

 ・個人の状態を把握したうえで、生活の改善などをケアマネージャーから積極的に提案してほしい。 

 

【医療、医療費、病院について （25 人）】 

 ・リハビリのための言語療法士が見つからない。専門性の高い分野での指導を望んでいる。 

 ・往診できる医師を増やしてほしい。 

 

【生きがい、社会参加について （20 人）】 

 ・家に引きこもりがちな人が参加しやすい活動、集会が必要だと思う。 

 

【今後の介護について （30 人）】 

 ・今はなんとかがんばれているが、身体の調子が悪くなったときにどうしたらよいのか心配。 

 

【介護保険制度について （29 人）】 

 ・家族の同居が理由で支援が受けられないのは納得できない。 

 ・要介護認定の基準が不明確である。 

 ・サービスが必要な時に、短期間でも簡単な手続きで利用できると良いと思う。（認定が決定するま

で時間がかかる。） 

 

【サービス、スタッフの質について （56人）】 

 ・要支援サービスが、今後どうなるのか不安。 

 ・要介護から要支援に変更になったため、おむつの支給が停止された。必要なのに、一律で停止され

るのは納得できない。 

 ・高齢者の体調は急に変化することが多いので、臨機応変な援助をお願いしたい。 

 ・配食サービスを受けているが、普通食でないメニュー（消化の良いメニュー）も扱ってほしい。 
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【介護保険料について （7 人）】 

 ・年金受給額の減額、介護保険料の増額に不安を感じる。 

 ・保険料を安くしてほしい。 

 

【健康増進、予防について （2 人）】 

 ・健康についての講座を増やしてほしい。 

 

【在宅サービスについて （3人）】 

 ・夜間のみの見守り、夜間のみの宿泊サービスがあると良い。（日中は通いで介護をしている。） 

 

【介護職の待遇改善について （4人）】 

 ・介護の仕事に対して、報酬がもっと多くてもよい。 

 

【アンケートについて （17 人）】 

 ・設問が多すぎる。調査の手法を再考してほしい。 

 

【経済的負担等について （21 人）】 

 ・介護保険料、医療保険料、所得税等が高く、年金生活では経済的に苦しい。 

 

【上記以外の制度・施策について、その他 （81人）】 

 ・災害時の避難に不安を感じている。 

 ・小さくても良いので「すぎまる」のようなバスの路線が、たくさんあると良い。 
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 

（１）主な収入の種類 

 

主な収入の種類について、「公的年金（国民年金、恩給等）」は平成２５年度で 65.9%と、過年度に比

べ多く、「自分の仕事の収入」は 6.6％と少なくなっている。「預貯金、地代、家賃収入等」は、平成１

９年度は 5.3%、平成２２年度は 6.3%、平成２５年度は 7.4%と、年度とともに多くなっている。「同居し

ている家族の収入」は、平成２２年度は 11.8%と、他の年度よりも多くなっている。（図表１－１） 

 

  

１．ニーズ調査の経年比較 

問８ あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（1 つに○） 

 

図表１－１ 主な収入の種類 
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※平成１９年度における「自分や配偶者の仕事の収入」は、「自分の仕事の収入」として集計した。 
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5.3

8.5

11.8

9.0

8.5

凡例

平成２５年度 (2,876)

平成２２年度 (3,393)

平成１９年度 (3,837)

(%)

経
年
比
較

n

公的年金
（国民年金、
恩給等）

自分の仕事
の収入

預貯金、
地代、
家賃収入等

同居している
家族の収入

別居している
家族からの
仕送り

公的扶助
（生活保護
など）

その他 無回答

平成２５年度 (2,876) 65.9 6.6 7.4 8.5 0.3 2.1 0.2 9.0
平成２２年度 (3,393) 55.0 25.0 6.3 11.8 0.4 0.9 0.3 0.4
平成１９年度 (3,837) 57.4 20.9 5.3 3.9 0.2 1.5 2.4 8.5
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 

（２）世帯の収入額 

 

世帯の収入額について、「２００～４００万円未満」は、平成１９年度は32.8%、平成２２年度は35.8%、

平成２５年度は 36.6%と、年度とともに多くなっている。「１０００万円以上」は、平成２５年度は 4.9%

と、過年度に比べ少なくなっている。（図表２－１） 

  

問９ 昨年１年間の世帯（同居するご家族すべてを含む）の収入はどのくらいでしたか。（1 つに○） 

 

図表２－１ 世帯の収入額 

１
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円
未
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０
０
～
２
０
０ 

万
円
未
満 

２
０
０
～
４
０
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４
０
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～
６
０
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万
円
未
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６
０
０
～
８
０
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万
円
未
満 

８
０
０
～
１
０
０
０ 

万
円
未
満 

１
０
０
０
万
円
以
上 

収
入
な
し 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 
 

※「わからない」は平成２５年度より追加。 

5.3

5.0

5.5

13.8

12.6

12.8

36.6

35.8

32.8

14.5

18.6

15.4

7.8

9.4

7.9

3.2

5.0

4.2

4.9

9.6

8.2

1.7

0.9

2.1

6.2 5.9

3.1

11.2

凡例

平成２５年度 (2,876)

平成２２年度 (3,393)

平成１９年度 (3,837)

(%)

経
年
比
較

n
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 

（３）居住形態 

 

居住形態について「一戸建て持ち家」は、平成１９年度は 68.2%、平成２２年度は 76.2%、平成２５

年度は 72.9%と、いずれの年度においても７割前後となっている。「分譲マンション」は１割前後で、年

度の違いによる大きな変化はみられない。（図表３－１） 

 

 

 

  

問１０ お住まいは次のうちどれですか。（1 つに○） 

 

図表３－１ 居住形態 

一
戸
建
て
持
ち
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譲
マ
ン
シ
ョ
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一
戸
建
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賃
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営
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マ
ン
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ョ
ン
、 

ア
パ
ー
ト 

社
宅
、
官
舎 

そ
の
他 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成２２年度以前における「賃貸マンション」、「民間鉄筋・鉄骨アパート」、「民間木造アパート」は、合計して「賃貸マンショ

ン、アパート」とし、「間借り・住み込み等」は、「その他」へ合算して集計した。 

72.9

76.2

68.2

10.3

9.0

10.2

1.8

1.7

2.1

4.0

3.2

4.3

7.9

7.3

9.5

1.8

1.7

3.4

1.3

0.9

2.3

凡例

平成２５年度 (2,876)

平成２２年度 (3,393)

平成１９年度 (3,837)

(%)

経
年
比
較

n
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 

（４）生きがいを感じるかについて 

 

生きがいを感じるかについて、「いいえ」は、平成１９年度は 14.9%、平成２２年度は 16.6%、平成２

５年度は 19.2%と、年度とともに多くなっている。「はい」は、平成２２年度は 81.0%と、他の年度に比

べ多くなっている。（図表４－１） 

  

問１８ 生きがいを感じていますか。 

 

図表４－１ 生きがいを感じるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平成２２年以前における「感じている」、「感じていない」はそれぞれ「はい」、「いいえ」として集計した。 

はい

74.3

81.0

73.4

いいえ

19.2

16.6

14.9

無回答

6.5

2.4

11.7

凡例

平成２５年度 (2,876)

平成２２年度 (3,393)

平成１９年度 (3,837)

(%)

経
年
比
較

n
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 

（５）現在やっている、または今後やってみたいこと 

 

現在やっている、または今後やってみたいことについて、「健康づくり」は、平成１９年度は 28.8%、

平成２２年度は 32.6%、平成２５年度は 45.4%と、年度とともに多くなっている。「NPO・ボランティア

活動」は、平成１９年度は 10.5%、平成２２年度は 8.5%、平成２５年度は 7.0%と、年度とともに少なく

なっている。「学習や教養を高める活動」は、平成 25 年度は 19.5%と、過年度に比べ少なくなっている。

（図表５－１）  

問１９ 現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。（いくつでも○） 

 

図表５－１ 現在やっている、または今後やってみたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図表５－２ 過年度のグラフ抜粋（参考） 

 

 

 

 

※平成２２年度以前における項目は以下のように再分類した。 

「働くこと」、「健康づくり・介護予防」の値は、それぞれ「仕事」、「健康づくり」として集計した。平成２５年度では「個人で

行う趣味の活動」、「趣味のサークルやクラブ活動」を合わせて「趣味やサークル活動」としたため、上記２項目の過年度のグラ
フを別図とした。 

45.4

42.7

19.5

15.3

7.4

7.0

1.7

20.0

5.2

32.6

※参照

38.8

28.8

6.3

8.5

1.4

9.5

8.6

28.8

※参照

36.8

22.2

4.6

10.5

2.7

10.0

9.1

0 10 20 30 40 50

健康づくり

趣味やサークル活動

学習や教養を高める活動

仕事

町会、自治会、いきいきクラブ活動

NPO・ボランティア活動

その他

特にない

無回答

平成２５年度 n=(2,876)

平成２２年度 n=(3,393)

平成１９年度 n=(3,837)

(%)(%)

42.7

21.7

40.2

21.9

0 10 20 30 40 50

個人で行う趣味の活動

趣味のサークルやクラブ活動 平成２２年度 n=(3,393)
平成１９年度 n=(3,837)

(%)
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 

（６）近所の方との付き合いの有無 

 

近所の方との付き合いの有無について、「週に３～４回程度」から「月に１～２回程度」の各項目に

おいて、平成２５年度は過年度に比べ多く、「ほとんどない」は、平成１９年度は 34.7%、平成２２年度

は 32.2%、平成２５年度は 20.2%と、年度とともに少なくなっており、近所との付き合いの頻度が高く

なっている。（図表６－１） 

  

問２０ 近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか。（１つに○） 

 

図表６－１ 近所の方との付き合いの有無 

 
ほ
ぼ
毎
日 

週
に
３
～
４
回

程
度 

週
に
２
回
程
度 

週
に
１
回
程
度 

月
に
１
～
２
回

程
度 

ほ
と
ん
ど
な
い 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.0
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34.7
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平成２５年度 (2,876)

平成２２年度 (3,393)

平成１９年度 (3,837)

(%)

経
年
比
較

n
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 

（７）外出の頻度 

 

外出の頻度について、「ほぼ毎日」は、平成２５年度は 42.2%と過年度に比べ少なくなっている。「週

に１～２回程度」は、平成２５年度は過年度に比べ多くなっている。（図表７－１） 

  

問２２ 散歩や買い物など、外出の回数はどのくらいですか（通院を除く）。（１つに○） 

 

図表７－１ 外出の頻度 
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6.0

5.9

3.9

4.4

4.8

5.9
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平成２５年度 (2,876)
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平成１９年度 (3,837)

(%)

経
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較
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 

（８）主観的な健康感について 

 

主観的な健康感について、「とても健康だと思う」「まあまあ健康だと思う」は、平成２５年度は過年

度に比べ少なくなっている。「あまり健康ではない」「健康ではない」は過年度に比べ多くなり、健康だ

と感じている人が減っている。（図表８－１） 

  

問３０ ご自分で健康だと思いますか。（1 つに○） 

 

図表８－１ 主観的な健康感について 

 

と
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も
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あ
ま
あ
健
康 

だ
と
思
う 

あ
ま
り
健
康 

で
は
な
い 

健
康
で
は
な
い 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.3

12.5

10.2

58.5
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n
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 

（９）健康に気を使っていること 

 

健康に気を使っていることについて、「栄養のバランスのとれた食事」は、平成１９年度は 70.0%、平

成２２年度は 68.0%、平成２５年度は 60.7%と、年度とともに少なくなっている。その他の項目におい

ても、過年度より回答割合が下回る結果となった。（図表９－１） 

  

問３１ 健康に気を使っていることはありますか（いくつでも○） 

 

図表９－１ 健康に気を使っていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.6

61.1

60.7

53.2

49.8

48.9

2.1

2.9

2.7

75.9

60.3

68.0

57.7

56.9

48.1

1.0

3.1

1.3

71.8

64.4

70.0

58.6

56.7

52.3

1.5

2.5

2.8
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休養や睡眠を十分とる

健康診断を定期的に受ける

栄養のバランスのとれた食事

規則正しい生活を送る

散歩や運動をする

気持ちをなるべく明るく保つ

その他

特にない

無回答

平成２５年度 n=(2,876)

平成２２年度 n=(3,393)

平成１９年度 n=(3,837)

(%)
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 

（１０）悩みやストレスの有無 

 

悩みやストレスの有無について、「おおいにある」が平成２５年度は 15.3%と、過年度に比べ多くなっ

ている。「まったくない」は、平成１９年度は 20.8%、平成２２年度は 20.5%、平成２５年度は 18.8%と、

年度とともに少なくなっている。（図表１０－１） 

 

 

 

  

問３２ 悩みやストレスはありますか。（1 つに○） 

 

図表１０－１ 悩みやストレスの有無 
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20.5
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無回答
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 

（１１）悩みやストレスの原因 

 

悩みやストレスの原因について、平成２５年度は、「自分の介護について」は 29.0%、「家族との人間

関係」は 19.5%と過年度に比べ多くなっている。「生活費について」「家族や親族に対する介護について」

は過年度に比べ少なくなっている。（図表１１－１） 

 

  

（問３２で「１」｢２｣と回答された方におたずねします。） 

問３３ その原因は何ですか。（いくつでも○） 

 

図表１１－１ 悩みやストレスの原因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

58.8

29.0

27.2

24.2

19.5

17.3

10.1
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3.8
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22.4

31.9

28.8

15.0

24.0

17.6

5.2

5.7

5.9
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14.1

5.6
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4.8

2.9
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自分の健康や病気について

自分の介護について

同居家族の健康について

子や孫の将来について

家族との人間関係

生活費について

家族や親族に対する介護について

話し相手がいないこと

友人・知人との人間関係

その他

無回答

平成２５年度 n=(2,188)

平成２２年度 n=(2,487)

平成１９年度 n=(2,772)

(%)
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 

（１２）生活の中で不安に思った時の相談先 

 

生活の中で不安に思った時の相談先について、「子・子の配偶者」は、平成１９年度は 17.0%、平成２

２年度は 18.9%、平成２５年度は 30.6%と、年度とともに多くなっている。「配偶者」は、平成２５年度

は 32.7%と、過年度に比べ少なくなっている。（図表１２－１） 

 

  

問３４ あなたは生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。（もっともよくあ

てはまるもの１つに○） 

 

図表１２－１ 生活の中で不安に思った時の相談先 
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医
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相談する相
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無回答

平成２５年度 (2,876) 32.7 30.6 5.5 4.8 3.4 3.9 2.3 16.7
平成２２年度 (3,393) 54.8 18.9 10.5 5.0 1.4 2.5 2.4 4.6
平成１９年度 (3,837) 33.1 17.0 6.5 4.2 1.6 3.7 3.1 30.8
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 

（１３）長寿応援ポイント事業の認知度 

 

長寿応援ポイント事業の認知度について、「知っている」は、平成２５年度は 22.8%と、平成２２年度

の 15.9%に比べ多くなっている。（図表１３－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４１．区が実施している長寿応援ポイント事業を知っていますか。（1 つに○）（※） 

 

図表１３－１ 長寿応援ポイント事業の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「Ⅰ．要支援・要介護を受けていない人への調査」、「Ⅱ．要支援１・２の認定を受けた人への調査」では設問番号が異なり、 

それぞれ問４１、問４４としている。 

知っている
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第３章Ⅲ 日常生活圏域ニーズ調査（経年比較） 
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第４章 介護保険に関する調査 

１．回答者の属性 

（１）調査票の記入者、対象者の性別・年齢 

○調査票の記入者 

  

  

○対象者の生活場所 

問１ この調査票を記入するのはどなたですか。 

      図表１－１ 調査票の記入者 

 

問２ ご本人は今どちらにいらっしゃいますか。（１つに○） 

       図表２－１ 対象者の生活場所 

 

(n=1,187) 

(n=1,187) 

本人
20.3%

妻又は夫
18.9%

娘又は息子
43.6%

嫁又は婿
8.1%

兄弟姉妹
3.0%

その他
3.3%

無回答
2.8%

基数 構成比[%]

本人 241 20.3

妻又は夫 224 18.9

娘又は息子 518 43.6

嫁又は婿 96 8.1

兄弟姉妹 36 3.0

その他 39 3.3

無回答 33 2.8

全  体 1187 100.0

基数 構成比[%]

自宅 779 65.6

入院中 113 9.5

施設に入所中 248 20.9

区外へ転居 4 0.3

死亡 1 0.1

一時的に他の場所にいるため、
回答できない

5 0.4

無回答 37 3.1

全  体 1187 100.0

自宅

65.6%

入院中

9.5%

施設に入所中

20.9%

区外へ転居

0.3%

死亡

0.1%

一時的に他の場所

にいるため、回答

できない 0.4% 無回答

3.1%
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第４章 介護保険に関する調査 

 

○対象者の入院期間 

 

○対象者の性別、年齢 

問３ 入院期間はどのくらいですか。（１つに○） 

     図表３－１ 対象者の入院期間 

 

 

 

問４ あなたの性別は。 

      図表４－１ 対象者の性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ あなたの年齢は。 

    図表５－１ 対象者の性別と年齢 

 

 

 

 

 

(n=113) 

男性

31.6%

女性

66.0%

無回答

2.4%

基数 構成比[%]

６ヶ月未満 43 38.1

６ヶ月以上 67 59.3

無回答 3 2.7

全　体 113 100.0

基数 構成比[%]

６５～６９歳 37 4.5

７０～７４歳 46 5.6

７５～７９歳 106 12.9

８０～８４歳 178 21.7

８５～８９歳 203 24.7

９０～９４歳 177 21.5

９５～９９歳 48 5.8

１００歳以上 13 1.6

無回答 14 1.7

全　体 822 100.0

６５～６９歳

4.5%

７０～７４歳

5.6%

７５～７９歳

12.9%

８０～８４歳

21.7%

８５～８９歳

24.7%

９０～９４歳

21.5%

９５～９９歳

5.8%

１００歳以上

1.6%

無回答

1.7%

６ヶ月未満

38.1%

６ヶ月以上

59.3%

無回答

2.7%

(n=822) 

(n=822) 

基数 構成比[%]

男性 260 31.6

女性 542 66.0

無回答 20 2.4

全  体 822 100.0

※「６ヶ月以上」と回答した人は、問３で調査終了 
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第４章 介護保険に関する調査 

（２）家族構成 

 

家族構成について、「夫婦のみの世帯（配偶者も６５歳以上）」が 26.0%で最も多く、次いで「単身世

帯」（24.0%）、「世帯全員が６５歳以上」（7.2%）となっている。 

 性×年齢別でみると、男性は年齢が高くなるにつれ「単身世帯」が多くなり、「夫婦のみの世帯（配

偶者も６５歳以上）」が少なくなる傾向がみられる。女性は多くの年齢において「単身世帯」が男性の

同年齢を上回っている一方で、年齢が高くなるにつれ「世帯員全員が６５歳以上の世帯」の割合が多く

なっている。（図表６－１）  

問６ ご本人が一緒に暮らしている家族の構成をお答えください。（１つに○） 

「夫婦のみの世帯（配偶者も６５歳以上）」が26.0%、「単身世帯」が24.0%。 
 

図表６－１ 家族構成（性×年齢別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 経年比較でみると、「単身世帯」は 24.0%と、過年度（平成１９年度 31.5%、平成２２年度 33.4%）に

比べ少なくなっている。「夫婦のみの世帯（配偶者も６５歳以上）」は 26.0%と、過年度（平成１９年度

22.4%、平成２２年度 21.4%）に比べ多くなっている。「その他の世帯」は、平成１９年度は 37.3%、平

成２２年度は 38.0%、平成２５年度は 39.7%と、各年度とも 38%前後となっている。（図表６－２） 

  

図表６－２ 家族構成（経年比較） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（３）現在の要介護度 

 

現在の要介護度について、「要介護１」が 30.8%で最も多く、次いで「要介護２」（25.9%）、「要介護３」

（14.8%）と、要介護度が上がるにつれ割合が低くなっている。 

世帯構成別では、「要介護１」で一人暮らしが 42.6%となっており、夫婦のみ及び高齢者のみ世帯の

25.8%、それ以外の世帯の 28.2%に比べ多くなっている。一方、「要介護２」以上の要介護度において、

一人暮らしが他の世帯構成と比べ少なくなっている。（図表７－１）  

問７ ご本人の現在の要介護度をお答えください。（有効期間が切れている場合、切れる前の要介護

度を記入してください。）（１つに○） 

「要介護１」が30.8%、「要介護２」が25.9%、「要介護３」が14.8％。 

 

図表７－１ 現在の要介護度（世帯構成別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

２．日常生活の状況について 

（１）日常生活における自立度 

 

 日常生活における自立度について、「何らかの病気や障害などはあるが、介助があれば外出できるし、

日中はほとんどベッド（ふとん）から離れている」が 26.0%と最も多く、次いで「何らかの病気や障害

などがあり、外出の回数が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている」（17.2%）、「何らかの病気

や障害などはあるが、日常生活はほぼ自立しており、バス、電車などを利用して一人で少し遠方まで外

出できる」（15.0%）の順となっている。 

 「病気や障害はなく、健康である」は 2.7%と最も少なくなっており、また、日常生活において介助な

しで自立している割合（「病気や障害はなく、健康である」、「何らかの病気や障害などはあるが、日常

生活はほぼ自立しており、バス、電車などを利用して一人で少し遠方まで外出できる」、「何らかの病気

や障害などはあるが、日常生活はほぼ自立しており、隣近所までなら一人で外出する」の合計）は 22.8%

となっている。 

経年比較でみると、「何らかの病気や障害などはあるが、介助があれば外出できるし、日中はほとん

どベッド（ふとん）から離れている」は、平成１９年度は 18.4%、平成２２年度は 20.1%、平成２５年

度は 26.0%と、年度とともに多くなっている。（図表８－１）  

問８ ご本人の生活の状況について、もっとも近いものはどれですか（１つに○） 

「何らかの病気や障害などはあるが、介助があれば外出できるし、日中はほとんどベッド（ふ

とん）から離れている」が26.0%、「何らかの病気や障害などがあり、外出の回数が少なく、

日中も寝たり起きたりの生活をしている」が17.2%。 

図表８－１ 日常生活における自立度（経年比較） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（２）生活の中で不安に思ったときの相談先 

 

 生活の中で不安に思ったときの相談先について、「家族や親族」が 80.8%と最も多く、次いで「ケアマ

ネジャー」（42.0%）、「かかりつけの医師」（29.1%）の順となっている。（図表９－１）  

問９ ご本人は、生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。（あてはまるもの

すべてに〇） 

「家族や親族」が80.8%、「ケアマネジャー」が42.0%、「かかりつけの医師」が29.1%。 

 

図表９－１ 生活の中で不安に思ったときの相談先 
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 世帯構成別についてみると、「家族や親族」「かかりつけの医師」は一人暮らしがそれぞれ 75.1%、25.4%

と、他の世帯構成に比べ最も少なくなっているが、「ケアマネジャー」「ヘルパーなど介護保険サービス

事業者」「友人・知人」では一人暮らしが、それぞれ 44.7%、22.3%、12.7%と、他の世帯構成に比べ多く

なっている。（図表９－２） 

  

図表９－２ 生活の中で不安に思ったときの相談先（世帯構成別）（上位６位まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80.8

75.1

78.8

85.8

0 20 40 60 80 100

全 体 (822)

一人暮らし (197)

それ以外の世帯 (344)

(%)
家族や親族

n

世
帯
構
成

夫婦のみ及び

高齢者のみの世帯 (273)

42.0

44.7

42.5

40.4

0 20 40 60 80 100

(%)ケアマネジャー

29.1

25.4

32.2

29.4

0 20 40 60 80 100

(%)かかりつけの医師

15.5

22.3

12.8

13.7

0 20 40 60 80 100

全 体 (822)

一人暮らし (197)

それ以外の世帯 (344)

(%)

ヘルパーなど介護保険

サービス事業者

n

世
帯
構
成

夫婦のみ及び

高齢者のみの世帯 (273)

7.2

12.7

4.8

6.1

0 20 40 60 80 100

(%)
友人・知人

5.7

5.6

7.3

4.7

0 20 40 60 80 100

(%)
地域包括支援センター

（ケア２４）



 

229 

 

第４章 介護保険に関する調査 

３．健康について  

（１）通院・往診の状況 

 

 通院・往診の状況について、「通院している」が 67.3%と最も多く、次いで「往診を受けている」（22.7%）、

「診療を受けていない」（4.6%）の順となっている。 

 介護度別でみると、要介護１では「通院している」が 82.6%と 8割以上、「往診を受けている」が 9.1%

と 1 割未満となっている。介護度が高くなるにつれ「通院している」の割合が少なくなり、「往診を受

けている」の割合が多くなっている。要介護４以上では「通院している」の方が、「往診を受けている」

よりも少なくなっている。（図表１０－１）  

問１０ ご本人は現在、通院（病院・医院・診療所）や往診で診療を受けていますか。（１つに○） 

「通院している」が67.3%、「往診を受けている」が22.7%、「診療を受けていない」が4.6%。 

 

図表１０－１ 通院・往診の状況（介護度別） 
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（２）通院・往診の頻度 

 

 通院・往診の頻度について、「月 1回程度」が 45.2%と最も多く、次いで「月 2回程度」（19.0%）、「数

か月に 1回程度」（12.5%）の順となっている。 

 介護度別でみると、「週 2 回以上」は要介護１から要介護３では約７%であるのに対して、要介護４・

５ではそれぞれ 16.0%、13.3%と多くなっている。また、介護度が高くなるにつれ「月 1回程度」が少な

くなり「数か月に 1回程度」が多くなる傾向がみられる。（図表１１－１）  

問１１ （問１０で「１ 通院している」と答えた方におたずねします。） 

通院の回数はどのくらいですか。（１つに○） 

「月1回程度」が45.2%、「月2回程度」が19.0%、「数か月に1回程度」が12.5%。 

 

図表１１－１ 通院・往診の頻度（介護度別） 
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（３）往診の内容 

 

往診の内容について、「医師による訪問診療を受けている」が 92.0%と最も多く、「看護師等による訪

問看護を受けている」（43.9%）、「在宅で、歯科医師や歯科衛生士による口腔に関する診療・指導を受け

ている」（27.3%）の順となっている。 

 介護度別でみると、要介護５は「看護師等による訪問看護を受けている」で 68.5%、「在宅で、歯科医

師や歯科衛生士による口腔に関する診療・指導を受けている」で 48.1%となっている他、多くの項目に

おいて他の介護度より多くなっている。（図表１２－１）  

問１２ 往診を受けているのは、どのような内容ですか。（現在受けているものすべてに○） 

「医師による訪問診療を受けている」が92.0%、「看護師等による訪問看護を受けている」が

43.9%、「在宅で、歯科医師や歯科衛生士による口腔に関する診療・指導を受けている」が

27.3%。 
 

図表１２－１ 往診の内容（介護度別） 
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４．サービスの利用状況  

（１）介護保険サービスの利用有無 

 

 介護保険サービスの利用有無について、「利用した」が 76.8%、「利用していない」が 15.0%となって

いる。 

 年齢別でみると、「利用した」は、９５～９９歳が 89.6%と最も多く、次いで９０～９４歳（81.9%）、

６５～６９歳（81.1%）の順となっている。また、７０～７４歳から９５～９９歳にかけては、年齢が

上がるにつれて、「利用した」がおおむね多くなっている。 

介護度別でみると、「利用した」は、要介護４で 86.3%と最も多く、次いで要介護５（84.0%）、要介護

３（81.1%）の順となっており、おおむね介護度が高くなるにつれ「利用した」が多くなっている。 

経年比較でみると、「利用した」は、平成１９年度は 55.2%、平成２２年度は 64.4%、平成２５年度は

76.8%と、年度とともに多くなっている。（図表１３－１）  

問１３ ８月中に、介護保険サービスを実際に利用しましたか。（１つに○） 

「利用した」が76.8%、「利用していない」が15.0%。 
 

図表１３－１ 介護保険サービスの利用有無（年齢別／介護度別／経年比較） 
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（２）介護保険サービスを利用していない理由 

 

 介護保険サービスを利用していない理由について、「家族等が介護しているので、サービスを利用す

る必要がない」が 27.6%と最も多く、次いで「本人がサービスの利用をいやがる」（21.1%）、「病気やけ

がで、本人の状態が悪化したため、一時的に利用しなかった」（17.9%）の順となっている。 

経年比較でみると、「病気やけがで、本人の状態が悪化したため、一時的に利用しなかった」は 17.9%

と、過年度（平成１９年度 4.1%、平成２２年度 3.0%）に比べ多くなっている。「必要なときにサービス

が受けられるよう、あらかじめ認定を受けておこうと思ったから」は 17.1%と、過年度（平成１９年度

24.8%、平成２２年度 30.8%）に比べ少なくなっている。「本人や家族が利用したいと思うサービスがな

い」は、平成１９年度は 11.7%、平成２２年度は 8.4%、平成２５年度は 4.1%と、年度とともに少なくな

っており、「本人の身体状況にふさわしいサービスがない」「身内や知人以外に、家に入ってきてほしく

ないから」についても同様の傾向となっている。（図表１４－１）  

問１４ （問１３で「２ 利用していない」と答えた方におたずねします。） 

８月の時点で、介護保険サービスを利用していない理由で、ご本人のお考えに近いものは

どれですか。（２つまで○） 

「家族等が介護しているので、サービスを利用する必要がない」が27.6%、「本人がサービス

の利用をいやがる」が21.1%、「病気やけがで、本人の状態が悪化したため、一時的に利用し

なかった」が17.9%。 
 

図表１４－１ 介護保険サービスを利用していない理由 
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図表１４－２ 介護保険サービスを利用していない理由（年齢別）（上位６位まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表１４－３ 介護保険サービスを利用していない理由（介護度別）（上位６位まで） 
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（３）ショートステイの利用有無 

 

 ショートステイの利用有無について、「利用は希望していない」が 45.3%と最も多く、次いで「おおむ

ね希望どおり利用できている」（28.2%）、「希望の半分程度しか利用できない」「医療上の問題はないが、

希望してもほとんど利用できない」（各 2.2%）の順となっている。 

 介護度別でみると、「おおむね希望どおり利用できている」は要介護３で 39.3%と最も多く、次いで、

要介護４（37.6%）、要介護５（31.9%）の順となっている。「胃ろう、気管切開などの医療上の問題で、

利用したくてもできない」は多くの介護度では 1%に満たないものの、要介護５では 9.6%と割合が多く

なっている。 

経年比較でみると、「利用は希望していない」は 45.3%と、平成２２年度の 62.3%に比べ少なくなって

いる。「おおむね希望どおり利用できている」は 28.2%と、平成２２年度の 13.0%に比べ多くなっている。

（図表１５－１）  

問１５ ここ半年間に、短期入所生活･短期入所療養介護（ショートステイ）を希望どおり利用でき

ましたか。（１つに○） 

「利用は希望していない」が45.3%、「おおむね希望どおり利用できている」が28.2%。 

 

図表１５－１ ショートステイの利用有無（介護度別／経年比較） 
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（４）ショートステイを利用できないときの対応 

 

 ショートステイを利用できないときの対応について、「従来どおりの介護サービスを受けて自宅にい

る」が 64.6%と最も多く、次いで「宿泊サービスを行っている通所介護（デイサービス）を利用してい

る」「入院する」（各 8.3%）、「有料老人ホームのショートステイを利用している」（6.3%）の順となって

いる。（図表１６－１）  

問１６ (問１５で２～４に答えた方におたずねします。) 

短期入所生活･短期入所療養介護（ショートステイ）を希望どおり利用できない場合は、ど

のようにしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

「従来どおりの介護サービスを受けて自宅にいる」が64.6%、「宿泊サービスを行っている通

所介護（デイサービス）を利用している（お泊りデイ）」「入院する」が各8.3%。 

 

図表１６－１ ショートステイを利用できないときの対応（介護度別／世帯構成別） 
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（５）「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」の認知度 

 

 「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」の認知度について、「知っている」が 17.4%、「聞いたことは

ある」が 15.7%と、「知らない」の 61.6%よりも少なくなっている。 

 地域区分別でみると、「知っている」は井草地域で 26.1%と最も多く、次いで高円寺地域（20.9%）、荻

窪地域（18.4%）の順となっている。また、「知っている」と「聞いたことはある」の合計は、井草地域

の 39.1%が最も多く、西荻地域（38.2%）、高円寺地域（38.1%）の順となり上位は 4割弱を占めているが、

高井戸地域では 25.4%にとどまっている。 

 介護度別でみると、介護度が高くなるにつれ「知っている」「聞いたことはある」の割合がおおむね

多くなっている。（図表１７－１）  

問１７ 平成２４年４月から「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」サービスが開始されました。

このサービスを知っていますか。（１つに○） 

「知らない」が61.6%、「知っている」が17.4%、「聞いたことはある」が15.7%。 

 

図表１７－１ 「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」の認知度（地域区分別／介護度別） 
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（６）「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」を知った経緯 

 

 「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」を知った経緯は、「ケアマネジャー」が 57.4%で半数以上と最

も多く、次いで「家族・知人等」（9.6%）、「地域包括支援センター（ケア２４）」（6.3%）の順となって

いる。（図表１８－１）  

問１８ （問１７で「１ 知っている」または「２ 聞いたことはある」と答えた方におたずねします。） 

どのようにして知りましたか。（１つに○） 

「ケアマネジャー」が 57.4%、「家族・知人等」が 9.6%、「地域包括支援センター（ケア２

４）」が6.3%。 

 

図表１８－１ 「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」を知った経緯 
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訪問理美容サービス

（理美容師の出張費利用券の給付）

ほっと一息、介護者ヘルプ

（家事代行ホームヘルパー派遣券の給付）

家具転倒防止器具取付け（無料）

高齢者緊急通報システム

（急病時に救急ボタンを押し救急車を要請）

見守り配食サービス

寝具洗たく乾燥サービス

緊急ショートステイ

高齢者火災安全システム（電磁調理器等の給付）

高齢者安心コール

（電話訪問による安否確認、健康相談）

徘徊高齢者探索システム

（ＧＰＳ通信を使って高齢者の居場所を探索）

高齢者２４時間安心ヘルプサービス助成事業

認知症高齢者家族安らぎ支援

（ボランティアによる傾聴サービス）

ここ半年間に、これらのサービスを利用したことがない

(n=822) (％)

（７）高齢者在宅サービスの利用有無 

 

 高齢者在宅サービスの利用有無について、「おむつ等の支給・おむつ代金の助成」が 40.6%と最も多く、

次いで「ここ半年間に、これらのサービスを利用したことがない」（36.4%）、「訪問理美容サービス（理

美容師の出張費利用券の給付）」（5.2%）の順となっている。（図表１９－１）  

問１９ ここ半年間に、高齢者在宅サービス（区の独自サービス）を利用したことがありますか。（あ

てはまるものすべてに○） 

「おむつ等の支給・おむつ代金の助成」が40.6%、「ここ半年間に、これらのサービスを利用

したことがない」が36.4%。 

 

図表１９－１ 高齢者在宅サービスの利用有無 
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図表１９－２ 高齢者在宅サービスの利用有無（性×年齢別）（上位６位まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性×年齢別でみると、「おむつ等の支給・おむつ代金の助成」について、女性の場合、７０～７４歳

で 16.7%、７５～７９歳で 25.0%とおおむね年齢が高くなるにつれ利用の割合が多くなる傾向がみられ

る。また、「ここ半年間に、これらのサービスを利用したことがない」は女性の場合、７０～７４歳で

50.0%、７５～７９歳で 48.3%とおおむね年齢が高くなるにつれその割合が少なくなっている。（図表１

９－２） 
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図表１９－３ 高齢者在宅サービスの利用有無（介護度別／世帯構成別）（上位６位まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介護度別でみると、「おむつ等の支給・おむつ代金の助成」は介護度が高くなるにつれ割合が多くな

り、要介護５では 75.5%と他の介護度に比べ最も多くなっている。また、「訪問理美容サービス（理美容

師の出張費利用券の給付）」や「ほっと一息、介護者ヘルプ（家事代行ホームヘルパー派遣券の給付）」

もわずかではあるが介護度が高くなるにつれ多くなる傾向となっている。一方、「ここ半年間に、これ

らのサービスを利用したことがない」は介護度が高くなるにつれ割合が少なくなっている。 

 世帯構成別でみると、「おむつ等の支給・おむつ代金の助成」では、一人暮らしが 29.9%と他の世帯構

成と比べやや少ない一方で、「高齢者緊急通報システム（急病時に救急ボタンを押し救急車を要請）」は

11.7%と他の世帯構成と比べ割合が多くなっている。（図表１９－３） 
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５．住まいについて 

（１）住居形態 

 

 住居形態について、「持ち家（戸建て）」が 72.4%で最も多く、次いで「持ち家（マンション等）」（10.9%）、

「民間の賃貸アパート」（4.3%）の順となっている。 

 介護度別でみると、「持ち家（戸建て）」では、要介護４と要介護５が 79.5%と 75.5%と、７割以上と

なっている。また、「持ち家（マンション等）」では、要介護１と要介護２がそれぞれ 12.3%、12.2%と、

要介護３～要介護５に比べ割合が多くなっている。 

 世帯構成別でみると、「持ち家（戸建て）」では夫婦のみ及び高齢者のみ世帯が 72.9%、それ以外の世

帯が 80.8%であるのに対して、一人暮らしでは 56.9%と割合が少なくなっている。一方、「持ち家（マン

ション等）」や「民間の賃貸アパート」では一人暮らしの割合が最も多くなっている。（図表２０－１）  

問２０ ご本人の現在のお住まいは次のうちどれですか。（１つに○） 

「持ち家（戸建て）」が72.4%、「持ち家（マンション等）」が10.9%。 
 

図表２０－１ 住居形態（介護度別／世帯構成別） 

持
ち
家
（
戸
建
て
） 

持
ち
家 

（
マ
ン
シ
ョ
ン
等
） 

賃
貸
（
戸
建
て
） 

民
間
の
賃
貸 

マ
ン
シ
ョ
ン 

民
間
の
賃
貸 

ア
パ
ー
ト 

み
ど
り
の
里
・ 

シ
ル
バ
ー
ピ
ア 

み
ど
り
の
里
・
シ
ル

バ
ー
ピ
ア
以
外
の

区
営･

都
営
住
宅 

公
団
・
公
社
の 

賃
貸
住
宅 

高
齢
者
対
応
の 

住
宅
や 

マ
ン
シ
ョ
ン 

そ
の
他 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72.4

71.9

67.6

73.0

79.5

75.5

56.9

72.9

80.8

10.9

12.3

12.2

8.2

10.3

8.5

17.8

9.5

8.4

凡例

全 体 (822)

要介護１ (253)

要介護２ (213)

要介護３ (122)

要介護４ (117)

要介護５ (94)

一人暮らし (197)

それ以外の世帯 (344)

n
(%)

世
帯
構
成

介
護

度

夫婦のみ及び

高齢者のみ世帯 (273)

持ち家

（戸建て）

持ち家

（マンション

等）

賃貸

（戸建て）

民間の賃貸

マンション

民間の賃貸

アパート

みどりの里・

シルバーピア

みどりの里・

シルバーピア

以外の区営･
都営住宅

公団・公社の

賃貸住宅

高齢者対応の

住宅やマン

ション

その他 無回答

全  体 (822) 72.4 10.9 1.7 2.2 4.3 - 2.6 1.2 - 2.3 2.4

要介護１ (253) 71.9 12.3 2.4 2.4 3.6 - 3.6 0.4 - 0.8 2.8

要介護２ (213) 67.6 12.2 1.4 2.8 4.2 - 2.3 2.8 - 4.2 2.3

要介護３ (122) 73.0 8.2 1.6 0.8 6.6 - 4.1 0.8 - 3.3 1.6

要介護４ (117) 79.5 10.3 1.7 1.7 3.4 - 0.9 0.9 - - 1.7

要介護５  (94) 75.5 8.5 1.1 3.2 5.3 - - 1.1 - 3.2 2.1

一人暮らし (197) 56.9 17.8 2.5 2.0 8.1 - 5.6 2.0 - 2.0 3.0

72.9 9.5 2.6 1.8 4.0 - 2.9 1.8 - 1.5 2.9

それ以外の世帯 (344) 80.8 8.4 0.6 2.6 - - 0.6 0.3 - 3.2 1.2

夫婦のみ及び

高齢者のみ世帯
(273)
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第４章 介護保険に関する調査 

（２）現在の住居が在宅生活に適しているかについて 

 

 現在の住居が在宅生活に適しているかについて、「思う」が 61.7%、「思わない」が 33.3%となってい

る。 

 地域区分別でみると、「思う」の割合は方南・和泉地域で 72.7%と他の地域に比べ最も多く、次いで荻

窪地域（66.9%）、西荻地域（60.9%）の順となっている。また、最も割合の多い方南・和泉地域（72.7%）

と最も少ない阿佐谷地域（53.6%）の差は 19.1 ポイントとなっている。 

 介護度別でみると、要介護１から要介護３にかけては「思う」の割合がそれぞれ 63.2%、60.6%、56.6%

と、ゆるやかに少なくなっているが、要介護４と要介護５においては他の介護度に比べ割合が多くなっ

ている。（図表２１－１）  

問２１ 現在のお住まいは、介護を受けながら在宅生活を送るのに適していると思いますか。（１つに○） 

「思う」が61.7%、「思わない」が33.3%。 

 

図表２１－１ 現在の住居が在宅生活に適しているかについて（地域区分別／介護度別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思う

61.7

56.5

60.9

66.9

53.6

60.4

59.6

72.7

63.2

60.6

56.6

64.1

63.8

思わない

33.3

37.0

32.7

30.9

42.1

33.6

33.6

23.6

30.0

35.7

38.5

34.2

31.9

無回答

5.0

6.5

6.4

2.2

4.3

6.0

6.8

3.6

6.7

3.8

4.9

1.7

4.3

凡例

全 体 (822)

井草地域 (46)

西荻地域 (110)

荻窪地域 (136)

阿佐谷地域 (140)

高円寺地域 (134)

高井戸地域 (146)

方南・和泉地域 (110)

要介護１ (253)

要介護２ (213)

要介護３ (122)

要介護４ (117)

要介護５ (94)

n

(%)

介
護
度

地
域
区
分
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 介護保険サービスの利用有無別でみると、「思う」では介護保険サービスを利用した人が 62.9%と利用

していない人（57.7%）よりもやや多くなっている。「思わない」は、それぞれ 34.1%となっている。 

経年比較でみると、「思う」は、平成１９年度は 52.6%、平成２２年度は 64.0%、平成２５年度は 61.7%

となっている。（図表２１－２）  

図表２１－２ 現在の住居が在宅生活に適しているかについて 

（介護保険サービスの利用有無別／経年比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思う

61.7

62.9

57.7

61.7

64.0

52.6

思わない

33.3

34.1

34.1

33.3

32.0

38.9

無回答

5.0

3.0

8.1

5.0

4.0

8.5

凡例

全 体 (822)

利用した (631)

利用していない (123)

平成２５年度 (822)

平成２２年度 (2,806)

平成１９年度 (4,810)

n

(%)

経
年
比
較

利
用
有
無
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第４章 介護保険に関する調査 

（３）現在の住居が在宅生活に適していない理由 

 

 現在の住居が在宅生活に適していない理由は、「玄関、廊下、トイレ、浴室などに段差がある」が 56.6%

と最も多く、次いで「階段の昇り降りが困難である」（45.6%）、「浴槽が使いにくい」（31.0%）、「部屋が

せまく、介護用品（ベッド、車いす等）を置くスペースがない」（28.1%）、「玄関、廊下、階段、トイレ、

浴室などに手すりがない」（27.4%）と続いている。（図表２２－１）  

問２２ （問２１で「２ 思わない」と答えた方におたずねします。） 

在宅生活に適していると思わない理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

「玄関、廊下、トイレ、浴室などに段差がある」が56.6%、「階段の昇り降りが困難である」

が45.6%、「浴槽が使いにくい」が31.0%。 
 

図表２２－１ 現在の住居が在宅生活に適していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.6

45.6

31.0

28.1

27.4

13.1

7.7

6.9

2.6

6.6

2.2

0 20 40 60

玄関、廊下、トイレ、浴室などに段差がある

階段の昇り降りが困難である

浴槽が使いにくい

部屋がせまく、介護用品（ベッド、車いす等）を

置くスペースがない

玄関、廊下、階段、トイレ、浴室などに手すりがない

ご本人専用の部屋がない

玄関、部屋などの扉の開閉が困難である

流し台が使いにくい

トイレが洋式でない

その他

無回答

(n=274)

(%)
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第４章 介護保険に関する調査 

６．施設入所について 

（１）施設入所の希望 

 

 施設入所の希望について、「将来的には施設入所を考えたい」が 30.8%と最も多く、次いで「施設への

入所希望はない」（28.7%）、「わからない」（28.6%）の順となっている。 

 介護度別でみると、「現在、施設入所を申し込んでいる」は要介護３～５で１割以上となっており、

要介護１・２に比べ多くなっている。また、「施設への入所希望はない」は要介護５が 42.6%、「わから

ない」は要介護３が 41.0%と他の介護度に比べ最も多くなっている。 

 世帯構成別でみると、「現在、施設入所を申し込んでいる」「将来的には施設入所を考えたい」は一人

暮らしが最も多くなっており、「施設への入所希望はない」「わからない」はそれ以外の世帯で最も多く

なっている。 

経年比較でみると、「将来的には施設入所を考えたい」「施設への入所希望はない」は平成２２年度よ

りも平成２５年度のほうが少なくなっている。一方、「わからない」について、平成２５年度のほうが

多くなっている。（図表２３－１）  

問２３ 介護保険施設や有料老人ホーム等に入所（居）希望がありますか。（１つに○） 

「将来的には施設入所を考えたい」が30.8%、「施設への入所希望はない」が28.7%。 

 
 

図表２３－１ 施設入所の希望（介護度別／世帯構成別／経年比較） 
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7.2

2.8

5.6

12.3

12.0

11.7

8.1

7.3

6.1

7.2

3.7

30.8

33.2

37.1

26.2

30.8

20.2

33.5

31.1

29.7

30.8

33.3

28.7

31.6

26.8

16.4

26.5

42.6

24.4

26.7

33.1

28.7

31.3

28.6

28.9

25.8

41.0

25.6

19.1

27.4

28.9

29.1

28.6

25.3

4.7

3.6

4.7

4.1

5.1

6.4

6.6

5.9

2.0

4.7

6.4

凡例

全 体 (822)

要介護１ (253)

要介護２ (213)

要介護３ (122)

要介護４ (117)

要介護５ (94)

一人暮らし (197)

それ以外の世帯 (344)

平成２５年度 (822)

平成２２年度 (2,806)

n

(%)

世
帯
構
成

介
護
度

経
年
比
較

夫婦のみ及び

高齢者のみ世帯
(273)
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第４章 介護保険に関する調査 

（２）入所を希望する施設 

 

 入所を希望する施設について、「特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）」が 61.2%と最も多く、次

いで「介護老人保健施設」（24.7%）、「介護付有料老人ホーム」（19.9%）、「認知症高齢者グループホーム」

（14.1%）、「ケアハウス（軽費老人ホーム）」（10.9%）の順となっている。（図表２４－１）  

問２４ （問２３で「１」または「２」と答えた方におたずねします。） 

入所（居）を希望されている施設はどのような施設ですか。（希望するもの２つまで〇） 

「特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）」が61.2%、「介護老人保健施設」が24.7%、「介

護付有料老人ホーム」が19.9%。 

 

図表２４－１ 入所を希望する施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.2

24.7

19.9

14.1

10.9

4.5

3.5

1.3

1.0

0 20 40 60 80

特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）

介護老人保健施設

介護付有料老人ホーム

認知症高齢者グループホーム

ケアハウス（軽費老人ホーム）

サービス付き高齢者住宅

その他

無回答

どのような施設でもよい

(n=312)
(%)
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第４章 介護保険に関する調査 

（３）入所を希望する理由 

 

 入所を希望する理由は、「介護する家族の心身の負担が大きい」が 78.2%と最も多く、「在宅生活では、

夜間や緊急時の対応が不安である」（41.7%）、「整った設備と専門職員がいる中での長期療養が必要」

（28.8%）の順となっている。 

 世帯構成別でみると、「介護する家族の心身の負担が大きい」では、夫婦のみ及び高齢者のみの世帯

の 89.5%、それ以外の世帯の 85.4%と比べ、一人暮らしは 53.7%と少なくなっている。一方、「介護をす

る家族や親族がいない」では一人暮らしが 25.6%と、他の世帯構成に比べ多くなっている。（図表２５－

１）  

問２５ (問２３で「１」または「２」と答えた方におたずねします。) 

現在、または将来において施設に入所したいとお考えの理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

「介護する家族の心身の負担が大きい」が78.2%、「在宅生活では、夜間や緊急時の対応が不

安である」が41.7%。 

 

図表２５－１ 入所を希望する理由（世帯構成別） 
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(％)
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(％)
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(％)

専門的なリハビリ等が必要

28.8

29.3

31.4
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(％)

整った設備と専門職員が

いる中での長期療養が必要
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9.8

12.4

17.9

0 20 40 60 80 100

全 体 (312)

一人暮らし (82)

それ以外の世帯 (123)

(％)

在宅のサービス利用による

経済的な負担が大きい

n

世
帯
構
成

夫婦のみ及び

高齢者のみの世帯 (105)

41.7

46.3

45.7

35.8

0 20 40 60 80 100

(％)

在宅生活では、夜間や緊急時

の対応が不安である

6.7

12.2

4.8

4.9
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(％)

現在の住まいがアパート等で、

今後住み続けられないかも

しれない
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 経年比較でみると、「介護する家族の心身の負担が大きい」（78.2%）、「専門的なリハビリ等が必要」

（28.8%）、「整った設備と専門職員がいる中での長期療養が必要」（13.8%）は、過年度に比べ多くなっ

ている。「介護をする家族や親族がいない」（41.7%）、「在宅生活では、夜間や緊急時の対応が不安であ

る」（10.9%）、「在宅のサービス利用による経済的な負担が大きい」（13.1%）は、過年度に比べ少なくな

っている。（図表２５－２）  

図表２５－２ 入所を希望する理由（経年比較） 
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介護する家族の心身の負担が大きい
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専門的なリハビリ等が必要

整った設備と専門職員がいる中での長期療養が必要

在宅のサービス利用による経済的な負担が大きい

在宅生活では、夜間や緊急時の対応が不安である

現在の住まいがアパート等で、

今後住み続けられないかもしれない

その他

無回答

平成２５年度n=(312)

平成２２年度n=(1,039)

(％)



 

250 

 

第４章 介護保険に関する調査 

７．介護保険制度について 

（１）介護保険サービスの満足度 

 

 介護保険サービスの満足度について、『満足』（「満足している」＋「おおむね満足している」）の 41.6%

が、『不満』（「少し不満である」＋「不満である」）の 16.2%を大きく上回っている。個別にみると「お

おむね満足している」が 32.0%と最も多く、次いで「ふつうである」（23.0%）、「わからない」（14.4%）、

「少し不満がある」（10.6%）の順となっている。 

 介護度別でみると、介護度が上がるにつれて、『満足』がおおむね増加しており、要介護４および要

介護５では 51.3%、51.0%と、ともに 50%以上となっている。（図表２６－１）  

問２６ 介護保険サービス全般の内容に満足していますか。（１つに○） 

『満足』（「満足している」＋「おおむね満足している」）は 41.6%。『不満』（「少し不満であ

る」＋「不満である」）は16.2%。 
 

図表２６－１ 介護保険サービスの満足度（介護度別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 介護保険サービスの利用有無別でみると、『満足』は利用したで 48.2%、利用していないで 14.7%とな

っている。利用したでは「おおむね満足している」が 37.4%と最も多く、次いで「ふつうである」（23.3%）、

「少し不満がある」（11.9%）と続くのに対して、利用していないでは「わからない」が 43.9%で最も多

く、次いで「ふつうである」（20.3%）、「おおむね満足している」（11.4%）と続いている。 

経年比較でみると、『満足』は、平成１９年度は 30.8%、平成２５年度は 41.6%と、年度とともに多く

なっており、『不満』は、平成１９年度は 35.3%、平成２５年度は 16.2%と、年度とともに少なくなって

いる。（図２６－２） 

  

図表２６－２ 介護保険サービスの満足度（介護保険サービスの利用有無別／経年比較） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（２）介護保険料の負担感 

 

 介護保険料の負担感について、『負担である』（「非常に負担である」＋「多少不安である」）が 42.9%

となっており、『負担ではない』（「あまり負担ではない」＋「まったく負担ではない」）の 17.5%を上回

っている。個別にみると「多少負担である」が 34.1%と最も多く、「どちらともいえない」（28.1%）、「あ

まり負担ではない」（14.8%）、「非常に負担である」（8.8%）の順となっている。 

 介護度別でみると、要介護２と要介護５は、他の介護度に比べ『負担である』が多くなっている。ま

た、要介護３を除くその他の介護度では「多少負担である」がそれぞれ３割以上と最も多くなっている。

（図２７－１）  

問２７ 現在の介護保険料をどのように感じていますか。（１つに○） 

「多少負担である」が 34.1%、「どちらともいえない」が 28.1%、「あまり負担ではない」

が14.8%。 
 

図表２７－１ 介護保険料の負担感（介護度別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 介護保険サービスの利用有無別でみると、「多少負担である」と「どちらともいえない」は、利用し

た人のほうが、回答が多い。「非常に負担である」は利用していないが 17.1%と、利用した（7.8%）を上

回っている。また、『負担である』（「非常に負担である」＋「多少負担である」）の割合は、利用したが

42.3%に対して、利用していないが 48.8%となっている。さらに、『負担ではない』（「あまり負担ではな

い」＋「まったく負担ではない」）の割合は、利用したが 18.8%に対して、利用していないが 13.0%とな

っている。サービスの利用がない人ほど、負担感を強く感じている傾向がある。（図２７－２） 

  

図表２７－２ 介護保険料の負担感（介護保険サービスの利用有無別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（３）介護保険料とサービスのあり方について 

 

 介護保険料とサービスのあり方について、「介護保険料が高くなるなら、サービスは現状のままでよ

い」が 34.2%と最も多く、次いで「介護保険料が多少高くなっても、介護サービスを充実してほしい」

（30.4%）、「わからない」（22.5%）の順となっている。 

 介護度別でみると、要介護１から要介護３にかけては、「介護保険料が高くなるなら、サービスは現

状のままでよい」「介護保険料が多少高くなっても、介護サービスを充実してほしい」は介護度が高く

なるにつれおおむね少なくなっている。要介護４と要介護５では、「介護保険料が高くなるなら、サー

ビスは現状のままでよい」「介護保険料が多少高くなっても、介護サービスを充実してほしい」がそれ

ぞれ他の介護度に比べ多くなっている。（図表２８－１）  

問２８ 介護サービスと介護保険料のあり方について、ご本人のお考えにもっとも近いものはどれ

ですか。（１つに○） 

「介護保険料が高くなるなら、サービスは現状のままでよい」が34.2%、「介護保険料が多少

高くなっても、介護サービスを充実してほしい」が30.4%。 

 

図表２８－１ 介護保険料とサービスのあり方について（介護度別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 介護保険サービス利用別でみると、「介護保険料が多少高くなっても、介護サービスを充実してほし

い」が、利用したでは 33.6%、利用していないでは 15.4%と差がみられる。「介護保険料が高くなるなら、

サービスは現状のままでよい」では、利用したでは 36.1%であるのに対し、利用していないでは 29.3%

と少なくなっている。（図表２８－２） 

  

図表２８－２ 介護保険料とサービスのあり方について（介護保険サービスの利用有無別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（４）介護保険サービス利用費お知らせの確認について 

 

 介護保険サービス利用費お知らせの確認有無について、「している」が 41.1%と最も多く、次いで「多

少はしている」（28.2%）、「まったく知らない」（14.6%）、「通知のあることは知っているが、内容はみて

いない」（10.7%）の順となっている。 

 介護度別でみると、介護度が高くなるにつれて、「している」の割合が多くなる傾向がみられ、要介

護５では 57.4%と半数以上になっている。また、「通知のあることは知っているが、内容はみていない」

「まったく知らない」は、介護度が高くなるにつれておおむね減少している。 

 世帯構成別でみると、「している」は、それ以外の世帯では 44.5%と最も多く、一人暮らしでは 36.0%

と最も少なくなっている。一方、「まったく知らない」は、それ以外の世帯で 13.1%と最も少なく、一人

暮らしでは 16.8%と最も多くなっている。（図表２９－１）  

問２９ 介護保険サービス利用の費用について、区から年２回お知らせしていますが、内容を確認

していますか。（１つに○） 

「している」が41.1%、「多少はしている」が28.2%、「まったく知らない」が14.6%。 

 

図表２９－１ 介護保険サービス利用費お知らせの確認有無（介護度別／世帯構成別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（５）ケアマネジャーの事業所を知った経緯 

 

 ケアマネジャーの事業所を知った経緯について、「地域包括支援センター（ケア２４）」が 49.1%と最

も多く、次いで「家族・知人・友人等の紹介」（18.7%）、「かかりつけの医師・入院先の病院の紹介」（16.2%）

の順となっている。また、「区役所のホームページ（介護保険サービス事業者情報検索システム）」が 2.8%、

「インターネット」が 0.6%と、インターネットを利用した情報入手は他の項目に比べ割合が少なくなっ

ている。 

経年比較でみると、「地域包括支援センター（ケア２４）」は、平成１９年度は 34.6%、平成２２年度

は 45.0%、平成２５年度は 49.1%と、年度とともに多くなっている。「家族・知人・友人等の紹介」は 18.7%

と、過年度（平成１９年度 23.4%、平成２２年度 23.0%）に比べ少なくなっている。「区役所のホームペ

ージ（介護保険サービス事業者情報検索システム）」は、平成１９年度が 4.2%、平成２２年度が 3.3%、

平成２５年度が 2.8%と、年度とともに少なくなっている。（図表３０－１）  

問３０ ケアマネジャーと契約をするとき、その事業所を何で知りましたか。（あてはまるものすべてに○） 

「地域包括支援センター（ケア２４）」が49.1%、「家族・知人・友人等の紹介」が18.7%、

「かかりつけの医師・入院先の病院の紹介」が16.2%。 
 

図表３０－１ ケアマネジャーの事業所を知った経緯 
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第４章 介護保険に関する調査 

（６）今後、区が力を入れていくべきと思う施策 

 

 今後、区が力を入れていくべきと思う施策について、「在宅での生活が続けられるよう福祉、介護サ

ービスの充実」が 50.7%と最も多く、次いで「介護サービス利用者や家族を支援する情報提供の充実」

（35.3%）、「特別養護老人ホームなどの施設サービスの充実」（32.7%）、「介護支援専門員（ケアマネジ

ャー）やホームヘルパーなど人材の確保･ 定着・育成」（25.8%）、「介護サービスの質の向上に向けた事

業者や施設への支援」（24.2%）の順となっている。（図表３１－１） 

  

問３１ 今後、区が力を入れていくべきと思うものは何ですか。（あてはまるもの３つまで○） 

「在宅での生活が続けられるよう福祉、介護サービスの充実」が50.7%、「介護サービス利用

者や家族を支援する情報提供の充実」が35.3%、「特別養護老人ホームなどの施設サービスの

充実」が32.7%。 

 

図表３１－１ 今後、区が力を入れていくべきと思う施策 
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第４章 介護保険に関する調査 

８．介助・介護者への設問  

（１）主な介護者 

 

 主な介護者は、「娘」が 34.6%と最も多く、次いで「妻又は夫」（31.4%）、「息子」（12.7%）、「息子の妻」

（11.1%）の順となっている。 

 介護度別でみると、「娘」は介護度が高くなるにつれて割合が多くなっている。「妻又は夫」は要介護

１～要介護４では 3割以上であるのに対し、要介護５では 27.2%と少なくなっている。（図表３２－１）  

問３２ ふだん主に介護やお世話をしているのはどなたですか。（１つに○）      

    介護保険の認定を受けているご本人からみた続柄でご回答ください。 

「娘」が34.6%、「妻又は夫」が31.4%、「息子」が12.7%。 

 

図表３２－１ 主な介護者（介護度別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 本人の年齢層別でみると、「妻又は夫」は６５～６９歳が 62.1%、９５～９９歳が 4.3%とおおむね年

齢が高くなるにつれ少なくなっている。一方、「娘」はおおむね年齢層が高くなるにつれ割合が多くな

り、７０～７４歳が 12.8%であるのに対し、９０～９４歳は 47.0%とおおよそ半数となっている。また、

「息子の妻」も年齢層が高くなるにつれ多くなる傾向がみられ、９５～９９歳では 27.7%と各年齢層と

比べ最も多くなっている。 

経年比較でみると、「娘」は、平成１９年度は 28.6%、平成２２年度は 31.9%、平成２５年度は 34.6%

と、年度とともに多くなっている。「妻又は夫」は、平成１９年度は 30.7%、平成２２年度は 30.6%、平

成２５年度は 31.4%と、いずれの年度においても約３割を占めている。「息子の妻」は、平成１９年度は

14.4%、平成２２年度は 13.6%、平成２５年度は 11.1%と、年度とともに少なくなっている。（図表３２

－２） 

  

図表３２－２ 主な介護者（本人の年齢層別／経年比較） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（２）主な介護者の性別 

 

 主な介護者の性別は、「女性」が 54.8%、「男性」が 17.6%と、半数以上を「女性」が占めている。（図

表３３－１）  

問３３ 主に介護をしている方（問３２でお答えいただいた方）の状況についておたずねします。 

      （１）性別 

「女性」が54.8%、「男性」が17.6%。 

 

 

図表３３－１ 主な介護者の属性（性別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（３）主な介護者の年齢 

 

 主な介護者の年齢は、「６０～６４歳」が 16.6%と最も多く、次いで「６５～６９歳」（12.7%）、「５５

～５９歳」「７０～７４歳」（各 12.4%）、「７５～７９歳」（10.3%）の順となっている。 

 本人の年齢層別でみると、７０～７４歳の人に対する介護者の年齢は、「７０～７９歳」が多くなっ

ている。一方で、９５～９９歳の人に対する介護者の年齢は、「６５～７４歳」が多くなっている。 

経年比較でみると、「５０歳未満」「５０～５４歳」「５５～５９歳」においては年度とともにやや少

なくなっており、「６５～６９歳」より上の年齢層においては、やや多くなっている。（図表３３－２）  

問３３ 主に介護をしている方（問３２でお答えいただいた方）の状況についておたずねします。 

（２）年齢 

「６０～６４歳」が16.6%、「６５～６９歳」が12.7%、「５５～５９歳」「７０～７４歳」

がそれぞれ12.4%。 

図表３３－２ 主な介護者の年齢（本人の年齢層別／経年比較） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（４）主な介護者の健康状態 

 

主な介護者の健康状態について、「まあよい」が 44.9%と最も多く、次いで「あまりよくない」（22.3%）、

「よい」（21.8%）の順となっている。 

 介護度別でみると、「あまりよくない」では要介護３から要介護５の割合が要介護１・２に比べ多く

なっている。「あまりよくない」と「よくない」の合計は、要介護３から要介護５にかけて 30%を超えて

いる。 

経年比較でみると、「よい」「まあよい」を合計した割合は、平成１９年度が 62.3%、平成２２年度が

64.3%、平成２５年度が 66.7%と、年度とともに多くなっている。「あまりよくない」は、平成１９年度

が 26.5%、平成２２年度が 23.7%、平成２５年度が 22.3%と、年度とともに少なくなっている。（図表３

３－３）  

問３３ 主に介護をしている方（問３２でお答えいただいた方）の状況についておたずねします。 

（３）健康状態 

「まあよい」が44.9%、「あまりよくない」が22.3%、「よい」が21.8%。 

 

図表３３－３ 主な介護者の健康状態（介護度別／経年比較） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（５）主な介護者のご本人との同居の状況 

 

 主な介護者のご本人との同居の状況について、「同居している」が 76.3%と大半を占め、「別居してい

る」が 17.5%となっている。 

 介護度別でみると、要介護１の「同居している」が 70.3%と、他の介護度に比べ少なくなっている。 

経年比較でみると、「同居している」は 76.3%と、過年度（平成１９年度 74.0%、平成２２年度 71.6%）

に比べ多くなっている。「別居している」は、平成１９年度は 19.9%、平成２２年度は 18.4%、平成２５

年度は 17.5%と、年度とともに少なくなっている。（図表３３－４）  

問３３ 主に介護をしている方（問３２でお答えいただいた方）の状況についておたずねします。 

（４）高齢者ご本人との同居の状況 

「同居している」が76.3%、「別居している」が17.5%。 

 

図表３３－４ 主な介護者のご本人との同居の状況（介護度別／経年比較） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（６）主な介護者の介護の時間帯 

 

 主な介護者の介護の時間帯について、「日中・夜間とも」が 52.8%と半数以上で最も多く、次いで「主

に日中」（24.0%）、「主に夜間」（8.7%）の順となっている。 

 介護度別でみると、「日中・夜間とも」は介護度が高くなるにつれて多くなり、「主に夜間」も介護度

が高くなるにつれておおむね多くなっているが、「主に日中」は介護度が高くなるにつれて少なくなる

傾向がみられる。 

経年比較でみると、「日中・夜間とも」は 52.8%と、過年度（平成１９年度 46.3%、平成２２年度 42.4%）

に比べ多くなっている。「主に日中」は、平成１９年度は 29.3%、平成２２年度は 29.0%、平成２５年度

は 24.0%と、年度とともに少なくなっている。「主に夜間」は 8.7%と、過年度（平成１９年度 7.3%、平

成２２年度 7.3%）に比べ多くなっている。（図表３３－５）  

問３３ 主に介護をしている方（問３２でお答えいただいた方）の状況についておたずねします。 

（５）介護の時間帯 

「日中・夜間とも」が52.8%、「主に日中」が24.0%、「主に夜間」が8.7%。 

 

図表３３－５ 主な介護者の介護の時間帯（介護度別／経年比較） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（７）主な介護者の介護年数 

 

 主な介護者の介護年数は、「１年～３年未満」が 26.7%と最も多く、次いで「５年～１０年未満」（22.6%）、

「３年～５年未満」（18.8%）、「１０年以上」（14.1%）の順となっている。 

 本人の年齢層別でみると、７０～８９歳では「１年～３年未満」の割合が最も多くなっているが、９

０～９４歳では「５年～１０年未満」、９５～９９歳では「１０年以上」が最も多くなっている。また、

「１年未満」の割合は本人の年齢が高くなるにつれて、おおむね少なくなっている。（図表３３－６）  

問３３ 主に介護をしている方（問３２でお答えいただいた方）の状況についておたずねします。 

（６）介護年数 

「１年～３年未満」が26.7%、「５年～１０年未満」が22.6%、「３年～５年未満」が18.8%。 

 

図表３３－６ 主な介護者の介護年数（本人の年齢層別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 介護度別でみると、「１年未満」は、要介護４が他の介護度と比べ多くなっている。また、「５年～   

１０年未満」は介護度が高くなるにつれおおむね多くなっている。 

経年比較でみると、平成２５年度は、「１年～３年未満」、「５年～１０年未満」、「１０年以上」が過

年度と比べやや多くなっている。（図表３３－７） 

  

図表３３－７ 主な介護者の介護年数（介護度別／経年比較） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（８）主な介護者以外の介護者の有無 

 

 主な介護者以外の介護者の有無について、「他に介護やお世話をしてくれる人はいない」が 47.1%と最

も多く、次いで「多少は介護やお世話をしてくれる人がいる」（36.1%）、「同程度に介護やお世話をして

くれる人がいる」（10.7%）の順となっている。 

介護度別でみると、要介護５において「多少は介護やお世話をしてくれる人がいる」の割合が 39.1%

と他の介護度に比べ多くなっている。また、「他に介護やお世話をしてくれる人はいない」の割合は、

要介護２が他の介護度に比べ多くなっている。 

経年比較でみると、「他に介護やお世話をしてくれる人はいない」は、平成１９年度は 41.8%、平成  

２２年度は 43.4%、平成２５年度は 47.1%と、年度とともに多くなっている。（図表３４－１）  

問３４  主に介護をしている方以外に、介護やお世話をする方（ヘルパーを除く）はいますか。（１つに○） 

「他に介護やお世話をしてくれる人はいない」が47.1%、「多少は介護やお世話をしてくれる

人がいる」が36.1%。 

 

図表３４－１ 主な介護者以外の介護者の有無（介護度別／経年比較） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（９）介護保険による介護負担の軽減感 

 

 介護保険による介護負担の軽減感について、「多少は感じる」が 40.5%と最も多く、次いで「非常に感

じる」（24.0%）、「あまり感じない」（8.1%）、「感じない」（7.3%）の順となっている。 

 介護度別でみると、「非常に感じる」は介護度が高くなるにつれておおむね多くなり、要介護５にお

いては 34.8%と、最も多くなっている。また、「非常に感じる」と「多少は感じる」の合計は要介護４で

76.1%と、他の介護度と比べ多くなっている。（図表３５－１）  

問３５ 介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じることはありますか。（１つに○） 

「多少は感じる」が40.5%、「非常に感じる」が24.0%、「あまり感じない」が8.1%。 

 

図表３５－１ 介護保険による介護負担の軽減感（介護度別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 認知度の程度別でみると、「非常に感じる」は、『家庭外で日常生活に支障を来たすような症状・行動

や意思疎通の困難さが多少見られても、誰かが注意していれば自立できる』や、『日常生活に支障を来

たすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要とする』でいずれも約３割

と、他の認知度の程度に比べ多くなっている。「非常に感じる」と「多少は感じる」の合計は、『認知症

はない』をのぞいた全ての認知度の程度で、おおむね 7割前後となっている。（図表３５－２） 

  

図表３５－２ 介護保険による介護負担の軽減感（認知度の程度別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（１０）介護者から見た介護保険の満足度 

 

 介護者から見た介護保険の満足度について、『満足』（「満足している」＋「おおむね満足している」）

は 40.7%と、『不満』（「少し不満がある」＋「不満である」）の 18.5%と上回っている。個別にみると、「お

おむね満足している」が 33.3%と最も多く、次いで「ふつうである」（24.4%）、「少し不満がある」（11.9%）

の順となっている。 

 介護度別でみると、要介護４と要介護５では「おおむね満足している」が他の介護度と比べ割合が多

くなっており、『満足』は 50%以上を占めている。また、要介護５では、他の介護度と比べ「ふつうであ

る」が最も少なく、「少し不満である」が最も多くなっている。（図表３６－１）  

問３６ 主に介護をしている方から見て、介護保険サービス全般の内容は満足できますか。（１つに○） 

『満足』（「満足している」＋「おおむね満足している」）は 40.7%。『不満』（「少し不満があ

る」＋「不満である」）は18.5%。 

 

図表３６－１ 介護者から見た介護保険の満足度（介護度別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 認知度の程度別でみると、『夜間を中心として、日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎

通の困難さが時々見られ、介護を必要とする』では『満足』が 56.3%と、他の認知度の程度と比べ最も

多くなっている。（図表３６－２） 

  

図表３６－２ 介護者から見た介護保険の満足度（認知度の程度別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（１１）介護をする上で困っていること 

 

 介護をする上で困っていることについて、「介護保険では必要なサービスメニューがない」が 35.2%

と最も多く、次いで「介護保険の枠内のサービスでは足りない」（23.1%）、「介護をしていて困ったとき

や悩みを相談するところがない」（22.9%）、「介護が経済的な負担になっている」（15.3%）の順となって

いる。 

 介護度別でみると、全ての介護度において「介護保険の枠内のサービスでは足りない」の割合が最も

多くなっており、「介護保険では必要なサービスメニューがない」「介護保険の枠内のサービスでは足り

ない」、「介護が経済的な負担になっている」では、介護度が高くなるにつれおおむね割合が多くなって

いる。（図表３７－１）  

問３７ 介護者のあなたが介護をする上で困っていることは何ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

「介護保険では必要なサービスメニューがない」が35.2%、「介護保険の枠内のサービスでは

足りない」が23.1%、「介護をしていて困ったときや悩みを相談するところがない」が22.9%。 

 

図表３７－１ 介護をする上で困っていること（介護度別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 認知度の程度別でみると、「介護保険の枠内のサービスでは足りない」と「介護保険では必要なサー

ビスメニューがない」で、⑧がともに 54.5%と半数を超えて多くなっている。「介護をしていて困ったと

きや悩みを相談するところがない」では、④が 34.7%と、他の認知度の程度と比べ最も多くなっている。

また、「介護が経済的な負担になっている」では、⑦が 33.9%と、他の認知度の程度と比べ多くなってい

る。（図表３７－２） 

  

図表３７－２ 介護をする上で困っていること（認知度の程度別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（１２）介護に関する相談先 

 介護に関する相談先は、「ケアマネジャー」が 67.4%と最も多く、「ご本人の家族や親族」（49.9%）、「か

かりつけの医師」（28.8%）の順となっている。 

 世帯構成別でみると、一人暮らしが「ヘルパーなど介護保険サービス事業者」において他の世帯構成

に比べ最も多くなっているが、「ご本人の家族や親族」と「かかりつけの医師」では、やや少なくなっ

ている。（図表３８－１）  

問３８ 介護のことで困ったとき、誰に相談していますか。（あてはまるものすべてに〇） 

「ケアマネジャー」が 67.4%、「ご本人の家族や親族」が 49.9%、「かかりつけの医師」が

28.8%。 
 

図表３８－１ 介護に関する相談先（世帯構成別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（１３）介護者が必要とするサービス 

 

 介護者が必要とするサービスについて、「介護者が休息出来るように、高齢者を数日間施設で介護す

る宿泊サービス」が 45.6%と最も多く、次いで「介護者が外出するときなどに、高齢者を施設で介護す

る日帰りサービス（介護日帰りサービス）」（34.8%）、「介護者が息抜きできるように、代わりに見守り

を行うサービス」（29.6%）、「介護者が疲れたときに家事などを援助するサービス（家事等援助サービス）」

（28.0%）の順となっている。 

 介護度別でみると、「介護日帰りサービス」「家事等援助サービス」「介護者への経済的支援」では、

要介護５がそれぞれ 42.4%、39.1%、29.3%と、他の介護度に比べ最も多くなっている。（図表３９－１）  

問３９ 介護者のあなたが必要とするサービスは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

「介護宿泊サービス」が 45.6%、「介護日帰りサービス」が 34.8%、「見守りサービス」が

29.6%。 

 

図表３９－１ 介護者が必要とするサービス（介護度別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 認知度の程度別でみると、「介護者が休息出来るように、高齢者を数日間施設で介護する宿泊サービ

ス」では⑥が 68.8%と最も多くなっており、①が 28.7%と少なくなっている。「介護者への経済的支援」

では⑦が 30.4%と、他の認知度の程度に比べ割合が多くなっている。（図表３９－２）  

図表３９－２ 介護者が必要とするサービス（認知度の程度別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（１４）介護者の状態 

 

 介護者の状態について、「はい」は『困った時に、相談できる相手がいる』が 63.9%と最も多く、次い

で『以前は楽にできていた事が、今ではおっくうに感じられる』（58.6%）、『わけもなく疲れたような感

じがする』（57.2%）の順となっている。一方、「いいえ」は『自分は役に立つ人間だと思えない』が 73.6%

と最も多く、『悲しかったり、落ち込んだり、憂うつだったりすることが続いている』（65.0%）、『仕事

や趣味、普段楽しみにしていることなど、たいていのことに興味がもてない状態が続いている』（59.7%）

と続いている。（図表４０－１）  

問４０ 主に介護している方の最近２週間のことについておたずねします。ア～ケのすべての質問

にご回答ください。（「１（はい）」または「２（いいえ）」のどちらかに○） 

『以前は楽にできていた事が、今ではおっくうに感じられる』、『わけもなく疲れたような感じ

がする』、『困った時に、相談できる相手がいる』は、「はい」が半数以上。 

 

図表４０－１ 介護者の状態 
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第４章 介護保険に関する調査 

（１５）「こころの健康チェック」の分析結果 

 

 問４０の回答の組み合わせにより、抑うつ状態の評価（こころの健康チェック）を行った。その結果、

「左記の判定に該当しない」（境界層）が 42.2%と最も多く、次いで「相談が望ましい」（21.9%）、「問題

なし」（10.1%）の順となっている。 

 性×年齢別でみると、女性の５０歳未満、６０～６４歳、７５～７９歳において「相談が望ましい」

が 25%程度を占めている。（図表 a－１）  

「相談が望ましい」が21.9%、「問題なし」が10.1%、「やや疲れ気味」が8.1%。 

 

図表 a－１ 「こころの健康チェック」の分析結果 
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第４章 介護保険に関する調査 

（１６）今後の在宅介護の見通し 

 

 今後の在宅介護の見通しについて、「これ以上負担が重くならなければやっていけると思う」が 51.6%

と最も多く、次いで「何とかやっていけると思う」（23.5%）、「すでにやっていけない状況にあると思う」

（8.8%）、「負担なく、やっていけると思う」（2.7%）の順となっている。 

 介護度別でみると、「これ以上負担が重くならなければやっていけると思う」の割合は、おおむね介

護度が上がるにつれて少なくなっている。 

経年比較でみると、「これ以上負担が重くならなければやっていけると思う」は、平成１９年度は 49.6%、

平成２２年度は 50.9%、平成２５年度は 51.6%と、年度とともに多くなっている。「すでにやっていけな

い状況にあると思う」についても、年度とともに多くなっている。（図表４１－１）  

問４１ 身体的、精神的な負担を考えて、これからも在宅での介護を続けていけると思いますか。（１つに○） 

「これ以上負担が重くならなければやっていけると思う」が51.6%、「何とかやっていけると

思う」が23.5%、「すでにやっていけない状況にあると思う」が8.8%。 
 

図表４１－１ 今後の在宅介護の見通し（介護度別／経年比較） 
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 認知度の程度別でみると、おおむね認知度の程度が高くなる（必要な介護の度合いが上がる）につれ

て「すでにやっていけない状況にあると思う」の割合が多くなっている。また、「負担なく、やってい

けると思う」は、『認知症はない』において 6.7%と、他の認知度の程度に比べ最も多くなっている。（図

４１－２） 

  

図表４１－２ 今後の在宅介護の見通し（認知度の程度別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

（１７）本人と衝突した経験 

 

 本人と衝突した経験について、「相手を侮辱するような言葉を言ったり、威圧的な態度をとったりし

たことがある」が 27.7%と最も多く、次いで「介護やお世話を放棄してしまったことがある」（3.2%）、

「相手を殴ったり蹴ったりしてしまったことがある」（2.2%）の順となっている。 

 介護度別では、「相手を殴ったり蹴ったりしてしまったことがある」は、要介護３が 3.6%、要介護５

が 6.5%と、他の介護度に比べ多くなっている。また、「相手を侮辱するような言葉を言ったり、威圧的

な態度をとったりしたことがある」は要介護３が 33.6%と、他の介護度に比べ多くなっている。 

 介護年数別では、「相手を侮辱するような言葉を言ったり、威圧的な態度をとったりしたことがある」

は、３年～５年未満が 33.1%、５年～１０年未満が 32.9%と、他の介護年数に比べ多くなっている。（図

表４２－１）  

問４２ 最近６か月の間に、介護が原因で、介護保険の認定を受けているご本人と衝突したことは

ありますか。（あてはまるものすべてに〇） 

「相手を侮辱するような言葉を言ったり、威圧的な態度をとったりしたことがある」が

27.7%、「介護やお世話を放棄してしまったことがある」が 3.2%、「相手を殴ったり蹴った

りしてしまったことがある」が2.2%。 
 

図表４２－１ 本人と衝突した経験（介護度別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表４２－２ 本人と衝突した経験（介護年数別） 
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第４章 介護保険に関する調査 

 

 認知度の程度別では、「相手を侮辱するような言葉を言ったり、威圧的な態度をとったりしたことが

ある」は①～⑤では認知度の程度が高くなるにつれ多くなっており、⑤では半数近くになっている。「介

護やお世話を放棄してしまったことがある」は、⑤～⑦で割合が多くなっている。「相手を殴ったり蹴

ったりしてしまったことがある」は、⑦が 10.7%と、他の認知度の程度と比べ多くなっている。（図表４

２－３） 

  

図表４２－３ 本人と衝突した経験（認知度の程度別） 
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① 認知症はない ⑤

日中を中心として、下記の状態が見られる
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意
思疎通の困難さが時々見られ、
介護を必要とする

②
何らかの認知症はあるが、
日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立してい
る

⑥

夜間を中心として、下記の状態が見られる
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意
思疎通の困難さが時々見られ、
介護を必要とする

③

家庭外で下記の状態が見られる
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意
思疎通の困難さが多少見られても、
誰かが注意していれば自立できる

⑦
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意
思疎通の困難さが頻繁に見られ、
常に介護を必要とする

④

家庭内でも下記の状態が見られる
日常生活に支障を来たすような症状・行動や意
思疎通の困難さが多少見られても、
誰かが注意していれば自立できる

⑧
著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体
疾患が見られ、
専門医療を必要とする
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第４章 介護保険に関する調査 

（１８）本人の認知状況について 

 

 本人の認知状況について、「家庭内で日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さ

が多少見られても、誰かが注意していれば自立できる」が 23.8%と最も多く、次いで「認知症はない」

が 22.2%、「何らかの認知症はあるが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している」が 13.7%の順

となっている。 

経年比較でみると、「家庭外で日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少

見られても、誰かが注意していれば自立できる」「家庭内で日常生活に支障を来たすような症状・行動

や意思疎通の困難さが多少見られても、誰かが注意していれば自立できる」を合計した割合は、平成

１９年度は 21.5%、平成２２年度は 26.2%、平成２５年度は 32.2%と、年度とともに多くなっている。「認

知症はない」は 22.2%と、過年度（平成１９年度 34.3%、平成２２年度 33.0%）に比べ少なくなっている。

「日中を中心として日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが時々見られ、介護

を必要とする」は、平成１９年度は 5.8%、平成２２年度は 7.0%、平成２５年度は 8.3%と、年度ととも

に多くなっている。（図表４３－１）  

問４３ 介護保険の認定を受けているご本人の認知症の状況について、１～８までの番号のうち、

もっとも近いものはどれですか。（１つに○） 

「家庭内で日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、

誰かが注意していれば自立できる」が23.8%、「認知症はない」が22.2%。 
 

図表４３－１ 本人の認知状況について 

認
知
症
は
な
い 

何
ら
か
の
認
知
症
は
あ
る
が
、
日
常
生
活
は
家
庭
内

及
び
社
会
的
に
ほ
ぼ
自
立
し
て
い
る 

家
庭
外
で
下
記
の
状
態
が
見
ら
れ
る 

日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や

意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
多
少
見
ら
れ
て
も
、
誰
か
が

注
意
し
て
い
れ
ば
自
立
で
き
る 

家
庭
内
で
も
下
記
の
状
態
が
見
ら
れ
る 

日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や

意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
多
少
見
ら
れ
て
も
、
誰
か
が

注
意
し
て
い
れ
ば
自
立
で
き
る 

日
中
を
中
心
と
し
て
、
下
記
の
状
態
が
見
ら
れ
る 

日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や

意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
時
々
見
ら
れ
、
介
護
を
必
要

と
す
る 

夜
間
を
中
心
と
し
て
、
下
記
の
状
態
が
見
ら
れ
る 

日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や

意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
時
々
見
ら
れ
、
介
護
を
必
要

と
す
る 

日
常
生
活
に
支
障
を
来
た
す
よ
う
な
症
状
・
行
動
や

意
思
疎
通
の
困
難
さ
が
頻
繁
に
見
ら
れ
、
常
に
介
護

を
必
要
と
す
る 

著
し
い
精
神
症
状
や
問
題
行
動
あ
る
い
は
重
篤
な
身

体
疾
患
が
見
ら
れ
、
専
門
医
療
を
必
要
と
す
る 

無
回
答 

 

 

 

 

 

 

 

22.2

33.0

34.3

13.7

15.7

14.6

8.4

7.2

5.5

23.8

19.0

16.0

8.3

7.0

5.8

2.2

0.8

1.0

7.6

5.1

5.8

1.5

0.9

1.1

12.4

11.2

15.9

凡例

平成２５年度 (739)

平成２２年度 (2,039)

平成１９年度 (3,416)

(%)

n

経
年
比
較



 

285 

 

第４章 介護保険に関する調査 

９９９９．．．．社会的孤立の状況について社会的孤立の状況について社会的孤立の状況について社会的孤立の状況について    

 

介護者がいない人について、世帯構成（問６）、生活の中での不安を相談する相手（問９）、通院・往

診の有無（問１０）といった社会的孤立にかかわる３項目にてその有無・頻度がほとんど無いと回答し

た人の状況を整理した。 

回答者 83 人のうち、世帯構成が、通院・往診、生活の中での不安の相談相手の３項目がすべてない

人はみられない。（図表 b－１） 

    

        

問６ 一緒に暮らしている家族の構成をお答えください 

問９ 生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか 

問１０ 現在、通院（病院・医院・診療所）や往診で診療を受けていますか 

一人暮らしで、生活の中での不安を相談する人がおらず、通院・往診を受けていない人はみら一人暮らしで、生活の中での不安を相談する人がおらず、通院・往診を受けていない人はみら一人暮らしで、生活の中での不安を相談する人がおらず、通院・往診を受けていない人はみら一人暮らしで、生活の中での不安を相談する人がおらず、通院・往診を受けていない人はみら

れない。れない。れない。れない。    

 

図表 b－１ 社会的孤立の状況について 
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第４章 介護保険に関する調査 

１０１０１０１０．高齢者の福祉についてのご意見・ご要望．高齢者の福祉についてのご意見・ご要望．高齢者の福祉についてのご意見・ご要望．高齢者の福祉についてのご意見・ご要望    

高齢者の福祉について、330 人からの回答があった。記載内容を区分し、いくつかの意見について以

下に示す。 

 

【施設の基盤整備について （46 件）】 

・有料老人ホームは金額が高すぎるので特養を希望するが、なかなか入れる状況ではない。 

・ねたきりや認知症の人を家庭で介護し続けるのは無理だと思う。家庭が壊れてしまう。施設を増や

してほしい。 

・入れる特養ホームを増やしてほしい。デイサービスの充実より施設整備のほうが大事。 

 

【福祉施策について （74 件）】 

・ケアマネジャーが適切なサービス案内をしてくれない。教育、研修が行き届いていないのではない

か。 

・現役世代の介護者に対する支援が何もない。職を失う状況にならないよう支援枠を増やしてほしい。 

・現役世代の同居家族がいることでサービスに制限があるのはおかしい。できるだけのことをしよう

としている家族が追い詰められることに、苦痛を感じている。 

・介護者が通院する際の、見守りサービスを導入してほしい。（介護者がそばにいない状態でも見守

りをしてほしい。） 

 

【情報、相談について （29 件）】 

・制度やサービスについて、日頃から知る機会があれば良いと思う。 

・介護保険、福祉サービスにどのようなものがあるのか、一覧表が欲しい。サービス内容も変わって

いくので、新しい情報が欲しい。（情報が足りない旨の意見は多い） 

・介護者の精神的負担を軽減するよう、カウンセリングがあればよいと思う。 

 

【医療、医療費、病院について （13 件）】 

・往診してくれる医師が少なく、探すのが大変。 

・療養型病院の費用がとても高い。老健くらいの料金で入所できるとありがたい。 

 

【生きがい、社会参加について （3 件）】 

・活動できる人のためにサークル等を作って欲しい。 

 

【今後の介護について （15 件）】 

・日に日に身体状況が悪くなっていくのを見ていると、今後どのようなサービスを受けられるのか不

安。 
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第４章 介護保険に関する調査 

【介護保険制度について （21 件）】 

・医療行為が必要な人のショートステイを、もっと多くの施設で利用できるようにしてほしい。 

・ありがたい制度であるが手続きや仕組みが複雑で、結局ケアマネまかせになってしまう。 

・身体的な理由だと、認知症に比べて介護度が高くならない。サービスの内容も、実費負担しないと

不足する状況で、役に立たない。 

 

【サービス、スタッフの質について （25件）】 

・ケアマネジャーを一度決めると変更しづらく、比較や評価ができない。 

・ショートステイを時々利用しているが、施設職員の質を高めてほしい。 

 

【介護保険料について （9 件）】 

・ニュースで、利用料の負担割合増加言われていて不安である。 

・保険料もサービス利用料も高い。 

 

【健康増進、予防について （4 件）】 

・福祉サービスの充実はありがたいが、サービスを必要としない人を増やすことが大事だと思う。 

 

【在宅サービスについて （15 件）】 

・同居家族がいてもホームヘルプサービスが受けられるようにしてほしい。 

・夜間のサービスを充実してほしい。 

 

【介護職の待遇改善について （6件）】 

・ヘルパー、デイサービス従事者の待遇をもっと良くしてほしい。 

 

【アンケートについて （11 件）】 

・質問の数が多く判断しにくいものがある、字が小さい。 

・調査のための調査にならないよう、アンケート結果を無駄にしないでほしい。 

 

【経済的負担等について （14 件）】 

・多少の蓄えはあるが、介護費用がかさみ年金収入のみでの生活は経済的に苦しい。これ以上サービ

スを増やすことができず不安。 

・今でも切りつめて生活しているのに、消費税が上がり年金が少なくなったら、介護サービスを利用

できなくなると思う。 

 

【制度・施策に満足している （20 件）】 

・今の保険制度に満足しております。 
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【その他 （25 件）】 

・デイサービスを利用し始め、同年代の人との接点が増えてから、母の表情がいきいきしてきた。 

・判断力が落ちてきた高齢者を狙う悪徳業者がいて不安。 

・いろいろなサービスがあっても本人が受け入れてくれないので困っている。 

 



地域包括ケアモデル実態調査 

平成平成平成平成２５２５２５２５年年年年８８８８月月月月    

【調査ご協力のお願い】【調査ご協力のお願い】【調査ご協力のお願い】【調査ご協力のお願い】    

 日頃から杉並区政にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申しあげます。 

区では、住みなれた地域で安心して暮らしていけるよう、高齢者施策を展開してい

ます。このたび、今後の高齢社会に向け地域のニーズを把握するために、平成２５

年７月２８日現在、杉並区にお住まいの７５歳以上の方 2,000 人を対象にアンケー

ト調査票を送付さていただきました。 

 

 

 この調査は無記名式となっていますので、お名前をご記入いただく必要はあり

ません。また、ご回答いただいた内容は統計情報の作成のみに使用いたします。 

 

 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願

いいたします。 

 

【調査票の記入にあたってのお願い】【調査票の記入にあたってのお願い】【調査票の記入にあたってのお願い】【調査票の記入にあたってのお願い】    

１ ボールペンまたは鉛筆でご記入ください。 

２ ご回答にあたっては、封筒のあて名ご本人について

お答えいただきますが、ご家族や周りの方がご本人と

一緒に、またはご本人の代わりにご記入いただいても

かまいません。そのときはあて名ご本人の立場にたっ

てお答えください。 

３ 質問文に記載のあります「１つに○」「いくつでも○」などの説明にしたがっ

て番号に○をつけてご回答ください。また、「その他」にあてはまる場合は、（ ）

内になるべく具体的に内容をご記入ください。 

４  質問によっては、ご回答いただく方が限られる場合があります。矢印（→）な

ど、次にご回答いただく質問番号への案内にご注意ください。 

５ 問４０～４２は、封筒のあて名ご本人を介助・介護されている方への質問と 

なっています。 

６ ご回答いただいた調査票は、９月２日（月）まで９月２日（月）まで９月２日（月）まで９月２日（月）までに同封の返信用封筒  

（切手は不要です）にてご返送ください。 

７ 調査の内容や記入の方法などについて、ご不明な点がありましたら、下記まで

お問い合わせください。 

 

    

【はじめにおききします】【はじめにおききします】【はじめにおききします】【はじめにおききします】    

〒166-8570 杉並区阿佐谷南１－15－１ 

杉並区役所 保健福祉部 高齢者施策課 管理係 

電話：03-3312-2111（大代表） 内線 1162 
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問問問問１１１１. . . . この調査票を記入するのはどなたですかこの調査票を記入するのはどなたですかこの調査票を記入するのはどなたですかこの調査票を記入するのはどなたですか。（。（。（。（あて名のご本人からみた関係）あて名のご本人からみた関係）あて名のご本人からみた関係）あて名のご本人からみた関係）    

    

1. あて名のご本人  2. 配偶者    3. 子 

4. 子の配偶者    5. 兄弟姉妹   6. その他（      ）

    

※※※※    以下の質問の中での「あなた」は、お送りした封筒のあて名の方になります。以下の質問の中での「あなた」は、お送りした封筒のあて名の方になります。以下の質問の中での「あなた」は、お送りした封筒のあて名の方になります。以下の質問の中での「あなた」は、お送りした封筒のあて名の方になります。    

問問問問２２２２....あなた（封筒のあて名あなた（封筒のあて名あなた（封筒のあて名あなた（封筒のあて名ご本人ご本人ご本人ご本人））））の性別の性別の性別の性別は。は。は。は。    

 1. 男性             2. 女性 

 

問問問問３３３３. . . . あなたあなたあなたあなたの年齢の年齢の年齢の年齢は。は。は。は。    

    

1. 満７５～７９歳   2. 満８０～８４歳   3. 満８５～８９歳 

    

4. 満９０～９４歳  5. 満９５歳以上 

    

問問問問４４４４. . . . あなたはあなたはあなたはあなたは要支援・要介護の認定を受けていますか。要支援・要介護の認定を受けていますか。要支援・要介護の認定を受けていますか。要支援・要介護の認定を受けていますか。    

    

1. 受けている          問問問問５５５５へ進むへ進むへ進むへ進む    

    

2. 受けていない （（（（問７へ進む問７へ進む問７へ進む問７へ進む）））） 

    

問５問５問５問５. . . . 問４で「１問４で「１問４で「１問４で「１....受けている」と回答された方におたずねします受けている」と回答された方におたずねします受けている」と回答された方におたずねします受けている」と回答された方におたずねします    

            あなたのあなたのあなたのあなたの現在の認定状況を教えて下さい。現在の認定状況を教えて下さい。現在の認定状況を教えて下さい。現在の認定状況を教えて下さい。    

    

1. 要支援１   2. 要支援２   3. 要介護１  4. 要介護２ 

    

5. 要介護３   6. 要介護４   7. 要介護５ 

 

問問問問６６６６. . . . あなたはあなたはあなたはあなたは介護介護介護介護サービスを利用していますか。サービスを利用していますか。サービスを利用していますか。サービスを利用していますか。    

    

1. 利用している         2. 利用していない 

問８へ進む問８へ進む問８へ進む問８へ進む        

 

問問問問７７７７. . . . 問４で問４で問４で問４で要支援・要介護を要支援・要介護を要支援・要介護を要支援・要介護を「２「２「２「２....受けていない」と受けていない」と受けていない」と受けていない」と回答された回答された回答された回答された方におたず方におたず方におたず方におたず

ねします。ねします。ねします。ねします。普段、普段、普段、普段、どなたかの介助どなたかの介助どなたかの介助どなたかの介助・介護が必要ですか。・介護が必要ですか。・介護が必要ですか。・介護が必要ですか。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

1. 介助・介護は必要ない 

    

2. 何らかの介助・介護は必要だが、現在は受けていない 

    

3. 家族などの介助・介護を受けている 
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【ご家族や生活状況についておたずねします】【ご家族や生活状況についておたずねします】【ご家族や生活状況についておたずねします】【ご家族や生活状況についておたずねします】    

問問問問８８８８. . . . 家族構成を教えて下さい。（家族構成を教えて下さい。（家族構成を教えて下さい。（家族構成を教えて下さい。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 一人暮らし （問１０へ進む）（問１０へ進む）（問１０へ進む）（問１０へ進む） 

    

2. 夫婦のみ（配偶者６５歳以上） 

    

3. 夫婦のみ（配偶者６４歳以下） 

    

4. ２世代家族（全員が６５歳以上） 

    

5. ２世代家族             問９へ進む問９へ進む問９へ進む問９へ進む 

    

6. ３世代家族 

    

7. 兄弟姉妹 

    

8. その他（         ） 

 

 

 

問問問問９９９９. . . . 日中、ひとりになることがありますか日中、ひとりになることがありますか日中、ひとりになることがありますか日中、ひとりになることがありますか。。。。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. よくある     2. たまにある     3. ない 

 

                              問１１へ進む問１１へ進む問１１へ進む問１１へ進む 

 

問問問問１０１０１０１０. . . . 問８で「１問８で「１問８で「１問８で「１....一人暮らし」と一人暮らし」と一人暮らし」と一人暮らし」と回答された回答された回答された回答された方におたずねします。方におたずねします。方におたずねします。方におたずねします。    

お子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったりお子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったりお子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったりお子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったり、、、、

電話などで連絡をとっていますか。（電話などで連絡をとっていますか。（電話などで連絡をとっていますか。（電話などで連絡をとっていますか。（1111 つにつにつにつに○）○）○）○）    

    

    

1. ほとんど毎日       2. 週に３～４回 

    

3. 週に２回程度       4. 週に１回程度 

    

5. 月に１～２回程度     6. ほとんどない 

    

7.  まったくない       8. 親族がいない 

    

9. その他（         ） 
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問問問問１１１１１１１１. . . . あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 公的年金（国民年金、恩給等）  

    

2. 自分の仕事の収入 

    

3. 預貯金、地代、家賃収入等    

    

4. 同居している家族の収入 

    

5. 別居している家族からの仕送り  

    

6. 公的扶助（生活保護など） 

    

7. その他（          ） 

 

    

問問問問１２１２１２１２. . . . 昨年１年間の世帯の収入はどのくらいでしたか。（昨年１年間の世帯の収入はどのくらいでしたか。（昨年１年間の世帯の収入はどのくらいでしたか。（昨年１年間の世帯の収入はどのくらいでしたか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. １００万円未満         

    

2. １００～２００万円未満 

    

3. ２００～４００万円未満     

    

4. ４００～６００万円未満 

    

5. ６００～８００万円未満     

    

6. ８００～１０００万円未満 

    

7. １０００万円以上        

    

8. 収入なし 

    

9． わからない 

 

 

 

【住まいについておたずねします】 

問問問問１３１３１３１３. . . . お住まいは次のうちどれですか。（お住まいは次のうちどれですか。（お住まいは次のうちどれですか。（お住まいは次のうちどれですか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 一戸建て持ち家     2. 分譲マンション 

    

3. 一戸建て貸家      4. 賃貸の公団、公社住宅 

    

5. 都営、区営住宅     6. 賃貸マンション、アパート 

    

7. 社宅、官舎       8. その他（          ） 
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問問問問１４１４１４１４. . . . 介護が必要になった場合に介護が必要になった場合に介護が必要になった場合に介護が必要になった場合に希望する希望する希望する希望する（（（（今、介護今、介護今、介護今、介護を受けているを受けているを受けているを受けている方は方は方は方は理想理想理想理想

と思うと思うと思うと思う））））居住形態について一番近いものは居住形態について一番近いものは居住形態について一番近いものは居住形態について一番近いものはどれですかどれですかどれですかどれですか。。。。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい 

    

2.  子や兄弟姉妹のところに移りたい 

    

3. 様々な事業者が独自に運営する「介護付き有料老人ホーム」に入

りたい 

    

4. 介護度が高くなっても所得に応じた費用で入所できる「特別養護

老人ホーム」に入りたい 

    

5. 身近な地域で他の入居者と共同生活する「認知症高齢者グループ

ホーム」に入りたい 

    

6. 見守りや食事などが提供される「サービス付き高齢者向け住宅」

に入りたい 

    

7. その他（          ） 

    

8. わからない 

 

                    １、２、７、８の方は問１６へ進む１、２、７、８の方は問１６へ進む１、２、７、８の方は問１６へ進む１、２、７、８の方は問１６へ進む 

    

    

問問問問１５１５１５１５. . . . 問１４で「３・４・５・６」と回答された方におたずねします。問１４で「３・４・５・６」と回答された方におたずねします。問１４で「３・４・５・６」と回答された方におたずねします。問１４で「３・４・５・６」と回答された方におたずねします。    

家賃・介護費用など月額負担家賃・介護費用など月額負担家賃・介護費用など月額負担家賃・介護費用など月額負担費用費用費用費用はいくらまで可能ですか。（はいくらまで可能ですか。（はいくらまで可能ですか。（はいくらまで可能ですか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. １０万円未満         2. １０～１５万円未満 

    

3. １５～２０万円未満      4. ２０～２５万円未満 

    

5. ２５～３０万円未満      6. ３０万円以上 

    

7. わからない 

 

    

問１６．できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何問１６．できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何問１６．できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何問１６．できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何    

                ですか。ですか。ですか。ですか。（一番必要と思うもの（一番必要と思うもの（一番必要と思うもの（一番必要と思うもの 1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

1. 在宅でいつでも医療が受けられるサービス 

    

2. 食事や排せつなどの身体の介助が受けられるサービス 

    

3. 掃除・洗たく・料理など家事援助が受けられるサービス 

    

4. 緊急の時に誰かが駆けつけてくれるサービス 

    

5. その他（          ） 
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※※※※    問５で要介護１～要介護５の認定を受けている問５で要介護１～要介護５の認定を受けている問５で要介護１～要介護５の認定を受けている問５で要介護１～要介護５の認定を受けているとご回答のとご回答のとご回答のとご回答の方は方は方は方は    

以下の問１７～問以下の問１７～問以下の問１７～問以下の問１７～問３２３２３２３２は回答せずには回答せずには回答せずには回答せずに９９９９頁の頁の頁の頁の問問問問３３３３３３３３へへへへおおおお進進進進みくださいみくださいみくださいみください    

    

【社会参加についておたずねします】 

問１７問１７問１７問１７. . . . 友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む）友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む）友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む）友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む）    

    

1. はい             2. いいえ 

 

問１８．家族や友人の相談にのっていますか。問１８．家族や友人の相談にのっていますか。問１８．家族や友人の相談にのっていますか。問１８．家族や友人の相談にのっていますか。    

    

1. はい             2. いいえ 

    

問１９．問１９．問１９．問１９．病人を見舞うことができますか。病人を見舞うことができますか。病人を見舞うことができますか。病人を見舞うことができますか。    

    

1. はい             2. いいえ 

 

問２０．若い人に自分から話しかけることがありますか。問２０．若い人に自分から話しかけることがありますか。問２０．若い人に自分から話しかけることがありますか。問２０．若い人に自分から話しかけることがありますか。    

    

1. はい             2. いいえ 

 

問２１．現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。問２１．現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。問２１．現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。問２１．現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。    

（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）    

    

    

1. 仕事              

    

2. 趣味やサークル活動 

    

3. 学習や教養を高める活動     

    

4. NPO・ボランティア活動 

    

5. 町会、自治会、いきいきクラブ活動 

    

6. 健康づくり           

    

7. 特にない 

    

8. その他（          ） 
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【日常生活についておたずねします】    

問２２．問２２．問２２．問２２．次の次の次の次の（１）～（１（１）～（１（１）～（１（１）～（１００００））））の全ての項目について、の全ての項目について、の全ての項目について、の全ての項目について、あてはまるものにあてはまるものにあてはまるものにあてはまるものにそれそれそれそれ

ぞれ１つずつ○ぞれ１つずつ○ぞれ１つずつ○ぞれ１つずつ○をつけてください。をつけてください。をつけてください。をつけてください。    

 

いずれかに必ず○いずれかに必ず○いずれかに必ず○いずれかに必ず○をつける 

 

（１）新聞を読んでいますか。 

 

1. はい  2. いいえ 

 

（２）本や雑誌を読んでいますか。 

 

1. はい  2. いいえ 

 

（３）健康についての記事や番組に関心がありますか。 

 

1. はい  2. いいえ 

 

（４）役所や病院などに出す書類が書けますか。 

 

1. はい  2. いいえ 

（５）携帯電話やパソコンのメールで連絡をしたり、イン 

ターネットを使って情報を得たりしていますか。 

1. はい  2. いいえ 

（６）バスや電車、または自家用車を使って一人で外出でき

ますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

（７）自分で日用品の買物ができますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

（８）自分でお金の管理（預貯金の出し入れなど）ができま

すか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

（９）自分で請求書の支払いができますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

（１０）自分で食事の用意ができますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

 

問２３．食事は自分で食べられますか。問２３．食事は自分で食べられますか。問２３．食事は自分で食べられますか。問２３．食事は自分で食べられますか。    

 

    

1. できる          

    

2. 一部介助（おかずを切ってもらうなど）があればできる 

    

3. 全面的な介助が必要      
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【記憶・判断についておたずねします】    

問問問問２４２４２４２４．５分前のことが思い出せますか。．５分前のことが思い出せますか。．５分前のことが思い出せますか。．５分前のことが思い出せますか。    

    

1. はい             2. いいえ 

 

問問問問２５２５２５２５．その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。．その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。．その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。．その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。    

（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 困難なくできる 

    

2. いくらか困難ではあるが、できる 

    

3. 判断する時に他人からの合図や見守りが必要 

    

4. ほとんど判断できない 

 

 

問問問問２６２６２６２６．人に自分の考えをうまく伝えられていますか．人に自分の考えをうまく伝えられていますか．人に自分の考えをうまく伝えられていますか．人に自分の考えをうまく伝えられていますか。。。。（（（（1111 つに○つに○つに○つに○））））    

    

    

1. 伝えられる        

    

2. いくらか困難ではあるが、伝えられる 

    

3. あまり伝えられない    

    

4. ほとんど伝えられない 

 

 

 

【転倒予防についておたずねします】 

問問問問２７２７２７２７．この１年間に転んだことはありますか。．この１年間に転んだことはありますか。．この１年間に転んだことはありますか。．この１年間に転んだことはありますか。    

    

1. はい             2. いいえ 

 

問問問問２２２２８８８８．．．．この１年間でこの１年間でこの１年間でこの１年間で、、、、背中が丸くなってきましたか。背中が丸くなってきましたか。背中が丸くなってきましたか。背中が丸くなってきましたか。    

    

1. はい             2. いいえ 

    

問問問問２９２９２９２９．．．．この１年間でこの１年間でこの１年間でこの１年間で、、、、歩く速度歩く速度歩く速度歩く速度がががが遅くなってきましたか。遅くなってきましたか。遅くなってきましたか。遅くなってきましたか。    

    

1. はい             2. いいえ 

    

問問問問３０３０３０３０．杖を使っていますか。．杖を使っていますか。．杖を使っていますか。．杖を使っていますか。    

    

1. はい             2. いいえ 
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【地域とのかかわりについておたずねします】 

問問問問３１３１３１３１．近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか。（．近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか。（．近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか。（．近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. ほぼ毎日           2. 週に３～４回程度 

    

3. 週に２回           4. 週に１回 

    

5. 月に１～２回程度       6. ほとんど無い 

 

    

問問問問３２３２３２３２．日常生．日常生．日常生．日常生活で手助け活で手助け活で手助け活で手助けが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいでが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいでが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいでが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいで

すか。（すか。（すか。（すか。（あてはまると思うものをあてはまると思うものをあてはまると思うものをあてはまると思うものを 3333 つまで○つまで○つまで○つまで○をつけてくださいをつけてくださいをつけてくださいをつけてください））））    

 

    

1. 安否確認の声かけ 

    

2. ちょっとした買い物やゴミだし 

    

3. 食事の提供（配食・会食など） 

    

4. 食事づくりや掃除・洗たくのお手伝い 

    

5. 通院や外出の手助け 

    

6. 電球交換や簡単な大工仕事 

    

7. 話し相手や相談相手 

    

8. 災害時の手助け 

    

9. その他（          ） 

    

10. 特にない 
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※※※※全ての方におたずねします。全ての方におたずねします。全ての方におたずねします。全ての方におたずねします。    

            （要介護認定を受けている方もここからはお答えください。）（要介護認定を受けている方もここからはお答えください。）（要介護認定を受けている方もここからはお答えください。）（要介護認定を受けている方もここからはお答えください。）    

    

    

【健康についておたずねします】【健康についておたずねします】【健康についておたずねします】【健康についておたずねします】    

問問問問３３３３３３３３．現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか．現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか．現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか．現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか。。。。    

（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 通院している         2. 往診を受けている 

    

3. 通院や往診は受けていない             １０ページの１０ページの１０ページの１０ページの問問問問３３３３６６６６へ進むへ進むへ進むへ進む    

 

１、２の方は問３４へ進む１、２の方は問３４へ進む１、２の方は問３４へ進む１、２の方は問３４へ進む 

 

問問問問３４３４３４３４．通院や往診の頻度を教えて下さい。（．通院や往診の頻度を教えて下さい。（．通院や往診の頻度を教えて下さい。（．通院や往診の頻度を教えて下さい。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 週２回以上          2. 週１回程度 

    

3. 月２回程度          4. 月１回程度 

    

5. 数か月に 1回程度       6. 定期的ではない（不定期） 

 

 

問問問問３５３５３５３５．．．．問問問問３３３３３３３３でででで「２．「２．「２．「２．往診を受けている往診を受けている往診を受けている往診を受けている」」」」と回答と回答と回答と回答されされされされた方におたずねしますた方におたずねしますた方におたずねしますた方におたずねします。。。。    

往診を受けているのは、どのような内容ですか往診を受けているのは、どのような内容ですか往診を受けているのは、どのような内容ですか往診を受けているのは、どのような内容ですか。。。。（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）    

    

    

1. 点滴 

    

2. 酸素療法 

    

3. 人工呼吸器 

    

4. 気管切開の処置 

    

5. 痛みに対する管理（注射、湿布、薬等） 

    

6. 経管栄養（胃ろうなど） 

    

7. じょくそう（床ずれ）の処置 

    

8. 導尿の管理（カテーテルなど） 

    

9. インスリンの自己注射 

    

10. その他（                        ） 
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問問問問３６３６３６３６．現在．現在．現在．現在、、、、医師の処方した医師の処方した医師の処方した医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（薬を何種類飲んでいますか。（薬を何種類飲んでいますか。（薬を何種類飲んでいますか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. １種類      2. ２種類      3. ３種類 

    

4. ４種類      5. ５種類以上    6. 薬を服用していない 

 

    

問問問問３７３７３７３７．．．．    この１年間で入院したことがありますか。この１年間で入院したことがありますか。この１年間で入院したことがありますか。この１年間で入院したことがありますか。    

1. ある            2. ない 

 

 

 

【その他】 

問問問問３８３８３８３８．地域包括支援センター（ケア２４）を知っていますか。．地域包括支援センター（ケア２４）を知っていますか。．地域包括支援センター（ケア２４）を知っていますか。．地域包括支援センター（ケア２４）を知っていますか。    

    

    

1. 業務内容を含めて知っている   2. 名前は知っている 

    

3. 知らない 

 

    

問問問問３９３９３９３９．地域包括支援センター（ケア２４）を利用したことはありますか。．地域包括支援センター（ケア２４）を利用したことはありますか。．地域包括支援センター（ケア２４）を利用したことはありますか。．地域包括支援センター（ケア２４）を利用したことはありますか。    

    

1. ある     2. ないが今後利用したい    3. ない 
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以下以下以下以下の問４０～４２の問４０～４２の問４０～４２の問４０～４２は、封筒のあて名ご本人を介助・介護は、封筒のあて名ご本人を介助・介護は、封筒のあて名ご本人を介助・介護は、封筒のあて名ご本人を介助・介護しているしているしているしている方方方方におにおにおにお

たずねします。たずねします。たずねします。たずねします。    

    

介護・介助を受けられていない方は介護・介助を受けられていない方は介護・介助を受けられていない方は介護・介助を受けられていない方は１１１１３３３３頁の頁の頁の頁のご意見・ご要望の記入欄ご意見・ご要望の記入欄ご意見・ご要望の記入欄ご意見・ご要望の記入欄へおへおへおへお

進みください進みください進みください進みください    

    

 

【介助・介護をしている方におききします】 

問問問問４４４４００００．介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じ．介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じ．介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じ．介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じ

ることはありますか。（ることはありますか。（ることはありますか。（ることはありますか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 非常に感じる        2. 多少は感じる 

    

3. あまり感じない       4. 感じない 

    

5. どちらともいえない     6. サービスは利用していない 

 

 

問問問問４１４１４１４１．介助・介護のことで困っ．介助・介護のことで困っ．介助・介護のことで困っ．介助・介護のことで困ったときたときたときたときの相談先はありますか。の相談先はありますか。の相談先はありますか。の相談先はありますか。（（（（1111 つに○つに○つに○つに○））））    

    

    

1. ご本人の家族や親族 

    

2. 隣近所の人 

    

3. 友人・知人 

    

4. かかりつけ医 

    

5. 介護保険相談員（民生委員） 

    

6. 区役所・保健センター 

    

7. 地域包括支援センター（ケア２４） 

    

8. ケアマネジャー 

    

9. ヘルパーなど介護保険サービス事業者 

    

10. 杉並社会福祉協議会 

    

11. その他（          ） 

    

12. 相談する相手がいない 
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問問問問４２４２４２４２．介助・介護を．介助・介護を．介助・介護を．介助・介護をしてしてしてしているあなたが必要とするサービスはなんですか。いるあなたが必要とするサービスはなんですか。いるあなたが必要とするサービスはなんですか。いるあなたが必要とするサービスはなんですか。    

（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）    

    

1. 高齢者を数日間施設で介護する宿泊サービス 

    

2. 一時的に高齢者を施設で介護する日帰りサービス 

    

3. 介護者が息抜きできるように、代わりに見守りを行うサービス 

    

4. 介護者が疲れた時に家事などを援助するサービス 

    

5. 介護相談やサービスの紹介・手続きの代行 

    

6. 介護者のための健康相談・検診の機会 

    

7. 介護者同士が情報交換できる場 

    

8. その他（          ） 
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【高齢者の福祉について、ご意見・ご要望などございましたら自由にご記入ください【高齢者の福祉について、ご意見・ご要望などございましたら自由にご記入ください【高齢者の福祉について、ご意見・ご要望などございましたら自由にご記入ください【高齢者の福祉について、ご意見・ご要望などございましたら自由にご記入ください】】】】    

    

 

 

貴重なお時間を割いてご協力いただき、貴重なお時間を割いてご協力いただき、貴重なお時間を割いてご協力いただき、貴重なお時間を割いてご協力いただき、ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。    

ご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です）にてご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です）にてご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です）にてご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です）にて    

９月２日（月）までにご返送ください。までにご返送ください。までにご返送ください。までにご返送ください。    

    

    

    



■■■■日常生活圏域ニーズ調査日常生活圏域ニーズ調査日常生活圏域ニーズ調査日常生活圏域ニーズ調査■■■■        

平成２５年９月平成２５年９月平成２５年９月平成２５年９月    

【調査ご協力のお願い】【調査ご協力のお願い】【調査ご協力のお願い】【調査ご協力のお願い】    

 日頃から杉並区政にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申しあげます。 

区では、住みなれた地域で安心して暮らしていけるよう、高齢者施策を展開して

います。 

このたび、今後の高齢社会に向け地域のニーズを把握するために、平成２５年 

８月２６日現在、杉並区にお住まいの６５歳以上の方４,000 人を対象にアンケート

調査票を送付さていただきました。 

  

 この調査は無記名式となっていますので、お名前をご記入いただく必要はありま

せん。また、ご回答いただいた内容は統計情報の作成のみに使用いたします。 

  

 お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願い

いたします。 

 

 

【調査票の記入にあたってのお願い】【調査票の記入にあたってのお願い】【調査票の記入にあたってのお願い】【調査票の記入にあたってのお願い】    

１ ボールペンまたは鉛筆でご記入ください。 

２ ご回答にあたっては、封筒のあて名ご本人について

お答えいただきますが、ご家族や周りの方がご本人と

一緒に、またはご本人の代わりにご記入いただいても

かまいません。そのときはあて名ご本人の立場にたっ

てお答えください。 

３ 質問文に記載のあります「１つに○」「いくつでも○」などの説明にしたがっ

て番号に○をつけてご回答ください。また、「その他」にあてはまる場合は、（ ）

内になるべく具体的に内容をご記入ください。 

４  質問によっては、ご回答いただく方が限られる場合があります。矢印（→）な

ど、次にご回答いただく質問番号への案内にご注意ください。 

５ ご回答いただいた調査票は、９月９月９月９月３０３０３０３０日（月）まで日（月）まで日（月）まで日（月）までに同封の返信用封筒  

（切手は不要です）にてご返送ください。 

６ 調査の内容や記入の方法などについて、ご不明な点がありましたら、下記まで

お問い合わせください。 

 

 

 

    

〒166-8570 杉並区阿佐谷南１－15－１ 

杉並区役所 保健福祉部 高齢者施策課 管理係 

電話：03-3312-2111（大代表） 内線 1162 
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【はじめにおききします】【はじめにおききします】【はじめにおききします】【はじめにおききします】    

問問問問１１１１. . . . この調査票を記入するのはどなたですか（あて名のご本人からみた関係）この調査票を記入するのはどなたですか（あて名のご本人からみた関係）この調査票を記入するのはどなたですか（あて名のご本人からみた関係）この調査票を記入するのはどなたですか（あて名のご本人からみた関係）    

            （（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

1. あて名のご本人  2. 配偶者    3. 子 

4. 子の配偶者    5. 兄弟姉妹   6. その他（      ）

    

※※※※    以下の質問の中での「あなた」は、お送りした封筒のあて名の方になります。以下の質問の中での「あなた」は、お送りした封筒のあて名の方になります。以下の質問の中での「あなた」は、お送りした封筒のあて名の方になります。以下の質問の中での「あなた」は、お送りした封筒のあて名の方になります。    

問問問問２２２２....あなた（封筒のあて名あなた（封筒のあて名あなた（封筒のあて名あなた（封筒のあて名ご本人ご本人ご本人ご本人））））の性別の性別の性別の性別は。は。は。は。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

 1. 男性             2. 女性 

 

問問問問３３３３. . . . あなたあなたあなたあなたの年齢の年齢の年齢の年齢は。は。は。は。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

1. 満６５～６９歳   2. 満７０～７４歳   3. 満７５～７９歳 

    

4. 満８０～８４歳  5. 満８５～８９歳   6. 満９０～９４歳 

    

7. 満９５歳以上 

 

問問問問４４４４....普段、普段、普段、普段、どなたかの介助・介護が必要ですか。どなたかの介助・介護が必要ですか。どなたかの介助・介護が必要ですか。どなたかの介助・介護が必要ですか。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

1. 介助・介護は必要ない 

    

2. 何らかの介助・介護は必要だが、現在は受けていない 

    

3. 家族などの介助・介護を受けている 

 

【ご家族や生活状況についておたずねします】【ご家族や生活状況についておたずねします】【ご家族や生活状況についておたずねします】【ご家族や生活状況についておたずねします】    

問問問問５５５５. . . . 一緒に暮らしている家族の構成を教えてください（１つに○）一緒に暮らしている家族の構成を教えてください（１つに○）一緒に暮らしている家族の構成を教えてください（１つに○）一緒に暮らしている家族の構成を教えてください（１つに○）    

    

    

1. 一人暮らし   （問（問（問（問７７７７へ進む）へ進む）へ進む）へ進む） 

    

2. 夫婦のみ（配偶者６５歳以上） 

    

3. 夫婦のみ（配偶者６４歳以下） 

    

4. ２世代家族（全員が６５歳以上）    （問６へ進む）（問６へ進む）（問６へ進む）（問６へ進む） 

    

5. ２世代家族（６４歳以下の方が同居） 

    

6. ３世代家族 

    

7. 兄弟姉妹 

    

8. その他（         ） 
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問問問問６６６６. . . . 日中、ひとりになることがありますか日中、ひとりになることがありますか日中、ひとりになることがありますか日中、ひとりになることがありますか。。。。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. よくある     2. たまにある     3. ない 

 

                              問問問問８８８８へ進むへ進むへ進むへ進む 

 

問問問問７７７７. . . . 問問問問５５５５で「１で「１で「１で「１....一人暮らし」と一人暮らし」と一人暮らし」と一人暮らし」と回答された回答された回答された回答された方におたずねします。方におたずねします。方におたずねします。方におたずねします。    

お子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったりお子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったりお子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったりお子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったり、、、、

電話などで連絡をとっていますか。（電話などで連絡をとっていますか。（電話などで連絡をとっていますか。（電話などで連絡をとっていますか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. ほとんど毎日       2. 週に３～４回程度 

    

3. 週に２回程度       4. 週に１回程度 

    

5. 月に１～２回程度     6. ほとんどない 

    

7. まったくない        8. 親族がいない 

    

9. その他（         ） 

 

 

問問問問８８８８. . . . あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 公的年金（国民年金、恩給等）  

    

2. 自分の仕事の収入 

    

3. 預貯金、地代、家賃収入等    

    

4. 同居している家族の収入 

    

5. 別居している家族からの仕送り  

    

6. 公的扶助（生活保護など） 

    

7. その他（          ） 

 

    

問問問問９９９９. . . . 昨年１年間の世帯昨年１年間の世帯昨年１年間の世帯昨年１年間の世帯（同居するご家族すべてを含む）（同居するご家族すべてを含む）（同居するご家族すべてを含む）（同居するご家族すべてを含む）の収入はどのくらいでの収入はどのくらいでの収入はどのくらいでの収入はどのくらいで

したか。（したか。（したか。（したか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. １００万円未満      2. １００～２００万円未満 

    

3. ２００～４００万円未満  4. ４００～６００万円未満 

    

5. ６００～８００万円未満  6. ８００～１０００万円未満 

    

7. １０００万円以上     8. 収入なし 

    

9． わからない 
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【住まいについておたずねします】 

問問問問１１１１００００. . . . お住まいは次のうちどれですか。（お住まいは次のうちどれですか。（お住まいは次のうちどれですか。（お住まいは次のうちどれですか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 一戸建て持ち家     2. 分譲マンション 

    

3. 一戸建て貸家      4. 賃貸の公団、公社住宅 

    

5. 都営、区営住宅     6. 賃貸マンション、アパート 

    

7. 社宅、官舎       8. その他（          ） 

 

    

問問問問１１１１１１１１. . . . 介護が必要になった場合に介護が必要になった場合に介護が必要になった場合に介護が必要になった場合に希望する（希望する（希望する（希望する（今、介護今、介護今、介護今、介護を受けているを受けているを受けているを受けている方は方は方は方は理想理想理想理想

と思うと思うと思うと思う））））居住形態について一番近いものはどれですか居住形態について一番近いものはどれですか居住形態について一番近いものはどれですか居住形態について一番近いものはどれですか。。。。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい 

    

2.  子や兄弟姉妹のところに移りたい 

    

3. 様々な事業者が独自に運営する「介護付き有料老人ホーム」に入り

たい 

    

4. 介護度が高くなっても所得に応じた費用で入所できる「特別養護老

人ホーム」に入りたい 

    

5. 身近な地域で他の入居者と共同生活する「認知症高齢者グループホ

ーム」に入りたい 

    

6. 見守りや食事などが提供される「サービス付き高齢者向け住宅」に

入りたい 

    

7. その他（          ） 

    

8. わからない 

 

                    １、２、７、８の方は問１１、２、７、８の方は問１１、２、７、８の方は問１１、２、７、８の方は問１３３３３へ進むへ進むへ進むへ進む 

    

    

問問問問１１１１２２２２. . . . 問１問１問１問１１１１１で「３で「３で「３で「３」「」「」「」「４４４４」「」「」「」「５５５５」「」「」「」「６」と回答された方６」と回答された方６」と回答された方６」と回答された方におたずねします。におたずねします。におたずねします。におたずねします。    

家賃・介護費用など月額負担家賃・介護費用など月額負担家賃・介護費用など月額負担家賃・介護費用など月額負担費用費用費用費用はいくらまで可能ですか。（はいくらまで可能ですか。（はいくらまで可能ですか。（はいくらまで可能ですか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. １０万円未満         2. １０～１５万円未満 

    

3. １５～２０万円未満      4. ２０～２５万円未満 

    

5. ２５～３０万円未満      6. ３０万円以上 

    

7. わからない 
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問１問１問１問１３３３３．できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何．できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何．できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何．できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何    

                ですか。ですか。ですか。ですか。（（（（いくつでもいくつでもいくつでもいくつでも○）○）○）○）    

    

1. 在宅でいつでも医療が受けられるサービス 

    

2. 食事や排せつなどの身体の介助が受けられるサービス 

    

3. 掃除・洗たく・料理など家事援助が受けられるサービス 

    

4. 緊急の時に誰かが駆けつけてくれるサービス 

    

5. 必要時に短期間の施設入所ができるショートステイサービス 

    

6. その他（          ） 

 

 

【社会参加についておたずねします】 

問１問１問１問１４４４４. . . . 友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む）友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む）友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む）友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む）    

    

    

1. はい             2. いいえ 

 

 

問１問１問１問１５５５５．家族や友人の相談にのっていますか。．家族や友人の相談にのっていますか。．家族や友人の相談にのっていますか。．家族や友人の相談にのっていますか。    

    

    

1. はい             2. いいえ 

 

    

問１問１問１問１６６６６．．．．病人を見舞うことができますか。病人を見舞うことができますか。病人を見舞うことができますか。病人を見舞うことができますか。    

    

    

1. はい             2. いいえ 

 

 

問問問問１７１７１７１７．若い人に自分から話しかけることがありますか。．若い人に自分から話しかけることがありますか。．若い人に自分から話しかけることがありますか。．若い人に自分から話しかけることがありますか。    

    

    

1. はい             2. いいえ 

 

 

問１８．生きがいを感じていますか。問１８．生きがいを感じていますか。問１８．生きがいを感じていますか。問１８．生きがいを感じていますか。    

    

    

1. はい             2. いいえ 

 

 

    

    

    



310 

 

問問問問１９１９１９１９．現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。．現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。．現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。．現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。    

（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）    

    

    

1. 仕事              

    

2. 趣味やサークル活動 

    

3. 学習や教養を高める活動     

    

4. ＮＰＯ・ボランティア活動 

    

5. 町会、自治会、いきいきクラブ活動 

    

6. 健康づくり           

    

7. 特にない 

    

8. その他（          ） 

 

 

問２０．問２０．問２０．問２０．近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか。。。。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

    

1. ほぼ毎日              

    

2. 週に３～４回程度 

    

3. 週に２回程度     

    

4. 週に１回程度 

    

5. 月に１～２回程度 

    

6. ほとんどない           
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【日常生活についておたずねします】    

問２問２問２問２１１１１．．．．次の次の次の次の（１）～（１（１）～（１（１）～（１（１）～（１００００））））の全ての項目について、の全ての項目について、の全ての項目について、の全ての項目について、あてはまるものにあてはまるものにあてはまるものにあてはまるものにそれそれそれそれ

ぞれ１つずつ○ぞれ１つずつ○ぞれ１つずつ○ぞれ１つずつ○をつけてください。をつけてください。をつけてください。をつけてください。    

 

いずれかに必ず○いずれかに必ず○いずれかに必ず○いずれかに必ず○をつける 

 

（１）新聞を読んでいますか。 

 

1. はい  2. いいえ 

 

（２）本や雑誌を読んでいますか。 

 

1. はい  2. いいえ 

 

（３）健康についての記事や番組に関心がありますか。 

 

1. はい  2. いいえ 

 

（４）役所や病院などに出す書類が書けますか。 

 

1. はい  2. いいえ 

（５）携帯電話やパソコンのメールで連絡をしたり、イン 

ターネットを使って情報を得たりしていますか。 

1. はい  2. いいえ 

（６）バスや電車、または自家用車を使って一人で外出でき

ますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

（７）自分で日用品の買物をしていますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

（８）自分でお金の管理（預貯金の出し入れなど）をしてい

ますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

（９）自分で請求書の支払いをしていますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

（１０）自分で食事の用意をしていますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

 

問２問２問２問２２２２２．．．．散歩や買い物など、外出の回数はどのくらいですか（通院を除く）散歩や買い物など、外出の回数はどのくらいですか（通院を除く）散歩や買い物など、外出の回数はどのくらいですか（通院を除く）散歩や買い物など、外出の回数はどのくらいですか（通院を除く）。。。。    

（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

    

1. ほぼ毎日         2. 週に３～４回程度 

    

3. 週に２回程度       4. 週に１回程度 

    

5. 月に１～２回程度     6. ほとんどない   
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問２３．１日の食事の回数は何回ですか（普段の生活から平均的な回数）問２３．１日の食事の回数は何回ですか（普段の生活から平均的な回数）問２３．１日の食事の回数は何回ですか（普段の生活から平均的な回数）問２３．１日の食事の回数は何回ですか（普段の生活から平均的な回数）    

（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

    

1. 朝昼晩３回         2. 朝晩２回 

    

3. 朝昼２回           4. 昼夜２回 

    

5. いずれか１食のみ       6. その他（         ） 

 

 

問２問２問２問２４４４４．．．．自分一人ではなく、どなたかと食事をともにする機会はありますか自分一人ではなく、どなたかと食事をともにする機会はありますか自分一人ではなく、どなたかと食事をともにする機会はありますか自分一人ではなく、どなたかと食事をともにする機会はありますか    

（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

    

1. 毎日ある          2. 週に何度かある 

    

3. 月に何度かある        4. 年に何度かある 

    

5. ほとんどない          

 

 

問２５．日常生活で手助けが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいで問２５．日常生活で手助けが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいで問２５．日常生活で手助けが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいで問２５．日常生活で手助けが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいで

すか（３つまで○）すか（３つまで○）すか（３つまで○）すか（３つまで○）    

    

    

1. 安否確認の声かけ     2. ちょっとした買い物やゴミ出し 

    

3. 食事の提供（配食・会食など） 4. 食事づくりや掃除・洗たくのお手伝い 

    

5. 通院や外出の手助け        6.   電球交換や簡単な大工仕事  

    

7. 話し相手や相談相手        8.   災害時の手助け  

    

9.  その他（                                          ） 

    

10.   特にない  

 

 

【記憶・判断についておたずねします】    

問問問問２２２２６６６６．その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。．その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。．その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。．その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。    

（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 困難なくできる 

    

2. いくらか困難ではあるが、できる 

    

3. 判断する時に他人からの合図や見守りが必要 

    

4. ほとんど判断できない 
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問２７．５分前のことが思い出せますか。問２７．５分前のことが思い出せますか。問２７．５分前のことが思い出せますか。問２７．５分前のことが思い出せますか。    

    

1. はい             2. いいえ 

 

問問問問２２２２８８８８．人に自分の考えをうまく伝えられていますか．人に自分の考えをうまく伝えられていますか．人に自分の考えをうまく伝えられていますか．人に自分の考えをうまく伝えられていますか。。。。（（（（1111 つに○つに○つに○つに○））））    

    

    

1. 伝えられる        

    

2. いくらか困難ではあるが、伝えられる 

    

3. あまり伝えられない    

    

4. ほとんど伝えられない 

 

 

【転倒予防についておたずねします】    

問２問２問２問２９９９９．次の（１）～（．次の（１）～（．次の（１）～（．次の（１）～（４４４４）の全ての項目について、あてはまるものに）の全ての項目について、あてはまるものに）の全ての項目について、あてはまるものに）の全ての項目について、あてはまるものにそれぞそれぞそれぞそれぞ

れ１つずつ○れ１つずつ○れ１つずつ○れ１つずつ○をつけてください。をつけてください。をつけてください。をつけてください。    

 

いずれかに必ず○いずれかに必ず○いずれかに必ず○いずれかに必ず○をつける 

（１）この１年間に転んだことはありますか。 1. はい  2. いいえ 

（２）この１年で背中が丸くなってきましたか。 1. はい  2. いいえ 

（３）この１年で歩く速度が遅くなってきましたか。 1. はい  2. いいえ 

（４）この１年で杖を使っていますか。 1. はい  2. いいえ 

 

【健康についておたずねします】 

問問問問３０３０３０３０．．．．ご自分で健康だと思いますかご自分で健康だと思いますかご自分で健康だと思いますかご自分で健康だと思いますか。。。。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. とても健康だと思う      2.  まあまあ健康だと思う 

    

3. あまり健康ではない       4.   健康ではない 

 

    

問問問問３１３１３１３１．．．．健康に気を使っていることはありますか（いくつでも○）健康に気を使っていることはありますか（いくつでも○）健康に気を使っていることはありますか（いくつでも○）健康に気を使っていることはありますか（いくつでも○）    

    

    

1. 休養や睡眠を十分とる         2.  規則正しい生活を送る 

    

3. 栄養のバランスのとれた食事   4.  健康診断を定期的に受ける 

    

5. 散歩や運動をする             6.  気持ちをなるべく明るく保つ 

    

7. その他（        ）   8.  特にない 
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問３２．悩みやストレスはありますか。（問３２．悩みやストレスはありますか。（問３２．悩みやストレスはありますか。（問３２．悩みやストレスはありますか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. おおいにある        2.   少しある   
    

3. まったくない    （問３４へ進む）（問３４へ進む）（問３４へ進む）（問３４へ進む） 

 

 

問３３．問３３．問３３．問３３．問問問問３２３２３２３２で「１で「１で「１で「１」｢」｢」｢」｢２」と回答された方２」と回答された方２」と回答された方２」と回答された方におたずねします。におたずねします。におたずねします。におたずねします。    

                その原因は何ですか。（いくつでも○）その原因は何ですか。（いくつでも○）その原因は何ですか。（いくつでも○）その原因は何ですか。（いくつでも○）    

    

    

1. 家族との人間関係           

    

2.  友人・知人との人間関係 

    

3. 話し相手がいないこと      

    

4.  生活費について 

    

5. 自分の介護について           

    

6.  自分の健康や病気について 

    

7. 同居家族の健康について     

    

8.  家族や親族に対する介護について 

    

9. 子や孫の将来について      

    

10 その他（                     ） 

 

 

    

問３４．あなたは生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。問３４．あなたは生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。問３４．あなたは生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。問３４．あなたは生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。            

            （（（（もっともよくあてはまるもの１つに○もっともよくあてはまるもの１つに○もっともよくあてはまるもの１つに○もっともよくあてはまるもの１つに○））））    

    

    

1. 配偶者               2.  子 

    

3. 子の配偶者          4.  兄弟姉妹 

    

5. 友人・知人               6.  近隣の人 

    

7. 民生委員           8.  区役所・保健センター 

    

9. 地域包括支援センター（ケア24）10. かかりつけ医   

    

11.  相談する相手がいない    12. その他（         ）   
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問３５．現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか。問３５．現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか。問３５．現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか。問３５．現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか。    

                （（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 通院している        2.  往診を受けている   
    

3.  通院や往診は受けていない    （問３７へ進む）（問３７へ進む）（問３７へ進む）（問３７へ進む） 

 

 

問３６．問３６．問３６．問３６．問３５で「１問３５で「１問３５で「１問３５で「１」｢」｢」｢」｢２」と回答された方２」と回答された方２」と回答された方２」と回答された方におたずねします。におたずねします。におたずねします。におたずねします。    

                通院や往診の頻度をおしえてください。（通院や往診の頻度をおしえてください。（通院や往診の頻度をおしえてください。（通院や往診の頻度をおしえてください。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 週２回以上   2. 週１回程度    3. 月２回程度 

    

4. 月１回程度   5. 数か月に１回程度 6. 定期的ではない 

 

    

問３７．現在問３７．現在問３７．現在問３７．現在、、、、医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. １種類       2.  ２種類        3. ３種類 

    

4. ４種類       5.  ５種類以上       6. 薬を服用していない 

 

    

問３８．この１年間で入院したことがありますか。（問３８．この１年間で入院したことがありますか。（問３８．この１年間で入院したことがありますか。（問３８．この１年間で入院したことがありますか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1.  ある              2. ない         

 

 

 

【その他】 

問問問問３３３３９９９９．．．．地域包括支援センター（ケア２４）を知っていますか地域包括支援センター（ケア２４）を知っていますか地域包括支援センター（ケア２４）を知っていますか地域包括支援センター（ケア２４）を知っていますか。（。（。（。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 知っている（業務も含めて）  2. 名前は知っている  

    

3. 知らない 

 

    

問４０．問４０．問４０．問４０．地域包括支援センター（ケア２４）を利用したことはありますか地域包括支援センター（ケア２４）を利用したことはありますか地域包括支援センター（ケア２４）を利用したことはありますか地域包括支援センター（ケア２４）を利用したことはありますか。。。。    

（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1.  ある                        2. ないが今後利用したい  

    

3. ない 
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問４問４問４問４１１１１．．．．区が実施している長寿応援ポイント事業を知っていますか。（区が実施している長寿応援ポイント事業を知っていますか。（区が実施している長寿応援ポイント事業を知っていますか。（区が実施している長寿応援ポイント事業を知っていますか。（1111つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 知っている   （問４（問４（問４（問４２２２２へへへへ進む進む進む進む））））         

    

2. 知らない    （（（（問４５へ問４５へ問４５へ問４５へ進む進む進む進む））））          

 

             

問４２．問４２．問４２．問４２．問４問４問４問４１１１１で「１」と回答された方で「１」と回答された方で「１」と回答された方で「１」と回答された方におたずねします。におたずねします。におたずねします。におたずねします。    

                長寿応援ポイントシールがもらえる活動に参加していますか。長寿応援ポイントシールがもらえる活動に参加していますか。長寿応援ポイントシールがもらえる活動に参加していますか。長寿応援ポイントシールがもらえる活動に参加していますか。    

                （（（（いくつでもいくつでもいくつでもいくつでも○）○）○）○）    

    

    

1. 地域貢献活動（防犯、環境、清掃などのボランティア活動）に

参加している            

    

2. いきがい活動（趣味、教養、スポーツ、健康増進などのグループ

活動）に参加している 

    

3. 区が実施する健康増進、介護予防事業、地域貢献学習に参加している           

    

4. 以前は参加していたが今はどの活動にも参加していない  

                                                                                                                                                                                                                                                    （問４４へ（問４４へ（問４４へ（問４４へ進む進む進む進む））））    

5. 参加したことがない    （問４５へ（問４５へ（問４５へ（問４５へ進む進む進む進む）））） 

 

                    

問４３．問４３．問４３．問４３．問４２で「１」～｢３」と回答された方問４２で「１」～｢３」と回答された方問４２で「１」～｢３」と回答された方問４２で「１」～｢３」と回答された方におたずねします。におたずねします。におたずねします。におたずねします。    

                参加前と比べて生活に変化を感じられますか。（いくつでも○）参加前と比べて生活に変化を感じられますか。（いくつでも○）参加前と比べて生活に変化を感じられますか。（いくつでも○）参加前と比べて生活に変化を感じられますか。（いくつでも○）    

    

    

1. 規則正しい生活になった            

    

2. 交友関係が広がった 

    

3. 特に変わらない            

    

4. その他（                 ） 

 

                                                                                                                    問４５へ進む問４５へ進む問４５へ進む問４５へ進む    

    

問４４．問４４．問４４．問４４．問４２で「４」と回答された方問４２で「４」と回答された方問４２で「４」と回答された方問４２で「４」と回答された方におたずねします。におたずねします。におたずねします。におたずねします。    

                今参加していない理由はなんですか。（いくつでも○）今参加していない理由はなんですか。（いくつでも○）今参加していない理由はなんですか。（いくつでも○）今参加していない理由はなんですか。（いくつでも○）    

    

    

1. 参加していた活動団体が無くなった            

    

2. 体力的に厳しくなった 

    

3. その他（                 ） 
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問４５．あなたはこれまでに介護保険の認定を申請したことがありますか。問４５．あなたはこれまでに介護保険の認定を申請したことがありますか。問４５．あなたはこれまでに介護保険の認定を申請したことがありますか。問４５．あなたはこれまでに介護保険の認定を申請したことがありますか。    

（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）    

    

    

1. 申請したことはない。申請する予定もない。           

    

2. 現在申請中、または申請する予定である。 

    

3. 申請したが「自立」と判定された。            

    

4. 申請して要支援、要介護と認定されたことがある 

 

                    

問４６．介護保険サービスと保険料のあり方について、あなたの考えにもっと問４６．介護保険サービスと保険料のあり方について、あなたの考えにもっと問４６．介護保険サービスと保険料のあり方について、あなたの考えにもっと問４６．介護保険サービスと保険料のあり方について、あなたの考えにもっと

も近いのはどれですか（１つに○）も近いのはどれですか（１つに○）も近いのはどれですか（１つに○）も近いのはどれですか（１つに○）    

 

    

1. 保険料が多少高くてなっても、介護サービスを充実してほしい 

    

2. 保険料が高くなるならサービスは現状のままでよい 

    

3. サービスを抑えても保険料は安くしてほしい 

    

4. わからない 

 

    

問４問４問４問４７７７７．今後、高齢者のためにどのような施策を充実したらよいと思いますか。．今後、高齢者のためにどのような施策を充実したらよいと思いますか。．今後、高齢者のためにどのような施策を充実したらよいと思いますか。．今後、高齢者のためにどのような施策を充実したらよいと思いますか。        

            （いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）    

    

    

1. 高齢者のいきがい活動の支援            

    

2. 介護予防・健康づくりの支援 

    

3. 緊急時にすぐに医療サービスが受けられる体制づくり           

    

4. 困ったときに相談できる体制づくり 

    

5. 在宅での生活を支える介護サービスの充実 

    

6. 高齢者を地域で見守る体制の充実 

    

7. 認知症高齢者や家族の支援 

    

8. 家族介護者への支援 

    

9. 高齢者虐待防止の対策 

    

10. 特別養護老人ホームや認知症高齢者グループホームなどの介護

施設の整備 

    

11. その他（                          ）    
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 【高齢者の福祉について、ご意見・ご要望などございましたら自由にご記入ください【高齢者の福祉について、ご意見・ご要望などございましたら自由にご記入ください【高齢者の福祉について、ご意見・ご要望などございましたら自由にご記入ください【高齢者の福祉について、ご意見・ご要望などございましたら自由にご記入ください】】】】    

    

  

    

貴重なお時間を割いてご協力いただき、貴重なお時間を割いてご協力いただき、貴重なお時間を割いてご協力いただき、貴重なお時間を割いてご協力いただき、ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。    

    

ご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です）にてご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です）にてご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です）にてご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です）にて    

９月３０日（月）までにご返送ください。までにご返送ください。までにご返送ください。までにご返送ください。    

    



●日常生活圏域ニーズ調査●●日常生活圏域ニーズ調査●●日常生活圏域ニーズ調査●●日常生活圏域ニーズ調査●        

平成２５年９月平成２５年９月平成２５年９月平成２５年９月    

【調査ご協力のお願い】【調査ご協力のお願い】【調査ご協力のお願い】【調査ご協力のお願い】    

 日頃から杉並区政にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申しあげます。 

区では、住みなれた地域で安心して暮らしていけるよう、高齢者施策を展開して

います。このたび、今後の高齢社会に向け地域のニーズを把握するために、平成 

２５年８月２６日現在、杉並区にお住まいの６５歳以上の方４,000 人を対象にアン

ケート調査票を送付さていただきました。 

  

 この調査は無記名式となっていますので、お名前をご記入いただく必要はありま

せん。また、ご回答いただいた内容は統計情報の作成のみに使用いたします。 

 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお願い

いたします。 

 

【調査票の記入にあたってのお願い】【調査票の記入にあたってのお願い】【調査票の記入にあたってのお願い】【調査票の記入にあたってのお願い】    

１ ボールペンまたは鉛筆でご記入ください。 

２ ご回答にあたっては、封筒のあて名ご本人について

お答えいただきますが、ご家族や周りの方がご本人と

一緒に、またはご本人の代わりにご記入いただいても

かまいません。そのときはあて名ご本人の立場にたっ

てお答えください。 

３ 質問文に記載のあります「１つに○」「いくつでも○」などの説明にしたがっ

て番号に○をつけてご回答ください。また、「その他」にあてはまる場合は、（ ）

内になるべく具体的に内容をご記入ください。 

４  質問によっては、ご回答いただく方が限られる場合があります。矢印（→）な

ど、次にご回答いただく質問番号への案内にご注意ください。 

５ 問４８～５０は、封筒のあて名ご本人を介助・介護されている方への質問と 

なっています。 

６ ご回答いただいた調査票は、９月９月９月９月３０３０３０３０日（月）まで日（月）まで日（月）まで日（月）までに同封の返信用封筒  

（切手は不要です）にてご返送ください。 

７ 調査の内容や記入の方法などについて、ご不明な点がありましたら、下記まで

お問い合わせください。 

 

 

 

〒166-8570 杉並区阿佐谷南１－15－１ 

杉並区役所 保健福祉部 高齢者施策課 管理係 

電話：03-3312-2111（大代表） 内線 1162 
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【はじめにおききします】【はじめにおききします】【はじめにおききします】【はじめにおききします】    

問問問問１１１１. . . . この調査票を記入するのはどなたですか（あて名のご本人からみた関係）この調査票を記入するのはどなたですか（あて名のご本人からみた関係）この調査票を記入するのはどなたですか（あて名のご本人からみた関係）この調査票を記入するのはどなたですか（あて名のご本人からみた関係）    

            （（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

1. あて名のご本人  2. 配偶者    3. 子 

4. 子の配偶者    5. 兄弟姉妹   6. その他（      ）

    

※※※※    以下の質問の中での「あなた」は、お送りした封筒のあて名の方になります。以下の質問の中での「あなた」は、お送りした封筒のあて名の方になります。以下の質問の中での「あなた」は、お送りした封筒のあて名の方になります。以下の質問の中での「あなた」は、お送りした封筒のあて名の方になります。    

問問問問２２２２....あなた（封筒のあて名あなた（封筒のあて名あなた（封筒のあて名あなた（封筒のあて名ご本人ご本人ご本人ご本人））））の性別の性別の性別の性別は。は。は。は。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

 1. 男性             2. 女性 

 

問問問問３３３３. . . . あなたあなたあなたあなたの年齢の年齢の年齢の年齢は。は。は。は。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

1. 満６５～６９歳   2. 満７０～７４歳   3. 満７５～７９歳 

    

4. 満８０～８４歳  5. 満８５～８９歳   6. 満９０～９４歳 

    

7. 満９５歳以上 

 

問問問問４４４４....普段、普段、普段、普段、どなたかの介助・介護が必要ですか。どなたかの介助・介護が必要ですか。どなたかの介助・介護が必要ですか。どなたかの介助・介護が必要ですか。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

1. 介助・介護は必要ない 

    

2. 何らかの介助・介護は必要だが、現在は受けていない 

    

3. 家族などの介助・介護を受けている 

 

【ご家族や生活状況についておたずねします】【ご家族や生活状況についておたずねします】【ご家族や生活状況についておたずねします】【ご家族や生活状況についておたずねします】    

問問問問５５５５. . . . 一緒に暮らしている家族の構成を教えてください（１つに○）一緒に暮らしている家族の構成を教えてください（１つに○）一緒に暮らしている家族の構成を教えてください（１つに○）一緒に暮らしている家族の構成を教えてください（１つに○）    

    

    

1. 一人暮らし   （問（問（問（問７７７７へ進む）へ進む）へ進む）へ進む） 

    

2. 夫婦のみ（配偶者６５歳以上） 

    

3. 夫婦のみ（配偶者６４歳以下） 

    

4. ２世代家族（全員が６５歳以上）    （問６へ進む）（問６へ進む）（問６へ進む）（問６へ進む） 

    

5. ２世代家族（６４歳以下の方が同居）          

    

6. ３世代家族 

    

7. 兄弟姉妹 

    

8. その他（         ） 
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問問問問６６６６. . . . 日中、ひとりになることがありますか日中、ひとりになることがありますか日中、ひとりになることがありますか日中、ひとりになることがありますか。。。。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. よくある     2. たまにある     3. ない 

 

                              問問問問８８８８へ進むへ進むへ進むへ進む 

 

問問問問７７７７. . . . 問問問問５５５５で「１で「１で「１で「１....一人暮らし」と一人暮らし」と一人暮らし」と一人暮らし」と回答された回答された回答された回答された方におたずねします。方におたずねします。方におたずねします。方におたずねします。    

お子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったりお子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったりお子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったりお子さんや兄弟姉妹など親族の方とは、どのくらいの頻度で会ったり、、、、

電話などで連絡をとっていますか。（電話などで連絡をとっていますか。（電話などで連絡をとっていますか。（電話などで連絡をとっていますか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. ほとんど毎日        2. 週に３～４回程度 

    

3. 週に２回程度        4. 週に１回程度 

    

5. 月に１～２回程度      6. ほとんどない 

    

7. まったくない         8. 親族がいない 

    

9. その他（         ） 

 

 

問問問問８８８８. . . . あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（あなたの生活を支えている主な収入はどれですか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 公的年金（国民年金、恩給等）  

    

2. 自分の仕事の収入 

    

3. 預貯金、地代、家賃収入等    

    

4. 同居している家族の収入 

    

5. 別居している家族からの仕送り  

    

6. 公的扶助（生活保護など） 

    

7. その他（          ） 

 

    

問問問問９９９９. . . . 昨年１年間の世帯昨年１年間の世帯昨年１年間の世帯昨年１年間の世帯（同居するご家族すべてを含む）の収入はどのくらい（同居するご家族すべてを含む）の収入はどのくらい（同居するご家族すべてを含む）の収入はどのくらい（同居するご家族すべてを含む）の収入はどのくらい

でしたかでしたかでしたかでしたか。（。（。（。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. １００万円未満       2. １００～２００万円未満 

    

3. ２００～４００万円未満   4. ４００～６００万円未満 

    

5. ６００～８００万円未満   6. ８００～１０００万円未満 

    

7. １０００万円以上      8. 収入なし 

    

9． わからない 
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【住まいについておたずねします】 

問問問問１１１１００００. . . . お住まいは次のうちどれですか。（お住まいは次のうちどれですか。（お住まいは次のうちどれですか。（お住まいは次のうちどれですか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 一戸建て持ち家      2. 分譲マンション 

    

3. 一戸建て貸家       4. 賃貸の公団、公社住宅 

    

5. 都営、区営住宅      6. 賃貸マンション、アパート 

    

7. 社宅、官舎        8. その他（          ） 

 

    

問問問問１１１１１１１１. . . . 介護が必要になった場合に介護が必要になった場合に介護が必要になった場合に介護が必要になった場合に希望する（希望する（希望する（希望する（今、介護今、介護今、介護今、介護を受けているを受けているを受けているを受けている方は方は方は方は理想理想理想理想

と思うと思うと思うと思う））））居住形態について一番近いものはどれですか居住形態について一番近いものはどれですか居住形態について一番近いものはどれですか居住形態について一番近いものはどれですか。。。。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けたい 

    

2.  子や兄弟姉妹のところに移りたい 

    

3. 様々な事業者が独自に運営する「介護付き有料老人ホーム」に入り

たい 

    

4. 介護度が高くなっても所得に応じた費用で入所できる「特別養護老

人ホーム」に入りたい 

    

5. 身近な地域で他の入居者と共同生活する「認知症高齢者グループホ

ーム」に入りたい 

    

6. 見守りや食事などが提供される「サービス付き高齢者向け住宅」に

入りたい 

    

7. その他（          ） 

    

8. わからない 

 

                    １、２、７、８の方は問１１、２、７、８の方は問１１、２、７、８の方は問１１、２、７、８の方は問１３３３３へ進むへ進むへ進むへ進む 

    

    

    

問問問問１１１１２２２２. . . . 問１問１問１問１１１１１で「３で「３で「３で「３」「」「」「」「４４４４」「」「」「」「５５５５」「」「」「」「６」と回答された方６」と回答された方６」と回答された方６」と回答された方におたずねします。におたずねします。におたずねします。におたずねします。    

家賃・介護費用など月額負担家賃・介護費用など月額負担家賃・介護費用など月額負担家賃・介護費用など月額負担費用費用費用費用はいくらまで可能ですか。（はいくらまで可能ですか。（はいくらまで可能ですか。（はいくらまで可能ですか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. １０万円未満         2. １０～１５万円未満 

    

3. １５～２０万円未満      4. ２０～２５万円未満 

    

5. ２５～３０万円未満      6. ３０万円以上 

    

7. わからない 
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問１問１問１問１３３３３．できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何．できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何．できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何．できるだけ自宅に住み続けるために必要と思われるサービスは何    

                ですか。ですか。ですか。ですか。（（（（いくつでもいくつでもいくつでもいくつでも○）○）○）○）    

    

1. 在宅でいつでも医療が受けられるサービス 

    

2. 食事や排せつなどの身体の介助が受けられるサービス 

    

3. 掃除・洗たく・料理など家事援助が受けられるサービス 

    

4. 緊急の時に誰かが駆けつけてくれるサービス 

    

5. 必要時に短期間の施設入所ができるショートステイサービス 

    

6. その他（          ） 

 

 

【社会参加についておたずねします】 

問１問１問１問１４４４４. . . . 友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む）友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む）友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む）友人の家を訪ねていますか。（友人と外で会うことも含む）    

    

    

1. はい             2. いいえ 

 

 

問１問１問１問１５５５５．家族や友人の相談にのっていますか。．家族や友人の相談にのっていますか。．家族や友人の相談にのっていますか。．家族や友人の相談にのっていますか。    

    

    

1. はい             2. いいえ 

 

    

問１問１問１問１６６６６．．．．病人を見舞うことができますか。病人を見舞うことができますか。病人を見舞うことができますか。病人を見舞うことができますか。    

    

    

1. はい             2. いいえ 

 

 

問問問問１７１７１７１７．若い人に自分から話しかけることがありますか。．若い人に自分から話しかけることがありますか。．若い人に自分から話しかけることがありますか。．若い人に自分から話しかけることがありますか。    

    

    

1. はい             2. いいえ 

 

 

問１８．生きがいを感じていますか。問１８．生きがいを感じていますか。問１８．生きがいを感じていますか。問１８．生きがいを感じていますか。    

    

    

1. はい             2. いいえ 
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問問問問１９１９１９１９．現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。．現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。．現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。．現在やっている、または今後やってみたいことはありますか。    

（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）    

    

    

1. 仕事              

    

2. 趣味やサークル活動 

    

3. 学習や教養を高める活動     

    

4. ＮＰＯ・ボランティア活動 

    

5. 町会、自治会、いきいきクラブ活動 

    

6. 健康づくり           

    

7. 特にない 

    

8. その他（          ） 

 

 

問２０．問２０．問２０．問２０．近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか近所の方と会話をしているなど、お付き合いはありますか。。。。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

    

1. ほぼ毎日              

    

2. 週に３～４回程度 

    

3. 週に２回程度     

    

4. 週に１回程度 

    

5. 月に１～２回程度 

    

6. ほとんどない           
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【日常生活についておたずねします】    

問２問２問２問２１１１１．．．．次の次の次の次の（１）～（１（１）～（１（１）～（１（１）～（１００００））））の全ての項目について、の全ての項目について、の全ての項目について、の全ての項目について、あてはまるものにあてはまるものにあてはまるものにあてはまるものにそれそれそれそれ

ぞれ１つずつ○ぞれ１つずつ○ぞれ１つずつ○ぞれ１つずつ○をつけてください。をつけてください。をつけてください。をつけてください。    

 

いずれかに必ず○いずれかに必ず○いずれかに必ず○いずれかに必ず○をつける 

 

（１）新聞を読んでいますか。 

 

1. はい  2. いいえ 

 

（２）本や雑誌を読んでいますか。 

 

1. はい  2. いいえ 

 

（３）健康についての記事や番組に関心がありますか。 

 

1. はい  2. いいえ 

 

（４）役所や病院などに出す書類が書けますか。 

 

1. はい  2. いいえ 

（５）携帯電話やパソコンのメールで連絡をしたり、イン 

ターネットを使って情報を得たりしていますか。 

1. はい  2. いいえ 

（６）バスや電車、または自家用車を使って一人で外出でき

ますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

（７）自分で日用品の買物をしていますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

（８）自分でお金の管理（預貯金の出し入れなど）をしてい

ますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

（９）自分で請求書の支払いをしていますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

（１０）自分で食事の用意をしていますか。 

1. できるし、している 

2. できるけどしていない 

3. できない 

 

問２問２問２問２２２２２．．．．散歩や買い物など、外出の回数はどのくらいですか（通院を除く）散歩や買い物など、外出の回数はどのくらいですか（通院を除く）散歩や買い物など、外出の回数はどのくらいですか（通院を除く）散歩や買い物など、外出の回数はどのくらいですか（通院を除く）。。。。    

（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

    

1. ほぼ毎日          2. 週に３～４回程度 

    

3. 週に２回程度        4. 週に１回程度 

    

5. 月に１～２回程度      6. ほとんどない   
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問２３．１日の食事の回数は何回ですか（普段の生活から平均的な回数）問２３．１日の食事の回数は何回ですか（普段の生活から平均的な回数）問２３．１日の食事の回数は何回ですか（普段の生活から平均的な回数）問２３．１日の食事の回数は何回ですか（普段の生活から平均的な回数）    

（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

    

1. 朝昼晩３回         2. 朝晩２回 

    

3. 朝昼２回           4. 昼夜２回 

    

5. いずれか１食のみ       6. その他（         ） 

 

 

問２問２問２問２４４４４．．．．自分一人ではなく、どなたかと食事をともにする機会はありますか自分一人ではなく、どなたかと食事をともにする機会はありますか自分一人ではなく、どなたかと食事をともにする機会はありますか自分一人ではなく、どなたかと食事をともにする機会はありますか    

（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

    

1. 毎日ある          2. 週に何度かある 

    

3. 月に何度かある        4. 年に何度かある 

    

5. ほとんどない          

 

 

問２５．日常生活で手助けが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいで問２５．日常生活で手助けが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいで問２５．日常生活で手助けが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいで問２５．日常生活で手助けが必要になった場合、どんな手助けをしてほしいで

すか（３つまで○）すか（３つまで○）すか（３つまで○）すか（３つまで○）    

    

    

1. 安否確認の声かけ     2. ちょっとした買い物やゴミ出し 

    

3. 食事の提供（配食・会食など） 4. 食事づくりや掃除・洗たくのお手伝い 

    

5. 通院や外出の手助け        6.   電球交換や簡単な大工仕事  

    

7. 話し相手や相談相手        8.   災害時の手助け  

    

9.  その他（                                          ） 

    

10.   特にない  

 

 

【記憶・判断についておたずねします】    

問問問問２２２２６６６６．その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。．その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。．その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。．その日の活動（食事をする、衣類を選ぶなど）を自分で決めていますか。    

（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 困難なくできる 

    

2. いくらか困難ではあるが、できる 

    

3. 判断する時に他人からの合図や見守りが必要 

    

4. ほとんど判断できない 
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問２７．５分前のことが思い出せますか。問２７．５分前のことが思い出せますか。問２７．５分前のことが思い出せますか。問２７．５分前のことが思い出せますか。    

    

1. はい             2. いいえ 

 

問問問問２２２２８８８８．人に自分の考えをうまく伝えられていますか．人に自分の考えをうまく伝えられていますか．人に自分の考えをうまく伝えられていますか．人に自分の考えをうまく伝えられていますか。。。。（（（（1111 つに○つに○つに○つに○））））    

    

    

1. 伝えられる        

    

2. いくらか困難ではあるが、伝えられる 

    

3. あまり伝えられない    

    

4. ほとんど伝えられない 

 

 

 

【運動機能についておたずねします】    

問２問２問２問２９９９９．次の（１）～（．次の（１）～（．次の（１）～（．次の（１）～（８８８８）の全ての項目について、あてはまるものに）の全ての項目について、あてはまるものに）の全ての項目について、あてはまるものに）の全ての項目について、あてはまるものにそれぞそれぞそれぞそれぞ

れ１つずつ○れ１つずつ○れ１つずつ○れ１つずつ○をつけてください。をつけてください。をつけてください。をつけてください。    

 

いずれかに必ず○いずれかに必ず○いずれかに必ず○いずれかに必ず○をつける 

（１）この１年間に転んだことはありますか。 1. はい  2. いいえ 

（２）この１年で背中が丸くなってきましたか。 1. はい  2. いいえ 

（３）この１年で歩く速度が遅くなってきましたか。 1. はい  2. いいえ 

（４）この１年で杖を使っていますか。 1. はい  2. いいえ 

（５）転倒に対する不安は大きいですか。 1. はい  2. いいえ 

（６）階段を手すりや壁をつたわらずに昇り降りしていますか。 1. はい  2. いいえ 

（７）椅子に座った状態から何も捕まらずに立ち上がって 

いますか。 

1. はい  2. いいえ 

（８）１５分くらい続けて歩いていますか。 1. はい  2. いいえ 
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【健康についておたずねします】 

問問問問３０３０３０３０．．．．ご自分で健康だと思いますかご自分で健康だと思いますかご自分で健康だと思いますかご自分で健康だと思いますか。。。。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. とても健康だと思う     2.  まあまあ健康だと思う 

    

3. あまり健康ではない      4.   健康ではない 

 

 

問問問問３１３１３１３１．．．．健康に気を使っていることはありますか（いくつでも○）健康に気を使っていることはありますか（いくつでも○）健康に気を使っていることはありますか（いくつでも○）健康に気を使っていることはありますか（いくつでも○）    

    

    

1. 休養や睡眠を十分とる        2.  規則正しい生活を送る 

    

3. 栄養のバランスのとれた食事  4.  健康診断を定期的に受ける 

    

5. 散歩や運動をする            6.  気持ちをなるべく明るく保つ 

    

7. その他（        ）  8.  特にない 

 

 

問３２．悩みやストレスはありますか。（問３２．悩みやストレスはありますか。（問３２．悩みやストレスはありますか。（問３２．悩みやストレスはありますか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. おおいにある        2.   少しある   
    

3. まったくない    （問３４へ進む）（問３４へ進む）（問３４へ進む）（問３４へ進む） 

 

 

問３３．問３３．問３３．問３３．問３２で「１問３２で「１問３２で「１問３２で「１」｢」｢」｢」｢２」と回答された方２」と回答された方２」と回答された方２」と回答された方におたずねします。におたずねします。におたずねします。におたずねします。    

                その原因は何ですか。（いくつでも○）その原因は何ですか。（いくつでも○）その原因は何ですか。（いくつでも○）その原因は何ですか。（いくつでも○）    

    

    

1. 家族との人間関係           

    

2.  友人・知人との人間関係 

    

3. 話し相手がいないこと      

    

4.  生活費について 

    

5. 自分の介護について           

    

6.  自分の健康や病気について 

    

7. 同居家族の健康について     

    

8.  家族や親族に対する介護について 

    

9. 子や孫の将来について      

    

10 その他（                     ） 
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問３４．あなたは生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。問３４．あなたは生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。問３４．あなたは生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。問３４．あなたは生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。            

            （（（（もっともよくあてはまるもの１つに○もっともよくあてはまるもの１つに○もっともよくあてはまるもの１つに○もっともよくあてはまるもの１つに○））））    

    

    

1. 配偶者               2.  子 

    

3. 子の配偶者          4.  兄弟姉妹 

    

5. 友人・知人               6.  近隣の人 

    

7. 民生委員           8.  区役所・保健センター 

    

9. 地域包括支援センター（ケア24）10. かかりつけ医   

    

11.  相談する相手がいない    12. その他（         ）   

 

 

問３５．現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか。問３５．現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか。問３５．現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか。問３５．現在、通院（病院・医院・診療所など）や往診を受けていますか。    

                （（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 通院している        2.  往診を受けている   
    

3.  通院や往診は受けていない    （問３７へ進む）（問３７へ進む）（問３７へ進む）（問３７へ進む） 

 

 

問３６．問３６．問３６．問３６．問３５で「１問３５で「１問３５で「１問３５で「１」｢」｢」｢」｢２」と回答された方２」と回答された方２」と回答された方２」と回答された方におたずねします。におたずねします。におたずねします。におたずねします。    

                通院や往診の頻度をおしえてください。（通院や往診の頻度をおしえてください。（通院や往診の頻度をおしえてください。（通院や往診の頻度をおしえてください。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 週２回以上  2. 週１回程度    3. 月２回程度 

    

4. 月１回程度  5. 数か月に１回程度 6. 定期的ではない 

 

    

問３７．現在問３７．現在問３７．現在問３７．現在、、、、医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. １種類      2.  ２種類       3. ３種類 

    

4. ４種類     5.  ５種類以上     6. 薬を服用していない 

 

    

問３８．この１年間で入院したことがありますか。（問３８．この１年間で入院したことがありますか。（問３８．この１年間で入院したことがありますか。（問３８．この１年間で入院したことがありますか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1.  ある              2. ない         
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【介護保険サービスの利用や制度についておたずねします】 

問問問問３３３３９９９９．．．．現在の認定状況をおしえてください現在の認定状況をおしえてください現在の認定状況をおしえてください現在の認定状況をおしえてください。（。（。（。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 要支援１              2.  要支援２         

 

    

問４０．介護保険サービスを利用していますか。（問４０．介護保険サービスを利用していますか。（問４０．介護保険サービスを利用していますか。（問４０．介護保険サービスを利用していますか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 利用している   （問（問（問（問４２４２４２４２へ進む）へ進む）へ進む）へ進む）      

    

2. 利用していない         

 

 

問４１．問４１．問４１．問４１．問４０で「問４０で「問４０で「問４０で「２２２２」と回答された方」と回答された方」と回答された方」と回答された方におたずねします。におたずねします。におたずねします。におたずねします。    

                サービスを利用していない理由をおしえてください。（サービスを利用していない理由をおしえてください。（サービスを利用していない理由をおしえてください。（サービスを利用していない理由をおしえてください。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 今はまだサービスを利用しなくても大丈夫            

    

2. サービスを利用したいが経済的な負担が大きい 

    

3. 利用したいサービスがない            

    

4. サービスの内容がよくわからない 

    

5. その他（                        ） 

 

    

問問問問４２４２４２４２．．．．介護保険サービスと保険料のあり方について、あなたの考えにもっと介護保険サービスと保険料のあり方について、あなたの考えにもっと介護保険サービスと保険料のあり方について、あなたの考えにもっと介護保険サービスと保険料のあり方について、あなたの考えにもっと

も近いのはどれですか（１つに○）も近いのはどれですか（１つに○）も近いのはどれですか（１つに○）も近いのはどれですか（１つに○）    

 

    

1. 保険料が多少高くてなっても、介護サービスを充実してほしい 

    

2. 保険料が高くなるならサービスは現状のままでよい 

    

3. サービスを抑えても保険料は安くしてほしい 

    

4. わからない 
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【その他】 

問４３．今後、高齢者のためにどのような施策を充実したらよいと思いますか。問４３．今後、高齢者のためにどのような施策を充実したらよいと思いますか。問４３．今後、高齢者のためにどのような施策を充実したらよいと思いますか。問４３．今後、高齢者のためにどのような施策を充実したらよいと思いますか。        

            （いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）    

    

    

1. 高齢者のいきがい活動の支援            

    

2. 介護予防・健康づくりの支援 

    

3. 緊急時にすぐに医療サービスが受けられる体制づくり           

    

4. 困ったときに相談できる体制づくり 

    

5. 在宅での生活を支える介護サービスの充実 

    

6. 高齢者を地域で見守る体制の充実 

    

7. 認知症高齢者や家族の支援 

    

8. 家族介護者への支援 

    

9. 高齢者虐待防止の対策 

    

10. 特別養護老人ホームや認知症高齢者グループホームなどの介護

施設の整備 

    

11. その他（                          ）    

 

    

問４４．問４４．問４４．問４４．区が実施している長寿応援ポイント事業を知っていますか。（区が実施している長寿応援ポイント事業を知っていますか。（区が実施している長寿応援ポイント事業を知っていますか。（区が実施している長寿応援ポイント事業を知っていますか。（1111つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 知っている   （問４５へ（問４５へ（問４５へ（問４５へ進む進む進む進む））））         

    

2. 知らない    （（（（１５頁１５頁１５頁１５頁    へへへへ進む進む進む進む））））          
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問４５．問４５．問４５．問４５．問４４で「１」と回答された方問４４で「１」と回答された方問４４で「１」と回答された方問４４で「１」と回答された方におたずねします。におたずねします。におたずねします。におたずねします。    

                長寿応援ポイントシールがもらえる活動に参加していますか。長寿応援ポイントシールがもらえる活動に参加していますか。長寿応援ポイントシールがもらえる活動に参加していますか。長寿応援ポイントシールがもらえる活動に参加していますか。    

                （いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）    

    

    

1. 地域貢献活動（防犯、環境、清掃などのボランティア活動）に

参加している            

    

2. いきがい活動（趣味、教養、スポーツ、健康増進などのグループ

活動）に参加している 

    

3. 区が実施する健康増進、介護予防事業、地域貢献学習に参加している           

    

4. 以前は参加していたが今はどの活動にも参加していない 

                         （問４７へ（問４７へ（問４７へ（問４７へ進む進む進む進む））））    

    

5. 参加したことがない    （（（（１５頁１５頁１５頁１５頁    へへへへ進む進む進む進む）））） 

 

                    

    

問４６．問４６．問４６．問４６．問４５で「１問４５で「１問４５で「１問４５で「１」」」」～～～～｢｢｢｢３」と回答された方３」と回答された方３」と回答された方３」と回答された方におたずねします。におたずねします。におたずねします。におたずねします。    

                参加前と比べて生活に変化を感じられますか。（いくつでも○）参加前と比べて生活に変化を感じられますか。（いくつでも○）参加前と比べて生活に変化を感じられますか。（いくつでも○）参加前と比べて生活に変化を感じられますか。（いくつでも○）    

    

    

1. 規則正しい生活になった            

    

2. 交友関係が広がった 

    

3. 特に変わらない            

    

4. その他（                 ） 

 

                                                                                                            （（（（１５頁１５頁１５頁１５頁    へへへへ進む進む進む進む））））    

    

問４７．問４７．問４７．問４７．問４５で「４」と回答された方問４５で「４」と回答された方問４５で「４」と回答された方問４５で「４」と回答された方におたずねします。におたずねします。におたずねします。におたずねします。    

                今参加していない理由はなんですか今参加していない理由はなんですか今参加していない理由はなんですか今参加していない理由はなんですか。（いくつでも○）。（いくつでも○）。（いくつでも○）。（いくつでも○）    

    

    

1. 参加していた活動団体が無くなった            

    

2. 体力的に厳しくなった 

    

3. その他（                 ） 
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以下以下以下以下の問の問の問の問４４４４８８８８～～～～５５５５００００は、封筒のあて名ご本人を介助・介護は、封筒のあて名ご本人を介助・介護は、封筒のあて名ご本人を介助・介護は、封筒のあて名ご本人を介助・介護しているしているしているしている方方方方におにおにおにお

たずねします。たずねします。たずねします。たずねします。    

    

介助介助介助介助・・・・介護介護介護介護を受けられていない方はを受けられていない方はを受けられていない方はを受けられていない方は１６１６１６１６頁頁頁頁ののののご意見・ご要望の記入欄ご意見・ご要望の記入欄ご意見・ご要望の記入欄ご意見・ご要望の記入欄へおへおへおへお

進みください進みください進みください進みください    

    

 

【介助・介護をしている方におききします】 

問問問問４４４４８８８８．介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じ．介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じ．介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じ．介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じ

ることはありますか。（ることはありますか。（ることはありますか。（ることはありますか。（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. 非常に感じる        2. 多少は感じる 

    

3. あまり感じない       4. 感じない 

    

5. どちらともいえない     6. サービスは利用していない 

 

 

問問問問４９４９４９４９．介助・介護のことで困ったとき．介助・介護のことで困ったとき．介助・介護のことで困ったとき．介助・介護のことで困ったとき、誰に、誰に、誰に、誰に相談相談相談相談していしていしていしていますか。ますか。ますか。ますか。（（（（1111 つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

    

1. ご本人の家族や親族 

    

2. 隣近所の人 

    

3. 友人・知人 

    

4. かかりつけ医 

    

5. 介護保険相談員（民生委員） 

    

6. 区役所・保健センター 

    

7. 地域包括支援センター（ケア２４） 

    

8. ケアマネジャー 

    

9. ヘルパーなど介護保険サービス事業者 

    

10. 杉並社会福祉協議会 

    

11. その他（                         ） 

    

12. 相談する相手がいない 
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問問問問５５５５００００．介助・介護を．介助・介護を．介助・介護を．介助・介護をしてしてしてしているあなたが必要とするサービスはなんですか。いるあなたが必要とするサービスはなんですか。いるあなたが必要とするサービスはなんですか。いるあなたが必要とするサービスはなんですか。    

（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）（いくつでも○）    

    

1. 高齢者を数日間施設で介護する宿泊サービス 

    

2. 一時的に高齢者を施設で介護する日帰りサービス 

    

3. 介護者が息抜きできるように、代わりに見守りを行うサービス 

    

4. 介護者が疲れた時に家事などを援助するサービス 

    

5. 介護相談やサービスの紹介・手続きの代行 

    

6. 介護者のための健康相談・検診の機会 

    

7. 介護者同士が情報交換できる場 

    

8. その他（                        ） 

 

 

【高齢者の福祉について、ご意見・ご要望などございましたら自由にご記入ください【高齢者の福祉について、ご意見・ご要望などございましたら自由にご記入ください【高齢者の福祉について、ご意見・ご要望などございましたら自由にご記入ください【高齢者の福祉について、ご意見・ご要望などございましたら自由にご記入ください】】】】    

    

  

貴重なお時間を割いてご協力いただき、貴重なお時間を割いてご協力いただき、貴重なお時間を割いてご協力いただき、貴重なお時間を割いてご協力いただき、ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。    

ご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です）にてご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です）にてご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です）にてご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手は不要です）にて    

９月３０日（月）までにご返送ください。までにご返送ください。までにご返送ください。までにご返送ください。    



  335  

杉並区 介護保険に関する調査    

平成平成平成平成２５年９２５年９２５年９２５年９月月月月    

【調査ご協力のお願い】 

 

日頃から杉並区政に、ご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。 

区では、住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、高齢者施策を展開し

ています。 

このたび、『第６期介護保険事業計画（平成２７年～２９年度）』策定の基礎

資料とするため、平成２５年９月１０日現在、杉並区にお住まいの要介護認定

を受けている６５歳以上の方２，０００人を対象にアンケート調査票を送付さ

せていただきました。 

この調査は無記名式となっていますので、お名前をご記入いただく必要はあ

りません。また、ご回答いただいた内容は統計情報の作成のみに使用いたしま

す。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力をお

願いいたします。 

 

【調査票の記入にあたってのお願い】 

１ ご記入は、ボールペンまたは鉛筆でお願いいたします。 

２ ご本人（封筒の宛名の方）が、記入できない場合は、ご本人をよく知って

いるご家族の方や、介護をされている方が、ご本人の立場に立ってご記入く

ださい。 

３ 質問文に記載のあります「１つに○」「あてはまるものすべてに○」などの

説明にしたがって番号に○をつけてご回答ください。また、「その他」に〇を

つけた場合は、なるべく具体的に内容をご記入ください。 

４ 質問によっては、ご回答いただく方が限られる場合があります。矢印（→→→→）

など、次にご回答いただく質問番号への案内にご注意ください。 

５ 問３２～４３は、ご本人（封筒の宛名の方）を介護している方（ヘルパー

を除く）への質問となっています。 

６ ご回答いただいた調査票は、１０月１６日（水）までに同封の返信用の封筒（切

手は不要です）にて、ご返送ください。    

７ 調査の内容や記入の方法などについて、ご不明な点がありましたら、下記

までお問い合わせください。 

 

 

 

〒〒〒〒166166166166----8570857085708570    杉並区阿佐谷南１－杉並区阿佐谷南１－杉並区阿佐谷南１－杉並区阿佐谷南１－15151515－１－１－１－１    

杉並区役所杉並区役所杉並区役所杉並区役所    保健福祉部保健福祉部保健福祉部保健福祉部    高齢者施策課高齢者施策課高齢者施策課高齢者施策課    管理係管理係管理係管理係    

電話：電話：電話：電話：03030303----3312331233123312----2111211121112111（大代表）（大代表）（大代表）（大代表）    内線１１６２内線１１６２内線１１６２内線１１６２    
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調査票の記入者とご本人の生活場所についておたずねします。 

問１ 調査票（調査票（調査票（調査票（問問問問３１３１３１３１ままままで）を記入される方は、どなたですか。で）を記入される方は、どなたですか。で）を記入される方は、どなたですか。で）を記入される方は、どなたですか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）                                    

介護保険の介護保険の介護保険の介護保険の認認認認定定定定を受けているご本人を受けているご本人を受けているご本人を受けているご本人（封筒の宛（封筒の宛（封筒の宛（封筒の宛名の方）名の方）名の方）名の方）からみたからみたからみたからみた続柄でご回答続柄でご回答続柄でご回答続柄でご回答

ください。ください。ください。ください。２人以上で記入される場合は主に記入される方をご記入ください。２人以上で記入される場合は主に記入される方をご記入ください。２人以上で記入される場合は主に記入される方をご記入ください。２人以上で記入される場合は主に記入される方をご記入ください。    

    

１ 本人 

４ 嫁又は婿 

２ 妻又は夫 

５ 兄弟姉妹 

３ 娘又は息子 

６ その他（     ） 

 

問２ ご本人は今どちらにいらっしゃいますか。ご本人は今どちらにいらっしゃいますか。ご本人は今どちらにいらっしゃいますか。ご本人は今どちらにいらっしゃいますか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 自宅  ⇒問４へ進む            

２ 入院中 ⇒問３へ進む 

３ 施設に入所中（入所先：      ） 

４ 区外へ転居 

５ 死亡 

６ 一時的に他の場所にいるため、回答できない 

 

 

（問２で「２ 入院中」と答えた方におたずねします。） 

問３ 入院期間はどのくらいですか。入院期間はどのくらいですか。入院期間はどのくらいですか。入院期間はどのくらいですか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ ６ヶ月未満 ⇒問４へ進む ２ ６ヶ月以上 

    

        

    

 

 

 

（以下の設問は、問２で「１ 自宅」と答えた方・問３で「１ ６ヶ月未満」と答えた方にお

たずねします。） 

問４ ご本人ご本人ご本人ご本人の性別の性別の性別の性別ををををお答えお答えお答えお答えくださいくださいくださいください。。。。    

    

１ 男性 ２ 女性 

 

 

問５ ご本人ご本人ご本人ご本人の年齢はおいくつですか。の年齢はおいくつですか。の年齢はおいくつですか。の年齢はおいくつですか。（（（（1111つに○）つに○）つに○）つに○）    

    

１ 満６５～６９歳    ２ 満７０～７４歳    ３ 満７５～７９歳 

    

４ 満８０～８４歳   ５ 満８５～８９歳    ６ 満９０～９４歳 

    

７ 満９５～９９歳   ８ 満１００歳以上 

 

これで調査は終了です。ありがとうございまこれで調査は終了です。ありがとうございまこれで調査は終了です。ありがとうございまこれで調査は終了です。ありがとうございま

した。した。した。した。調査票をご返送ください。なお、ご意調査票をご返送ください。なお、ご意調査票をご返送ください。なお、ご意調査票をご返送ください。なお、ご意

見・ご要望などございましたら、見・ご要望などございましたら、見・ご要望などございましたら、見・ご要望などございましたら、１６頁の１６頁の１６頁の１６頁の問問問問

４４４４４４４４にご記入ください。にご記入ください。にご記入ください。にご記入ください。 

３～６にご回答の方はこれで調査３～６にご回答の方はこれで調査３～６にご回答の方はこれで調査３～６にご回答の方はこれで調査

は終了です。ありがとうございまは終了です。ありがとうございまは終了です。ありがとうございまは終了です。ありがとうございま

した。した。した。した。調査票をご返送ください。調査票をご返送ください。調査票をご返送ください。調査票をご返送ください。    

なお、ご意見・ご要望などございなお、ご意見・ご要望などございなお、ご意見・ご要望などございなお、ご意見・ご要望などござい

ましたら、ましたら、ましたら、ましたら、１６頁の１６頁の１６頁の１６頁の問４４問４４問４４問４４にご記にご記にご記にご記

入ください。入ください。入ください。入ください。    
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問６ ご本人ご本人ご本人ご本人が一緒に暮らしている家族が一緒に暮らしている家族が一緒に暮らしている家族が一緒に暮らしている家族のののの構成をお答えください構成をお答えください構成をお答えください構成をお答えください。。。。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 単身世帯（ご本人ひとり暮らし） 

２ 夫婦のみの世帯（配偶者も６５歳以上） 

３ 夫婦のみの世帯（配偶者は６４歳以下） 

４ 世帯員全員が６５歳以上の世帯（夫婦のみの世帯は除く） 

５ その他の世帯 

 

 

問７ ご本人ご本人ご本人ご本人のののの現在の現在の現在の現在の要要要要介護度介護度介護度介護度をお答えください。をお答えください。をお答えください。をお答えください。（有効期間が切れている場合、（有効期間が切れている場合、（有効期間が切れている場合、（有効期間が切れている場合、

切れる前の要介護度を記入してください。）切れる前の要介護度を記入してください。）切れる前の要介護度を記入してください。）切れる前の要介護度を記入してください。）（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 要介護１ 

４ 要介護４ 

２ 要介護２ 

５ 要介護５ 

３ 要介護３ 

６ わからない 

 

 

ご本人の日常生活についておたずねします。 

問８ ご本人の生活ご本人の生活ご本人の生活ご本人の生活のののの状況について、状況について、状況について、状況について、もっとも近いもっとも近いもっとも近いもっとも近いもももものはどれですか（１つに○）のはどれですか（１つに○）のはどれですか（１つに○）のはどれですか（１つに○）    

    

    

１ 病気や障害はなく、健康である 

    

２ 何らかの病気や障害などはあるが、日常生活はほぼ自立しており、

バス、電車などを利用して一人で少し遠方まで外出できる 

    

３ 何らかの病気や障害などはあるが、日常生活はほぼ自立しており、

隣近所までなら一人で外出する 

    

４ 何らかの病気や障害などはあるが、介助があれば外出できるし、

日中はほとんどベッド（ふとん）から離れている 

    

５ 何らかの病気や障害などがあり、外出の回数が少なく、日中も寝たり

起きたりの生活をしている 

    

６ 何らかの病気や障害などがあり、介助を要するが、自力で車椅子に    

移って、食事、排せつはベッド（ふとん）から離れて行うことができる 

    

７ 何らかの病気や障害などがあって、日中もベッド（ふとん）上での

生活が主体であるが、介助されれば、車椅子に移ることができる 

    

８ 何らかの病気や障害などがあって、一日中ベッド（ふとん）上で過ごし、

排せつ、食事、着替えなども介助を要するが、自力で寝返りをうつこと

はできる 

    

９ 何らかの病気や障害などがあって、一日中ベッド（ふとん）上で過ごし、

自力では、寝返りもうてない状態である 
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問９ ご本人は、生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。ご本人は、生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。ご本人は、生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。ご本人は、生活の中で不安に思ったとき、どなた（どこ）に相談しますか。    

（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてすべてすべてすべてに〇に〇に〇に〇））））    

    

１ 家族や親族 

３ 友人・知人 

５ 民生委員（介護保険相談員） 

７ 区役所・保健センター 

９ ケアマネジャー 

11 杉並区社会福祉協議会 

13 相談する相手がいない 

15 その他（         ） 

２ 隣近所の人 

４ かかりつけの医師 

６ まちかど介護相談薬局 

８ 地域包括支援センター（ケア２４） 

10 ヘルパーなど介護保険サービス事業者 

12 インターネットで、自分で調べる 

14 相談しない 

 

ご本人の健康についておたずねします。 

問１０ ご本人は現在、ご本人は現在、ご本人は現在、ご本人は現在、通院（病院・医院・診療所）通院（病院・医院・診療所）通院（病院・医院・診療所）通院（病院・医院・診療所）や往診で診療を受けていまや往診で診療を受けていまや往診で診療を受けていまや往診で診療を受けていま

すか。すか。すか。すか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 通院している    ⇒⇒⇒⇒問１１へ進む 

２ 往診を受けている  ⇒⇒⇒⇒問１２へ進む 

３ 診療を受けていない ⇒⇒⇒⇒問１３へ進む 

 

（問１０で「１ 通院している」と答えた方におたずねします。） 

問１１ 通院の回数はどのくらい通院の回数はどのくらい通院の回数はどのくらい通院の回数はどのくらいですか。ですか。ですか。ですか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 週２回以上 

４ 月１回程度 

２ 週１回程度 

５ 数か月に１回程度 

３ 月２回程度 

６ 不定期 
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（問１０で「２ 往診をうけている」と答えた方におたずねします。） 

問１２ 往診を受けているのは往診を受けているのは往診を受けているのは往診を受けているのは、、、、どのような内容ですか。どのような内容ですか。どのような内容ですか。どのような内容ですか。    

（（（（現在受けているもの現在受けているもの現在受けているもの現在受けているものすべてすべてすべてすべてにににに○）○）○）○） 

１ 医師による訪問診療を受けている 

２ 看護師等による訪問看護を受けている 

３ 在宅で、歯科医師や歯科衛生士による口腔に関する診療・指導を受けている 

４ 在宅で、医師や薬剤師による服薬の指導を受けている 

５ 在宅で、栄養士等による栄養・食事指導を受けている 

６ 在宅で経管栄養・尿の留置カテーテル・点滴、酸素カニューレ、血液透

析器・人工呼吸器などの医療器具を装着している 

７ 在宅で看護師等による吸引や吸入、浣腸、人工肛門の管理や褥瘡（じょ

くそう）・創傷処理など医療処置を受けている 

    

サービスの利用状況についておたずねします。 

問１３ ８８８８月月月月中に中に中に中に、、、、介護保険サービスを実際に介護保険サービスを実際に介護保険サービスを実際に介護保険サービスを実際に利用しましたか。利用しましたか。利用しましたか。利用しましたか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 利用した     ⇒ 問１５へ進む 

２ 利用していない  ⇒ 問１４へ進む 

３ わからない   ⇒ 問１５へ進む 

 

（問１３で「２ 利用していない」と答えた方におたずねします。） 

問１４ ８８８８月の時点で、介護保険サービスを利用していない理由月の時点で、介護保険サービスを利用していない理由月の時点で、介護保険サービスを利用していない理由月の時点で、介護保険サービスを利用していない理由で、で、で、で、ご本人のおご本人のおご本人のおご本人のお

考えに近いもの考えに近いもの考えに近いもの考えに近いものはどれですか。（２つまで○）はどれですか。（２つまで○）はどれですか。（２つまで○）はどれですか。（２つまで○）    

    

１ 病気やけがで、本人の状態が悪化したため、一時的に利用しなかった 

２ 家族等が介護しているので、サービスを利用する必要がない 

３ 本人の身体状況にふさわしいサービスがない 

４ 本人や家族が利用したいと思うサービスがない 

５ 本人がサービスの利用をいやがる 

６ どんなサービスがあるのかわからないから 

７ 費用の自己負担額が高すぎる 

８ 身内や知人以外に、家に入ってきてほしくないから 

９ 福祉用具購入や住宅改修を利用するためのみに認定を受けたから 

10 必要なときにサービスが受けられるよう、あらかじめ認定を受けておこ

うと思ったから 

11 その他（                           ） 
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問１５ ここ半年間に、短期入所生活･短期入所療養介護（ショートステイ）を希ここ半年間に、短期入所生活･短期入所療養介護（ショートステイ）を希ここ半年間に、短期入所生活･短期入所療養介護（ショートステイ）を希ここ半年間に、短期入所生活･短期入所療養介護（ショートステイ）を希

望どおり利用できましたか。望どおり利用できましたか。望どおり利用できましたか。望どおり利用できましたか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ おおむね希望どおり利用できている ⇒問１７へ進む 

２ 希望の半分程度しか利用できない                  

３ 胃ろう、気管切開などの医療上の問題で、利用したくてもできない   

４ 医療上の問題はないが、希望してもほとんど利用できない 

５ 利用は希望していない ⇒問１７へ進む 

 

 

(問１５で２～４に答えた方におたずねします。) 

問１６ 短期入所生活･短期入所療養介護（ショートステイ）を希望どおり利用で短期入所生活･短期入所療養介護（ショートステイ）を希望どおり利用で短期入所生活･短期入所療養介護（ショートステイ）を希望どおり利用で短期入所生活･短期入所療養介護（ショートステイ）を希望どおり利用で

きない場合は、どのようにしていますか。きない場合は、どのようにしていますか。きない場合は、どのようにしていますか。きない場合は、どのようにしていますか。（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてすべてすべてすべてに○に○に○に○））））    

    

 

問１７７７７    平成２４年４月平成２４年４月平成２４年４月平成２４年４月から「定期から「定期から「定期から「定期巡回・随時対応型訪問介護看護巡回・随時対応型訪問介護看護巡回・随時対応型訪問介護看護巡回・随時対応型訪問介護看護」」」」サービスサービスサービスサービスがががが開開開開

始されました。始されました。始されました。始されました。このサービスをこのサービスをこのサービスをこのサービスを知っています知っています知っています知っていますか。か。か。か。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 知っている     

２ 聞いたことはある        

３ 知らない                                 ⇒問１９問１９問１９問１９へ進むへ進むへ進むへ進む    

※※※※「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」サービスとは、日中・夜間を通じて「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」サービスとは、日中・夜間を通じて「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」サービスとは、日中・夜間を通じて「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」サービスとは、日中・夜間を通じて

２４時間、訪問介護と訪問看護を一体的に又はそれぞれが連携しながら定２４時間、訪問介護と訪問看護を一体的に又はそれぞれが連携しながら定２４時間、訪問介護と訪問看護を一体的に又はそれぞれが連携しながら定２４時間、訪問介護と訪問看護を一体的に又はそれぞれが連携しながら定

期巡回訪問と随時の対応を行うサービスです。期巡回訪問と随時の対応を行うサービスです。期巡回訪問と随時の対応を行うサービスです。期巡回訪問と随時の対応を行うサービスです。    

 

 

 

 

 

 

 

１ 従来どおりの介護サービスを受けて自宅にいる 

２ 身内や知人宅に行く 

３ 有料老人ホームのショートステイを利用している         

４ 宿泊サービスを行っている通所介護（デイサービス）を利用している 

  （お泊りデイ） 

５ 緊急ショートステイを利用している（区の独自サービス） 

６ 入院する 

７ その他（                           ） 

２～４を選択⇒問１６へ進む 

⇒問１８問１８問１８問１８へ進むへ進むへ進むへ進む 
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（問１７で「１ 知っている」または「２ 聞いたことはある」と答えた方におたずねします。） 

問１８ どのようにしてどのようにしてどのようにしてどのようにして知りましたか。知りましたか。知りましたか。知りましたか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

 

問１９９９９    ここ半年間に、高齢者在宅サービス（区の独自サービス）を利用したことがあここ半年間に、高齢者在宅サービス（区の独自サービス）を利用したことがあここ半年間に、高齢者在宅サービス（区の独自サービス）を利用したことがあここ半年間に、高齢者在宅サービス（区の独自サービス）を利用したことがあ

りますか。りますか。りますか。りますか。（（（（あてはまるものすべてあてはまるものすべてあてはまるものすべてあてはまるものすべてに○）に○）に○）に○）    

    

１ おむつ等の支給・おむつ代金の助成 

２ ほっと一息、介護者ヘルプ（家事代行ホームヘルパー派遣券の給付） 

３ 高齢者緊急通報システム（急病時に救急ボタンを押し救急車を要請） 

４ 寝具洗たく乾燥サービス 

５ 訪問理美容サービス（理美容師の出張費利用券の給付） 

６ 緊急ショートステイ 

７ 見守り配食サービス 

８ 家具転倒防止器具取付け（無料） 

９ 認知症高齢者家族安らぎ支援（ボランティアによる傾聴サービス） 

10 高齢者安心コール（電話訪問による安否確認、健康相談） 

11 高齢者火災安全システム（電磁調理器等の給付） 

12 徘徊高齢者探索システム（ＧＰＳ通信を使って高齢者の居場所を探索） 

13 高齢者２４時間安心ヘルプサービス助成事業 

14 ここ半年間に、これらのサービスを利用したことがない 

 

 

 

 

お住まいについておたずねします。 

問２０ ご本人の現在のお住まいは次のうちどれですか。ご本人の現在のお住まいは次のうちどれですか。ご本人の現在のお住まいは次のうちどれですか。ご本人の現在のお住まいは次のうちどれですか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 持ち家（戸建て） 

３ 賃貸（戸建て） 

５ 民間の賃貸アパート 

７ ６以外の区営･都営住宅 

９ 高齢者対応の住宅やマンション 

２ 持ち家（マンション等） 

４ 民間の賃貸マンション 

６ みどりの里・シルバーピア 

８ 公団・公社の賃貸住宅 

10 その他（ ） 

１ ケアマネジャー 

３ かかりつけの医師 

５ 民生委員（介護保険相談員） 

７ 杉並区社会福祉協議会 

９ インターネット 

11 その他（        ） 

２ 地域包括支援センター（ケア２４） 

４ ヘルパーなど介護保険サービス事業者 

６ まちかど介護相談薬局 

８ 区役所の窓口・ホームページ 

10 家族・知人等 
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問２１ 現在のお住まい現在のお住まい現在のお住まい現在のお住まいはははは、、、、介護を受けながら介護を受けながら介護を受けながら介護を受けながら在宅生活在宅生活在宅生活在宅生活を送るのに適しているとを送るのに適しているとを送るのに適しているとを送るのに適していると

思いますか思いますか思いますか思いますか。。。。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 思う    ⇒問２３へ進む 

２ 思わない  ⇒問２２へ進む 

 

 

（問２１で「２ 思わない」と答えた方におたずねします。） 

問２２ 在宅生活に適していると思わない在宅生活に適していると思わない在宅生活に適していると思わない在宅生活に適していると思わない理由はなんですか。理由はなんですか。理由はなんですか。理由はなんですか。（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすすすす

べてべてべてべてに○に○に○に○））））    

    

 

施設の入所についておたずねします。 

問２３    介護保険施設や有料老人ホーム等に入所（居）希望がありますか。介護保険施設や有料老人ホーム等に入所（居）希望がありますか。介護保険施設や有料老人ホーム等に入所（居）希望がありますか。介護保険施設や有料老人ホーム等に入所（居）希望がありますか。（（（（１つに○）１つに○）１つに○）１つに○）    

    

１ 現在、施設入所を申し込んでいる  

２ 将来的には施設入所を考えたい   

３ 施設への入所希望はない 

４ わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ご本人専用の部屋がない 

２ 部屋がせまく、介護用品（ベッド、車いす等）を置くスペースがない 

３ 階段の昇り降りが困難である 

４ 玄関、廊下、階段、トイレ、浴室などに手すりがない 

５ 玄関、廊下、トイレ、浴室などに段差がある 

６ 玄関、部屋などの扉の開閉が困難である 

７ トイレが洋式でない 

８ 流し台が使いにくい 

９ 浴槽が使いにくい 

10 その他（                      ）    

⇒問２６へ進む 

⇒問２４へ進む 
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（問２３で「１」または「２」と答えた方におたずねします。） 

問２４ 入所（入所（入所（入所（居居居居））））を希望されている施設はどのような施設ですか。を希望されている施設はどのような施設ですか。を希望されている施設はどのような施設ですか。を希望されている施設はどのような施設ですか。    

（（（（希望するもの希望するもの希望するもの希望するもの２つまで２つまで２つまで２つまで〇〇〇〇））））    

    

 

 

 

 

１ 特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設） 

※ 寝たきりや認知症で日常生活において常に介護が必要で、自宅では

介護が困難な方が入所します。食事、入浴、排せつなどの日常生活

介護や療養上の世話が受けられます。 

 

 

２ 介護老人保健施設 

※ 症状が安定している方に対し、医学的管理のもとで看護、介護、機

能訓練を行う施設です。医療上のケアや機能訓練、日常的介護を一

体的に提供し、在宅への復帰を支援します。 

 

 

３ 認知症高齢者グループホーム 

※ 認知症高齢者の方がスタッフの介護を受けながら、少人数で共同生活す

る住宅です。 

 

 

４ ケアハウス（軽費老人ホーム） 

※ 家庭環境･住宅事情等の理由により自宅で生活することが困難な方の入

所施設です。 

 

 

５ 介護付有料老人ホーム 

※ 民間が主体となって設置･運営する施設で、食事や日常生活上の必要

なサービスが提供されます。費用はそれぞれの施設ごとに設定され

ています。なお、入所時に保証金等を必要とする場合もあります。 

 

 

６ サービス付き高齢者住宅 

※ バリアフリー構造等を有し、安否確認サービス、生活相談サービス

等を提供する高齢者向けの賃貸住宅です。 

 

 

７ どのような施設でもよい 

 

 

８ その他（                            ） 
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(問２３で「１」または「２」と答えた方におたずねします。) 

問２５ 現在、または将来において施設に入所したいとお考えの理由は何ですか。現在、または将来において施設に入所したいとお考えの理由は何ですか。現在、または将来において施設に入所したいとお考えの理由は何ですか。現在、または将来において施設に入所したいとお考えの理由は何ですか。    

（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてすべてすべてすべてに〇に〇に〇に〇））））    

    

 

 

 

 

 

 

介護保険制度についておたずねします。 

問２６ 介護保険サービス全般の内容に満足していますか。介護保険サービス全般の内容に満足していますか。介護保険サービス全般の内容に満足していますか。介護保険サービス全般の内容に満足していますか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 満足している 

４ 少し不満がある 

２ おおむね満足している 

５ 不満である 

３ ふつうである 

６ わからない 

 

問２７ 現在の介護保険料をどのように感じていますか。現在の介護保険料をどのように感じていますか。現在の介護保険料をどのように感じていますか。現在の介護保険料をどのように感じていますか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 非常に負担である 

３ どちらともいえない 

５ まったく負担ではない 

２ 多少負担である 

４ あまり負担ではない 

６ いくら払っているかわからない 

 

問２８ 介護サービス介護サービス介護サービス介護サービスと介護保険料のあり方について、ご本人のお考えにと介護保険料のあり方について、ご本人のお考えにと介護保険料のあり方について、ご本人のお考えにと介護保険料のあり方について、ご本人のお考えにもっともっともっともっと

も近いものはどれですか。も近いものはどれですか。も近いものはどれですか。も近いものはどれですか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 介護保険料が多少高くなっても、介護サービスを充実してほしい 

２ 介護保険料が高くなるなら、サービスは現状のままでよい 

３ サービスを抑えても、介護保険料は安くしてほしい。 

４ わからない 

 

 

 

 

１ 介護する家族の心身の負担が大きい 

２ 介護をする家族や親族がいない 

３ 専門的なリハビリ等が必要 

４ 整った設備と専門職員がいる中での長期療養が必要   

５ 在宅のサービス利用による経済的な負担が大きい 

６ 在宅生活では、夜間や緊急時の対応が不安である 

７ 現在の住まいがアパート等で、今後住み続けられないかもしれない 

８ その他（                           ） 
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問２９ 介護保険サービス介護保険サービス介護保険サービス介護保険サービス利用利用利用利用の費用の費用の費用の費用にににについて、ついて、ついて、ついて、区から区から区から区から年年年年２２２２回お知らせしていま回お知らせしていま回お知らせしていま回お知らせしていま

すが、内容を確認していますか。すが、内容を確認していますか。すが、内容を確認していますか。すが、内容を確認していますか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ している 

２ 多少はしている 

３ 通知のあることは知っているが、内容はみていない 

４ まったく知らない 

 

問３０ ケアマネジャーと契約をするとき、その事業所を何で知りましたか。ケアマネジャーと契約をするとき、その事業所を何で知りましたか。ケアマネジャーと契約をするとき、その事業所を何で知りましたか。ケアマネジャーと契約をするとき、その事業所を何で知りましたか。    

（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてすべてすべてすべてに○に○に○に○））））    

    

１ 家族・知人・友人等の紹介 

２ かかりつけの医師・入院先の病院の紹介 

３ 地域包括支援センター（ケア２４） 

４ インターネット 

５ 区役所のホームページ（介護保険サービス事業者情報検索システム） 

６ 介護サービス事業者ガイドブック（ハートページ） 

７ その他（  ） 

 

問３１ 今後、区が力を入れていくべきと思うものは何ですか。今後、区が力を入れていくべきと思うものは何ですか。今後、区が力を入れていくべきと思うものは何ですか。今後、区が力を入れていくべきと思うものは何ですか。    

（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるもの３つまで３つまで３つまで３つまで○○○○））））    

    

１ 介護サービス利用者や家族を支援する情報提供の充実 

２ 介護サービス利用にかかる相談や苦情解決への対応 

３ 介護サービスを評価する仕組みづくり 

４ 在宅での生活が続けられるよう福祉、介護サービスの充実 

５ 特別養護老人ホームなどの施設サービスの充実 

６ 介護支援専門員（ケアマネジャー）やホームヘルパーなど人材の確保･   

定着・育成 

７ 介護サービスの質の向上に向けた事業者や施設への支援 

８ 介護保険制度の普及啓発 

９ 低所得者への対応策 

10 できるだけ介護が必要にならないような健康づくりと介護予防の推進 

11 その他（  ） 

12 特になし 
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（以下の問３２～問４３までは、介護をしている方（ヘルパーを除く）にお

たずねします。介護者がいない方は16頁の問４４へお進みください。） 

 

 

問３２ ふだん主に介護やお世話をしているのはどなたですか。ふだん主に介護やお世話をしているのはどなたですか。ふだん主に介護やお世話をしているのはどなたですか。ふだん主に介護やお世話をしているのはどなたですか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）                    

     介護保険の認定を受けているご本人からみた続柄でご回答ください。介護保険の認定を受けているご本人からみた続柄でご回答ください。介護保険の認定を受けているご本人からみた続柄でご回答ください。介護保険の認定を受けているご本人からみた続柄でご回答ください。    

    

１ 妻又は夫 

４ 息子の妻 

７ その他（ 

２ 娘 

５ 娘の夫 

  ） 

３ 息子 

６ その他の家族・親族 

 

問３３ 主に介護を主に介護を主に介護を主に介護をしているしているしているしている方方方方（問（問（問（問３２３２３２３２でお答えいただいた方）の状況でお答えいただいた方）の状況でお答えいただいた方）の状況でお答えいただいた方）の状況についてについてについてについて

おたずねします。おたずねします。おたずねします。おたずねします。（（（（選択肢があるものは選択肢があるものは選択肢があるものは選択肢があるものは、、、、１つに○）１つに○）１つに○）１つに○）    

    

性性性性    別別別別    １ 男性        ２ 女性 

年年年年    齢齢齢齢    

１ 満５０歳未満 

３ 満５５～５９歳 

５ 満６５～６９歳 

７ 満７５～７９歳 

９ 満８５歳以上 

２ 満５０～５４歳 

４ 満６０～６４歳 

６ 満７０～７４歳 

８ 満８０～８４歳 

健康状態健康状態健康状態健康状態    

１ よい        ２ まあよい 

３ あまりよくない   ４ よくない 

高齢者ご本人との高齢者ご本人との高齢者ご本人との高齢者ご本人との    

同居の状況同居の状況同居の状況同居の状況    

１ 同居している    ２ 別居している 

介護の時間帯介護の時間帯介護の時間帯介護の時間帯    

１ 日中・夜間とも   ２ 主に日中 

３ 主に夜間      ４ その他 

             （          ） 

介護年数介護年数介護年数介護年数    

１ １年未満 

３ ３年～５年未満 

５ １０年以上               

２ １年～３年未満                

４ ５年～１０年未満 

 

 

問３４  主に介護をしている方以外に、介護やお世話をする方（ヘルパーを除く）主に介護をしている方以外に、介護やお世話をする方（ヘルパーを除く）主に介護をしている方以外に、介護やお世話をする方（ヘルパーを除く）主に介護をしている方以外に、介護やお世話をする方（ヘルパーを除く）

はいますか。はいますか。はいますか。はいますか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 同程度に介護やお世話をしてくれる人がいる 

２ 多少は介護やお世話をしてくれる人がいる 

３ 他に介護やお世話をしてくれる人はいない 
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問３５ 介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じる介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じる介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じる介護保険サービスを利用して、介護にかかる負担が軽減されたと感じる

ことはありますか。ことはありますか。ことはありますか。ことはありますか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

    

１ 非常に感じる 

３ あまり感じない 

５ どちらともいえない 

２ 多少は感じる 

４ 感じない 

６ サービスは利用していない 

 

問３６ 主に介護をしている方から見て、介護保険サービス全般の内容は満足で主に介護をしている方から見て、介護保険サービス全般の内容は満足で主に介護をしている方から見て、介護保険サービス全般の内容は満足で主に介護をしている方から見て、介護保険サービス全般の内容は満足で

きますか。きますか。きますか。きますか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

１ 満足している 

３ ふつうである 

５ 不満である 

２ おおむね満足している 

４ 少し不満がある 

６ わからない 

 

問３７ 介護者のあなたが介護をする上で困っていることは何ですか。介護者のあなたが介護をする上で困っていることは何ですか。介護者のあなたが介護をする上で困っていることは何ですか。介護者のあなたが介護をする上で困っていることは何ですか。    

（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてすべてすべてすべてに〇に〇に〇に〇））））    

１ 介護保険の枠内のサービスでは足りない 

（例：もっとホームヘルプサービス､ショートステイ､デイサービス等の介

護サービスを利用したい等） 

    

２ 介護保険では必要なサービスメニューがない 

（例：介護者が休息や外出するときに見守りのサービスが欲しい、外出時

に付き添いが欲しい、自分のほかに介護をしてくれる人がほしい等） 

    

３ 介護をしていて困ったときや悩みを相談するところがない 

  （例：自分の健康が保てない、ストレスがたまっている、介護サービスを

本人が使いたがらない、本人と意思疎通がうまく出来ない等） 

    

４ 介護が経済的な負担になっている 

（例：介護のため、働くことが困難である等） 

    

５ 特に困っていることはない 

    

６ その他（                           ） 

 

問３８ 介護のことで困ったとき、誰に相談していますか。介護のことで困ったとき、誰に相談していますか。介護のことで困ったとき、誰に相談していますか。介護のことで困ったとき、誰に相談していますか。（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてすべてすべてすべてに〇に〇に〇に〇））））    

１ ご本人の家族や親族 

３ 友人・知人 

５ 民生委員（介護保険相談員） 

７ 区役所・保健センター 

９ ケアマネジャー 

11 杉並区社会福祉協議会 

13 相談する相手がいない 

２ 隣近所の人 

４ かかりつけの医師 

６ まちかど介護相談薬局 

８ 地域包括支援センター（ケア２４） 

10 ヘルパーなど介護保険サービス事業者 

12 その他（ ） 
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問３９    介護者のあなたが必要とするサービスは何ですか。介護者のあなたが必要とするサービスは何ですか。介護者のあなたが必要とするサービスは何ですか。介護者のあなたが必要とするサービスは何ですか。（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべすべすべすべ

ててててに○に○に○に○））））    

 

問４０ 主に主に主に主に介護している方介護している方介護している方介護している方の最近２週間のことについての最近２週間のことについての最近２週間のことについての最近２週間のことについておたずねしおたずねしおたずねしおたずねします。アます。アます。アます。ア～～～～

ケケケケののののすべてのすべてのすべてのすべての質問に質問に質問に質問にご回答ください。（ご回答ください。（ご回答ください。（ご回答ください。（「「「「１（１（１（１（はいはいはいはい））））」」」」またはまたはまたはまたは「「「「２（２（２（２（いいえいいえいいえいいえ））））」」」」

ののののどちらかどちらかどちらかどちらかに○に○に○に○））））    

 質問項目 はい いいえ 

ア 毎日の生活に充実感がない １ ２ 

イ これまで楽しんでやれていた事が、楽しめなくなった １ ２ 

ウ 以前は楽にできていた事が、今ではおっくうに感じられる １ ２ 

エ 自分は役に立つ人間だと思えない １ ２ 

オ わけもなく疲れたような感じがする １ ２ 

カ 

悲しかったり、落ち込んだり、憂うつだったりするこ

とが続いている 

１ ２ 

キ 

仕事や趣味、普段楽しみにしていることなど、たいて

いのことに興味がもてない状態が続いている 

１ ２ 

ク 困った時に、相談できる相手がいる １ ２ 

ケ 

自分が寝込んだ時に、自分の身の周りの世話をしてく

れる人がいる 

１ ２ 

 

問４１ 身体的、精神的な負担を考えて、これからも在宅での介護を続けていけ身体的、精神的な負担を考えて、これからも在宅での介護を続けていけ身体的、精神的な負担を考えて、これからも在宅での介護を続けていけ身体的、精神的な負担を考えて、これからも在宅での介護を続けていけ

ると思いますか。ると思いますか。ると思いますか。ると思いますか。（１つに○）（１つに○）（１つに○）（１つに○）    

１ 負担なく、やっていけると思う 

２ 何とかやっていけると思う 

３ これ以上負担が重くならなければやっていけると思う 

４ すでにやっていけない状況にあると思う 

５ わからない 

１ 介護者が休息出来るように、高齢者を数日間施設で介護する宿泊サービス 

２ 介護者が外出するときなどに、高齢者を施設で介護する日帰りサービス 

３ 介護者が息抜きできるように、代わりに見守りを行うサービス 

４ 介護者が疲れたときに家事などを援助するサービス 

５ 介護相談やサービスの紹介・手続きの代行 

６ 介護者に対するこころの相談 

７ 介護者のための健康相談・健診の機会 

８ 介護者同士が情報交換できる場 

９ 介護者への経済的支援 

10 その他（                           ）    
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問４２ 最近６か月の間に、介護が原因で、介護保険の認定を受けているご本人最近６か月の間に、介護が原因で、介護保険の認定を受けているご本人最近６か月の間に、介護が原因で、介護保険の認定を受けているご本人最近６か月の間に、介護が原因で、介護保険の認定を受けているご本人

と衝突したことはありますか。と衝突したことはありますか。と衝突したことはありますか。と衝突したことはありますか。（（（（あてはまるものあてはまるものあてはまるものあてはまるものすべてすべてすべてすべてに〇に〇に〇に〇））））    

    

１ 相手を侮辱するような言葉を言ったり、威圧的な態度をとったりしたことがある 

２ 介護やお世話を放棄してしまったことがある 

３ 相手を殴ったり蹴ったりしてしまったことがある 

４ その他の行為（  ） 

５ ない 

 

問４３ 介護保険の認定を受けているご本人の認知症の状況について介護保険の認定を受けているご本人の認知症の状況について介護保険の認定を受けているご本人の認知症の状況について介護保険の認定を受けているご本人の認知症の状況について、、、、１１１１～～～～８ま８ま８ま８ま

での番号のうち、での番号のうち、での番号のうち、での番号のうち、もっとももっとももっとももっとも近い近い近い近いものはどれですか。ものはどれですか。ものはどれですか。ものはどれですか。（１つ（１つ（１つ（１つにににに○）○）○）○）    

  見られる症状・行動例 

１ 認知症はない  

２ 

何らかの認知症はあるが、日常生活は家庭内及

び社会的にほぼ自立している 

 

３ 

家庭外で下記の状態が見られる 

日常生活に支障を来たすような症状・行動や

意思疎通の困難さが多少見られても、誰かが

注意していれば自立できる 

たびたび道に迷う、買物や事務、金

銭管理などそれまでできたことにミ

スがめだつ 等 

４ 

家庭内でも下記の状態が見られる 

日常生活に支障を来たすような症状・行動や

意思疎通の困難さが多少見られても、誰かが

注意していれば自立できる 

服薬管理ができない、電話の応対や

訪問者との応対など一人で留守番が

できない 等 

５ 

日中を中心として、下記の状態が見られる 

日常生活に支障を来たすような症状・行動や

意思疎通の困難さが時々見られ、介護を必要

とする 

着替え、食事、排せつが上手にでき

ない・時間がかかる 

やたらに物を口に入れる、物を拾い集

める、徘徊、失禁、大声、火の不始

末、不潔な行為、性的行為 等 

６ 

夜間を中心として、下記の状態が見られる 

日常生活に支障を来たすような症状・行動や

意思疎通の困難さが時々見られ、介護を必要

とする 

上記に同じ 

７ 

日常生活に支障を来たすような症状・行動や意

思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必

要とする 

上記に同じ 

８ 

著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体

疾患が見られ、専門医療を必要とする 

せん妄、妄想、興奮、自傷、他害等

の精神症状や精神症状に起因する問

題行動が継続する状態 
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ご意見・ご要望についておたずねします。 

問４４ 介護保険制度、保健福祉サービ介護保険制度、保健福祉サービ介護保険制度、保健福祉サービ介護保険制度、保健福祉サービスなどについて、ご意見・ご要望などごスなどについて、ご意見・ご要望などごスなどについて、ご意見・ご要望などごスなどについて、ご意見・ご要望などご

ざいましたら、自由にお書きくだざいましたら、自由にお書きくだざいましたら、自由にお書きくだざいましたら、自由にお書きください。さい。さい。さい。    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

貴重なお時間を割いてご協力いただき、ありがとうございました。 

ご回答いただきました調査票に記入もれがないか、今一度お確かめのうえ、 

同封の返信用封筒（切手は不要です）にて 

１１１１０月０月０月０月１６１６１６１６日（日（日（日（水水水水）まで）まで）まで）までにご返送ください 
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